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プロローグ







　白の月の十五日。

　日の出とともに目を覚ました俺おれは、まず鼻先に転がっている可愛かわいらしい少年の寝ね顔がおと対面することになり、心の底から仰ぎよう天てんさせられてしまった。

　黄おう褐かつ色しよくの髪かみをした、女の子みたいにやわらかい顔立ちの少年――俺にとっては旧知の間あいだ柄がらである、ルウ本家の末まつ弟ていルド＝ルウである。

（……えーと？）

　そのあどけない寝顔を見つめながら、俺は記き憶おくをたぐり寄せる。

　ズーロ＝スンたちを迎むかえた晩ばん餐さん会かいの後、俺とアイ＝ファはルウの本家で、バルシャはシン＝ルウの家で夜を明かすことになった。昨日までは俺たちもバルシャも、ルウの集落に存在する唯ゆい一いつの空き家でお世話になっていたのだが、その場所はズーロ＝スンたちに譲ゆずらなくてはならなかったのだった。

　バルシャはきっと、シン＝ルウとリャダ＝ルウに交代で警護と監かん視しをされつつ眠ねむることになったのだろう。ズーロ＝スンたちは、同じようにルウの集落に留とどまることになったグラフ＝ザザたちによって、同じ待たい遇ぐうを受けているはずだ。

　で――俺とアイ＝ファである。

　ルウの本家に空き部屋はなかったので、アイ＝ファはジバ婆ばあさんの寝しん室しつで、俺は男衆の寝室で、それぞれ身体からだを休めることになった。

　ここだけの話、アイ＝ファと寝室を引ひき離はなされてしまうと、つい数日前までの苦く悩のうに満ちた虜りよ囚しゆう生活の記憶を呼び起こされてしまい、俺はなかなか寝ね苦ぐるしい一夜を過ごすことになってしまったのだが――それでも気心の知れたルド＝ルウとぽつぽつ言葉を交かわしている内に、いつの間にか寝ね入いっていたものらしい。

　窓からは、早朝のやわらかい陽光が差し込んできている。男衆にしては早起きであるルド＝ルウも、さすがに夜明けと同時に目を覚ますことはないようだった。

（……本当に可愛らしい寝顔だな）

　ようやく記憶の整理ができた俺は、寝ねそべったままぼんやりそのようなことを考えた。

　もともと中性的な顔立ちをしているため、無防備に笑うと女の子みたいに可愛らしくなってしまうルド＝ルウであるが、むにゃむにゃと子供のように口もとを動かしながら安らかな寝ね息いきをたてているその姿も、可愛らしさではまったく引けを取らないようだった。

（まあ、本人にそんなこと言ったら、殴なぐられそうだけど）

　俺は仰あお向むけに体勢を入いれ替かえて、うーんと大きくのびをする。

　それから何気なく逆方向に目を向けると、再び仰天させられることになった。

　反対の側には、なんとダルム＝ルウの寝顔が転がっていたのである。

（……そういえば、この御ご仁じんも相部屋だったんだっけ）

　ルウの本家は大家族であったため、おおよそ二人でひと部屋ずつの寝室をあてがわれていたのだ。それで、本家に未み婚こんの男衆はこの二名しかいないのだから、何も不思議な組み合わせではない。

　ただ、ダルム＝ルウの寝顔というのは、一いつ驚きように値あたいした。

　野生の狼おおかみじみた双そう眸ぼうは、当然のことながら、まぶたに隠かくされている。普ふ段だんはぴりぴりと張りつめて、他者を寄せつけぬ迫はく力りよくに満ちた顔も、今は穏おだやかだ。長い黒くろ髪かみが頬ほおや肩かたにさらりとかかっているのが、何だかとてもダルム＝ルウらしからぬ風ふ情ぜいであった。

　そういえば、父親譲りの物ぶつ騒そうな目つきを差し引けば、森辺でもちょっと珍めずらしいぐらい顔立ちの造作は整っているダルム＝ルウなのである。それに、やっぱりルド＝ルウの兄なのだ。鼻は高く、唇くちびるは薄うすく、頬などは鋭するどく引き締しまっていても、どこか繊せん細さいで、やわらかい線が残されている。ルド＝ルウやラウ＝レイほど中性的な感じはしないが、それでもやっぱりまだ十九歳さいの若者なのだな――という感かん慨がいをかきたてられるような、それはとびきり穏やかで健すこやかな寝顔であった。

（……何だか見ちゃいけないものを見ちまったような気分だなあ）

　俺がそのようなことを考えたとき、ダルム＝ルウのまぶたがゆるやかに見開かれた。

　半はん覚かく醒せいの不ふ明めい瞭りような眼まな差ざしが、至近距きよ離りから俺を見る。

「……何をしているのだ、貴様は」

「え、いや、あの……普段の習性で、夜明けとともに目が覚めてしまいました」

　俺は冷ひや汗あせを禁じ得なかったが、ダルム＝ルウのまぶたはまたゆるやかに閉ざされていく。

「……男衆は、まだ眠っている頃ころ合あいだ。目が覚めたのなら、女衆の手伝いでもしてこい……」

「はい。そうさせていただきますです」

　俺はそろそろと身を起こし、なるべく音をたてないように戸を開けて室外に脱だつ出しゆつを果たした。

　それで息をついたところで、隣となりの部屋の戸がからりと引き開けられる。

「あらぁ、アスタ、もう起きてしまったのぉ……」

「おはようございます、アスタ」

　それは、長ちよう姉しのヴィナ＝ルウと次姉のレイナ＝ルウであった。彼かの女じよたちも、きちんと日の出とともに目を覚ましたらしい。

「アスタはまだ眠っていてもいいのよぉ……？　洗い物は、わたしたちが受け持つからぁ……」

　などと言いながら、ヴィナ＝ルウは「あふぅ……」とあくびを噛かみ殺ころした。朝からフェロモン全開のヴィナ＝ルウである。

「いえ、いったん起きたらもう眠れないタチなので、こちらは料理の下ごしらえでも――」

　と、言いかけて、今日は宿場町での商売も休業なのだと思い至る。

　本日は、ついにサイクレウスとの会談の日なのである。

「とりあえず、外に出ましょう……？」

　三人で連れ立って、広間のほうに足を向ける。

　すると、反対側の通路から、ちょうどアイ＝ファとリミ＝ルウが出てくるところであった。

　普段はティト・ミン婆さんがジバ婆さんに付つき添そっているのだが、アイ＝ファが宿しゆく泊はくするとあって、リミ＝ルウが寝室の交こう換かんを申し入れたのである。

　そのティト・ミン婆さんとララ＝ルウも、やがて寝室から姿を現した。

　小声で朝の挨あい拶さつを交わしつつ、みんなでぞろぞろと家を出る。

「おやおや、みんなおそろいだね」

　家の外には、ミーア・レイ母さんが待ち受けていた。

　ジザ＝ルウの嫁よめたるサティ・レイ＝ルウを除く本家の女衆が、これで勢ぞろいである。彼女には一歳になる子供がいるので、朝の仕事は免めん除じよされているのだろう。

「それじゃあ、ヴィナたちは洗い物をよろしくね。あたしたちはピコの葉を乾かわかして、あとは薪まき割わりだ」

「それなら俺は、薪割りを手伝わさせていただきますね」

　俺がそのように声をあげると、ミーア・レイ母さんは不思議そうに目をぱちくりとさせた。

「ああ、今日は町での商売も休みなんだっけ。それならあたしたちがひと仕事終えるまで、のんびりしていなよ。それでまた一いつ緒しよに香こう草そうや薪を集めに行けばいいだろう？」

「いえ。毎日寝ね床どこを拝借している恩義もありますし、それぐらいは手伝わせてください」

「そうかい。あんまり意固地に断るのも何だから、そういうことなら手伝ってもらおうか」

　というわけで、みんなで連れ立って家の裏に向かう。

　どれほど特別な日であっても、日々の仕事をおろそかにすることはできないのだ。

　朝の仕事の内容は、ファの家でもルウの家でも大差はない。晩餐の後片付けや衣類の洗せん濯たく、水みず汲くみなどから始まって、ギバが目覚める中天までに薪や香草の採取作業、あとは薪割りや食料庫の管理や干し肉の作製や――やれることは、その日の内にきっちりやりとげてしまう。

　めまぐるしいまでの忙いそがしさ、というほどではない。ただし、どれもが後回しのきかない大事な仕事ばかりである。家人とゆるやかに情愛を育はぐくみながら、のんびりと、しかし粛しゆく々しゆくと仕事をこなしていく。これが森辺の女衆の日常なのだった。

　今日の会談でジェノスの貴族たちとの関係性が破は綻たんしてしまったら、こんな平和で愛すべき日常も木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされてしまうことになる。だが、ルウ家の女衆はみんな常と変わらぬ明るい表情で、朝の仕事に取り組もうとしていた。

　きっとみんな、ドンダ＝ルウを信じているのだろう。この先に何が起きようとも、彼かれらの家長であり族長でもあるドンダ＝ルウが、最善の道を選えらび抜ぬいてくれるだろう――と。

（万が一――本当に万が一、森辺の民たみがこのモルガの森辺を捨てざるを得ないようなことになってしまっても、ルウ家のみんなは同じ表情でドンダ＝ルウの示す道を歩いていくんだろうな）

　そんなことを考えながら歩を進めていると、さりげなくアイ＝ファが近寄ってきた。

「ああ、アイ＝ファ。昨晩はジバ婆さんとゆっくり喋しやべれたか？」

「うむ」とうなずきながら、何か強めの視線を向けてくるアイ＝ファである。

「どうしたんだ？　こっちも別に何事もなかったぞ？」

「そうか。……あの次じ兄けいめも、何かおかしなちょっかいを出だしてはこなかったか？」

「ああ、ダルム＝ルウはさっさと眠ってしまったし、俺もルド＝ルウと少しばかりお喋りをしたぐらいだよ」

「そうか」と再び言いながら、アイ＝ファは視線を外そうとしない。

「……どうしたんだ？　何か心配そうな目つきに見えるけど」

「心配というか……」

　アイ＝ファはアイ＝ファらしくもなく口ごもり、それから俺の耳もとに口を寄せてきた。

「……ただ、お前と寝床を別にしてしまうと、あの忌いま々いましい日々を思い出してしまい、いささか胸が苦しくなってしまうだけだ」

　俺は驚おどろいてアイ＝ファの顔を見つめ返した。

　アイ＝ファは不満げに唇をとがらせる。

「お前のほうは、そのような苦しさとも無む縁えんで健やかな眠りが得られたようだな」

「いや、実は俺も昨晩はまったく同じ心情だったよ。……ただ、気き恥はずかしくて口には出せなかったけど」

　小声でそのように応じると、脇わき腹ばらを肘ひじで小こ突づかれた。

　なぜ小突かれたのかは、よくわからない。しかし何にせよ、俺たちもまた今日という日を乗りこえて、ファの家の日常を取とり戻もどさなくてはならないのだった。

「おや、あんたも起きてたのかい？」

　と、ミーア・レイ母さんがちょっと驚いたような声をあげる。

　家の裏手に、バルシャがぼんやりと突つっ立たっていたのだ。バルシャは唐から獅じ子しのごとき厳いかつい顔を俺たちのほうに向けると、いつも通りのふてぶてしい感じで、にやりと笑った。

「ああ。そっちはもう仕事の時間かい？　薪割りをするんなら、手伝うよ」

「そいつはありがたい話だけどさ。タリ＝ルウなんかは一緒じゃないのかい？」

　いちおうバルシャには、単独で集落をうろつかぬように、という命令というか要よう請せいが下されているのだ。

　バルシャは頭をかきながら、いくぶん申し訳なさそうな顔をした。

「……実はちょっとゆっくり考えたいことがあったもんで、一人でぶらぶら散歩をさせてもらっていたんだよ。あたしが無理を通したんだから、あの気のいいおっかさんを叱しからないであげてくれるかい？」

「ふうん？」と、ミーア・レイ母さんはいぶかしそうに眉まゆをひそめる。

「別にあんたが悪わる巧だくみをしているとは思わないけどさ。……それは、あんたには必要なことだったんだね？」

「ああ。必要なことだったんだよ」

　しばし奇き妙みような沈ちん黙もくが漂ただよった。

　その末に、ミーア・レイ母さんはにこりと笑う。

「わかったよ。今日はあんたにとっても正念場なんだろうから、頑がん張ばっておくれよ、バルシャ」

「ああ、ありがとうね、ミーア・レイ＝ルウ」

　ミーア・レイ母さんは一つ大きくうなずいてから、アイ＝ファを振ふり返かえった。

「それじゃあ悪いけど、アイ＝ファは洗い物じゃなくて薪割りをお願いできるかね？　狩人かりうどの見張りがないとバルシャに鉈なたを持たせられないからさ。水浴びは、あとであたしらと一緒にしよう」

「うむ。了りよう解かいした」

　そうして若い娘むすめたちは洗い物を抱かかえて水場におもむき、年配組はピコの葉を乾かん燥そうさせる準備に取りかかり始めた。

　で、俺とアイ＝ファとバルシャで薪割りである。大おお振ぶりの鉈をバルシャに手て渡わたしながら、アイ＝ファは「どうしたのだ、マサラのバルシャよ」と問うた。

「何やら思おもい悩なやんでいるようだが。サイクレウスとの会談を前にして、何か懸け念ねんでも生じてしまったのか？」

「いや、懸念とかそういう話じゃないよ。ただ、あたしも覚かく悟ごを決めただけさ。亭てい主しゆのゴラムを罠わなに嵌はめた貴族連中と、真っ向から喧けん嘩かしてやろうってね」

　バルシャは白い歯を見せて笑う。

「昨日の晩餐で、あんたたちの覚悟は知れたからさ。あたしもきっちり肚はらをくくることにしたんだよ。……だけどその前に、一目でいいから馬ば鹿か息子むすこの顔を拝みたかったんだよねえ」

「もしかしたら、そのために一人で集落をうろついていたのか？」

「鋭いね！　周りに人がいなければ姿を現すかも、とか考えたんだけど、どうやらあの馬鹿息子はあたしが森辺の集落にご招待されたことにも気づいてないみたいだね」

　そう言って、バルシャは少し遠い目をした。

「まあ、いいさ。顔をあわせて何が起きるわけでもないし。あたしはあたしの仕事を果たさせてもらうよ。……あの馬鹿息子のためにもね」

「うむ。サイクレウスの罪さえ暴あばくことがかなったならば、また心穏やかに日々を過ごすこともできよう。私たちとて欲ほつしているのは、これまでと変わらぬ平和な日々、それのみであるのだ」

「これまでと変わらぬ平和な日々、か。とても素す敵てきな言葉だね。そいつには、きっと生命いのちを懸かけるに値するぐらいの大きな価値があるんだろう」

　バルシャはいっそう遠くを見るように目を細める。

　とても穏やかな表情をしながら、その声には何か底の知れないほどの覚悟と決意が込められているように、俺には感じられてしまった。







第一章★★★審問







１




　そうして俺たちは数々の仕事をこなしてから、ルウの集落を出立することになった。

　大人数なので、荷車は使えない。会談に参加する九名と、ズーロ＝スンたち七名、それを警護する十名で、総勢二十六名の大所帯なのである。

　会談に参加するのは、ドンダ＝ルウ、グラフ＝ザザ、ダリ＝サウティの三族長に、ガズラン＝ルティム、フォウの家長、ベイムの家長、それに俺とアイ＝ファとバルシャを加えた九名。

　サイクレウスに罪を審問されるのは、ズーロ＝スン、ディガ、ドッド、ミダ、ヤミル＝レイ、オウラ、ツヴァイの七名。

　そして、警護役に任命されたのは、ダルム＝ルウ、ルド＝ルウ、ダン＝ルティム、ラウ＝レイ、といったお馴な染じみの四名に加えて、ザザ、ドム、ジーンから選出された二名ずつの、精せい鋭えい部隊十名である。

　特筆すべきは、ガズラン＝ルティムとダン＝ルティムの両名が顔をそろえていることだろう。

　変事においては、家長かその跡あと取とりのどちらかが自分の家に残って家人を守る、というのが森辺の習わしであるのだ。昨晩も、会談に参加するメンバーはルウの集落に居残ってズーロ＝スンらの監視と警護を受け持ったが、ダン＝ルティムはラウ＝レイとともにいったん帰き還かんしたのである。

　それでも今回は特例として、ダン＝ルティムが警護役に選ばれることになった。それを命じたのは、ドンダ＝ルウだ。未知なる城下町に踏ふみ入るとあって、ドンダ＝ルウも最強の布ふ陣じんでこの会談に臨のぞむ決断を下したのだろう。

　思えば、そこにはアイ＝ファとミダまで居合わせているのだから、これはルウ家の狩人かりうどの闘とう技ぎ会で八名の勇者に選ばれた内の七名までもが顔をそろえていることになるのだ。

　唯一の欠席者はジザ＝ルウで、彼だけは集落を守ることになる。ルウの血族百余名の安全が、親筋の家長の後こう継けい者しやたるジザ＝ルウに託たくされたのだ。護衛のメンバーに選出されなかったシン＝ルウも、そちらで自分の仕事を果たすことになる。

（……それにしても、やっぱり北の集落の狩人たちの迫力は、圧巻だな）

　狩人たちに囲まれて、宿場町へと通ずる緑の深い道を下りながら、俺はそのようにこっそり考えた。

　かつてはスン家の眷けん族ぞくであった、北の集落の一族――ザザとドムとジーンの精鋭たちである。勇ゆう猛もうさではルウの血族にも劣おとらないという評判である彼らは、その一人一人が凄すさまじいばかりの気き迫はくを放っていた。

「警護役の取り仕切りは、ディック＝ドムとダン＝ルティムに任せるということで異存はないな？」

　宿場町への道を辿たどりながら、グラフ＝ザザがドンダ＝ルウにそう呼びかけた。

　ディック＝ドムというのは、どうやらドム家の家長であるらしい。頭にギバの頭骨をかぶった、魁かい偉いなる大男である。ドンダ＝ルウやグラフ＝ザザをも上回る体格で、顔面や腕うでには無数の傷きず痕あとが刻まれている。俺がこれまでに目にしてきた森辺の民の中でも、最上級に凶きよう悪あくな風ふう貌ぼうをした狩人であった。

「俺とディック＝ドムがそろっていれば、何百人の兵士に囲まれようとも遅おくれを取ることはないであろうな！」

　豪ごう快かいに笑うダン＝ルティムを横目に、ディック＝ドムは無言であった。ただ、ギバの上うわ顎あごの骨の下では、黒い瞳ひとみが火のように燃えている。

　実に対照的な両者であるが、これほど心強い組み合わせというのも、なかなか他に想像がつかなかった。つくづくこれは、森辺の命運を懸けた総力戦なのだなという思いを新たにさせられてしまう。

「お待ちしていました、森辺の皆みな様さまがた」

　森と町の境界線に到とう着ちやくすると、そこにはレイト少年が待ち受けていた。

　バルシャは本来、カミュア＝ヨシュの招いた証人という立場である。ゆえに、レイトが同どう伴はんして城下町に乗り込むのだ。

「バルシャの通行証はメルフリードが準備してくれましたが、やはり私用で近この衛え兵へい団を動かすことはできないようなので、このままサイクレウスの屋や敷しきまでご一緒させていただいてもよろしいですか？」

「ふん。カミュア＝ヨシュは、けっきょく間に合わなかったのだな」

「中天にはまだ時間がありますので、何とも言えません。僕ぼくとしても、是ぜ非ひとも間に合ってほしいところなのですが」

　ともあれ、ここまできてレイトの同伴を拒こばむ理由はない。俺たちは、ともに城門を目指すことになった。

　しかし、普段ドンダ＝ルウたちが会談などに向かう際は、雑木林の裏を抜けて、なるべく宿場町の人々の目に触ふれぬようにしていたはずであるが、この大人数ではそれも難しかった。

「何も人目をはばかる必要はない。貴様が貴族の娘にさらわれたときは、もっと大勢の同どう胞ほうが町に下りていたのだからな」

「え……だけど今日は、ズーロ＝スンたちもいるのですよ？」

　ディガとドッドは拘こう束そくを解かれていたが、ズーロ＝スンだけは今日も革かわ紐ひもで腕と足を結ばれている。そんなズーロ＝スンを引き連れて、宿場町を堂々と練り歩くというのは――かつてザッツ＝スンが引き回されていたときと同じ恐きよう怖ふと混乱を人々に与あたえてしまうのではないだろうか。

　それに、ミダである。ミダもかつては、気に入らない料理を出した宿場町の屋台を破は壊かいするなどの無法を働いていたのだ。ほんの少しだけ無む駄だ肉の減じてきているミダではあるけれども、その姿を見み間ま違ちがう人間は宿場町にも存在しないだろう。

「何も人目をはばかる必要はない。……同じ台詞せりふを何度も言わせるな」

　そう言い捨てて、ドンダ＝ルウは同胞を振り返った。

「ズーロ＝スンらは、輪の中心に。貴様も女衆のそばにいろ、ファの家のアスタよ」

「はい、わかりました」

　それで俺も、これは必要な措そ置ちなのだということをようやく理解することができた。

　宿場町でも無法を働いてきたスン家の者たちは、ジェノスの人々に許されるのかどうか。それを決めるのはジェノスの領主ばかりではないと、ガズラン＝ルティムはかつてそのように言っていたのだ。これもまた、彼らにとっては避さけて通れない審しん判ぱんの刻なのだった。

　見てみると、ズーロ＝スンは山道の行軍がよほどこたえたのか、ヒキガエルのように大きな口を開けてぜいぜいとあえいでいた。ディガとドッドは、それぞれ煩はん悶もんの表情で足もとに視線を落としている。

　ディガはもともと町の民を恐おそれていたし、ドッドも酒が入っていなければ、ディガに劣らず心が弱い。だが、昨晩の晩餐の前までに比べれば、彼らの瞳にはまだしも人間がましい光が宿っているように感じられた。

　それに比べれば、女衆のほうは毅き然ぜんとしたものである。ヤミル＝レイやツヴァイはもちろん、もっともか弱げに見えるオウラですら、静かな面おも持もちで頭をもたげて、自らの運命に真っ向から立ち向かおうとしているように感じられた。

「行くぞ」

　レイトを加えて二十七名にふくれあがった一団が、建物の間の路地を抜けて、石の街かい道どうへと足を踏み入れる。

　中天までもう半刻ていどしかない、そろそろ町の賑にぎわってくる頃合いである。

　当然のこと、街道には恐怖と混乱の気配がすみやかに渦うずを巻まいていった。

　狩人たちに取り囲まれて、ズーロ＝スンなどの姿はそれほど目には触れなかったかもしれない。それよりもむしろ、ギバの頭部つきの毛皮や頭骨をかぶった北の狩人たちの姿のほうこそが、一番如によ実じつに衝しよう撃げきを与えているように感じられた。

　ザザやドムの集落は、宿場町から遠く離れている。荷車を手に入れた現在でも、町に下りるのはきっと女衆のみだろう。だから、もしかしたら北の一族の狩人たちが宿場町の人々にその姿をさらすのは、数十年ぶりのことなのかもしれなかった。

　そしてやっぱり、輪の中心に追いやられても、ミダの巨きよ体たいは頭半分以上も飛び出してしまっている。ザッツ＝スンたちなどはおもにジェノスの外で悪行を働いていたのだから、ここ近年で宿場町の人々を脅おびやかしていたのは、ミダやドッドであったのだ。この、外見的にはもっとも人間離ばなれしているミダが暴れる姿を見たことがある者などは、さぞかし強きよう烈れつな恐怖心を刷り込まれてしまっていることだろう。

　若い女性や老人などの中には、悲鳴をあげそうになったり、その場にへたりこんでしまったりする者たちもいた。西の民ほど強い差別感情は抱いだいていない南の民でも、ミダの風貌にはぎょっとして立ちすくむ者も少なくなかった。

　そんな恐怖と混乱の視線を一身にあびながら、森辺の狩人たちは石の街道を闊かつ歩ぽしていく。宿場町を巡じゆん回かいする衛兵たちすらも、こちらには近づいてこようとしない。

（あ、あれは……）

　しばらく進むと、見覚えのある姿が見えた。

《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》の主人、ミラノ＝マスだ。ミラノ＝マスが宿屋の前に立ち、厳しい視線を俺たちに向けてきている。

　罪人たちは死に絶えた、残された民に罪はない――そのように言ってくれていたミラノ＝マスであるが、ズーロ＝スンたちはその罪人らの直系の血族である。ミラノ＝マスの胸中には、いったいどのような感情が渦巻いているのだろう。

　さらに進んで、露ろ店てん区域に差しかかると、ちょうどヤンが屋台の準備に取りかかっているところだった。その手伝いをしていた娘さんは真っ青な顔になって立ちすくみ、ヤンもハッとしたようにこちらを振り返った。

　ヤン自身は、城下町の料理人という立場から、サイクレウスに対して穏やかならぬ心情を抱えているのだ。森辺の民とサイクレウスの確かく執しつについては、何も関かん与よしていない。主人のポルアースから、通りいっぺんの事情を聞いているぐらいだろう。

　だけどヤンは、いくぶん顔色を失いつつも、俺の姿を捜さがして、力強くうなずきかけてきてくれた。アイ＝ファやルド＝ルウの肩ごしに、俺もそちらにうなずき返してみせた。

　そうしてようやく宿場町の終わりが見えてくると――一つの人ひと影かげが、一団の前に飛び出してきた。

　野菜売りの主人である、ドーラの親父おやじさんである。

　先頭を歩いていたドンダ＝ルウは足を止め、皆みなにも止まるようにと右みぎ腕うでを振りかざした。

「も、森辺の族長、ドンダ＝ルウだね？　お、俺のことを覚えているかい？　アスタがさらわれちまったとき、あんたとは何回か顔をあわせているはずなんだけど」

　親父さんも、顔面蒼そう白はくになってしまっていた。それなりに大おお柄がらで力も強そうな親父さんであるが、この一団の前では、子犬のように弱々しく見えてしまう。

　輪の中心にいた俺はアイ＝ファに目め配くばせをしてからそちらに足を急がせたが、その間も問答は続いていた。

「名前を聞いた覚えはねえな。たしか、宿場町の野菜売りであったと思うが」

「あ、ああ、そうさ。ダレイムの農園で野菜を育ててそれを売っている、ドーラってもんだ。あんたの息子むすこさんや娘さんにも、俺の店はごひいきにしてもらっているんだよ」

「ならば――俺たちが普段食べているアリアやポイタンも、貴様が育てて売っているということか」

　仁に王おう立ちのまま、ドンダ＝ルウは底ごもる声でそのように応じた。

　往来の人々は、二人が言葉を交わす姿を、息を詰つめて見守っている。

「そ、そうだよ。アスタやルウ家の人たちがたくさん野菜を買ってくれるもんだから、俺の店は万ばん々ばん歳ざいさ。……お、俺はこれからもあんたたちと商売を続けていきたいと願っているよ、ドンダ＝ルウ」

　そこでようやく、俺とアイ＝ファはドンダ＝ルウのかたわらまで進み出ることができた。

　その肉づきのいい身体を小さく震ふるわせながら、ドーラの親父さんが力なく笑いかけてくる。

「俺たちも、変わらぬ生活を続けていきたいと願っているし――変わるならば、良い方向に変えたいと願っている」

　ドンダ＝ルウは、そう言った。

「そのための、今日の会談だ。無事に終われば、また俺の娘たちが野菜を買いにおもむくだろう」

「そうなることを、心から願っているよ。西方神セルヴァの加護のあらんことを。……アスタたちも、頑張ってな」

「はい。ありがとうございます」

　ドーラの親父さんは身を引いて、ドンダ＝ルウは何事もなかったかのように歩を進め始める。

　それを見送る親父さんの足もとに、ターラが飛びついた。俺は首をねじ曲げて、二人が見えなくなるまでその姿を目で追い続けた。

（宿場町で出会った人たちと、これまで通りのおつきあいを続けられるかどうか――それも、今日の会談にかかっているんだ）

　そうして宿場町を抜けると、街道の左右はまばらな雑木林となる。そのまま北方に進むと、西の方向に新たな道が現れて、その先にあるのが城下町だ。雑木林の隙すき間まからちらちら見えていた城じよう壁へきが、いよいよはっきりとあらわになった。

　六、七メートルの高さはあろうかという石の壁かべに囲まれた、城下町。明るい内にその姿を目にするのは、これが初めてのことだった。

　城壁は、街道に沿って果てしなく西の方向にのびている。二十メートルばかりもその街道を進むと、やがて城門が見えてきた。アーチ形にぽっかりと口を開けた、巨きよ大だいな門だ。そこから渡わたされた大きな架かけ橋はしの上を、裕ゆう福ふくそうな身なりをした商人や、兵士に守られた長衣の老人などがちらほらと行き交っている。

　そして――ついに俺たちがその架け橋の前まで歩を進めると、南側の雑木林から大勢の人影がわらわらと姿を現した。

「お待ちしていました、族長」

　その内の一人が、グラフ＝ザザの前に進み出る。

　グラフ＝ザザと同じように、頭部つきの毛皮をかぶった大柄の若者――ジーン本家の長ちよう兄けいである。彼の背後に付き従っている三十名ばかりの男たちも、すべて森辺の狩人らであった。ザザやジーン、それにサウティなどの集落から駆かけつけた混成部隊だ。

　城下町の護民兵団が、何かおかしな動きを見せないか――そして、族長たちが無事に帰還してくるかをこの場で見届けるのが、彼らに託された使命であった。族長たちは、自分たちが城下町に出向いている間に、サイクレウスが森辺の集落を襲おそったりはしないかと、そこまでを警けい戒かいしているのである。

「この城下町では、中天から日が落ちるまでの間に六回鐘かねが鳴るらしい。三回目の鐘までに会談が終わらぬようなら護衛役の一人を使いに出すので、それまではこの場で待機していろ」

「了解いたしました」

　狩人らは、また雑木林へと姿を隠す。

　すると、それを見計らったかのようなタイミングで、一人の兵士が架け橋のほうから近づいてきた。

「お待ちしておりました、森辺の族長がた」

　トゥラン伯はく爵しやく家けの紋もん章しようを胸当てに刻みこんだ、大柄な兵士――ジモンである。俺やルド＝ルウには横おう柄へいであった彼も、族長らの前では口調と態度を改めていた。

「トゥラン伯爵家の警護隊第一隊長ジモンと申します。トゥラン伯爵のお屋敷まで、小官がご案内いたします。……会談に臨む人員が八名、審問を受ける罪人が七名、おつきの護衛役が十名ということで、間ま違ちがいありませんな？」

「人数に間違いはねえが、一つだけ訂てい正せいさせてもらおう。この七人の内、罪人と呼ばれる立場の人間は一名だけだ。残りの六名に罪はあるのか、それを確かめるための審問だろうが？」

「……これは言葉が足りずに失礼いたしました」

　無表情に、ジモンは気持ちばかり頭を下げる。

　これほどの数の狩人を前にして、彼はいったいどのような心情でいるのか、それを推おし量はかることは難しかった。

「それに、二人ばかりおまけがくっついてきているな。こいつらを扱あつかうのは、俺たちの本来の仕事ではない」

　ドンダ＝ルウの言葉に、レイトとバルシャが進み出た。

「僕たちは、近衛兵団団長メルフリード殿どののお招きによって、本日の会談に参加させていただく者です。通行証の準備はありますので、案内をよろしくお願いいたします」

「……伯爵からも、そのように承うけたまわっております」

　言いながら、ジモンは右手で架け橋のほうを指し示した。

「族長らの通行証はこちらで用意しましたので、まずはあちらのトトス車にどうぞ」

「トトス車？」

　見ると、確かに何台もの車がしずしずとこちらに向かってくるところであった。二頭引きの、ひときわ巨大なトトス車が、四台だ。荷台の形状は密閉式の箱型で、側面にはもちろんトゥラン伯爵家の紋章が掲かかげられている。

「荷車で出で迎むかえとはご苦労なこったな。俺たちを貴族の姫ひめ君ぎみか何かと勘かん違ちがいしているのか、貴様たちは？」

「いえ。ですが、城門からお屋敷まで徒歩で行かれては時間がかかりすぎますし、それに――無用に人心を騒さわがせることにもなりましょう」

　ジモンは慇いん懃ぎんに述べ、ドンダ＝ルウは不ふ愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らす。

「一台につき十名までは乗り込むことが可能ですので、お好きなようにお乗りください」

「ふん……」

　当然のこと、刀を有する狩人とそうでない者が均等に割わり振られることになった。

　俺と同乗することになったのは、アイ＝ファ、ルド＝ルウ、ダルム＝ルウ、バルシャ、レイトである。実に広々とした箱型の荷車の中で、三名ずつが向かい合って座すわる。アイ＝ファとルド＝ルウに左右をはさまれながら、俺は御ぎよ者しや台だいの人物に声をかけた。

「あの、この窓の布は開けてもかまいませんか？」

「……ご随ずい意いに」

　その人物の声はわずかに震えており、ジモンほど感情を押おし殺すことには成功できていなかった。

　ともあれ、小窓のカーテンは遠えん慮りよなく開放させていただく。

「ああ、周りの様子がわからないってのは、あまりに無用心だものねえ」

　向かいの席でも、バルシャが俺の行こう為いを真似まねていた。その腰こしにも半月刀が戻っていたので、彼女もこの場では戦力の一人である。

「それでは出発いたします！」

　ジモンの号令とともに、トトス車は一台ずつ架け橋を渡り始めた。

　同胞たちの潜ひそんだ雑木林が、ゆっくりと後方に遠ざかっていく。

（いよいよだ……）

　いよいよ決着の時である。

　ここまで複雑にねじくれたジェノスとの関係性が、この日だけでどれぐらい改善されるのかはわからない。

　しかし、カミュア＝ヨシュはバルシャの存在を足がかりにサイクレウスの旧悪を暴く算段を立てていたし、族長たちも、今日という日を決着の時と定めていた。

　サイクレウスという人間に――ひいてはジェノスの領主マルスタインという人間に、森辺の民が刀を捧ささげる価値があるのかどうか、それを見み極きわめるための会談である。

　さまざまな思いを胸に抱えながら、俺たちは、ついにジェノスの城下町へと乗り込むことになったのだった
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（これがジェノスの城下町か……）

　車の振しん動どうに身をゆだねつつ、俺は初めて城下町の町並みをはっきりと目にすることがかなった。

　街路も家屋も石造りの、まさしく石の都の名に相応ふさわしいたたずまいである。

　道は太く、建物は大きい。ときおり街路樹なども立ち並んではいるが、土の地面というものはほとんど見当たらないし、行き交う人々はみんな裕福そうな身なりをしている。

　だが、この城下町にはシュミラルやディアルなどといった異国の商人にも出入りが許されているのである。トトスに重そうな荷を引かせている南の商人や、フードですっぽり顔を隠している東の商人なども、数は少なくない。

　また、黄褐色や象ぞう牙げ色いろの肌はだをした西の民たちも、みんな小こ綺ぎ麗れいな格好をしてはいるものの、その大半はやはり商人であるように見受けられた。城門からほど近いこのあたりは、商人のためのエリアなのかもしれない。

　さらに進んで大きな噴ふん水すいのある広場にまで差しかかると、そこには屋台の出店も確かく認にんすることができた。

（そりゃあまあ、城下町の人間だって働かないと食べてはいけないもんな）

　これだけ大きな町なのだから、その住人の数は数千人か、あるいは数万人にも及およぶのだろう。貴族など、その内のひと握にぎりに過ぎないのだ。

　山のように積み上げた野菜を売りさばいている男がいる。

　道行く人に綺麗な織物を広げてみせている女がいる。

　赤い果実をかじりながら噴水の周りを駆けている幼子がいる。

　そこには明るい活力があふれ、人々は平和な世を心から謳おう歌かしているように見えた。

（森辺の民だって、こういった人々の安あん寧ねいを脅かしたいわけではないんだ）

　むしろ、この平和で豊かな生活を守るためにこそ、森辺の民はギバ狩がりという過か酷こくな生を担になっているのである。

　このジェノスにおいては、トゥランやダレイムにしか大規模の田畑は存在しない。城下町の人間とて、石いし塀べいの外から食料を買いあげて飢うえを満たしているはずなのだ。

　フワノも果実酒も各種の野菜も、質のよいものは高値で城下町に買いあげられることになる。宿場町には安物の酸すっぱいタラパしか存在しない、と以前に誰だれかがぼやいていたが、高価で酸っぱくないタラパというのは、すべて城下町の住人に買かい占しめられてしまっているのだろう。

（別にそれが悪いってわけじゃない。でも……この石塀の内側に閉じこもっている人たちは、森辺の民にこの豊かさを支えられてるってことすら、ろくに知らないんじゃないのか？）

　もちろん森辺の民たちは、見返りや感謝の言葉を求めて狩人の仕事に励はげんでいるわけではない。俺おれと一緒に窓の外を覗のぞいているアイ＝ファにも、これといって何の感かん銘めいも受けている様子はなかった。

　だけど俺は、やっぱり少し腑ふに落ちない。

（サイクレウスなんかは論外としても、ジェノス領主のマルスタインとかいう御仁だって、いったいどういう心情でいるんだろう。石塀の内側さえ豊かで平和なら、後のことはどうでもかまわないっていう考えなのか？）

　そんな俺の想念も知らぬげに、トトスの荷車は軽快に街路を進み――そうしてついに、俺たちはその屋敷へと辿り着ついた。

「……到着いたしました」

　御ぎよ者しやの声が告げてくると同時に、後方の扉とびらが大きく開け放たれた。

　俺たちは、連れ立って荷車の外に下りる。

　足もとには石いし敷じきの地面が広がっており、目の前には石造りの館やかたがそびえたっていた。

　六日前まで俺が幽ゆう閉へいされていた、トゥラン伯爵家の屋敷である。

　この建物もまた、明るい内に目にするのは初めてのことだった。

　石というか、灰色がかった煉れん瓦がのようなもので構築された大きな建物だ。切妻形の屋根だけが、妙みようにまざまざとした黄色をしている。そういえば、かつてシュミラルもトゥラン伯はく爵しやく邸ていのことを「黄色い屋敷」と称しようしていた気がする。

　四角くどっしりとした様式であり、両りよう翼よくのように建物が左右にのびている。中央部のみが四階建てで、左右の棟むねは三階建てだ。ちなみに、俺がリフレイアに囚とらわれていたのは、向かって右側の棟である。

　ここに至るまで、俺たちはさんざん城下町の町並みを見せつけられることになったが、これほどに立派な建物を他に見かけることはなかった。俺の感覚に照らし合わせるならば、ちょっとした学校の校舎ぐらいのスケールを有する建物だ。

　そのサイクレウス邸を取り囲むのは、高さが四、五メートルはあろうかという石の塀へいである。俺たちが立っているのはその石塀の内側、四台の荷車と三十名近い人間を収容しても余りある、広大なる中庭であった。

　建物に向かって真まっ直すぐ石の道がのびており、道の左右には青々とした芝しば生ふのような地面が広がっている。夜間には、この空間に番犬が放たれるのだろう。

（……だけど、こんな大きな建物に家族は二人しか住んでないってんだもんな。それじゃあ大勢の使用人や兵士たちのためだけに、こんな大きな家を準備してるようなもんじゃないか）

　そのようなことを考えていると、ジモンが「どうぞこちらに」と建物に向かって歩き始めた。

　族長たちを先頭に、俺たちもそれに追従する。

　正面玄げん関かんと思おぼしき扉の前には、二名の兵士が立ちはだかっていた。掲げているのは、銀色の穂ほ先さきを持つ長なが槍やりである。ジモンが数歩手前で立ち止まると、兵士の一人が両開きの重そうな扉を引き開けた。

「さあ、どうぞ」

　ジモンはさらに歩を進めていく。

　が、ドンダ＝ルウは動かなかった。

「待て。ここから先に進むのは、会談に臨む人間だけだ」

「……それはどういう意味でありましょうか？　護衛役の方々にも、控ひかえの間を準備しておりますが」

　ジモンの疑問に答えたのは、ドンダ＝ルウのすぐ後ろにいたダン＝ルティムだった。

「しかし、この扉をくぐれば刀を預けなくてはならなくなるのだろう？　刀なくして護衛役などつとまらぬからな！　俺たちはこの場に居残らせてもらおう」

「ですが……族長らのそばに控えていなければ、護衛の役などは果たせぬように思えてしまうのですが」

「案ずることはない！　この建物ごと、族長らの身は守ってみせよう！」

　そう言って、ダン＝ルティムはガハハと大笑いする。

　ジモンは「左様ですか」と小さくうなずいた。

「それではこちらも護衛隊を何名か配置いたしますので、あとはその隊長の指示に従っていただくことになりますが、よろしいでしょうか？」

「おお、もちろん！」

「では、よろしくお願いいたします。……族長らは、こちらに」

　笑え顔がおのダン＝ルティムや、真しん剣けんな面持ちをしたルド＝ルウ、凶悪に目を光らせるダルム＝ルウやディック＝ドムなどに見送られて、俺たちは館の中に踏み入った。

　まずは、広々とした玄関口である。足もとには、ここからすでに赤せき褐かつ色しよくの敷しき物ものが敷しかれている。俺たちが全員そこに踏み入ると、重々しい音色をたてながら扉が背後で閉ざされた。

「ようこそいらっしゃいました……」

　そこに待ち受けていたのは、黄色いお仕着せを着た十名ほどの小こ姓しようたちだった。

　黄おう褐かつ色しよくか象牙色の肌をした、俺よりも年若いぐらいの少年たちである。が、よほど訓練がゆきわたっているのか、目を伏ふせて立ち並ぶ少年たちは、いずれも能面のような無表情を保持していた。

「刀をお預かりいたします……」

　その内の何名かが、うやうやしく手を差しのべてくる。

　ドンダ＝ルウたちは、無言のまま腰のものを受うけ渡した。

「……外がい套とうもお預かりしてよろしいでしょうか……？」

「断る。これは、狩人の誇ほこりだ」

　ドンダ＝ルウの声は常よりも穏おだやかなぐらいであったが、問いかけを発した少年はびくりと首をすくませた。

　その姿を一いち瞥べつしてから、ドンダ＝ルウは背後の同胞を振り返る。

「狩人の衣に鉄てつ串ぐしや刀子を仕込んでいる者は、すべて引ひき渡せ。武器となるものを帯びていなければ文句はなかろう」

　その言葉に従って、狩人たちはマントの裏側から言われた通りのものを引っ張り出した。

　これで全員が、武器を失った。最初から想定済みの展開とはいえ、やはりいくぶん心しん拍ぱく数すうは上がってしまう。

「では、こちらに」

　ジモンの先導で、絨じゆう毯たん敷じきの回かい廊ろうを進み始める。

　突き当あたりを左に進むと、たちまち道筋は細くなって、迷めい宮きゆうのように入り組み始めた。家屋の、左側の棟に移ったのだ。俺にとってもこの棟は未み踏とうの領域であったが、この狭せま苦くるしさと薄うす暗ぐらさには、激しい既き視し感かんを呼び起こされた。

　壁にはいくつもの扉が設置されていたが、それらはすべて黙もく殺さつされ、右に左にと道を折れていく。この道筋の複雑さは、やはり侵しん入にゆう者しやを警けい戒かいしての造りなのだろうか。

　屋敷の外に居残ったダン＝ルティムたちとは、どんどん隔かく絶ぜつされていってしまう。しかし、こういったサイクレウス邸の構造は、事前にドンダ＝ルウに伝えていた。その上で、ダン＝ルティムたちは屋敷の外に配置されたのだ。だから何も心配する必要はないのであろうが――俺の心拍数は上じよう昇しようする一方である。

　そうして最後には、煉れん瓦が造づくりの螺ら旋せん階段をのぼらされることになった。

　そのままさらに回廊を突き進すすんでから、ジモンはようやく足を止める。やはり二名の兵士が長槍を掲げた、ひときわ大きな扉である。その扉の前に立ち、ジモンは声を張り上げた。

「森辺よりの客人らがご到着いたしました！」

　何かくぐもった声が返ってきて、それを聞き遂とげてから、ジモンは扉を引き開けた。

　ジモンはよどみのない足取りで室内に踏み入り、俺たちもそれに続く。

　ついに、サイクレウスとの再会だ。

「よくぞ参ったな、森辺の族長らよ……我の都合でこのような場所まで足を運ばせることになり、まことに申し訳ないことであった」

　サイクレウスのしわがれた声が響ひびく。

　そこは、十メートル四方はあろうかという大広間であった。

　床ゆかにはやはり赤褐色の絨毯が敷きつめられており、左右の壁かべ際ぎわには大きな衝つい立たてが、正面の奥おくには緞どん帳ちようのような幕が引かれている。その、トゥラン伯爵家の紋章が刺し繍しゆうされた巨大な幕を背景に、サイクレウスが座していた。

「体調が思わしくないとのことであったが、口をきけるほどの力が残っていたのならば何よりだ」

　ダリ＝サウティが、ぶっきらぼうな口調で応じてから室内を見回した。

　それに合わせて、俺もこっそり観察の視線を走らせる。

　とても豪ごう奢しやでありながら、なおかつ殺風景にも感じられる部屋である。衝立や幕や絨毯などは、もちろん見るからに上等な品であるようだが、それ以外には人数分用意された丸まる椅い子すぐらいしか調度が見当たらない。真ん中に大きな卓たくでも置いたらちょうどよさそうな、奇妙にがらんとしたたたずまいであった。

　俺たちの正面にはサイクレウスと、もう一人見覚えのない人物が陣じん取どっており、数メートルほどの距きよ離りを置いて、二名の人物がそれと向かい合っている。メルフリードと、やはり見知らぬ白しら髪がの老人だ。

「我の隣となりに控えているのは護民兵団団長のシルエルであり、メルフリード殿のかたわらに控えているのは、ジェノスの法務官ザイラス殿である」

　これがサイクレウスの弟か、と俺はまず正面の人物に関心をかきたてられることになった。

　図太くて大柄な身体からだを白い略式の鎧よろいに包つつんだ、壮そう年ねんの男である。あぐらをかいた鼻が特とく徴ちよう的てきな、いかにもふてぶてしそうな面つらがまえをしており、それでいて褐色の髪かみをマッシュルームのようなおかっぱ頭にしているのが、何やら滑こつ稽けいだ。

　年ねん齢れいは、四よ十そ路じを越こえたぐらいであろう。とりあえず、痩やせこけていて老人めいた風貌のサイクレウスとはまったく似ていない。ただ、色素の薄うすいその双そう眸ぼうだけは、サイクレウスと同質の粘ねばっこい光をたたえているように感じられた。

　いっぽうのザイラスという人物は、白い長衣の胸むなもとに黄金こがね色いろの飾かざり物ものを光らせた、痩せぎすの老人である。俺の位置からは横顔しか見えないが、むっつりと不ふ機き嫌げんそうな表情をしているようであった。

「メルフリード殿の要望で、シルエルとザイラス殿にも同席してもらうことになったのだ。……族長らにも、異存はないだろうか？」

　ドンダ＝ルウは、無言でうなずいた。その旨むねは、あらかじめレイトごしに伝え聞いていたのだ。

　サイクレウスの共犯者と見なされているシルエルと、ジェノスの法に誰よりも精通している法務官を同席させて、今日こそはサイクレウスの旧悪を白日のもとにさらす。それがカミュア＝ヨシュの計略であった。

　ただし、そのカミュア＝ヨシュは、やはり不在だ。カミュア＝ヨシュが不在でも、メルフリードと共きよう闘とうすることはかなうのだろうか。いくぶんの懸念を胸に、俺はメルフリードの姿をこっそり見やる。

　ガズラン＝ルティムから話には聞いていたが、兜かぶとを外した彼かれの素す顔がおを見るのは、これが初めてのことだった。色の薄い褐色の髪に、筋の通った鼻び梁りようと、引き締しまった顎あごの線。想像していたよりも眉び目もくは秀しゆう麗れいであり、貴族らしい風格に満ちている。鍛きたえぬかれた長身を、やはり略式の白い鎧に包んだその姿は、ほれぼれとするような武者姿であると言えた。

　しかし、灰色に光るその瞳は、やはり爬は虫ちゆう類るいのように冷れい徹てつである。かつてのヤミル＝レイともまた異なる、ひたすら冷たい無機的な眼光だ。

「さあ、まずは腰を落ち着けるがよい。森辺の族長らよ……」

　サイクレウスにうながされて、ダリ＝サウティが眉まゆをひそめる。

「心こころ遣づかいはありがたいが、森辺の民はこのようなものに座る習慣を持ってはいない」

「それは以前にも聞きき及んでいる。……しかし本日は長丁場となろうから、ジェノスの風習に従ってはいただけぬかな？　自分たちのみが座しているというのは、なかなかに気分が落ち着かぬものであるのだ」

　ダリ＝サウティはさらに反問しかけたが、何かを思いなおしたような表情でサイクレウスの言葉に従った。それで俺たちも、ダリ＝サウティに続くことにする。

　背もたれのない、木製の簡素な丸椅子である。サイクレウスとその弟は、それこそ王おう侯こうのように大きな背もたれと肘ひじ掛かけのついた席に座しているため、何だか最初から見下されているような心ここ地ちを味わわされてしまう。

　また、人数が多いため、座席は左右と下座に区分けされており、サイクレウスたちを遠くから半包囲するような格好になっていた。

　もともとメルフリードたちが陣取っていた右手側にはレイトとバルシャ、それにアイ＝ファと俺が座り、左手側には族長らの六名、真ん中の下座にはズーロ＝スンら七名が腰を落ち着ける。

「では、御ご用ようの際はお呼びください」

　と、俺たちが席に着くのを見届けて、ジモンはこの広間を出ていった。

　それで俺は、もやもやと心中にわだかまっていた違い和わ感かんの正体を知ることができた。

　サイクレウスの周囲に、護衛の兵士が存在しないのだ。

　以前の会談では二十名もの兵士を引き連れていたという話であったのに、側近のジモンさえもが退出してしまった。サイクレウスのかたわらにあるのは、鈍どん重じゆうそうな体格をした弟のみだった。

「……気を抜ぬくなよ、アスタ。兵士どもは、あの巨大な幕の裏に潜んでいるようだ」

　と、俺の疑念を察したかのようにアイ＝ファが耳打ちしてきた。

「数は、二十名……いや、もっと大勢やも知れぬ。どんなに息を殺しても、気配までは殺しきれていない」

「そうか。姿を隠かくさせて、俺たちを油断させようとしているのかな」

「そうであるならば、片腹痛いとしか言い様もないが。しかし、そこのメルフリードなる者たちも、刀を帯びることは許されなかったようだな」

　俺は驚おどろいて、バルシャの一つ隣にいるメルフリードの姿を盗ぬすみ見た。

　姿勢よく椅子に座したその腰に、確かにトレードマークたる二本の長ちよう剣けんが見当たらない。

「前回の会談においては、かの者とカミュア＝ヨシュは帯刀を許されていたはず。……トゥランと城下町では習わしが異なる、というだけの話かもしれんが、とにかく用心だけは怠おこたるな」

　おそらくは完全武装をしているであろう兵士たちが数十名、サイクレウスの背後には潜んでいる。それに対して、こちらは森辺の狩人が七名――ミダを含ふくめれば八名を擁ようしており、バルシャやメルフリードもそれなりの実力者であるとしても、全員が素す手でである。これで荒あら事ごとに発展してしまったら、血を見ずに済むことなどできるのか。否いやが応でも、俺は不安感をかきたてられてしまった。

　そのとき――ふいに、ダリ＝サウティが「ああ」と奇き妙みような声をあげた。

　それと同時に、奇妙な匂においが俺たちのほうにまで漂ただよってくる。

「何だ、このおかしな香かおりは！」

　シルエルが、濁にごった声でわめきたてた。

「失礼した。座ったはずみに、ギバ除よけの実を潰つぶしてしまったようだ」

「ギ、ギバ除けの実だと!?」

「うむ。我わがサウティの家に伝わる、希少な果実だ。これを振ふりまけば半日はギバを除けることがかなうという大事な果実であったのだが、惜おしいことをした」

　何だかツンと鼻に刺ささるような、あんまり好きにはなれなそうな香りであった。

「心配せずとも、人間には害のない果実だ。しかし、窓があるなら空気を入いれ替かえるべきであろうな」

「……このように日が高いのだから、窓はすべて開け放っている。かまいはせぬから座しているがよい、森辺の族長よ」

　ねっとりと笑いながら、サイクレウスがそのように取りなした。

　腰を浮うかせかけていたダリ＝サウティは「そうか」と座りなおす。

　その窓というのは、俺たちから見て右手側の衝立の向こうにあるのだろう。壁の高い位置には明かりとりの小窓も切られていたため、室内はそこそこ薄うす明あかるく、空気も抜けていっている感じがする。

　しかし、ギバ除けの実というやつはよほど強い香りを有しているらしく、俺などはむせそうなぐらいの刺し激げきを鼻び腔こうに与えられてしまっていた。

「ひと月前、商団に扮ふんした一団を先導した際も、このギバ除けの実を使わせてもらったのだがな。そんなものでは太刀たち打うちできないほどのギバ寄せの実を使われてしまったために、まったく無駄に終わってしまった。かえすがえすも、あれは忌いま々いましい事件であったよ」

「……そのように急せかずとも、いまだ中天の鐘は鳴っておらん。今日は心ゆくまで言葉を交かわし、不幸な誤解を打ち消そうではないか……？」

　同じ笑えみをたたえたまま、サイクレウスはそう言った。

　相変わらず病的に青黒い顔色をしているが、とりたてて体調が悪いようには思えない。ただ、肘掛けにもたれて小さな身体をやや斜ななめに傾かたむけているのが、いささか力なくは見えた。

「しかし……メルフリード殿に讒ざん言げんを吹ふき込んだあの金きん髪ぱつの不ふ埒らち者めは、どうやら姿を現さぬようであるな？」

　と、サイクレウスの粘っこい目がメルフリードを見る。

「あれほどに我とシルエルを誹ひ謗ぼうしておきながら、姿を隠してしまうとは……拍ひよう子し抜ぬけであり、また、腹立たしくもある。メルフリード殿は、いったいどのようにお考えなのであろうか？」

「とりたてて不都合は感じていない。もともとカミュア＝ヨシュからは会談に間に合わぬ可能性もあると告げられていたし、その代理人もこうしてきちんと顔をそろえてくれているのだからな」

　レイトはにこにこと笑っており、バルシャは正面をにらみすえている。

　そのバルシャの口から、「そうか……」というつぶやきがもれるのを、俺は聞き逃のがさなかった。

「なるほどねえ……そういうことだったのかい」

　たぶんその声は、同じ側の座席にいる俺やアイ＝ファたちにしか聞き取れなかっただろう。バルシャは勇ゆう猛もうなる微び笑しようをたたえながら、サイクレウスではなく、その隣の弟の姿をにらみつけているようだった。

「まったくふざけた話だな！　たまさかジェノス侯こう爵しやくと面識を得ただけの風ふう来らい坊ぼうが、よりにもよって俺や兄君を誹謗するなどとは！」

　そのサイクレウスの実じつ弟ていであるシルエルが、また濁った声でわめきたてる。

「護民兵団の長たる俺には、数々の任務が待ち受けているのだ！　城中の安寧さえ守っていれば済む近この衛え兵へい団とはわけが違ちがうのだぞ！　……そうは思わぬか、メルフリード殿よ？」

　メルフリードは何も答えず、ただ冷たい灰色の目でシルエルを見返した。

　シルエルは、座ったまま子供のように足を踏ふみ鳴ならす。

「ふん、まあいい。その風来坊の悪あく辣らつな企たくらみも今日限りだ！　ジェノス侯爵家の第一子息という立場でありながら、そのような下げ賤せんの男の妄もう言げんにたぶらかされた罪は重いぞ、メルフリード殿よ？」

「横言はそれまでにしておけ、シルエルよ……どうあれ、今日という日にすべての真実は明らかにされるのであろうからな」

　サイクレウスがそのように述べたとき、どこか遠くから、ゴォォォン……ゴォォォン……という重々しい鐘の音色が響きわたってきた。

　太陽が中天に到とう達たつしたのだ。

「……それでは会談を始めるとしよう……」

　青黒い顔に奇き怪かいな笑みをたたえながら、サイクレウスはそう言った。
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「まずは、ジェノス侯爵マルスタインよりの言葉を伝えよう。……今回の会談を迎むかえるにあたって、侯爵は二つの疑念を晴らすべしと申し述べられた」

　サイクレウスが、俺たちに手の甲こうを見せる格好で「まず一つ」と人差し指を立てる。

「モルガの森の恵めぐみを荒あらすという大罪を犯おかしたスン家の人間たちに、いかほどの罰ばつが必要か、ジェノスの法に照らして、それをつまびらかにする、ということ……」

　ズーロ＝スンたち七名は、まんじりともせずにサイクレウスの言葉を聞いていた。

　ズーロ＝スンはうなだれており、ディガとドッドは初めて踏み入った貴族の館に困こん惑わくの表情、ヤミル＝レイとオウラは無表情で、ツヴァイは仏ぶつ頂ちよう面づら――そしてミダは、相変わらずのぽけっとした顔である。

「そして二つ」とサイクレウスは中指を立てる。

「森辺の家人を名乗る渡と来らいの民、ファの家のアスタの素す性じようと目的をつまびらかにすること……この二点だけはどうあっても見過ごすことはできぬ、というのが侯爵のお言葉である」

「ふん、トゥラン伯爵は本当に潔白の身であるのか、という我々の疑念はジェノス侯爵にとってどうでもよい話である、ということか」

　不愉快そうに、ダリ＝サウティが言った。

　サイクレウスは、にたにたと笑っている。

「案ずることはない、森辺の族長よ。それらの話はすべてひと繋つながりになっているのであろうと、我は考えている。本日この席から離はなれるとき、我々の間には真なる理解と共感が芽生えていることであろう」

「そのときは、俺たちも母なる森と西方神に惜しみない感謝の言葉を捧げることになるだろうな」

　ダリ＝サウティが分厚い肩かたをすくめると、サイクレウスはゆっくりと視線を動かした。ズーロ＝スンたちを素す通どおりして、その目が俺のもとで固定される。

「それではまず、ファの家のアスタなる者から審しん問もんを始めさせていただこう……」

　俺は背をのばし、サイクレウスの視線を正面から受け止めた。

「ファの家のアスタよ、先日は我の娘むすめが大変な不始末を犯すことになってしまったが……皮肉なことに、それで其方そなたの素性が我々の知るところとなった。其方はこの四大神の創世せしアムスホルンの子ならぬ、渡来の民である、と……それで相そう違いはないであろうな？」

「はい。自ら渡来の民と名乗った覚えはありませんが、この大陸の生まれでないということは事実です」

「ふむ……確かに、渡来の民が自らを渡来の民と名乗ることはなかろう。……それでは其方らの流りゆう儀ぎに従って、ここは竜りゆう神じんの民とでも呼ぶべきであろうか？」

「竜神の民――ですか？」

「渡来の民が崇あがめしは、海の支配者たる竜の神……それゆえに、渡来の民は自らを竜神の子、竜神の民と名乗っているのであろう？」

　そのような名前は、初耳だ。

　ここは真実を語るしかないだろう。俺はいっそう気を引き締めて、座り心地の悪い椅子に座りなおす。

「俺はこの大陸ではない島国の生まれですが、竜神というものを祀まつっていた覚えはありませんし、自分がその神の子であるという意識もありません。そういう意味では、俺は渡来の民ですらないのかもしれません」

「渡来の民では……ない？」

　サイクレウスの小さな双眸が陰いん火かのように燃えた。

　そのかたわらで、シルエルが「何を馬ば鹿かな！」とわめきたてる。

「海の外からやってくるのは総じて渡来の民、竜神の民だ！　そのようなおためごかしで我々をたばかれると思うなよ、小こ僧ぞう！」

「いえ、何もたばかっているつもりはありません」

「ふん！　渡来の民は、その根をマヒュドラの民と同じくすると聞く！　太古の時代、大陸を捨てたマヒュドラの民が竜神の子となった、という伝承が残されているのだ！　それゆえに、渡来の民はマヒュドラかシムとしか通商を結ぼうとはしなかった！　マヒュドラの血族であるならば、渡来の民など我々にとっては不ふ倶ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てきも同然なのだ！」

　そうなのか、と俺は口をつぐむことになった。

　ならばなおさら、俺は自身の潔白を示さなくてはならない。

　が、俺が反論の言葉を思いつくより早く、サイクレウスがいきりたつ弟を制した。

「しかし……その伝承の通り、渡来の民はその多くがマヒュドラの民と似通った姿をしていると聞く。金色の髪に紫むらさき色いろの瞳ひとみ、赤く灼やけた肌を持つ巨きよ躯くの蛮ばん人じん……それが話に伝え聞く渡来の民の姿である」

　そうしてサイクレウスの粘ねん着ちやく質しつの視線が、ねとねとと俺の姿をねめ回してくる。

「だが、其方はシムの民のごとき黒色の瞳と髪を持ち、肌の色は西の民さながらである……ということは……其方は真実、竜神の民ではない、ということになるのであろうかな……？」

「はい。俺は日本という島国の生まれで、その民が竜神の子と呼ばれていたことはないと思います」

「にほん……その島国とやらは、いったいどこに存在するのであろうかな……？」

「それは俺にもわかりません。俺は自分の意思でなく、わけもわからぬままこの大陸の真ん中に放ほうり出されてしまったのです」

　答えながら、俺はサイクレウスの様子が気になってしかたがなかった。

　おかしな感じに両目を光らせながら、少し興奮した様子で身を乗り出している。それは何だか、未知なる玩具おもちやを発見した幼子のように無む邪じや気きで、なおかつ不気味な姿に見えてしまったのだ。

「またわけのわからぬことを言いだしたものだな！　このジェノスは、どこの海とも遠く離れた大陸の中央に位置しているのだぞ？　血筋どうこうを取とり沙ざ汰たするまでもなく、海の外の人間などがこのような場所をうろついているだけで、それは不ふ審しんである！　あげくの果てに、自分の意思でやってきたわけではない、などとは――何か邪よこしまな企みがあってそれを隠しているのだと吐と露ろしているようなものだぞ、小僧！」

　いっぽうのシルエルは、ずっと同じ調子でわめきたてている。何となく、失しつ脚きやくする前のディガやドッドを思わせるふるまいである。

　己おのれの感情を制せい御ぎよすることのできない人間が、強い権力と肥大化した自じ我がを有してしまっている。雰ふん囲い気き的には小悪党であるが、これは、かつてのディガやドッド以上に危険で厄やつ介かいな相手であるように思えてならなかった。

「邪な企みなどはありません。俺は気づいたら、モルガの森の中で倒たおれていて――そこをこのファの家の家長アイ＝ファに救われたのです。それで、自分の故郷に帰る手立ても見つけられそうになかったので、森辺の家人として生きていく決断を下したまでなのです」

　俺はシルエルを興奮させぬよう気をつけながら、それでも精せい一いつ杯ぱいに毅き然ぜんと言葉を返してみせた。

「それは何かの罪になるのでしょうか？　俺は海の外の生まれですが、森辺の民として生きていきたいと願っています。森辺の民が西方神セルヴァの子であるというのなら、俺もセルヴァの子として新たな生を得たいと願います」

「……己の神を捨てて、セルヴァの子となる、と……？」

「はい。それだけの覚かく悟ごは固めてこの場におもむいてきたつもりです」

　サイクレウスは身を引いて、背もたれに身体を預けながら、ザイラスという老人のほうに視線を向けなおした。

「どうであろうな、ザイラス殿よ……渡来の民がセルヴァの子となることは可能なのであろうか……？」

「そうですな。そのようなことは前例がありませんため、祭司長や神しん祀ぎ官かんなどの意見をうかがう他ほかないと思われます」

　感情のない声で、老人はそのように応じた。

　メルフリードとは異なり、無理に感情を押し殺ころしているような様子である。城下町の民とはまったく縁えんのなかった森辺の民を前にして、少なからぬ緊きん張ちようを強しいられているのだろう。

「では、その件に関しては祭司長らの言葉を待つ他ないが……ファの家のアスタよ、其方には一つ、重大な嫌けん疑ぎがかけられている」

「重大な嫌疑？」

「うむ……それは、其方があのカミュア＝ヨシュなる不埒者と共きよう謀ぼうして、ジェノスと森辺の民の関係を決けつ裂れつさせようと目もく論ろんでいる、という嫌疑である」

「何を馬鹿な」と、アイ＝ファが低く言い捨てた。

　その瞳に、おさえようもない青い炎ほのおが燃えあがる。

「トゥラン伯爵よ。私はこの数すうヶか月げつ間、アスタと生活をともにしてきた。アスタにそのような邪じや心しんがないことは、私が一番にわきまえている。そんな私にとって、あなたの言葉は私自身をも侮ぶ辱じよくする言葉に他ならない」

「そうであろうか……？　たとえどれほどの時間をともに過ごしても、他者の心情をすみずみまで知ることなどはかなわぬのではないのかな……？」

「アスタは他者ではない。私の家人だ」

　あくまでもその双眸だけを激しく燃やしながら、アイ＝ファは低くそう言った。

「アスタが私を裏切ることはない。そうと信じられぬ限り、異国生まれのアスタを家人と認めることはない。……さきほどの讒言を取り消していただこう」

「私からも、発言させていただきます」

　と、ガズラン＝ルティムも静かに声をあげる。

「アスタが宿場町で商売をしてみたい、と我々に協力を願ったとき、ルウの家長ドンダ＝ルウもその一点に懸け念ねんを抱いだいていました。それゆえに、ドンダ＝ルウは条件をつけたのです。もしもアスタがカミュア＝ヨシュと共謀して、何かあやしげな企みを画策していたときは、その右みぎ腕うでを頂ちよう戴だいする、と。……こうしていまだにアスタが右腕を失っていないのは、彼がドンダ＝ルウの信しん頼らいを勝ち得たという証あかしなのです」

「ほう……信頼をな……」

「アスタの商売に反対する者も、森辺の集落には多数存在します。しかし、アスタが都の人間と共謀していると疑っている人間などは一人として存在しないでしょう。あなたのさきほどの言葉は、アスタやアイ＝ファのみならず、森辺の民のすべてを侮辱し誹謗する言葉なのだと思われます」

「なるほどな……しかし残念ながら、我々にはそのアスタという者の言葉を信じる材料がどこにも存在しないのだ、森辺の若き狩人よ」

　悠ゆう揚ようせまらず、サイクレウスはそのように言った。

「ファの家のアスタよ。其方がジェノスの宿場町に初めて姿を現したのは、緑の月の十四日であると聞く……それに相違はないか？」

「ええ？　日にちまでは記き憶おくしていませんが、たしか二ヶ月ほど前のことだったと思います」

「宿場町の詰つめ所しよに、記録が残されていたのだ。其方らはその日にそこのスン家の次じ兄けいと町中で騒さわぎを起こし、それをカミュア＝ヨシュという男に救われたのであろう？」

　ドッドが、ぴくりと肩を震ふるわせる。

「それから半月と経たたぬ内に、其方は宿場町で屋台の商売を始め、ファやルウの家に恵みをもたらした……さらにその半月後にはスン家の罪が暴あばかれて、族長筋としての資格を失った……このような変事が続いたのは、すべて偶ぐう然ぜんなのであろうかな？」

「偶然というか……なるべくしてなった、ということではないでしょうか？　確かに宿場町で商売をする、という案を俺に与あたえたのはカミュア＝ヨシュですが、それはそれだけのことです。彼はご存ぞん知じの通り、メルフリードとともにスン家の旧悪を暴くという計画を立てていたため、森辺の民と宿場町の縁を壊こわしてしまわないように、という思いも込めて、俺に商売を勧すすめてくれたのだと後から聞かされました」

「ふむ……しかし、最初にスン家の罪を暴いたのは、其方やルウ家の者たちなのであろう？　カミュア＝ヨシュの計略が実を結んだのは、その後のことであるはずだ」

　サイクレウスがいっそう奇怪な笑みを浮かべる。

　ガズラン＝ルティムに「ムントのようだ」と言わしめた不気味な笑みである。

「カミュア＝ヨシュはメルフリード殿どのを、其方は森辺の民をそれぞれ操あやつって、スン家を失脚させた……最初から、其方はそのためにこそ森辺の家人になりすましたのではないのかな……？」

「なりすましたとは、どういう言い草だ」と、再びアイ＝ファが双眸を燃やし、「何という目つきをする女だ！」と、シルエルがわめいた。

　しかし、サイクレウスの笑みは消え去らない。

「そのように考えたほうが、よほど腑に落ちるのだ……ファの家のアスタに、カミュア＝ヨシュ、この両名が宿場町に姿を現してから、ひと月と経たぬ内にスン家は失脚した。その失脚に両名が関かかわっていたとあらば、それを偶然と片付けるほうが不自然であろう……？」

「そうしてスン家を失脚させたのは、ジェノスと森辺の間に不和をもたらすためであった、というお話であるわけですね。ですが、そのようなことをして、俺たちに何の利があるというのでしょう？」

「其方は渡来の民であり、カミュア＝ヨシュはマヒュドラとの混血である……西の王国に災さい厄やくをもたらすのに、それ以上の理由など必要であろうかな？」

　もはや物理的な質量を有しているのではないのかというぐらい、サイクレウスの声はねばねばとしていた。

「そしてまた……それに加えて、我がトゥランの領土においては、多数のマヒュドラの民を奴ど隷れいとして使し役えきしている。それゆえに、マヒュドラに根を持つ人間には恨うらみを買ってしまうという面もあるのやもしれん……」

「しかしさきほどもお話しした通り、俺は竜神の民ではなく、マヒュドラとも関係のない身です。西の王国に災わざわいをもたらす理由はありません」

「渡来の民とは、総じて竜神の民である。確かに其方は竜神の民とも思えぬ風ふう体ていをしているが、それのみをもって竜神の民でないと断ずることはできん」

　渡来の民というのがマヒュドラに近い一族である、というのは完全に計算の外であった。

　しかし、俺がこの大陸の生まれでないと明かしても、ジェノスの人々は特に敵意を向けたりはしてこなかった。だからたぶん、渡来の民がマヒュドラの血族であるというのは一つの俗ぞく説せつに過ぎず、サイクレウスの言葉も言いがかりに過ぎないのだろう。

　だけどこれは、いったいどのように反論すればよいのだろうか。なまじカミュア＝ヨシュとは共闘の関係にあるために、身の証を立てるのは非常に困難であるように思えてならなかった。

「其方は料理人として、なかなかの手しゆ腕わんを有していると聞く……それで宿場町における商売で成功をおさめ、まずはファとルウの家に大きな富をもたらすことによって、信頼の足がかりとした……そうではないのかな、ファの家のアスタよ……？」

「違います。俺はただ、森辺の集落に今まで以上の豊かさをもたらしたいと願っただけです。自分のような異国生まれの人間がそのようなことを望むのはおこがましいかもしれないと思いながら、それでもアイ＝ファやガズラン＝ルティムの言葉を聞いて、それでようやく決断することができたのです」

　すべてが、俺おれの真情である。

　しかし、それがサイクレウスらの心に届いているという気配は微み塵じんも感じられなかった。

　しかしそれも、当たり前の話だ。きっとこの連中にとっては、真実などどうでもよいのである。というか、自分たちにとって都合のよい話しか真実と認めぬつもりなのだろう。

　最初から心を通い合わせるつもりもない人間に真情をぶつけるというのが、どれほど虚むなしい行こう為いであるか――俺は、胸中に満ちる虚きよ無む感を、全力でねじふせねばならなかった。

　そうして俺が新たな言葉を探している間に、発言する者があった。

「……サイクレウス卿きようよ、そのようなことを取り沙汰するのに、いったいどのような意味があるのだろうか？」

　それは、ずっと沈ちん黙もくを守っていたメルフリードであった。

「仮にこのファの家のアスタという者がカミュア＝ヨシュの同どう胞ほうであり、その目的が奈な辺へんにあったとしても、私には関わりのないことだ。どうあれ、スン家の者たちが大罪を犯していたことに違いはないし、貴き殿でんとシルエル殿にも同様の嫌疑がかけられているという事実にも変わりはない」

「大いに、意味はある……と、我は考えている」

　何かわめこうとするシルエルを手で制し、サイクレウスはそう言った。

「確かにスン家は大罪を犯していた……しかし、それが証あかし立てられたのは、ザッツ＝スンとテイ＝スンの両名が商団に扮した貴殿たちを襲おそったということと……あとはせいぜい、十年ほど前にも商団を襲っていたらしい、というその二点のみであろう？」

「待て。その他にも、スン家はモルガの恵みを荒らしていた。だからこそ、ズーロ＝スンは罪人としてこのように裁きを待つ身となったのだ」

　ダリ＝サウティが、鋭するどく言葉をはさむ。

　サイクレウスは、そちらに向き直って、にたりと笑った。

「我らは実際にスン家の者たちが罪を犯す姿を目にしたわけではない……ただ我らは、そのように言い張る貴殿らの言葉を信じる他なかった、というだけのことである」

「俺たちが、ありもしない罪でスン家を陥おとしいれようとしているとでも抜かすつもりか？」

　ダリ＝サウティの声が、激情にひび割れる。

　普ふ段だんは温おん厚こうで柔にゆう和わな人ひと柄がらであるが、都の人間と相対するときは、彼も少なからず熱い血が騒いでしまうようなのだ。しかしそれでも森辺の民としては格段に理知的なタイプであるため、ガズラン＝ルティムとともに彼が交こう渉しよう役やくを担になっているのである。

「貴殿らの全員が虚きよ言げんを口にしているとは考え難がたい……しかし、高潔なる森辺の民ならばこそ、都の人間にたぶらかされてしまう危険性は否いなめぬのであろう」

「だから、スン家の人間をたぶらかしていたのは――」

「貴殿らは、ファの家のアスタやカミュア＝ヨシュらにたぶらかされているのではないのか、森辺の族長らよ？」

　ダリ＝サウティの言葉をさえぎって、サイクレウスはそう言った。

「確かにスン家の者たちは、モルガの恵みを荒らしていたのかもしれぬ……しかし、その罪を暴いたのは、誰だれであったかな？　家長会議の日に、ファの家のアスタの進言がきっかけとなってその罪は暴かれたのだと、貴殿たちはそのように申し述べていたはずであるが」

「その通りだ。アスタはかまど番を果たしていたのだから、誰よりも早くその事実に気づくことができた。何もおかしな話ではあるまい」

「ならば貴殿らは、ファの家のアスタに感謝したことであろうな。何せスン家は、十数年もの間、森の掟おきてを破り続けていたのだから……」

「感謝したら、何だと言うのだ？」

　いよいよダリ＝サウティの声から平静さが失われていく。

　サイクレウスは、それを逆なでするように微笑ほほえんだ。

「それこそが、ファの家のアスタの策略だったのではないのかな……カミュア＝ヨシュとファの家のアスタは、スン家の罪を暴くことによって、メルフリード殿と森辺の民の信頼を勝ち得た。そうしてから、今度はありもせぬ罪をスン家と我々にかぶせて、さらなる混乱をジェノスにもたらそうと目論んでいるのだ」

「なるほど。つまり、スン家が犯していたのはモルガの恵みを荒らすことと商団を襲ったことのみで、それ以外のことはすべてカミュア＝ヨシュの言いがかりである、と主張されているわけですね」

　ガズラン＝ルティムが、沈ちん着ちやくきわまりない声で応じた。

「バナームという町からの使節団を襲ったことや、護民兵団の長を殺あやめたこと――そして、それらの罪をあなたがたが《赤あか髭ひげ党とう》なる盗とう賊ぞく団になすりつけたことなどは、すべてカミュア＝ヨシュの言いがかりに過ぎないと、あなたはそのように仰おつしやるのですね、サイクレウス」

「その通りである、森辺の若き狩人よ。カミュア＝ヨシュは、その言葉に半分の真実をまぜることで、残りの半分の虚言を信じこませようと画策したのだ。……何とも悪辣な手口であるな」

　サイクレウスは痩せた腹の上で両手を組み、実にもったいぶった口調でそのように続けた。

「あの男は、マヒュドラとセルヴァの混血であるという……ならば悪あく縁えんのないシムやジャガルなどに身を置けばよいものを、わざわざセルヴァで不ふ遇ぐうな半生を過ごし、セルヴァを憎にくむことになったのであろう……あのような男の邪じや念ねんに巻き込まれてしまった森辺の民とメルフリード殿には、同情を禁じ得ない」

「……貴様はどうしても、俺たちを正せい邪じやの区別もつかぬうつけ者と貶おとしめたいようだな、サイクレウスよ」

　ついにこらえかねたように、グラフ＝ザザが底ごもる声で言った。

「俺たちは最初から、カミュア＝ヨシュなどという異国人を味方だなどとは思っていなかった。しかし、やつの言葉には信ずるに足るものを感じたからこそ、その真しん偽ぎを見み極きわめるために貴様と相対しているのだ、サイクレウス」

「それで……？　カミュア＝ヨシュの言葉のみを真実と信じ、我の言葉を虚言と疑う、その心情にはどれほどの正当性が存在するのであろうかな……？」

　言いながら、サイクレウスは視線をズーロ＝スンのほうに転じた。

「ズーロ＝スン……かつての森辺の族長よ……」

　ズーロ＝スンは、虚うつろな目つきでサイクレウスを仰あおぎ見みる。

「我が森辺の族長との調停役を任じられてから、すでに二十と余年が経っている。最初の十年はザッツ＝スンと、その次の十年は貴殿と縁を繋いできた我である……そんな我だからこそ、見える真実というものが存在する」

「…………」

「ザッツ＝スンは、野心の塊かたまりのような男であった。その野心の牙きばが、いずれジェノスに向けられるのではないかと、我も危あやぶんでいたものだ……しかし貴殿から、父親のような野心や邪心を感じることは、一度としてなかった」

「…………」

「貴殿は確かに、スンの血族を誤った方向に導いてしまったのやもしれぬ……しかし、貴殿もまたザッツ＝スンに示し唆さされた道を歩んでいただけなのではないのかな？　そうだとすれば、貴殿のみが罪人として扱あつかわれてしまうのは、我には不ふ憫びんと思えてならぬ……」

「不憫だったら、何だというのだ」

　グラフ＝ザザが、苛いら立だたしげに言葉をはさむ。

「そのような問答は、森辺の集落においても交わされている。それでも十数年に渡わたってギバ狩がりの仕事を打ち捨て、モルガの恵みを荒らしてきた罪は重い。……それにつけ加えて、スンの集落においては絶望に魂たましいを腐くさらせながら死んでいく者も多かった」

「ほう……その罪をも、ズーロ＝スン一人に担わせようというのが、森辺の民の裁きであるのだな……？」

「ズーロ＝スンは、族長であると同時に、スン本家の家長でもあったのだ。ザッツ＝スンはすでに家長の座を退いていたのだから、この十年の罪はズーロ＝スンが負う他ない」

　グラフ＝ザザの瞳が、爛らん々らんと燃えている。

　そのズーロ＝スンともっとも太い縁を結んでいたのは、かつて眷けん族ぞくであったこのグラフ＝ザザであるはずなのだ。

　長きに渡って血の縁を重ねてきたスン家とザザ家なのである。その親筋たるスン家の家長を弾だん劾がいせねばならないグラフ＝ザザの心情は如何いかなるものなのか、俺などには計り知れない。

　しかしサイクレウスは、そんな心情も知らぬげに嘲あざ笑わらうばかりであった。

「ふむ……貴殿の申す通り、いかに不憫なれども、ズーロ＝スンの罪を問わぬわけにはいかぬのであろう。……しかし、貴殿らが外部の人間たちにたぶらかされていたとなれば、また色々と話は違ってくるのではなかろうかな……？」

「……貴様はまだファの家のアスタやカミュア＝ヨシュが俺たちをたぶらかしていると言い張るつもりか？」

「うむ……得心がいかぬのであれば、ここはジェノスの法務官たるザイラス殿に公正なる立場から意見を述べていただこうか……」

　と、サイクレウスの目が再び老人を見る。

　メルフリードのかたわらで、ザイラスは迷めい惑わくそうに顔をしかめている。

「ザイラス殿……民を誤った道に導こうとしたズーロ＝スンには、やはり相応の裁きが必要となるのであろうか？」

「は……族長であり家長であったという立場の人間が、法や掟を破るよう他者に強いていたのならば、それは大きな罪となりましょう」

「では、その家族たちにも裁きは必要となるのであろうか……？　そこに控ひかえしズーロ＝スンの家族らは、スンの氏を奪うばわれて、他の氏族の家人となる、という罰を下されたようであるのだが……」

「それは、ジェノスの法に合がつ致ちする行為とは言えぬでしょうな」

　感情を殺した声で、ザイラスはそう言った。

「森辺において、その氏族を統すべるのは家長であると聞き及およんでおります。ならば、家族といえども家長の言葉にあらがうすべはなかったでしょう。分家の人間たちに罪がないというのならば、その六名にも罪はない、ということになるのではないでしょうかな」

「分家の人間たちに罪がないとは申しておりません。彼らにとっては、森辺の民として正しく生きていくことが贖しよく罪ざいの道なのだと私たちは考えています」

　ガズラン＝ルティムが、静かに言葉を差しはさむ。

「そして、スン本家であったこの六名も然しかりです。彼らは多かれ少なかれ、ザッツ＝スンから悪い影えい響きようを受けておりました。その呪じゆ縛ばくから解き放つという意味でも、彼らはスンの氏を捨てる必要がある、と私たちは考えたのです」

「ふむ……そして、スン家から族長筋としての資格をも奪い去った、ということであるな？」

　いよいよあやしげに両目を光らせながら、サイクレウスが笑う。

「その一点が、我には得心できぬのだ……そこに外部の人間の思おも惑わくが見え隠れしているとあっては、なおさらな」

「その措そ置ちに、アスタの存在は関わりありません。確かにスン家の罪を暴くのにアスタの存在は重要でありましたが、その後の道を決したのは、家長会議に集まっていた家長全員の意志です」

「しかし、スン家を失脚させることこそが陰いん謀ぼうの一いつ環かんであったとなれば、話は変わってくるであろう？　現に貴殿らは、その後もカミュア＝ヨシュらの口車に乗って、我を誹謗することになったのだからな。……そのような策さく謀ぼうの末に族長筋として選出された貴殿たちを、我らはどこまで信用してよいものか……我には、それが疑問に思えてきてしまったのだ」

　広間に、しばし沈黙が落ちた。

　サイクレウスがどのような論調で罪を逃れようとしているのか、その手札はだいぶん見えてきたように思える。

　想定内のこともあれば、想定外のこともあった。まずはどこから切きり崩くずしていくべきか――族長たちが静かに瞳を燃やしながら沈ちん思ししている間に、その声があがった。

「それで……現在の三族長が信用ならないとしたら、いったいどうするおつもりなのかしら？　まさか、スン家にまた族長筋の座を担え、とでも？」
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　冷たい笑いを含んだ声――ヤミル＝レイの声が、まずはその場の静せい寂じやくを叩たたき壊した。
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「……我はまだ、其方らの名を聞いていなかったな……」

　サイクレウスが、ゆったりとヤミル＝レイを見つめ返す。

　ヤミル＝レイは、妖よう艶えんなる笑みを口もとに広げながら答えた。

「わたしはかつてスン本家の長ちよう姉しであったヤミル＝レイ。こちらから順に、ディガ、ドッド、ミダ。こちらは、オウラとツヴァイ。オウラはズーロ＝スンの伴はん侶りよであった女衆で、それ以外の五名は全員、ズーロ＝スンの子よ。……ただし、オウラの子であるのはツヴァイのみで、わたしたちは全員、母親が異なるけれど」

「ふむ……其方は確かに、ザッツ＝スンの血を引く人間に相応ふさわしい豪ごう胆たんさを有しているようであるな」

「過分なお言葉を賜たまわり恐きよう悦えつ至し極ごく、とでもお答えすればいいのかしら？」

　見ているこちらがひやひやしてしまうぐらい、ヤミル＝レイの口調は挑ちよう発はつ的てきであった。

「ところで最初に確かく認にんさせていただきたいのだけれど、あなたはスン家の人間に対する処断が手ぬるい、という理由でわたしたちを呼びつけたのでしょう？　わたしたちは、罪人としてジェノスの法で裁かれるのだ、という覚悟を携たずさえてこの場に参じたのよ」

　そのように言いながら、ヤミル＝レイはかつての家族たちの姿を見回す。

　その視線を受けて反応したのは、なんとミダだった。

「うん……ミダは悪いことをたくさんしてきたから、きちんとそれを……つ、つぐない……？　つぐないをしなきゃいけないって、ルウ家のみんなに言われたんだよ……？」

　これまでの会話をどれぐらい理解できているのか、ミダの言葉は子供のようにたどたどしく、そして涙なみだぐましいぐらいの真情にあふれていた。

「ミダはルウの家で森辺の民たみとして生きていきたいから……どんな罰でも、泣かないで我が慢まんするんだよ……？」

　しん、と大広間が静まりかえる。

　その中で、シルエルが「化け物め」と小声で吐はき捨すてる声が、妙みようにまざまざと響ひびきわたった。

　俺は一いつ瞬しゆんで血管が切れそうなほどの怒いかりを覚えたが、すかさず隣となりから手首をつかまれたので、何とか自制を失わずに済んだ。振り返かえると、さきほどに劣おとらず両目を燃やしたアイ＝ファが耳もとに口を寄せてくる。

「取り乱すな。同胞たちは、みな同じ気持ちだ」

「ごめん」とうなずき返してから、俺は荒あらぶりそうになる呼吸を整えた。

　やがて、冷たい笑いを含んだヤミル＝レイの声が、再び大広間に響きわたる。

「この通り、この中ではもっとも幼い考えをしているミダでさえ、相応の覚悟を固めていたのよ。それなのに、いつの間にか族長たちの下した処断が不当に重い、という話にすりかわってしまったのかしら？」

「……以前の会談の際には、まだカミュア＝ヨシュやアスタなる者たちの企みを見み抜ぬくこともできてはいなかったのだ。それでも、其方たちの罪を改めて審問する、ということに変わりはあるまい」

「なるほどねえ……だけど、あなたがどのような思いを抱いていようとも、今さらスン家を族長筋として再興させるのは不可能なのよ、トゥラン伯はく爵しやく様」

「ほう……それは何故なぜであろうかな……？」

「少し考えればわかることでしょう？　長年に渡って同胞たちを裏切り続けてきたスン家を族長筋と認める人間なんて、今や森辺の集落には一人として存在しない、ということよ」

　ヤミル＝レイは、冷然とそう言った。

「森辺の民は、裏切りや堕だ落らくを許さない。もしもスン家に再び族長筋の座などを与えてしまったら、すべての民が叛はん旗きをひるがえすでしょう。もしかしたら、スン家を除く全員がモルガの森を捨ててしまうかもしれないわね。……伯爵様は、そのような結末を望んでいるのかしら？」

「……しかしまた、森辺の民は法や掟を重んずる一族でもあるのであろう？　ズーロ＝スンを除くスン家の者たちに罪はなし、という審問が下されれば、その限りではないのではないのかな……？」

「駄だ目めね。スン家の人間は、もう十数年間もまともにギバを狩かってこなかったのよ？　分家の者たちは他の氏族にギバ狩りの手ほどきを受けている最中だし、本家であった者たちは、見ての通りの体ていたらくだわ」

　と、ヤミル＝レイはしなやかな指先でディガたちを指し示す。

「まともにギバを狩る力もない人間を、森辺の民が族長と仰げるはずはないでしょう？　あらゆる意味で、スン家にはもう森辺を統べる資格はないのよ」

　事と次し第だいによっては、自分が族長の座を担って、サイクレウスの懐かい中ちゆうに飛び込んでもよい――そのように発言して、ジバ婆ばあさんやグラフ＝ザザに掣せい肘ちゆうされていたヤミル＝レイが、今度はそのような論調でサイクレウスに対たい抗こうしようとしていた。

　思いも寄らぬ伏ふく兵へいの登場に、サイクレウスもしばし黙もつ考こうのかまえである。すると、そのかたわらの弟が待ちかまえていたかのようにがなり声をあげた。

「女、もっともらしい言葉を並べ立てて悦えつに入いっているようだが、そのようなものは蛮人の浅あさ知ぢ恵えだ！　厳げん粛しゆくたる法の前にそのような戯ざれ言ごとは無意味であると知れ！」

　ヤミル＝レイは、冷ややかな流し目でシルエルを見る。

　シルエルは、赤あか鬼おにのような形相で笑っていた。マッシュルームのように切りそろえられた前まえ髪がみが、ふるふると揺ゆれている。

「資格とは、その人間の才覚に与えられるものではない！　血筋や立場に与えられるものなのだ！　どのように無能でも、悪逆でも、然るべき血筋を有しているという、その一点こそが肝かん要ようなのである！」

「……無能でも、悪逆でも、罪人でさえなければ、それでいいと仰るの？」

「その通りだ！　俺と兄君ほど、その苛か烈れつなる真実に苦しめられてきた人間は他にいないのだからな！」

　サイクレウスは表情を消して、何故かそのまぶたを閉ざしていた。

　何となく――奇き妙みような雰囲気である。

「メルフリード殿やザイラス殿には、俺の言わんとしていることも理解できるであろう？　俺たちの父と兄は、無能であり愚ぐ鈍どんであった！　悪逆でこそなかったかもしれないが、トゥラン伯爵家の名を負うには足りない非才の凡ぼん夫ぷであった！　そんな父と兄がセルヴァのもとに召めされるまで、俺たちは日ひ陰かげ者ものとして生きていくことしかできなかったのだ！」

　兄――現在の当主であるサイクレウスの上に、まだ兄弟がいたのだろうか。

　何にせよ、顔を真っ赤にしてがなりたてているシルエルの双そう眸ぼうには、得体の知れない情念の炎がどろどろと渦うず巻まいていた。

「それでも俺たちは、セルヴァが正しき道を示すまでは、辛しん酸さんをなめつつ耐たえる他なかった！　その苦く悩のうの末に、今のトゥランの繁はん栄えいはあるのだ！　森辺の民よ、貴様たちとて、ジェノスに生きるからには法に従う他はない！　たとえ族長が無能であっても、愚鈍であっても、それを支えて、ともに生きていくことこそが唯ゆい一いつ無む二にの道なのだ！」

「あなたたちがどのような生を強いられてきたのかはわからないけれど……スン家を再び族長筋に据すえることが、そんなにもジェノスの法と合致するのかしら？」

　いきなりの狂きよう態たいをさらし始めたシルエルの姿をじっと見つめながら、ヤミル＝レイはそのように応じた。

「スン家を族長筋と定めたのは、数十年前の同胞たちだわ。そして現在は、すべての家長たちの承しよう認にんによって、ルウとザザとサウティが新たな族長筋に定められた。それはどちらもジェノスの法とは関わりのない領分であるはずだけれど」

「それが森辺の民のみで定められたことならば、我らが口を差しはさむ余地もなかったやもしれぬ……しかし、ジェノスに不和をもたらさんとする人間の思惑がからんでいるとすれば、どうであろうかな？」

　サイクレウスが、復活した。

　さきほどの奇妙な無表情と沈黙は何であったのか、粘ねばっこい笑えみを浮うかべながら、ヤミル＝レイの姿をあらためてを見つめ返す。

「カミュア＝ヨシュや渡来の民アスタの策謀によって族長筋に祭り上げられた三氏族をそのまま認めることは、非常に危険なことであると、我には思えてならぬのだ……その三氏族が、スン家以上の混乱と災厄を森辺とジェノスの双そう方ほうにもたらすのではないのか、とな」

「ならば、スン本家の長ちよう兄けいを新たな族長と定めるか？」

　と――ドンダ＝ルウが、初めてこの場で発言した。

　激情に両目を燃やすグラフ＝ザザやダリ＝サウティよりも、その表情は冷静であった。

「何より血筋を重んじるというのならば、族長としての資格を持つのは、そこのディガだ」

　ディガは、愕がく然ぜんとドンダ＝ルウを振ふり返る。無ぶ精しよう髭ひげの濃こいやつれた顔には、ほとんど恐きよう怖ふに近い表情が浮かんでいた。

「其方が長兄であったか、ディガ＝スンよ……」

　サイクレウスのねっとりとした視線がその姿をからめ取る。

「其方の父は、かつての家長として、かつての族長として、その罪を裁かれねばならぬ身である……その跡あと取とりである其方には、一族を正しい道に導く責任があるのではないのかな？」

「お……俺は……」

　ディガは、わなわなと震え始めた。

　蛇へびににらまれた蛙かえるのような様相である。

「其方は、まだ若い……其方の祖父や父が踏ふみ外はずしてしまった道を、其方が身命をかけて正すことこそが、我には最善と思えるのだが……如何いかがであろうかな……？」

　ぐびりと音をたてて、ディガは生なま唾つばを飲み込んだ。

　そして――何故か一瞬だけ俺やアイ＝ファのほうを見やってから、言った。

「お、俺は……もうひと月も前にスンの氏を奪われた身だ。……お、俺に跡取りの資格などは、存在しない」

「ほう……しかし、氏を奪われるという裁きそのものが間ま違ちがっていたならば、其方は依い然ぜんとして――」

「お、俺は、大罪人ザッツ＝スンの恐怖に打ち勝てず、ドムの集落を逃にげ出だした！　しかもその後、俺はザッツ＝スンのもとからも逃げ出したんだ！　そんな俺に、スン家を名乗る資格なんてあるわけがないじゃないか！」

　と、いきなりディガはわめきだした。

　痩やせて落ちくぼんだ目に、うっすらと涙がにじんでいる。

「テイ＝スンだって、俺たちと一いつ緒しよにドムの集落から逃げ出した！　だけどあいつはザッツ＝スンのもとに留とどまったから、再びスンの氏を戻もどされることになって……それで、罪人として死ぬことになったんだ！　テイ＝スンを置き去りにして逃げた俺とドッドに、スン家を名乗る資格なんてない！　あってたまるか！　それでも俺にスンの氏を戻したいなら、お、親父おやじと一緒に、頭の皮を剥はげ！」

「……ディガが処しよ刑けいされるなら、その次の跡取りは次兄の俺だな」

　暗い声で、ドッドがつぶやく。

「だけど俺も、ディガと同じ気持ちだ。……それなら、次の跡取りはミダか？」

　ミダは、きょとんとかつての兄たちを見下ろしている。

　それを横目に、ヤミル＝レイが艶えん然ぜんと微び笑しようした。

「ミダはまだ十四歳さいなのだから、家長としての資格が得られるのは一年後ね。それまでは、長姉のわたしが家長の座を守ることになるのだろうけど……もちろんわたしも、悪逆なるスン家の家長の座を引ひき継つぐなんて、ごめんだわ」

「……十五を越こえる子がいない場合は、家長の伴侶が家を守る習わしであったわね」

　オウラが、ツヴァイの手を握にぎりしめながら、静かに言った。

「わたしも家長の座を守る意志はありません。どうぞディガたちとともに、罪人として処断してください」

　全員が、スン家の家長の座を放ほう棄きした。

　黙だまり込むサイクレウスを前に、ヤミル＝レイは唇くちびるを吊つり上あげる。

「どうやら本家の人間だけでは用が足りなかったようね。本家に家長を継ぐ資格のある人間が絶えた場合は、その次に血の濃い分家に長の座は引き継がれるわ。……ただし、ズーロ＝スンの兄弟はみんな子を残さずに死に絶えてしまったから、よほど血の薄うすまった分家の人間を家長に据えるしかなくなるでしょうね」

「…………」

「そこまで血の薄まった人間に、家長はつとまっても族長などがつとまるものかしら？　そもそも、ザッツ＝スンへの恐怖だけで縛しばられていた分家の人間たちに、そのような役回りを引き受ける気き概がいが残っているとも思えないけれど」

　そうしてヤミル＝レイは、あやしい流し目でグラフ＝ザザを見た。

「きっと分家の人間が家長となったら、一族総出で眷族の家人となることを望むでしょう。絶たれた血の縁を回復するというのなら、スンの眷族で一番大きな氏族はザザ家になるでしょうから、けっきょく族長の座はグラフ＝ザザが引き継ぐことになるでしょうね」

「…………」

「スン家の族長筋としての血筋を重んじるなら、それが唯ゆい一いつの道となるわ。ご満足かしら、トゥラン伯爵様？」

「ふざけないでヨ！　アタシとミダ以外の全員が死罪だなんて、そんなの許せるはずがないじゃないのサ！」

　と、ツヴァイがぴょこんと立ち上がった。

「勝手に席を立つな！」とシルエルが吠ほえ、「うるさいヨ！」とツヴァイがわめき返す。

「黙って聞いてれば、どいつもこいつも勝手なことばかり言ってサ！　そもそもそんな風に貴族どもの言いなりになる筋合いなんてどこにもないじゃないか！」

「貴様！　ジェノスの貴とうとき血筋を蔑ないがしろにする気か!?」

　半ば無意識のようにシルエルは自分の腰こしのあたりをまさぐったが、もちろんそこにも刀はない。

　その姿をにらみつけながら、ツヴァイは「フン！」と鼻を鳴らした。

「アンタたちが森辺の民の君主筋だって言い張るなら、アンタたちも責任を取ってみせなヨ！　ザッツ＝スンに好き勝手やらせてたのはアンタたちも一緒なのに、どうしてそんな風にふんぞり返っていられるのサ！」

「貴様――ッ！」

「森辺の民は、全員でザッツ＝スンの罪を贖あがなおうと決めたんだ！　スン家の人間にとっては正しく生きていくことが贖罪で、その他の人間たちにとってはスン家を正しく導くことが贖罪なんだ！　だからルウやルティムやドムの連中は、アタシたちみたいな厄やつ介かい者ものを家人として迎むかえることにしたんだヨ！」

　この中では一番小さな身体からだをしたツヴァイが、大事な母親を守らんとばかりに立ちはだかり、シルエルをにらんでいる。そのぎょろりとした三白眼には、昨晩以上の怒りの火が燃えさかっていた。

「だけどザッツ＝スンたちは、森辺の外でも罪を犯おかしてた！　それを知ってて見み逃のがしてたんなら、アンタたちだって同罪じゃないか！　そんなアンタたちが、どうして森辺の民を責められるのサ!?」

「そんなものは、カミュア＝ヨシュとかいう不ふ埒らち者がでっちあげた讒ざん言げんに過ぎん！　我々は、スン家の人間が罪を犯していたなどとは、まったく知らされていなかった！」

「だったら、アンタたちの目も節穴だったってことじゃないか。先に気づいたルウやルティムの連中のほうがまだマシってこったネ！」

　そのように言ってから、ツヴァイは大きな目を半眼に隠かくす。

「それに――ディガやドッドは、前から言ってたヨ？　城下町の人間に、スン家の罪を裁く気概なんてないんだってネ。ドッドやミダが宿場町で騒ぎを起こしても、アンタたちが丸くおさめてたんじゃないの？」

「そうですね。前回の会談においてはその質問もはぐらかされてしまいましたが、今日こそは得心のいくお答えを聞かせていただけるのでしょうか？」

　ガズラン＝ルティムが長い腕うでをのばし、ツヴァイの身体をそっと席に引き戻しながら、穏おだやかに言葉を差しはさんだ。

「あなたがたは、ザッツ＝スンらの悪行については何も与あずかり知らぬと言い張っていた。その反面、ドッドやミダなどの罪に対しては不当に擁よう護ごしていましたね。そこには如何なる思惑が潜ひそんでいたのでしょう？」

「…………」

「私はあなたに問うているのですよ、護民兵団団長シルエル。ドッドたちを擁護していたのは町の衛兵たちであり、あなたはその衛兵たちの長なのでしょう？」

「はん！　宿場町の衛兵どもの失態まで面めん倒どうを見きれるか！　俺の仕事は、護民兵団全軍の統とう率そつなのだ！」

「衛兵の統率はあなたの役回りではない、ということですか？」

　ガズラン＝ルティムの静かな追つい撃げきに、シルエルはこの上なく醜しゆう悪あくなうすら笑いで報むくいた。

「文句があるなら、衛兵長の首でもくれてやる。俺の知ったことではない！」

「それは衛兵長とやらの独断であったのですか？　ミダが屋台を壊した際などには、城下町から出てきた兵士たちが賠ばい償しようの銅貨を支し払はらい、その場をおさめたと聞いているのですが」

「知ったことか！　そのような真似まねをした人間が護民兵団に存在するというのなら、まずはその証あかしを示してみせよ！」

「……あなたのその言動は、とうてい理解や共感を得ようとしている人間のものとは思えませんね。非常に残念です」

　ガズラン＝ルティムは、同じ穏やかさを保持したまま、そう言った。

「実はアスタは、森辺の集落で生を受けた生きつ粋すいの森辺の民なのです。……あなたはこのような言葉を聞かされて信じることができますか？」

「何？　いきなり何を抜ぬかしているのだ、貴様は？」

「森辺の集落には、ときおりアスタのような風ふう貌ぼうの人間が生まれるのです。渡と来らいの民などと名乗ったのはアスタの冗じよう談だんに過ぎないので、彼かれがカミュア＝ヨシュと共きよう謀ぼうしているなどという疑いは今すぐに捨て去ってください」

「馬ば鹿かを抜かすな！　今さらそのような言いい逃のがれが通用するとでも――」

「では、アスタが渡来の民であるという証が存在しますか？　アスタはたまたまこういう外見で森辺に生まれつき、十七年目にして初めて宿場町に足をのばしたという、ただそれだけの話なのですよ。そんな彼が、町の人間と共謀して森辺やジェノスに災厄をもたらすはずがないではありませんか？」

　真ま面じ目めくさった口調でそのように述べてから、ガズラン＝ルティムはにこりと微笑んだ。

「あなたが述べているのは、このような言葉なのです。あなたが私を信じることができないというのならば、私もあなたを信じることはできません」

　シルエルは、憤ふん怒ぬの形相で黙り込んだ。

　そこに、レイトが笑え顔がおで追い打ちをかける。

「それでは、そろそろ僕ぼくたちの出番でしょうか。証のある話を取とり沙ざ汰たしたほうが、どなたにとっても有意義でありましょうし」

「……其方そなたはカミュア＝ヨシュの付き人であるそうだな、子供よ」

　サイクレウスが、狡こう猾かつそうな目つきでレイトを見る。

「そして、十年ほど前に襲しゆう撃げきされた商団の長の遺児であるとも聞いている。その境きよう遇ぐうには同情の念も堪たえぬが、今さら其方のような子供を証人として引っ張り出しても、有益な話が得られるとは思えぬのだが……」

「ええ。僕に証人としての価値などはありません。僕はカミュア＝ヨシュの代理人であり、カミュア＝ヨシュがジェノスに招いた証人というのは、こちらのバルシャです」

　サイクレウスの目が、いぶかしそうに細められた。

　その表情に、レイトはいっそうにこやかに笑う。

「カミュアが会談に間に合わなかったので、僕のことを苦しまぎれに証人として仕立て上げたとお思いでしたか？　それは大いなる誤解です。カミュアがジェノスの外で捜そう索さくしていたのは、こちらのバルシャの存在なのですよ」

　そのバルシャは、無言でシルエルのほうをにらみつけている。

　そちらを横目で確認してから、レイトはさらに言った。

「このバルシャは、今は亡なき《赤髭党》の党首ゴラムの伴侶であった女性です。そう言えば、彼かの女じよに証人としての価値があるとご理解いただけますか？」

「伴侶……女性？　その者が、女性であると……？」

「どいつもこいつも失礼なこったねえ。まあ、男あつかいされるのは慣れっこだけどさ」

　バルシャは、にやりとふてぶてしく笑った。

　その手が、髪かみをひっつめていた革かわ紐ひもを乱暴に引きむしる。

　意外に長い黒こつ褐かつ色しよくの髪が、ばさりと顔のほうにまで垂れた。

「どうだい？　ちっとは女らしく見えるかね？　色っぽさとは無む縁えんな面つらがまえだけどさ」

　たぶん、誰もが異変に気づいていた。

　ついさきほどまで真っ赤な顔をしていたシルエルが、石像のように硬こう直ちよくして、すっかり血の気を失ってしまっていたのだ。

「この十年とちょっとの間で、なまりきってた身体も鍛きたえなおしたことだしね。あの頃ころはずいぶんほっそりしてたから、見み違ちがえちまっただろう？　……あんたのほうは、一目でそれと知ることができたけどね」

「き、貴様はいったい何を……」

「とぼけるんじゃないよ。あたしの亭てい主しゆゴラムにバナームの使節団を襲ってくれって頼たのみ込んだのはあんたじゃないか、シルエルとやら」

　バルシャの瞳ひとみに、ふつふつと激情の火が燃えていく。

「違うってんなら、その愉ゆ快かいな髪の毛けをちょいとかきあげてみせておくれよ。怒おこったゴラムにざっくりと断たち割わられた額の傷は、十年ちょっとで消えるもんでもないだろう？」

　シルエルは、椅い子すの背もたれに背中を張りつかせて、おこりのように身体を震ふるわせ始めていた。その手が、きっと無意識にだろう、ゆたかな前髪に包まれた額におし当てられている。

「まさか、貴族が自ら盗賊団のもとに出向いていただなんて、僕もなかなか信じられなかったのですが、カミュアの予想は的中していたようですね」

　レイトは、同じ表情で微笑んでいる。

「まあ、護民兵団の団長に任命されるまでは、あなたも存分に手は空いていたのでしょう。それに、このような悪わる巧だくみを肉親以外の手にゆだねられるほど、あなたは他者を信用していないだろうとカミュアは言っていましたよ、サイクレウス卿」

「なるほど……これもまたあの痴しれ者ものの策謀であったか……」

　サイクレウスは、陰いん鬱うつに笑う。

「シルエルの額に古傷があると知り、このような策謀を思いついたのであろうが……そこな女よ、生命いのちが惜しくば、このような悪巧みからは手を引くがよいぞ……？」

「ふん、そんな心配はご無用だよ。生命を懸かける覚かく悟ごもなしに、貴族相手に喧けん嘩かを売れるもんかね」

「ほう……本当に其方は理解できておるのかな……？　《赤髭党》の党首の伴侶といえば、子を生なすまでは盗賊団の一味であったと目されていた人間であるのだぞ……？」

「そんなことは、誰よりもあたし自身が一番よくわきまえてるよ」

「ふむ……それならば、盗賊団の生き残りとして処断されることも覚悟の上、ということであるのかな……？」

　サイクレウスの目が、毒々しく瞬またたいた。

「その罪は、十数年を経へても許されるものではない……其方が赤髭ゴラムの伴侶であると言い張るのならば、シルエルの去就とは関かかわりなく、其方も罪人として処断されることになるのだが……」

「くどいねえ。生命を懸けるってのは、そういうこったろ？」

　バルシャは猛たけ々だけしく笑いながら、サイクレウスの眼光をはね返した。

「あたしは《赤髭党》の最後の生き残り、赤髭ゴラムの女によう房ぼうバルシャさ。首くくりにでも何でもするがいい。そんな覚悟の持ち合わせもなしに、城下町なんぞに足を踏み入れるもんかね」

　俺は、思わず息を呑のんだ。

　そして、朝方のバルシャの様子を思い返す。

　最後に一目、息子むすこのジーダの姿を見たかったと言っていた――あのときのバルシャの言葉には、そこまでの覚悟が秘ひめられていたのだ。

　俺の隣で、アイ＝ファもまたくいいるようにバルシャをにらみつけていた。

「この身命と西方神セルヴァの名にかけて、誓ちかわせてもらうよ。あたしは赤髭ゴラムの女房であり、そこのそいつはゴラムにおかしな悪巧みを持ちかけてきた悪党さ。もうじきバナームからご大層な使節団がやってくる。その日取りと道筋と警護の具合なんかをすべて教えてやるから、使節団を皆みな殺ごろしにしてお宝を奪っちまえって、そこのそいつがあたしの亭主をそそのかそうとしてくれたんだよ」

「だ、黙れ！　トゥラン伯爵家の正統なる血筋であるこの俺が、貴様たちのような盗賊団のもとにおもむくはずが――」

「ジェノスでは、伯爵家なんて木こっ端ぱ貴族に過ぎないんだってね？　当主とその跡取り以外には、大した役職も富も割り振られないんだってカミュア＝ヨシュが言っていたよ」

　惑わく乱らんするシルエルを前に、バルシャは静かに猛たけっている。

「だから、当主の言いなりになって使い走りをさせられることになったのかねえ？　まあ、何でもいいよ。あたしにできるのは、あんたが亭主をそそのかそうとした張本人だって証言することだけさ。後のことは、他の連中にまかせるよ」

　何回目かの沈ちん黙もくが落ちた。

　それを破ったのは、メルフリードである。

「シルエル殿どの。貴き殿でんは、バナームの使節団が襲撃されるのと時期を同じくして、護民兵団の団長に任命された。それは、サイクレウス卿きようからの強い要望があっての、異例の大だい抜ばつ擢てきであったのだと私は聞いている」

「…………」

「そして、貴殿はその座を獲かく得とくするなり、使節団と護民兵団の前団長を襲おそったのは《赤髭党》であると断じ、討とう伐ばつ隊を進軍させた。……だが、それを《赤髭党》の所業と断じたのは、当時それほどの勢力を持つ盗賊団は《赤髭党》の他に存在しなかったゆえ、という話であったな」

「…………」

「しかし、同じように《赤髭党》の所業とされていたモルガの森の襲撃事件は、ザッツ＝スンなる者たちの犯行だった。貴殿らは《赤髭党》を配下に置こうという企たくらみが破れたために、口くち封ふうじの意味もあって《赤髭党》にあらぬ罪をかぶせたのではないのか？」

「馬鹿な！　《赤髭党》は、悪あく辣らつなる盗賊団だった！　きゃつらが何年にも渡って罪を重ねてきたのは、まぎれもない事実だ！」

「それはもちろんその通りだ。いかに不殺の盗賊団といえども、それまでに犯してきた罪の重さに変わりはない。数々の略りやく奪だつを働いてきたその者たちには、生命で罪を贖ってもらう他なかっただろう」

　ということは――やはりバルシャにも死罪が言い渡されてしまうのだろうか。

　煩はん悶もんする俺おれのかたわらで、アイ＝ファがぎりっと奥おく歯ばを噛かみ鳴らす。

「しかし、そうであるからこそ、法の刃やいばは正しく揮ふるわれなくてはならない。いかに罪人といえども、あらぬ罪までかぶせられることなど許されるはずもないのだ」

「待たれよ、メルフリード殿……これはカミュア＝ヨシュなる不埒者の企みである。あの卑ひ劣れつ漢かんめは幾いく重えにも罠わなを張はり巡めぐらせて、我とシルエルを陥おとしいれんと画策しているのだ」

　赤くなったり青くなったりしているシルエルをまた手で制し、サイクレウスがそのように言った。その双眸には追いつめられた獣けもののような光を浮かべながら、まだその顔には歪ゆがんだ笑みをへばりつかせている。

「その女めは、確かに盗賊団の生き残りなのやもしれぬ……しかし、そうだからといって、その言葉のすべてが真実であるとは限らぬであろう……？」

「この者が、虚きよ偽ぎの言葉を語っているとでも？　己おのれの生命を懸けてまで、そのような虚きよ言げんを吐く理由など存在するだろうか？」

「存在するのであろう……たとえば、己の生命よりも大事な存在をカミュア＝ヨシュに握られているとすれば、どうであろうかな……？」

「はん！　そいつはもしかしたら、あたしの息子ジーダのことかい？　いくらカミュア＝ヨシュが凄すご腕うでの《守護人》でも、あの跳はねっ返りをそう簡単に捕つかまえられるもんかね」

　小こ馬ば鹿かにしたように、バルシャが言い捨てた。

　メルフリードに視線を定めたまま、サイクレウスは口もとをねじ曲げる。

「どうであろうかな……半月ほど前に、赤い髪をした子供の野盗が、そこのアスタを始めとする森辺の民を町中で襲ったという事件が起きているのだ。その野盗めが盗賊の遺児であるとしたら、カミュア＝ヨシュと繋つながりを持つアスタと接せつ触しよくしている、ということになるのであるぞ？　これは果たして、偶ぐう然ぜんであるのかな……？」

「偶然だね。あたしとジーダは、もう一年も前から行動を別にしてるんだ。あたしはあたしの意志で、あの子はあの子の意志で、それぞれ好き勝手に生きてるだけなんだよ」

　バルシャはそう言ったが、サイクレウスはやはりそれを黙もく殺さつした。

「それに、カミュア＝ヨシュには新たな嫌けん疑ぎもかけられている……メルフリード殿も、森辺の民の装束を纏まとった野盗というものがダレイムの農園をいくたびも襲っている、という話は聞きき及んでいるであろう……？　あの事件もまた、我はカミュア＝ヨシュめの陰謀だと考えておるのだ」

　メルフリードは、無表情にその言葉を聞いている。

　その冷たい灰色の瞳からは、いかなる感情も読み取れない。

「あの者は、森辺の狩人を数人引き連れて、ジェノスを出ていった……それからほどなくして、あやしげな野盗が農園に出現した……カミュア＝ヨシュは、自分とともにある狩人たちをその犯人に仕立てあげて、護民兵団にそれを処断させようと目もく論ろんでいるのであろう」

「……それもまた、ジェノスと森辺の民の関係を引き裂さくための策謀である、ということであろうか？」

「その通りだ……むろんシルエルも、そのように見え透すいた策謀に引っかかるほど愚おろかではない。現在は、カミュア＝ヨシュの手引きで無法を働いている罪人どもを捕ほ獲かくするべく、討伐隊がジェノスの外までを巡じゆん回かいしているのだ。……もう間もなく、カミュア＝ヨシュも罪人たちも、護民兵団によって捕ほ縛ばくされるであろうな」

　あの騒さわぎは、森辺の民ではなくカミュア＝ヨシュを陥れるための策謀であったのか。

　サイクレウスはきっと、誰だれよりもまず先にカミュア＝ヨシュの口をふさごうと目論んでいたのだ。

（だとしたら、カミュアが戻ってこなかったのは正解なのかもしれない。……それとも逆に、カミュアがいないと埒らちが明かないのか？）

　俺がそのように考えたとき、背後から何者かの声が響き渡わたってきた。

「伯爵様、お客人が到とう着ちやくいたしました！」

　分厚い扉とびらの向こうから聞こえてくる、それはジモンの声であった。

　サイクレウスの顔が、不気味な笑みを浮かべたまま凍こおりつく。

「客人だと……？　会談の参列者は、すでに全員そろっておるではないか……？」

「そのようなことはありません。僕などは、ただの代理人に過ぎないのですから」

　明るい声こわ音ねで、レイトがそう言った。

　それで誰しもが、何者が訪おとずれてきたのかを知ることができた。

　やがて扉が開かれて、そこからは俺たちが予想した通りの人物が姿を現した。

「すっかり遅おくれてしまいました。皆みな様さまがお帰りになる前に到着することができて何よりです」

　すっとぼけた笑いを含ふくんだ声が大広間に響き渡る。

　半月ぶりに見るカミュア＝ヨシュが、飄ひよう々ひようとした足取りで室内に踏み入ってきた。




５




「馬鹿な！」と叫さけんだのは、シルエルだった。

「どうして貴様がこんなところに……俺の部下たちは何をしていたのだ！」

「護民兵団の皆様がたは、きっちり職務を果たしておられましたよ。あれほどの大部隊がすべての街かい道どうに配置されているとは、驚おどろきの一言でありました」

　にんまりと笑いながら、カミュア＝ヨシュはドンダ＝ルウのほうに視線を転じた。

「ドンダ＝ルウ、ルウ家からお借りした三名の男衆も、無事に帰き還かんいたしました。彼らは通行証の持ち合わせがなかったので、城門の近くに待機していた狩人らと合流いたしましたよ」

　ドンダ＝ルウは、無言でうなずく。

　適当に受け流された格好のシルエルは、また座すわったまま地じ団だん駄だを踏み始めた。

「貴様には、農園に野盗を仕向けた嫌疑がかけられていたはずだ！　まさか、貴様――護民兵団の兵士らを、手にかけたのか？」

「まさかまさか。俺たちは情理をつくして説得し、道を空けてもらったまでです。嫌疑をかけられたといっても、正式な手配書が出回っていたわけでもないようでしたからね」

　カミュア＝ヨシュは、本当に相変わらずであった。

　長旅によっていくぶん身に纏っているものは薄うす汚よごれているようであるが、そのすっとぼけたたたずまいにも飄ひよう然ぜんとした笑顔にも変わりはない。そうしてカミュア＝ヨシュは、まだ開け放たれたままであった扉の外へとひょろ長い腕を差しのべた。

「ところでもう一名、お客人をご案内いたしました。メルフリード、君から託たくされていた通行証を無む駄だにせずに済んだよ」

　そこから姿を現したのは、いかにも貴族然とした風貌の若者であった。

　西の民としては珍めずらしい黒くろ髪かみで、肌はだはあまり日に焼けていない象ぞう牙げ色いろ。いくぶん幼さの残った面おも立だちではあるが、厳しく表情を引き締しめた、中肉中背の青年だ。カミュア＝ヨシュと同じような長いマントを纏っているため、足もとから覗のぞく上等そうな脚きやく衣いや革かわ靴ぐつぐらいしか身なりはわからない。
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　誰も見知った人間はいないのか、鋭するどい探さぐるような視線がその人物に集中した。

「こちらはバナーム侯こう爵しやく家のウェルハイド殿です。現侯爵の妹君の第二子息で、爵しやく位い継けい承しよう権けんは第六位でありましたかね」

「バ、バナーム侯爵家だと!?」

　シルエルが、ひび割れまくった声でわめきたてた。

　気き丈じように口を引き結んだまま、青年はそちらに茶色がかった瞳を向ける。

「十年前に襲撃された使節団の長は、このウェルハイド殿の父君でありました。ウェルハイド殿にも真実を知る権利があると思い、こうしてご同行を願ったのです」

　あっけらかんと答えるカミュア＝ヨシュの笑顔を陰いん気きにねめつけながら、サイクレウスは「ジモンよ……」と低くつぶやいた。

「客人は、この二名のみであるな……？　では、その扉を早々に閉ざすがよい」

「は――」と応じながら、ジモンはいくぶん逡しゆん巡じゆんの態度を見せた。しかし、主人に反問しようとはせず、重そうな扉をゆっくり閉ざす。

「約束の刻限に遅れたあげく、予定以上の人数になってしまって申し訳ありません。ああ、座席の準備などは不要でありますよ。レイト、ウェルハイド殿に席を譲ゆずってもらえるかな？」

「はい」とレイトは席を立ち、ウェルハイドなる若者は無言でその椅子に座した。

「カミュア＝ヨシュ……貴殿はいったいどういう心づもりであるのかな……？」

　サイクレウスの問いかけに、「心づもりでありますか？」とカミュアは首をひねる。

「そうですね。ウェルハイド殿をお招きするというのは、かねてよりの計画であったのです。とにかくサイクレウス卿の権勢はジェノス侯に匹ひつ敵てきするぐらいの勢いであったため、それにも心を乱されない見届け人というのが必要なのじゃないかなあと思い立ったのですよ。……それならば、事件の関係者であられるウェルハイド殿が適任であろうと思い、つい昨日までその説得に励はげんでいたのです」

「…………」

「メルフリードには紹しよう介かい状じようというものを準備してもらいましたが、何せ寄る辺ない風ふう来らい坊ぼうの身でありますからね。侯爵家の貴き方々と面会がかなうまでには、ずいぶん時間がかかってしまいました。……で、その間にジェノスでは森辺の装束に身を包つつんだ野盗などというものが出しゆつ没ぼつしていたそうですが、我々は白の月の六日から十三日までバナームに留まっておりましたため、少なくともその実行犯ではありえません。何せマヒュドラの民のごとき風ふう体ていをしたこの俺と森辺の民の四人連れですから、宿屋の親父さんたちも見み間ま違ちがえることはないでしょう」

　野盗どもは、たしか俺がサイクレウス邸ていから解放されるまで――白の月の九日までは、農園を騒がせていたはずである。もしかしたら、カミュア＝ヨシュはアリバイを確保するためにも堂々とバナームの町に居い座すわっていたのだろうか。

「何やら俺にはその野盗どもをけしかけたという嫌疑がかけられていたそうですが、しょせんは証のない話です。バナームの貴人たるウェルハイド殿の護衛役としてジェノスに向かわねばならないのだと説明すると、護民兵団の皆様がたも快く道を空けてくださいましたよ」

「貴殿は……己の悪辣な策さく謀ぼうに、バナーム侯爵家までをも巻き込む心づもりであるか」

「巻き込んだのは、俺ではありません。十年前に使節団を襲った何者かです。そんな痛ましい事件さえなければ、ウェルハイド殿がジェノスの地を踏むこともなかったでしょう」

　肩かたをすくめるカミュアのかたわらで、そのウェルハイドが「僕は――」と初めて口を開いた。

「僕は、真実を知るために来ました。この場に来れば、父の死の真相を知ることができる、と聞いて。……何の連れん絡らくもなく城門をくぐった非礼は、のちほどジェノス侯マルスタインに直接お詫わびを申し述べさせていただこうと考えています」

　襲撃された使節団の長の遺児、ということは、この若者もレイトやミラノ＝マスと同じ境遇の人間である、ということだ。確かに彼はカミュア＝ヨシュではなく、十年前の事件の犯人によってこの場に導かれた、ということになるのだろう。

「さて、役者はそろいましたかね。……バルシャ、あなたがこの場にいてくれていることを、俺は何よりも得え難がたいことだと感じています」

「ああ、昨日の夜まではさんざん迷っていたんだけどさ、あたしも肚はらをくくることにしたよ」

　バルシャの猛々しい眼光と、カミュア＝ヨシュの不思議な眼まな差ざしが中空でからみあう。

　証人としてこの場に馳はせ参さんじれば、バルシャ自身も罪人として処断されることになる――そんなことは、カミュア＝ヨシュにとっても最初から確定事じ項こうであったに違いない。カミュア＝ヨシュはしばらく透とう徹てつした目でバルシャを見つめてから、サイクレウスに向きなおった。

「見たところ、一通りの審しん問もんは終しゆう了りようしたご様子ですね。ジェノス侯爵家の第一子息メルフリードに、バナーム侯爵家のウェルハイド殿、それにそちらはジェノス城の法務官であらせられるようですね。これだけの顔ぶれを前にして、いまだにあなたがたは過去の罪をお認めにならないのでしょうか？」

「カミュア＝ヨシュ……貴殿はどうしてそうまでして、ジェノスに災わざわいをもたらそうなどと思い至ってしまったのであろうかな……」

「ジェノスに災いを？　いえいえ、俺が願っているのは、ジェノスの繁栄と公正なる裁きのみです」

　にこやかに笑いながら、カミュア＝ヨシュは右みぎ腕うでを大きく横に広げた。長いマントがばさりとたなびき、まるで巨きよ大だいな鳥が片かた翼よくを広げたかのようなたたずまいである。そうしてカミュア＝ヨシュは、残った左ひだり腕うでで心臓をつかむような仕草を見せた。

「俺の神は、西方神セルヴァです。北方神マヒュドラは、十五年もの昔に捨て去りました。……そんな俺が願うのは、セルヴァの一領土たるジェノスの安あん寧ねいのみなのです」

「不ふ遜そんな……真なる心もなく神への礼をほどこせば、その魂たましいは四つに引き裂かれるであろう……」

「ええ。俺が自身の魂を犠ぎ牲せいにしてまで、セルヴァに災いをもたらす理由がありましょうか？　確かに西の王国はそれほど優やさしく俺のことを迎え入れてはくれませんでしたが、それを言ったら、マヒュドラでの扱あつかいなどそれはひどいものでありました」

　翼をたたみながら、カミュアはにんまりと笑う。

「そうでなかったら、どうして西方神に神を乗のり換かえる必要などあったでしょう？　俺はマヒュドラで生を受けましたが、母親ともども迫はく害がいを受けました。だからこそ、母親を失った後は何の未練もなく神を乗り換えることができたのです。俺がこの身の血を呪のろうとしたら、セルヴァではなくマヒュドラに災いをもたらそうと考えたでしょうね」

「…………」

「しかし幸いなことに、マヒュドラを遠く離はなれたこのジェノスなどでは、俺みたいな者でもそうそう迫害されたりはしませんでした。だから、心置きなくジェノスの繁栄を願うことができるのです。……むしろ、この世を呪っていたのはあなたがたなのではないのですか、サイクレウス卿？」

「…………」

「あなたがたは、ジェノスではなく自身の繁栄のみを願った。ジェノスの繁栄、トゥランの繁栄ではなく、自分自身の繁栄のみを願ったのです。思えば、それがすべての悲劇の始まりだったのでしょう」

　のほほんと笑いながら、カミュア＝ヨシュの瞳にはまた透き通とおった光が浮かび始めていた。どこかジバ婆ばあさんを思い起こさせる、不思議な眼差しだ。

「あなたはもともと第二子息であったそうですね、サイクレウス卿。このジェノスにおいて、伯爵家の身分はさほど貴いものとはされていない。第二子息では永久に日ひ陰かげ者ものとして生きていくしか道はないのだと、ダレイム伯爵家のポルアース殿もそのように嘆なげいておりましたよ」

「…………」

「だけどポルアース殿には、父君や兄君をおしのけてまで栄えい華がを手にしたい、というほどの野心は芽生えなかったようです。しかし、あなたはどうだったのでしょうね？　トゥランという小さな領土を預かる伯爵家の、第二子息というささやかな身分に生まれついたあなたの胸には、いったいどのような気持ちが渦巻いていたのでしょう？」

「……貴殿は、この上まだ我を誹ひ謗ぼうするつもりであるのか……？」

「誹謗ではありません。弾だん劾がいです」

　カミュア＝ヨシュは、あっさりとそのように言い放った。

「十年前の、森辺の民たみと《赤髭党》にまつわる数々の事件――あなたは、森辺の族長ザッツ＝スンをそそのかし、シムに向かう商団や、バナームからの使節団、護民兵団の前団長などを襲撃させた。俺がつかめたのはその三つの事件のみですが、きっとそれ以外にも数々の罪を犯してきたのでしょう。さらにさかのぼり、三十年ほどの昔には、自分の父親たるトゥラン伯はく爵しやく家けの前当主と、次期当主の立場であった兄君をも殺害したのだろうと俺は疑っています」

「な――」

「一生を日陰者として過ごすことなど、あなたには耐たえられることではなかった。だからあなたは、父君や兄君をもその手にかけたのでしょう？　証を見つけることはできませんでしたが、まずは兄君がトトスから落ちて首の骨を折り、それから一年と待たずして前当主は病びよう魔まで身み罷まかられた。その病死にはシムから取り寄せられた毒草が使用されたのだろうと俺は踏んでいます」

「貴殿は……証もないままに、トゥラン伯爵家の当主たる我をそこまで貶おとしめるつもりであるか……？」

　サイクレウスの眼光は、アメーバのごとくカミュア＝ヨシュの長身をねっとりとからめとるかのようだった。

　が、カミュア＝ヨシュは透き通った瞳をしたまま、のんびりと笑っている。

「不敬の罪で、俺を訴うつたえますか？　あなたが潔白の身であったのならば、どうぞご随ずい意いに。これから俺は、さらなる不敬を重ねるつもりでありますからね。……これまで語ってきたのは、すべてが過去における罪です。しかしあなたは、これからもその野心を抑おさえるつもりはないのでしょう？」

「貴殿は――」

「俺は限界まで想像力の翼を広げてみたのですよ。まずは父君と兄君を弑しい逆ぎやくし、奴ど隷れいを使し役えきして富の拡大をはかり、森辺の民を利用してさらなる繁はん栄えいを手中にした――では、その先にどのような絵図を描えがいているのかな、とね」

「…………」

「三つの伯爵家の中で、トゥランは最大の力を得ることになった。その力は、もはやジェノス侯爵家にも匹敵するほどです。となると、その次の獲え物ものとなるのは、ジェノス侯爵家の富しかありますまい。まずは食料の交易を支配することに成功したあなたは、今度は鉄具の交易に手をのばしている。先月には、ついにジャガルの鉄の町ゼランドと独自に通商の契ちぎりを結ばれたそうですね」

　それはきっと、あのディアルの父親が長をつとめる商団のことなのだろう。

「そのゼランドから訪れた鉄具屋には、城下町で売られる調理器具と、兵団の武具の調達が一任される契けい約やくとなっているそうですね。それが済んだら、今度は石具屋や建築屋の通商を抑える目もく論ろ見みであったのでしょうか？　あなたはジェノス侯マルスタインが公務に励んでいる間に、城下町における通商の利益をすべて強ごう奪だつするつもりであったのでしょう、サイクレウス卿」

「……いわれなき誹謗である……」

　サイクレウスの小さな身体から、どす黒い瘴しよう気きがたちのぼっているかのように、俺には感じられてしまった。

　その色の淡あわい瞳には、いよいよ手負いの獣じみた炎ほのおが宿っている。

　それと相対しながら、カミュア＝ヨシュはうっすらと笑っていた。

「証がなければ、すべて誹謗の一言で済まされてしまうのでしょうかね。まあ、俺も筋道だって弾劾できるのは、十年前の事件のみです。そちらの罪が証あかし立てられればそれで雌し雄ゆうは決せられるのですから、あとの采さい配はいはジェノス侯に一任いたします」

「……愚か者め！　誰がマヒュドラの血を引く貴様などの言葉を真に受けるものか！」

　と、ひさびさにシルエルが爆ばく発はつした。

「ザイラス殿！　法務官の次長たる貴殿から、はっきり申し述べてやるがいい！　このような不埒者めには、鞭むち叩たたきとジェノス追放の刑けい罰ばつこそが相応であろう!?」

「……貴殿らが不敬の罪を申し立てるおつもりならば、ジェノスの法においてそれは裁かれましょう」

　老人は、静かな声でそう述べた。

「ただし――その前に、まずはこのカミュア＝ヨシュなる者が述べる十年前の事件についての審問が必要でありましょうな」

「何!?　馬鹿を抜かすな！　そのようなものは、すべて我々を陥れんとする讒言だ！」

「ならば、それを讒言とする証が必要となりましょう。この者たちは、こうして証人を準備してきたのです」

　言いながら、ザイラスはちらりとバルシャのほうを見た。

「正式なる審問の場で、このバルシャなる者と貴殿らの言葉のどちらに真実があるのか、まずはそれを見み極きわめる他ありません」

「ふざけるな！　盗とう賊ぞく風ふ情ぜいと貴族の言葉が同じ重みで語られてたまるか！」

「盗賊が、自分の罪を認めた上で、貴殿の罪を告発しているのです。その言葉の重みに貴き賎せんはありません」

「ザイラス殿、貴殿は――貴殿は、サトゥラス伯爵家の傍ぼう流りゆうの血筋であったな？」

　シルエルは、サイクレウス以上に追おい詰つめられた目つきでそのようにつぶやいた。

　そして、シルエルが激げき昂こうすると、またサイクレウスはまぶたを閉ざしてしまう。

「サトゥラス伯爵家は、ダレイム伯爵家の愚ぐ鈍どんな第二子息にそそのかされて、トゥラン伯爵家に牙きばを剥むかんとしている！　貴殿らは、この陰いん謀ぼうを利用してトゥラン伯爵家を失しつ脚きやくさせんと目論んでいるわけか！」

「それこそいわれなき讒言でありましょう。わたしはサトゥラス伯爵家の人間としてではなく、法務官の立場としてこの場に招かれたのです」

「そんな言葉が信用できるものか！　貴様たちは、トゥラン伯爵家の富を狙ねらってこのような策謀を打ち立てたのだ！　貴様たちは、腐ふ肉にくをあさるムントそのものだ！」

　ザイラスは、心底から不ふ愉ゆ快かいそうに白い眉まゆをひそめる。

「お口をつつしみなさるよう、シルエル殿。貴殿らは、森辺の族長らの筋道だった問いかけに対しても、言葉を濁にごし、恫どう喝かつし、答えをはぐらかすばかりでありました。どちらの言葉に理があるのか、そのようなものは正式な審問を待つまでもなく、誰の目にも明らかなのではないでしょうか？」

「森辺の民が何だというのだ！　このような連中は、おぞましいギバの血肉をすする蛮ばん族ぞくの集まりだ！」

　シルエルは完全に我を見失っていた。

　ザイラスは仏ぶつ頂ちよう面づらで口をつぐみ、それに代わってカミュア＝ヨシュが笑いかける。

「護民兵団団長シルエル殿。実は、この期ごに及およんで、俺にはまだ確証をつかめていない部分が一つだけ存在したのですよね。そういう意味では、確かにさきほどの言葉も誹謗とそしられてもしかたがなかったのかもしれません」

　シルエルは、惑乱の極みにある目つきでカミュア＝ヨシュを振ふり返かえる。

　カミュア＝ヨシュは薄うすく笑ったまま、垂れ気味の目を細めてそれを見返した。

「これまでに俺が語った話は、いずれもあなたとサイクレウス卿が強固な協力関係を築いていなければ成し得なかった話ばかりです。それで、トゥラン伯爵家の当主を担になっているのはサイクレウス卿のほうであったので、俺はそちらが主犯格なのであろうと目していたのですが――本日、あなたと初めてしっかりと顔をあわせたことによって、その考えが揺ゆらいでしまいました」

「…………」

「もしかしたら……そもそもの始まりにおいて、このような陰謀劇の図面を描いてみせたのは、サイクレウス卿ではなくあなたのほうだったのですかね、シルエル殿？」

　カミュア＝ヨシュがその言葉を口にした瞬しゆん間かん――シルエルが、腰こしのあたりに手をのばした。

　しかし、その革かわ帯おびに刀は装着されていない。それゆえに、咄とつ嗟さに反応できる者はいなかった。シルエルが腰に下げていたのは、丸い銀色の飾かざり物ものであり、どこをどう見ても武具には見えなかったのだ。

　また、実際にそれは武具ではなく、鈴すずか何かであったようだった。そうして、シルエルがその銀色の鈴を打ち鳴らすと、シルエルらの背後に引かれていた大きな幕が、音をたてて左右に引き開けられた。

　そこに立ちはだかっていたのは、アイ＝ファが知覚していた通り、数十名にも及ぶ兵士たちであり、しかもその手には、いずれも引ひき絞しぼられた弓と矢が携たずさえられていた。

「動くな！　動けば全員、セルヴァのもとに召めされることになるぞ！」

　勝かち誇ほこったように、シルエルが哄こう笑しようをあげる。

「馬鹿な……」とザイラスがうめいた。

「しょ、正気か、シルエル殿？　この場にはメルフリード殿と、それにバナーム侯爵家のご子息が――」

「死んでしまえば、爵しやく位いもへったくれもない！　それは俺たちの愚かな父と兄がその身をもって証し立てたことだ！」

　吠ほえながら、シルエルはその図太い身体からだを椅子の上で縮めていた。

　その巨大な背もたれには、もしかしたら流れ矢を防ぐための鉄板か何かでも仕込んであるのだろうか。

　兵士たちは、その半数が中ちゆう腰ごしの体勢になり、二段構えで矢をかまえていた。総勢は、三十名にも達するだろう。その矢が放たれれば、室内にいる限りどこにも逃にげ場ばはなかった。

「愚かな男だ、カミュア＝ヨシュ！　……それに、このようなうつけ者の口車に乗った貴様たちもな！　トゥラン伯爵家は、貴様たちが滅ほろんだ後も永えい劫ごうにジェノスを支配し続けるだろう！」

　狂きよう乱らんするシルエルのかたわらで、サイクレウスはまだまぶたを閉ざしていた。その青黒い顔からは、笑えみも消えてしまっている。そうして表情をなくしてしまうと、サイクレウスは無力で老いさらばえた病人にしか見えなかった。

　そして、アイ＝ファを始めとする森辺の狩人らは――その瞳に深しん甚じんなる怒いかりの炎を宿しながら、誰だれ一人ひとりとして動どう揺ようする素そ振ぶりも見せてはいなかった。

「審問を待つまでもなく、ご自分の罪を認めるわけですか」

　カミュア＝ヨシュが、のんびりと言った。

「手間がはぶけた、と言いたいところですが……どの道、審問は避さけられませんよ。これまでの罪に、新たな罪がかぶせられるだけです」

「ほざくな、痴れ者め！　貴様たちは、全員この場で息絶えるのだ！」

「本当にジェノス侯爵家やバナーム侯爵家をも敵に回すおつもりですか？　いかに伯爵家の血筋といえども、それでは死罪を免まぬがれられなくなってしまいますよ？」

「……会談の場において、森辺の族長らは突とつ如じよとして凶きよう行こうに及ぼうとした。我々も、身を守るために矢を射かけるよう命ずる他なかったのだ」

　分厚い唇くちびるを舌で湿しめしつつ、シルエルは煮にえたった汚お泥でいのような声を振り絞る。

「その際に、メルフリード殿やバナームからの客人まで巻まき添ぞえになってしまったのは、きわめて不幸な結果であった……大事な跡あと取とりを失って、ジェノス侯はさぞかしお嘆きになるであろうな」

「なるほど。そういった思おも惑わくもあって、メルフリードからも刀を取り上げていたわけですか。しかしメルフリードとて、森辺の狩人に劣おとらぬ力量を持つ英えい傑けつであり――」

「これ以上の問答は不要だ！」

　シルエルの指先が、再び銀の鈴を打ち鳴らす。

　それと同時に、すべての矢が放たれた――のだろうと思う。

　しかし俺に、それを知覚することはできなかった。鈴の音色が響ひびいた瞬間、何者かに椅子の足を蹴けり飛とばされて、俺はその場にひっくり返ることになったのである。

　したたかに背中を打ちながら、俺は奇き妙みような二種類の音色を耳にした。その内の一つは、何者かのくぐもったうめき声であり、残りのもう一つは、森辺の民の吹ふき鳴ならす鋭い草笛の音色であった。

「……どこにも手傷は負っていないな、アスタ？」

　と、アイ＝ファの声が頭上から降ふってくる。

　やはり俺の椅子を蹴け倒たおしてくれたのは、アイ＝ファだったのだろう。見上げると、アイ＝ファは俺のすぐかたわらに膝ひざをついていた。

　その手には、何本かの矢が突つきたった丸椅子の足が握にぎられている。どこにも逃げ場はなかったが、自分の座っていた椅子を盾たてとして、射かけられた矢を防いだらしい。兵士たちとの距きよ離りは五、六メートルていどであったのに、呆あきれるばかりの反射神経と身体能力である。

　寝ね転ころがったまま周囲を見回してみると、すべての狩人がアイ＝ファと同じ方法で自分と同どう胞ほうたちの身を守ったようであった。スン家の人々の前には、グラフ＝ザザとガズラン＝ルティムが仁に王おう立だちになっており、ザイラスの身はメルフリードが、ウェルハイドの身はバルシャが守ったようである。誰一人として手傷は負っていないようだ。

　ほっと安あん堵どの息をついたところで、カミュア＝ヨシュの声が耳に忍しのび込んできた。

「いやあ、危ないところだった。まさか、ここまで強ごう引いんな手を打ってくるとはねえ」

　ずいぶん声が近いなと思ったら、カミュア＝ヨシュは俺のすぐ後ろで這はいつくばっていた。

　そのマントの内側には、レイトが幼子のように抱だきかかえられている。椅子という盾を有していなかったカミュア＝ヨシュは、アイ＝ファの背後に倒たおれ込むことによって難を逃のがれたらしい。

「サ、サイクレウスたちは――？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。思わぬ来客が登場したようだけれども」

　意味がわからず身を起こすと、確かに思いも寄らぬ情景が目に飛び込んできた。

　シルエルの図太い身体が、宙に吊つり上あげられてしまっている。吊り上げているのは、ドンダ＝ルウである。左腕には矢の刺ささった丸椅子を、右腕にはシルエルの胸むなもとをひっつかみ、ドンダ＝ルウが部屋の中央に立ちはだかっていた。

「大罪人めが、よくも俺の同胞にこのような真似まねを仕し掛かけてくれたな」

　地鳴りのようなドンダ＝ルウの声に、息もたえだえのシルエルのうめき声がかぶさる。二人の足もとには、背もたれのついた重そうな椅子が横よこ倒だおしになっていた。
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　そして、サイクレウスである。

　サイクレウスもまた、その身の自由を奪うばわれていた。

　その咽喉のどもとに、半月刀の刃を突きつけられている姿が、狩人の衣ころもに包まれた肩ごしに見える。

　燃えるような赤毛の蓬ほう髪はつと、まだほっそりとした黄おう褐かつ色しよくの手足――後ろ姿でも見間違えることのない、マサラの狩人の少年がサイクレウスの身み柄がらをおさえていたのだ。

「ジーダ……どうしてあんたがこんな場所にいるんだい？」

　静かな声で、バルシャが問うた。

　ジーダの背中は、何も答えない。

　答えたのは、俺の身体を引き起こしつつ、まだ油断なく丸椅子をかまえているアイ＝ファであった。

「あの者は、天てん井じよう裏うらにでも潜ひそんでいたらしい。何度か気配がこぼれていたが、お前は気づかなかったのか、マサラのバルシャよ」

「恥はずかしながら、ちいとも気づかなかったねえ。どうやら狩人としては、あんたにも馬ば鹿か息子むすこにもかなわないみたいだ」

　長い髪かみを垂らしたバルシャの横顔には、いくぶん悲しげな表情が浮うかんでいるように感じられた。

「ジーダ、そいつを傷つけるんじゃないよ。そいつに必要なのは復ふく讐しゆうの刃じゃなく、法の裁きなんだからさ」

　それでもジーダは答えない。

　天井裏に潜んでいたということは――彼かれも、覚悟を秘めたバルシャの言葉を聞いてしまったのだろう。その胸中を思いやると、俺まで息が詰まりそうになってしまった。

「……さあどうする？　貴様たちの主人は、こうして俺の手の中にあるぞ？」

　ドンダ＝ルウが、重々しい声で言った。

　正面の壁かべを埋うめつくした兵士たちは、第二の矢をつがえた体勢のまま、全員が石像と化したかのように凍りついていた。

「そんなちっぽけな弓矢なんぞで、俺たちを黙だまらせることはできねえ。今度はその腰の刀でも抜ぬいてみるか？　……何をしようが、結果は変わらねえがな」

　兜かぶとについた面めん頬ほおのせいで、兵士たちの表情は読み取れなかった。

　ただ、その内の何名かはメルフリードのほうをちらちらとうかがっているように感じられる。

「何をしている……こいつらを、殺せ！」

　と、高々と宙に浮ふ遊ゆうさせられたまま、シルエルがわめく。

「貴様たちは、メルフリードに矢を射かけたのだ！　このまま奴やつを生かして帰したら、貴様らも全員首くくりだ！　生命いのちが惜おしければ、皆殺しにしろ！」

「そのようなことはない。すべての罪は、叛はん逆ぎやく者シルエルのものである」

　感情の欠落した声で、メルフリードはそう言った。

「護民兵団たる其方そなたたちには、その命令に抗あらがうことも許されなかったのであろう。だが、たった今、この男は護民兵団の長たる資格を失った。今後は近この衛え兵へい団の長たる私の言葉に従うがいい」

「だまされるな！　刀を置けば、一族郎ろう党とうまで根絶やしにされてしまうぞ！」

　きりりと引き絞られたまま、行き先を探すように鏃やじりが揺れる。

　そのとき、俺たちの背後の扉がいきなり開け放たれて、ジモンが室内に転がり込んできた。

　否いや、自分の意思で踏ふみ入ってきたのではない。ジモンは背中から絨じゆう毯たんに倒れ込むと、身体をよじりつつ苦く悶もんの声をこぼし始めた。

「うわははは！　ずいぶん派手にやっておるな、ドンダ＝ルウよ！　このまま出番もなく終わってしまうのではないかと、やきもきしていたぞ！」

　ダン＝ルティムである。

　それに、ルド＝ルウやダルム＝ルウたちまでもが、刀や鉈なたを手にどやどやと踏み込んできた。

「何だ、窓から踏み入るのではなかったのか、ダン＝ルティムよ」

　いぶかしそうにダリ＝サウティが問いかけると、ダン＝ルティムは再び呵か々かと笑った。

「この部屋の窓には、鉄の格こう子しがはまっていたのだ！　だからまずは隣となりの部屋の窓によじのぼり、そこからお邪じや魔まさせてもらったわけだな！　ディック＝ドムらは、窓の下で兵士どもを食い止めてくれておるぞ！」

　それからダン＝ルティムは、丸い鼻の下をこすった。

「それにしても、ひどい臭においだ！　便利は便利かもしれないが、ギバ除よけの実なんぞはルティムの集落には不要だな！」

　俺はすっかり意識の外に追いやってしまっていたが、どうやらダン＝ルティムはギバ除けの実の香かおりを辿たどってこの部屋に行き着いたらしい。それで、おそらくはガズラン＝ルティムが吹いた草笛の音色を合図に、駆かけつけてきたのであろう。

　何にせよ、雌雄は決したようであった。

　狩人の火を両目に燃やしながら、ダン＝ルティム、ルド＝ルウ、ダルム＝ルウ、ラウ＝レイが刀を手に立ちはだかっている。わずか四名でありながら、三十名からの兵士たちを圧あつ倒とうするには十分な迫はく力りよくであり戦力であった。

「……武器を捨てて投降せよ。今この言葉に従えば、禁固以上の罰ばつは与あたえぬと約束しよう」

　そんなメルフリードの言葉とともに、兵士たちは弓矢を下ろした。

「馬鹿者どもが！」とシルエルは怒ど声せいをあげる。その身体を、ドンダ＝ルウはおもいきり足もとに叩たたきつけた。

　シルエルは、瀕ひん死しのヒキガエルのように「ぐええ」とのたうち回る。

「メルフリードといったな。ジェノス領主の息子であるという貴様に、問うておきたいことがある」

　ドンダ＝ルウが、ゆらりとメルフリードを振り返った。

「このシルエルとかいう男の罪は、この場で明らかとなった。しかし、サイクレウスにどれほどの罪があるのかはまだ判然としていない。……俺たちは、今後もこの男をジェノス領主の代理人として扱わねばならねえのか？」

「……シルエルの罪は、明らかとなった。サイクレウス卿きようの罪は、これから正式な審問の場で裁かれることになろう」

　灰色の瞳ひとみを冷たく光らせながら、メルフリードはそのように答えた。

「その審問が済むまでは、すべての公務から遠ざけられるのがジェノスの法である」

「なるほどな。……しかし、すべての罪を弟にかぶせて、こいつが生き残るという道もありうるわけだ」

「いやいや、本当に潔白の身でない限りは、決してそのような事態には陥おちいらぬはずであるよ」

　と――聞き覚えのない声が、両者の会話に割り込んだ。

　一番扉の近くにいたラウ＝レイが、部屋の外を鋭く振り返る。

「何だお前らは？　まだ手勢を潜ませていたのか」

　白い甲かつ冑ちゆうに身を包んだ新たな一団が、不気味な静けさをともなって室内におし寄せてくる。

　たちまちルド＝ルウらも油断なくその兵士たちと相対したが、出口をふさぐ格好で隊列をなすと、その者たちは機械のような正確さでぴたりと動きを静止させた。

　そして――その隊列の真ん中から、長身の男がよどみのない足取りで進み出てくる。

　淡い褐色の髪を長くのばした、壮そう年ねんの男性だ。気取った口ひげをたくわえており、すらりとした優美な体格を有している。飾かざり気けはないがいかにも質のよさそうな、ジャガル風の襟えりつき胴どう衣いに筒つつ形がたの脚衣という格好で、端たん整せいな面にはゆったりとした笑みを浮かべていた。

　装束はジャガル風でも、肌の色は黄褐色で、西の民であることに間ま違ちがいはない。力と自信に満ちあふれた、若々しいながらも威い風ふう堂どう々どうとした貴族の男であった。

「ああ、おひさしぶりだね、ウェルハイド殿どの。バナームの第一息女の婚こん礼れい以来か。お元気そうで何よりだ」

　青い顔をしてドンダ＝ルウらのやりとりを見守っていたウェルハイドが、ハッとしたように頭こうべを垂れる。弓矢を捨てた兵士たちのほうからは、驚きよう愕がくのうめき声があがり始めていた。

「表の武官たちにも刀を置くように命じておいたよ。森辺の同胞に手傷を負った者はいないようであったから、まずは安心してくれたまえ」

　ドンダ＝ルウは、無言でその笑え顔がおをにらみ返した。

　俺おれのかたわらから、カミュア＝ヨシュがすっとぼけた声をあげる。

「これはこれは。まさか不ぶ精しよう者もののあなたが自ら足を運ぶとは思ってもいませんでした」

「何を言っているのだ。ウェルハイド殿をお迎むかえしたと使者に告げさせたのは其方ではないか。そうまでされたら、さすがにのほほんと待ち受けているわけにもいかないだろうさ」

　そしてその人物は、いまだジーダに刀を突きつけられているサイクレウスのほうに視線を飛ばしてから、小さく息をついた。

「このようなことになって残念だよ、サイクレウス卿。トゥランの領主として貴方あなたはこの上もなく有能であったから、今後のことを考えると頭が痛くなってしまうね」

　玉座のごとき椅い子すに身体を押おしつけられたまま、サイクレウスがゆっくりとまぶたを開く。その青黒い顔はほとんど土気色に染まり、しわぶかい皮ひ膚ふにはじっとりと脂あぶら汗あせが浮かんでいた。

「……我の命運も、ここまでであったか……」

「そうだね。後のことは、どうにか私の裁量で丸くおさめてみせるから、貴方は心置きなく審問の時を待つといい」

「ふん……どのようにおさめるつもりなのか、そいつをじっくり聞かせてほしいものだな」

　そのように言葉をはさんだのは、ドンダ＝ルウだった。

　もう、誰もがその人物の正体には気づいていただろう。その人物は、にこやかに笑いながらドンダ＝ルウに一礼した。

「察するところ、貴方が森辺の新たなる族長のお一人であるようだね。まずは貴方がたと正しい縁えんを結ぶのが、私の最初の仕事となるのだろう。……ジェノス侯爵マルスタインの名において、これまでの非礼は詫びさせていただくよ」

　森辺の集落を訪れて、およそ八十日――俺はついに、ジェノスの最高権力者を眼前に迎えることになったのだった。

　ただしその目は、まだ俺の姿をしっかりとは捉とらえていない。俺がこの人物と正面から向かい合い、言葉と気持ちを交かわすには、もういくばくかの時間が必要だった。

　ともあれ、サイクレウスと森辺の族長の三度目の会談は、こうして騒そう乱らんの内に幕を下ろすことになったのである。
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　サイクレウスとシルエルは、罪人としてその身を捕ほ縛ばくされることになった。

　しかし、それですべてが解決したわけではない。

　あれよあれよと時間は過ぎていき、三日も経たつとあらかた騒さわぎも収束したかのように思えたが、それでもやっぱり審問の場できちんと罪人が裁かれるまでは、真の決着が付いたとはいえないのだろうと思う。

　しかし、両名の罪を問う審問の儀ぎは、三日が過ぎても執しつ行こうされることはなかった。貴族の審問ともなれば、その準備だけでもずいぶんな日数がかかると聞かされていたし、それにもう一つ、審問を先延ばしにせざるを得ない緊きん急きゆう事態も生じてしまったのだ。

　サイクレウスが、病に倒れてしまったのである。

　それも、俺たちの目の前でだ。

　会談の日、ジーダが刀を引いた後、近衛兵らがサイクレウスを捕縛しようとしたとき、すでにその意識は失われていた。

　ただちにジェノス城からは医師団が招集されて、サイクレウスの病は重じゆう篤とくな状態にまで進行しているという診しん断だんが下されることになった。精神的な痛つう撃げきを受けて、病魔に抗う力を失ってしまったのだろう――というのが、俺たちに伝えられた医師たちの言葉であった。

　うかつに動かせば、それこそ生命に関かかわるかもしれない。審問の前にサイクレウスの生命が失われてしまったら、シルエルを正しく裁くことも難しくなってしまう。よってサイクレウスは、そのまま自分の屋や敷しきで監かん視しされつつ看護されることになってしまったのだった。

「それでもトゥラン伯はく爵しやくとしての権限はすべて凍とう結けつされ、外部の人間とは連絡をつけられぬように近衛兵団が厳重に監視体制を敷しいているので心配はご無用である、とのことだよ」

　会談の翌日、ジェノス侯爵からそのような言葉を預かってきたのは、もちろんカミュア＝ヨシュである。サイクレウスは病が落ち着くまで医師団に看護され、それからあらためてジェノス城に移送される段取りとなったらしい。

　さらに、取とり沙ざ汰たすべき事項もあった。

　バルシャとジーダの処しよ遇ぐうである。

　バルシャは盗賊団の生き残りとして、ジーダは通行証もないまま城下町に足を踏み入いれた罪を問われて、やはりジェノス城へと移送されることになってしまったのだ。

　むろんバルシャは重要な証人という立場でもあるので、その身を保護されるという一面もある。バルシャが裁かれるのは、サイクレウスたちが裁かれた後だ。最初から覚かく悟ごを固めていたバルシャは、終始落ち着いた表情で近衛兵たちの指示に従っていた。

　問題は、ジーダである。

　ジェノス侯こう爵しやくマルスタインが登場して、この場の騒ぎを一いつ切さい預かると宣言したのちも、ジーダはサイクレウスに突きつけた刀を引こうとはしなかった。

「この罪人どもの首をこの場で刎はねれば、審問など必要なくなる！」

　最初、ジーダはそのように言っていた。

　そうしてともにこの場から逃げ出だせば、母親の生命を救うことができる――という思いであったのだろう。俺にはとうてい、その悲ひ壮そうな決意をみなぎらせる背中にかける言葉など見つけることはできなかった。バルシャもまた、「馬ば鹿かなことを言うもんじゃないよ」と言ったきり、あとは悲しげにその背中を見つめるばかりだった。

　マルスタインは「困ったな」という面おも持もちで口くち髭ひげを撫なでており、部下から刀を受け取ったメルフリードは灰色の瞳を冷たく光らせて――そのままでいけば、ジーダとサイクレウスのどちらかはこの場で朽くちるしかない、という状じよう況きように陥りかけたとき、ドンダ＝ルウが重々しい声こわ音ねを広間に響かせた。

「ジーダ……とかいったな、マサラの狩人かりうどよ。貴様は、母親の覚悟を踏みにじるつもりか？」

「うるさい！　貴様には関係のないことだ、森辺の民め！」

「関係ないことはない。このマサラのバルシャという女狩人は、俺たちと同じ敵を討うつために、そこまでの覚悟を固めた同志であるのだ」

　サイクレウスの咽喉のどもとに刀をあてがったジーダの小さな姿を見下ろしながら、ドンダ＝ルウはそのように言った。

　きっとドンダ＝ルウであれば、力ずくでその刀を奪うことすらできたのだろうと思えたが――ドンダ＝ルウは、ただ言葉をつむぎ続けた。

「自分にとって都合の悪い人間を、法とも掟おきてとも関わりなく、ただ斬きり捨すてる。そのように誇りを持たぬ人間を弾劾するためにこそ、貴様の母親は己おのれの生命をもかける覚悟を固めたのではないのか？」

「それは――！」

「そして、自分の母親をそのような窮きゆう地ちに立たせたのは貴様なのだ、マサラの狩人ジーダよ」

　ドンダ＝ルウの横顔にはいかなる表情も浮かんではいなかったが、その青い瞳にはこの上もなく厳しい光が宿っていた。

「貴様が復讐の念にとらわれて母親のもとを離れていなければ、マサラのバルシャもそのような道を選ぶことはなかっただろう。マサラのバルシャは、貴様を罪人としないために――そして、自分の息子に復讐の念を植えつけてしまった己の生に落とし前をつけるためにこそ、そのような道を選ぶことになったのだ」

　狩人の衣に包まれたジーダの背中が、激しく揺れた。

「自分が生命を懸かけて罪人を告発すれば、貴様の刀が血に濡ぬれることもなくなる。マサラのバルシャは、復讐のためではなく、貴様の未来のためにその生命を投げうとうとしているのだろう。そんな母親の覚悟を踏みにじり、貴様はその刀を復讐の血で濡らすつもりか？」

　それでジーダは、刀を落とすことになった。

　そうして近衛兵団の兵士たちに捕縛されて部屋を出ていくまで、ジーダはずっとうつむいていたので、あの意外に幼い顔がどのような表情を浮かべていたのかを、俺は最後まで確かく認にんすることはできなかった。

「まあ、貴族の館やかたに忍び込んで、当主の首に刀を突きつけるだなんて、普ふ通つうに考えたら死罪は免れられないところだろうけど、状況が状況だったからね。ジェノス侯はご子息ほど頑かたくなな気き性しようではないから、温情を期待していいと思うよ」

　たぶん俺は、相当に情けない顔をしてしまっていたのだろう。ジーダが連行された際には、カミュア＝ヨシュがそのようにこっそりと耳打ちしてくれた。

　そして、捕縛された人間はもう一名、存在する。

　ズーロ＝スンである。

　サイクレウスとシルエル、それにジーダとバルシャが近衛兵に連行されていき、これでひとまずは収束か――と思われたとき、にわかにズーロ＝スンがマルスタインの足もとに身を投げ出したのだ。

「ジェノスの領主よ……我、ズーロ＝スンもまた、森辺の掟とジェノスの法をともに破った大罪人である……我もまた、この身をジェノスにゆだねることはできぬものであろうか……？」

　それまで冷れい徹てつな眼差しでマルスタインの采配を見守っていた森辺の民が、それで一様にざわめいた。その中から、怒りに双そう眸ぼうを燃やしたグラフ＝ザザが一歩進み出る。

「何を抜かしているのだ、貴様は？　よもや――我らに処断されるのが恐おそろしくなったのではあるまいな？」

「今さら森に魂を返すことを恐れたりはしない……しかし、ジェノスの法が我を罪人と認めるならば、我はその法に裁かれるべきだと思うのだ……」

　マルスタインの足もとにうずくまりながら、ズーロ＝スンは力ない声で言った。

「宿場町の人間は、森辺の民が……スン家の人間が城の貴族たちに守られていると知っていた……それでも、ザッツ＝スンとテイ＝スンが裁かれたことによって、その疑念や怒りはあるていど晴らされたと聞く……ならば、最後の大罪人たるこの我が、ジェノスの法によって正しく裁かれれば、ジェノス領主も、森辺の民も、ひとしく誇りを取り戻もどすことができるのではないだろうか……？」

「しかし――」

「そして……我が正しく裁かれれば、残された者たちは……我のかつての家族であった者たちは、罪人でなかったのだと……ジェノスの法にも正しく許されたのだと……そのように知らしめることができるのではないだろうか……？」

　マルスタインは、「ふむ」と長い前まえ髪がみをかきあげた。

　そして、聡そう明めいそうな茶色の瞳を、部屋の隅すみでへたりこんでいた老人のほうに向けなおす。

「法務官ザイラスよ。ジェノスの法に照らし合わせれば、このズーロ＝スンなる者の罪はいかほどのものになると考えられるかな？　正式な審しん問もんではなく、貴き殿でんの私見でかまわぬので聞かせてほしい」

「は……もとより、モルガの恵めぐみを荒あらすべからずというのは森辺の民のために立てられた法でありますため、正式な量りよう刑けいが定められているわけではないのですが……十数年にも渡わたり、数十名にも及ぶ血族に、ギバ狩がりの仕事を放ほう棄きさせ、モルガの恵みを荒らすように命じていたというのは、ジェノスに対する明確な叛はん逆ぎやく行こう為いとみなされますため……死罪よりもなお重い、十年の苦く役えきの罰が下されるのでは、と愚ぐ考こういたします」

「なるほど。十年の苦役か」

　マルスタインは大きくうなずき、ズーロ＝スンの丸められた背中をじっと見下ろした。

「苦役というのは、通常の労ろう役えきよりもなお過か酷こくな、ジェノスでもっとも重い罰である。五年を越こえて生き永らえる者はほとんど皆かい無むであるため、死罪でも足りぬ重大な罪を犯おかした人間にのみ、この罰は与えられる。……それならば、森辺の同胞に首を刎ねられたほうが、まだしも安楽な末路なのではないのかな」

「十年……わずか十年で、我の罪が許されるというのか……？」

「うむ。生半可な奴隷よりも過酷で希望のない十年の苦役だ。私の記き憶おくでは、ジェノスの建けん立りつ以来、十年もの苦役をやりとげた人間は一人として存在しない」

「希望……希望はある……十年ののちに、我がまた森辺の民を名乗ることが許されるなら……それ以上の希望が、存在しようか……？」

　震ふるえる声で言いながら、ズーロ＝スンが俺たちを振り返った。

　皮のたるんだその顔には、もはやまともに表情を動かす力も残ってはいないようであったが、その小さな瞳にはわずかばかりに涙なみだが浮かんでいるような気がした。

　ヤミル＝レイ、オウラ、ツヴァイ、ディガ、ドッド、ミダ――かつてのズーロ＝スンの子や妻であった六名は、そんな彼の姿を言葉もなく見つめ返している。

「十年に渡って血族に間違った道を示し続けた我の罪が、十年の苦しみで贖あがなわれるかは不明である……もしも十年ののち、我が生きて集落に戻れるようであれば……あらためて、この身の処遇を森辺の同胞にゆだねたいと思う……」

「そのときは、俺がこの目で貴様の罪を量ってくれよう」

　グラフ＝ザザが、断固たる口調でそのように答えた。

　それに異を唱えようとする者はなく、そうしてズーロ＝スンもまたジェノスの近衛兵に捕縛されることになったのだった。




　そうしてその場の騒乱は、ようやく収束されることになった。

　サイクレウスとシルエルには必ず公正な裁きを下してみせると、ジェノス侯爵マルスタインは固く約束してくれた。

　どちらが主犯格であったとしても、罪の重さに大差はない。死罪か、永久の禁きん固こ刑けいか――とにかく、彼らが今後行動の自由を得ることはありえないだろう、とのことであった。

「私はトゥラン伯はくの力量を信用し、森辺の民たみとの調停役の役目を一任してきた。その采配が間ま違ちがっていたのだと証し立てられることになったのだから、私は身命を懸けて己の恥はじをすすぐ責任があるのだろう。……新たな調停役が選出されるまでは、私自身が森辺の民との縁を繋つなぐ役を担うつもりだ」

　最後まで快活に笑いながら、マルスタインはそのように言っていた。

「森辺の民は、いまやジェノスの繁栄の一いち翼よくを担うかけがえのない同胞である。その同胞との間に生まれてしまった誤解や不和を解くために、私は力を惜しまないと約束してみせるよ」

　初めて顔をあわせることになったマルスタインという人物を、どこまで信用していいのかはわからない。しかし、この人物を信用できないならば、ジェノスの領土に森辺の民の居場所はなくなってしまうだろう。

　とりあえず、サイクレウスの病状が回復して審問を始められるようになるまでは、これまで通りに過ごしてほしいと、森辺の族長らはそのように言いい渡されることになった。

　で――俺たちである。

　これまで通りに過ごしてほしいと言われても、なかなかそうするわけにはいかない事情も存在した。ジェノス侯からも、「くれぐれも用心だけは怠おこたらないでほしい」という言葉を頂ちよう戴だいしているのである。

　何に用心するべきか？

　それは、サイクレウスとシルエルの有する「私兵」に対してであった。

　両名はその身柄を捕縛され、すべての権限を凍結された。なおかつ、トゥラン伯はく爵しやく家けの護衛部隊はいったんその任を解かれて、これまでの事件に関かん与よしていなかったかどうかを取り調べられることになり、護民兵団は新たな指導者のもとで再編制されることになった。もはや、サイクレウスたちがそういった兵士たちを手て駒ごまとして使うことは不可能な状況となっている。

　だが、サイクレウスたちには、裏の仕事を担わせていた私兵が存在する。たとえば、森辺の民に扮ふん装そうして農園を襲おそっていた野盗どもだ。

　いかに主君の命令とはいえ、護民兵団やトゥラン伯爵家の家臣たちがそのような悪行に手を染めるとは考えにくい。そういった、ジェノスの法に背そむく裏の仕事には、ひそかに飼い慣らしていた荒あらくれ者ものなどを使っていたのであろうという見込みが立っている。

　というか、そのような見込みを立てていたのは、他ほかならぬカミュア＝ヨシュなのである。十年前にザッツ＝スンが病びよう魔まに倒れたのち、サイクレウスたちはそれに代わる新たな手駒を手に入れたはずなのだ――と、カミュア＝ヨシュはそんな不ふ穏おんきわまりない報告を森辺の族長とジェノス領主の双そう方ほうにもたらしてくれたのであった。

「しかしそれらのものどもは、ザッツ＝スン以上に身を隠かくすのが上手うまいらしくて、とうとう尻尾しつぽを捕つかまえることはできなかったのです。雇やとい主ぬしを失ったその荒くれ者どもが、サイクレウスたちとどのような盟約を交わしていたかもわからないので、とにかく用心だけはしておくべきでしょう」

　カミュア＝ヨシュは、そのように述べていたらしい。

　よって、ファの家もルウの家も屋台の仕事を再開させることはできなかった。ルウの血族の休息期間も終わってしまったため、護衛役の狩人を捻ねん出しゆつすることができなかったからだ。

　近衛兵団から護衛役を派は遣けんする、という提案もマルスタインからは為なされたようであったが、あちらとてサイクレウスの監視やらバルシャの警護やらで人手は不足しているらしく、ドンダ＝ルウが納なつ得とくできるほどの人数を提示することはかなわなかったようである。

「護民兵団なら人数はそろっているけれども、どこまでシルエルの悪い影えい響きようが及んでいるかも知れたものではないからねえ」

　というのが、マルスタインとカミュア＝ヨシュの共通した意見であったらしい。どうやら護民兵団の司令部にはトゥラン伯爵家ゆかりの人間も少なくなかったため、そちらの再編制もなかなか難なん儀ぎであるようだった。

　ということで、俺たちも自じ粛しゆくするしかなかった。

　ただし、宿屋の仕事だけは辛かろうじて再開させることを許された。

　朝方の内に料理を仕上げて、アイ＝ファやルド＝ルウといった早起きの狩人らに警護されつつ、それを宿屋に届けて中天までに帰き還かんする、という形で何とか再開にこぎつけることがかなったのだ。会談の二日後にはその仕事が再開されて、三日目には料理と生せい鮮せん肉にくの量を増やす事態にまで至った。

「日中に屋台の軽食が食べられなくなった分、晩ばん餐さんでギバ料理を求めるお客様が増えてしまったようなのです」

《玄げん翁おう亭てい》の主人であるネイルは、そのように言っていた。

　結果として、《玄翁亭》には六十食分の料理と二十食分の生鮮肉、《南の大樹亭てい》には七十食分の料理と三十食分の生鮮肉が毎日卸おろされることになった。かなり大きな規模を持つ《南の大樹亭》はまだしも、住宅用の家屋を改装して細々と宿屋を営んでいる《玄翁亭》にそこまでの数が必要なのだろうかと思えたが、それでも売れ残ることは一切なかったという話だった。

「宿しゆく泊はくのお客様は毎日満員ですし、晩餐の時間には余所よその宿屋のお客様までもが今まで以上に押し寄よせてしまっているのです。おかげさまを持ちまして、カロンやキミュスの料理などはほとんど売れなくなってしまいました」

「はあ……それは何ともはや……」

「アスタがもっとたくさんの宿屋でギバの料理を売り出さない限りは、もうこの騒ぎは収まらないように思えます。嬉うれしい悲鳴というよりは、いささか空そら恐おそろしくなるような繁はん盛じようっぷりですね。……こうなってくると、早く他の宿屋でもギバの料理を扱あつかえるようになればいいのに、とすら思えてきてしまいます」

　俺としても、商売の手を広げたいという意欲はある。

　しかし、この段階で《キミュスの尻尾亭》や《西風亭》と商売の話を進めるわけにもいかないだろう。正体も行方ゆくえも知れないサイクレウスらの私兵を捕縛し、そうして一切の危険が取り払はらわれるまでは、現状を維い持じする他ない。

　そんなわけで、俺やルウ家の女衆は、朝から料理の作製に励はげみ、それを荷車で宿場町に届け、新たな野菜を購こう入にゆうしたのちに森辺の集落へととんぼ返りして、順番をずらした他の仕事を片付けつつ、空いた時間は料理の勉強に費やす、という、慌あわただしくも平へい穏おんな日々を過ごすことになった。

　当然というか何というか、俺もアイ＝ファもルウの集落に逗とう留りゆうしたままである。ヤミル＝レイたちは、それぞれレイ家、ルティム家、ドム家へと帰されることになったが、やはり立地上の不安を抱かかえるファの家に戻ることは危険である、と言い渡されてしまったのだった。

　ルウの集落とて、狩人としての仕事を再開してしまえば、日中は非常に手て薄うすである。が、それでも集落にはリャダ＝ルウやミダ、それに十三歳さい未満の少年たちや数少ない老人たちといった男手が存在する。少なくとも、ファの家で二人きりで過ごすよりはよほど安全であろう、ということで、アイ＝ファはまた唇を噛かむことになってしまったのである。

　とにかく、そういった人々の苦心や尽じん力りよくのもとに、俺たちは平穏な日々を過ごすことが許されたのだった。

　そうして、もやもやとした落ち着かない気分を抱え込んだまま、三日もの日が過ぎていき、四日目に、ついに大きな変転の時が訪おとずれた。

　その変転をルウの集落に持ち込んだのは、マルスタインからの使者として毎日のようにルウの集落を訪れていたカミュア＝ヨシュであった。

　だが、俺はまずそのかたわらにある赤毛の少年の姿に驚おどろかされることになった。




２




「ジーダ！　ジェノス城から解放されたのか！」

　ルウの本家のかまど小屋で、俺は彼らと対面することになった。

　白の月の十九日、その夕暮れ時のことである。太陽はすでに西の方角に沈しずみかけ、かまど小屋にはできたての晩餐の香りが充じゆう満まんしている。

「無事でよかったよ。鞭むち叩たたきの刑けいなどはくらわなかったかい？」

　ジーダは双眸を黄色く燃やしながら、無言でうなずいた。その、すべての感情をねじふせようとしているかのような顔に、俺は浮かべかけていた安堵の笑みをひっこめる。

　たとえ自身が無事であっても、とうていそれを喜べるような心境ではないだろう。そうして俺までもが言葉を失ってしまうと、カミュア＝ヨシュがとりなすように明るい声をあげた。

「彼には城下町に忍び込んだ罪と、貴族に刀を向けた罪、それに宿場町で刀を抜いた罪までもが加算されたのだけれどもね、いずれもサイクレウスらの悪行がなければ起こり得なかった罪であるとして、ジェノス侯が不問にしてくれたんだよ。宿場町の手配書も取り下げられたから、これで晴れて自由の身さ」

　サイクレウスの館ですでに顔をあわせている両者ではあったが、それがこのように並んで立っている姿を見るのは、何だか奇妙な気分であった。

　無ぶ精しよう髭ひげの目立つ細長い下した顎あごをかきながら、カミュア＝ヨシュはふっと俺のかたわらに視線を動かす。

「やあ、アイ＝ファ。君も戻っていたのだね。今日も収しゆう穫かくをあげることはできたのかな？」

「うむ」と用心深く目を光らせながら、アイ＝ファはうなずく。アイ＝ファもまた、狩人としての仕事を再開させたのだ。

　俺がリフレイアにさらわれてから、会談の日までの十日間。それだけの日数、狩人としての仕事を休むことになり、さすがのアイ＝ファも居たたまれなくなってしまったのだろう。

　それに、ドンダ＝ルウらが仕事を再開させたという背景もある。いかに俺の身が心配であっても、ドンダ＝ルウたちがリャダ＝ルウらを信しん頼らいして家族の安全を預けているのだから、自分ばかりが不覚悟でいるわけにはいかない――そのような煩はん悶もんと葛かつ藤とうをくぐりぬけて、アイ＝ファはギバ狩りの仕事を再開することになったのだ。

　で、おそるべきことに、アイ＝ファはこの四日間、毎日一頭ずつのギバを狩りつつ、誰だれよりも早くルウの集落に舞まい戻ってきていた。ファの家の近辺ではそろそろギバの数が減ってきているはずなのだから、これは凄すさまじい成果と言えるだろう。

　ただ、アイ＝ファの髪は、これまで以上に甘あまい香りを発していた。アイ＝ファは、自らがギバ寄せの実の香りを纏まとってギバをおびきよせる、危険な『贄にえ狩り』の手法をも再開させたのだった。

「ギバの数が減ってきたのだから、当然のことだ。この時期には、私は常に『贄狩り』を行っている」

　そうは言われても、俺の懸け念ねんが消えるはずもない。ただ俺は、かつてダルム＝ルウと交わした言葉を噛みしめながら、アイ＝ファの狩人としての覚悟と力量を信用する他なかった。

「で、ドンダ＝ルウも戻っているのかな？　今日はまた、ジェノス侯の代理人としてこの場に馳はせ参さんじたわけなのだけれども」

「これだけ日が傾かたむいているんですから、戻っているはずです。母おも屋やのほうには寄らなかったんですか？」

「うん。アスタとドンダ＝ルウ、両方に伝言を賜たまわってきたからね。どうせだったら、アスタも自分の耳で聞き届けたいだろう？」

「……俺への処分が決定されたんですか？」

　海の外からやってきた俺の処遇についても、今は話を保留にされたままであったのだ。

　アイ＝ファに鋭するどい眼光を突きつけられると、カミュア＝ヨシュはそれを受け流すように微笑ほほえんだ。

「その件に関してはまだ審しん議ぎ中だよ。それに、サイクレウスへの処断も済まぬ内にアスタの身柄について取り沙汰するのは不義理であろう、というのがジェノス侯のお考えさ」

「それじゃあいったい、俺なんかに何の話が？」

「それは族長とともに聞いてほしい。晩餐の前に、ちょっと時間をいただくことは可能かな？」

「ええ。晩餐の準備はもう完かん了りようしていますので」

　そんなわけで、俺はアイ＝ファとカミュア＝ヨシュとジーダの四人連れで本家の母屋に向かうことになった。

　ミーア・レイ母さんに刀を預けて屋内に踏み入ると、晩餐の時間が近いこともあって、広間には四名の男衆が勢ぞろいしていた。

「カミュア＝ヨシュか。ようやく城のほうで動きがあったのか？」

　ドンダ＝ルウは、静かに青い目を光らせた。

　ジザ＝ルウは相変わらずのにこやかな無表情で、ダルム＝ルウは険悪に両目を燃やし――そしてルド＝ルウは、ジーダのほうを見ながら少しだけ心配そうに眉まゆをひそめた。

「あったと言えばあったのですが、なかなか難しいところです。サイクレウスはいまだ病びよう床しように伏ふしたままですし、シルエルも固く口をつぐんだままなので、彼らの私兵がどこで何をやっているのやら、捜そう索さくのしようもないというのが現状であります」

「ふん。それならいったい、どういう用件なんだ？」

「ジェノス侯爵マルスタインからの伝言です。森辺の民の気風にはそぐわぬ話もあるでしょうが、まずは最後まで聞いていただきたい」

　言いながら、カミュア＝ヨシュはふわりと下座に座した。ジーダもその隣に膝ひざを折り、俺とアイ＝ファは横からその姿を見られる位置に陣じん取どる。

「実はですね、お話ししたいのは、サイクレウスの娘むすめ御ごであるリフレイア姫ひめの処遇についてなのです」

「リフレイア？　……今さらサイクレウスの娘がどうしたってんだ？　その娘も罪人として捕らわれているんだろうが？」

「はい。予定では、半年間の禁固の刑でありました。……その罰を減げん刑けいさせていただけないかという、まあそういうご提案をジェノス侯から承うけたまわってきたのですよ」

　ドンダ＝ルウの双眸が光を強める。

「さっぱり意味がわからねえな。納得のいく説明をしてもらおうか」

「はいはい。これは森辺の民にとっても喜ばしい話だと思うのですが……ジェノス侯は、サイクレウスの爵しやく位いを廃はいしたいと考えておられるのですね。正式な審問が執とり行おこなわれる前に、トゥラン伯爵としての身分を剥はぎ取っておきたい、と。これだけの大罪の疑いをかけられているのですから、それはまあごく当然の話なのだろうと思われます」

「伯爵としての身分を剥ぎ取る……ということは、審問の結果がどうなろうとも、もう二度とあの男がトゥラン伯爵を名乗ることは許されなくなるということか？」

「その通りです。伯爵の身でありながら審問にかけられるというのはきわめて外聞が悪いですし、また、審しん問もん官かんや法務官が手心を加える危険性も否いなめない。そういったさまざまな理由からも、伯爵としての身分は事前に剥はく奪だつしておくべきだと思い至ったのでありましょう」

「そいつはけっこうな話だがな。……しかし、笑ってばかりいられる状況でもねえってことか」

　そんな言葉とは裏腹に、ドンダ＝ルウはにやりと笑った。と、いうことは、その内の闘とう争そう本能に火がつけられた、ということである。

「それで娘の話なんぞを持ち出すってことは……その娘に爵位とやらを継つがせようっていう魂こん胆たんなわけだな」

「ええ、それも至し極ごく当然の話です。リフレイア姫も罪人とはいえ、半年の後には解放されるていどの軽けい微びな罪であったのですから。当主の嫡ちやく子しである以上、この継けい承しよう権けんを動かすことはできません」

「……アスタをさらったのが、軽微な罪か」

　とたんにアイ＝ファが鋭い声をあげたので、カミュア＝ヨシュはそれをなだめるように微び笑しようする。

「あくまでサイクレウスの犯してきた罪に比べれば、だよ。……ただし、平民をさらうぐらいの罪であったら、銅貨を積んで有う耶や無む耶やにしてしまうのが貴族の常じよう套とう手しゆ段だんだろうね。森辺の民にそのような手段は通じないということはわかりきっていたので、今回はこのような結果に終わったのだろうけども」

「…………」

「あ、貴族とひとくくりにしてしまうと語ご弊へいがあるか。サイクレウスのように悪あく辣らつな貴族の場合は、だね。ジェノス侯やポルアース殿などは、そもそもそのような罪に手を染めることはないはずなので、ご安心を」

　アイ＝ファは苦々しい表情で黙だまり込み、ドンダ＝ルウは「で……？」とカミュア＝ヨシュをうながす。

「何にせよ、そいつはまだ小便くせえ餓が鬼きなんだろうが？　森辺では、十五に満たぬ人間に家長としての資格はなしってことになっているぜ？」

「西の王国では、幼子でも女性でも爵位を継ぐことは可能となります。ただし、後見人の存在が不可欠となり、相当な制限を設けられることになりますけれどもね。……そうであるからこそ、サイクレウスとは縁の薄うすい後見人を準備して、これ以上トゥラン伯爵家の家名を汚けがさせないように、しっかり土台を固めてしまいたいのでしょう」

「ふん……なるほどな」

「むろん、リフレイア姫にはかつてアスタをさらったという前科があるのですから、通常以上に厳しい制限を設けて、一挙手一投足が監視されることとなります。というか、今後トゥラン伯爵家を実質的に取り仕切るのはその後見人の役割となり、リフレイア姫などは、言ってみれば新たな世よ継つぎが生まれるまでの名目上の当主に過ぎないということになるのでしょうね」

　言いながら、カミュア＝ヨシュはマントの下で肩かたをすくめた。

「ジェノス侯には、トゥラン伯爵家そのものを取り潰つぶす権限は与えられていないのです。ジェノス、トゥラン、サトゥラス、ダレイムの四家で領土を分け合い、ジェノスを管理するべし、というのはセルヴァ国王からの勅ちよく命めいであるのですからね。……となると、大罪の疑いがかけられたサイクレウスはすみやかに廃し、その娘に爵位を継がせるしか、ジェノス侯にとっても道はないのですよ」

「それが王国の法だというのなら、好きにするがいい。しかし、その娘の罪を許せというのはどういう話なんだ？　貴族だろうと伯爵だろうと、罪は罪だろうが？」

「ええ。しかし、牢ろう獄ごくの内にある人間に爵位を継がせるわけにはいきませんからねえ。かといって、あと半年もサイクレウスの審問を先延ばしにするわけにもいかないし、ジェノス侯にしても苦く渋じゆうの決断であったのでしょう」

「だから、どうして苦しんだり渋しぶったりする必要があるってんだ？　貴様の話は、法よりも身分のほうが大事だと言っているようにしか聞こえねえな」

「それは、まさしくその通りです。石の都の人間にとっては、法よりも身分のほうが重要なのですよ。メルフリードのように頑なな人間のほうこそが稀け有うであるのです」

　そんな風に言ってから、カミュア＝ヨシュはいくぶん眉まゆ尻じりを下げて微笑した。

「サイクレウスに爵位を冠かんしたまま審問を開始すれば、その醜しゆう聞ぶんは王都にも届きます。下手をしたら、それを契けい機きに王都がジェノスの統治に介かい入にゆうしてくるかもしれません。……王都から最も遠い辺境区域にありながら、セルヴァでも有数の豊かさを持つジェノスのことを、王都の人々は少なからず危険視しているのです。ジェノスの領主ともなれば、そういったことにも心を砕くだかなくてはならないのですよ」

「ふん……ずいぶんご大層な話になってきたな」

　ドンダ＝ルウは笑えみを消し、硬かたそうな髭ひげの生えた下顎をぼりぼりとかく。

　その不ふ機き嫌げんそうな姿を見返しながら、カミュア＝ヨシュはさらに言った。

「で――これもまた森辺の民の気風にはそぐわぬ話でありましょうが、ジェノス侯からはさらなる言葉をいただいております」

「いちいち前置きがうるせえな。伝言役を仰おおせつかったんなら、とっととその仕事を果たしやがれ」

「はいはい、今すぐに。……ええとですね、リフレイア姫を減刑するにあたって、ジェノス侯はマサラのバルシャにも減刑をほどこしたいと、そのように申し述べているのです」

　ドンダ＝ルウはすっと目を細め、俺はカミュア＝ヨシュのかたわらにあるジーダの姿を見つめることになった。

　ジーダはぎらぎらと光る目を下に向けながら、無言である。

「貴族の富に手をつけた盗とう賊ぞく団《赤あか髭ひげ党とう》の残党であったのなら、極きよつ刑けいは免まぬがれません。しかし、ジェノスの秩ちつ序じよを守るためにその身命を捧ささげようというバルシャのこのたびの行いには、情じよう状じよう酌しやく量りようの余地がある、と――まあそういった言い分であるわけなのですが……」

「つまり、マサラのバルシャの罪を許す代わりに、リフレイアという娘の罪を許すことを認めよ、ということか」

　ドンダ＝ルウは、静かに目を燃やしながらそう述べた。

「なるほどな……それが貴族のやり口ってわけか」

「はい。ですがジェノス侯は、貴族としてはなかなか公正かつ人間味あふれる人ひと柄がらであると、俺おれなどは考えておりますよ」

　また眉尻を下げながら、カミュア＝ヨシュはそう言った。

「もっと一いつ般ぱん的てきな貴族であれば、恩着せがましくこの条件を突つきつけてきたことでしょう。しかしジェノス侯は、自分たちが強権を揮ふるっているのだという自覚を胸に、あくまで提案という形でこの話を願い出ているのです。ジェノスの侯爵として、八方丸く治めるために、リフレイア姫に爵位を継がせるしか道はない。その代だい償しようとして、バルシャにも恩おん赦しやを与あたえるので、何とか矛ほこ先さきを収めてはもらえぬものかと――ジェノス侯は、そのように申し出ているのです」

「ふん……」

「貴族に害をなした盗賊を許すというのは、ジェノス侯としても難しい決断であったと思います。十数年前に《赤髭党》から被ひ害がいを受けた貴族たちにも、了りよう承しようしてもらえるように手を回さなくてはならなくなるでしょうからね」

「法を曲げるためにさらに法をねじ曲げて、その尻しり拭ぬぐいに苦労を背せ負おい込む。べつだん同情する気にはなれねえな」

「ええ。掟を重んずる森辺の民にしてみれば、そのように思うのが当然でしょう。ジェノス侯の温情も、あなたがたにとってはバルシャの覚悟を踏ふみにじる行こう為いだとしか思えないでしょうしね」

　カミュア＝ヨシュがそのように言ったとき、ふいにジーダが面を上げた。

　その黄色い獣けもののような瞳ひとみが、真正面からドンダ＝ルウを見み据すえる。

「森辺の族長ドンダ＝ルウ……俺からも一言だけ言わせてほしい」

　ドンダ＝ルウは、無言でジーダを見る。

　ジーダはいっそう激しく双眸を燃やし――そして、真っ赤な蓬ほう髪はつに包まれた頭を、床ゆかまで下げた。

「どうか、貴族の提案を受け入れて、俺の母を救ってくれ。……そのためになら、俺はこの生命いのちを捧げよう」

「…………」

「ドンダ＝ルウの言う通り、俺は道を誤った。そのせいで、母は罪人として捕らわれることになった。……このまま母を死なせてしまったら、俺は父ゴラムにあわせる顔がない」

「…………」

「自分がどれほどぶざまな言葉を口にしているかはわかっている。母だって、こんな形で救われても喜びはしないかもしれない。……だけど俺は、それでも母を死なせたくはないのだ」

　横手に陣取っていた俺には、床に額をこすりつけるジーダの横顔をかろうじて目にすることができた。

　ジーダはその目を火のように燃やし、幼い顔に苦く悶もんの表情を浮うかべながら、声を殺して泣いていた。

「……重ねて言いますが、たとえ爵位を継いだとしても、リフレイア姫にはもう何を自由にする力も残されません。アスタをさらった罪を許されるというのは業ごう腹はらでしょうが、逆に言えば、そのような罪を犯したばっかりに、彼かの女じよは残りの一生を台無しにしたようなものなのです。半年どころか生しよう涯がいを囚しゆう人じんとして過ごすようなものなのですから、何とかそれで気持ちをおさめてもらうことはかないませんでしょうかね？」

　神しん妙みような表情で進言するカミュア＝ヨシュのほうに、ドンダ＝ルウはゆっくりと視線を移す。

「今日の貴様は、いつになくしおらしくしていやがるな。何だか薄うす気き味みが悪くなってきたぜ」

「そうですか。まあ俺にしてみても、バルシャを引っ張り出した責任というものがありますからね」

　垂れ気味の目を細めて微笑みながら、カミュア＝ヨシュはジーダの小さな背中に視線を落とす。

「それなのに、彼かれは俺に恨うらみ言ごとの一つもぶつけようとはしないものですから、さすがに胸が痛くなってきてしまいます」

「貴様に何を吹ふき込まれようと、最後に道を決するのは自分自身だ。マサラのバルシャという女には、強い覚悟と誇ほこりが備わっていたというだけの話だろう。……他者の富を奪うばう盗賊として生きる、と決めたのもバルシャ本人の意志であったのだろうしな」

　ドンダ＝ルウは、強い目でカミュア＝ヨシュとジーダの姿を見比べた。

「で……けっきょくは、俺たちが何と答えたところで、ジェノス領主の気持ちは固まってるんじゃねえのか？」

「ええ、まあ、ジェノス侯にとってもこれが最善にして唯ゆい一いつの道なのでしょうしね」

「だったら、好きにするがいい。ジェノス侯爵マルスタインという男に刀を捧げる価値があるかどうかは、これからゆっくり見定めさせてもらう」

　ジーダが、涙に濡れた顔をあげる。

　その顔を見て、ドンダ＝ルウは鼻にしわを寄せた。

「狩人が、たやすく余人に泣き顔などを見せるな。貴様は、何なん歳さいなのだ？」

「……十四だ」

「十四か。森辺において、一人前と認められるのは十五を過ぎてからだ」

　そのように言って、ドンダ＝ルウは荒っぽく鼻を鳴らした。

「狩人といえども、貴様はまだ子供だ。そのような幼さで親のもとを離はなれたのが、そもそもの間ま違ちがいなのだ。悔くいているならば、二度と同じ過あやまちは繰くり返かえすな」

　ジーダはもう一度うつむいて、無言のままぽろぽろと涙をこぼした。

　困ったような笑え顔がおでそちらをしばらく見つめてから、カミュア＝ヨシュは「さて」と明るい声を発した。

「ようようご了承をいただけたようなので、それでは次の話に移りたいと思います」

「まだその口を閉ざさないつもりか。いいかげんに腹が減ってきたぜ」

「これが最後の伝言です。ジェノス侯マルスタインは、森辺の族長らとあらためて絆きずなを結ぶために、晩ばん餐さん会かいを催したいと仰おつしやっております」

「晩餐会……？」

　ドンダ＝ルウは険しく眉をひそめ、俺は目を丸くすることになった。

　ようやくとぼけた笑顔を復活させることのできたカミュア＝ヨシュが、俺のほうを振ふり返る。

「つきましては、アスタにギバの料理をふるまってほしいそうなのです。森辺の民と同じ場で、同じギバの肉を食することで、ジェノス領主たる自分の真意をはかっていただきたいとのことであるのですが、はてさて如何いかがでありましょうかね？」
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「……ジェノスの領主が、ギバの肉を口にするというのか」

　そのように言ったのは、ドンダ＝ルウではなくジザ＝ルウであった。糸のように細い目が、ますます細められながらカミュア＝ヨシュを凝視している。

「はい。そうして領主の自分と森辺の民が正しく縁えんを結びなおそうとしている姿を示すことこそが、今のジェノスには必要であると――ジェノス侯は、そのように仰っておりました」

「ジェノスの領主が、ギバの肉を……」

　まったく表情は動かさないまま、ジザ＝ルウはそのように繰り返した。どうやら、よほどの衝しよう撃げきであったらしい。

「ジェノス侯がもっとも恐れているのは、森辺の民にジェノスを去られてしまうことです。二十年にも渡って森辺との縁を繋いできたサイクレウスには、そうはさせぬよう手綱を操る自信があったのかもしれませんが、ジェノス侯にとってはすべてが手探りです。ああしてにこにこと笑いながら、頭の中ではどのように事態を丸くおさめるべきか必死に考えを巡めぐらせているのだろうと思いますよ」

「それならば、どうしてここまで事態が悪くなるまで動こうとしなかったんだ？　サイクレウスに大罪の疑いがかけられていたということは、貴様やメルフリードという男の口からさんざん聞かされていたんだろうが？」

　ドンダ＝ルウの問いに、カミュア＝ヨシュは首を横に振る。

「どれほどの疑いがかけられようとも、すべては証あかしのない話でありましたからね。サイクレウスと森辺の民の両方が、自分こそが正しいのだと主張しているならば、どちらがより強い力で勝利をつかみとるか――それを見極めんと、ぎりぎりの際まで動くつもりはなかったのでしょう。放っておいたらサイクレウスの野心の牙きばはあなたの咽喉笛にまで迫ってきますよと進言しても、そのときは自分も全身全ぜん霊れいで戦うのみだと笑っておいででした」

「ふん……御大層な口を叩くものだ」

「ええ。あの御ご仁じんの器量は、なかなかに底が知れないです。じっくり見定めようというドンダ＝ルウのお考えは、とても正しいと思いますよ」

　そのように言ってから、カミュア＝ヨシュはにんまり笑った。

「あの御仁を引っ張り出だすことに成功できた時点で、俺の仕事は八割がた終しゆう了りようしました。あとは手の足りないジェノス侯やメルフリードに代わってあちこちを駆けずり回りつつ、ことの行く末を見守らせていただこうと思います。森辺の民がジェノスと正しい縁を結べるように、祈っておりますよ。……ではでは、後日正式なお返事をいただきにまた参上しますので、他の族長らにもよろしゅうに」
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　それからまた五日ほどが経過して、白の月の二十四日。

　その日も俺たちは、荷車にたくさんの料理を詰め込んで、宿場町へと下りていた。

　メンバーは、俺とレイナ＝ルウ。それに護衛役の、アイ＝ファ、ルド＝ルウ、シン＝ルウ、他三名の狩人たちである。

　実際のところ、料理と生鮮肉を宿屋まで運び、新たな食材を購入するだけの話であるのだから、わざわざ俺やレイナ＝ルウが同行する必要性はない。が、俺は自分の目で宿場町の様子を見ておきたいという気持ちがあったし、また、宿場町の人々とはなるべくこれまで通りに縁を紡つむいでいくべきであろう、というガズラン＝ルティムからの提言もあった。

　マルスタインの采さい配はいによって宿場町の人々がどのような思いを抱くようになっているかを知り、そして、森辺の民がどのような思いでいるかを伝える、そのパイプ役としてはやっぱりファの家のアスタが適任であろう、というありがたい判断である。

　ともあれ、その日も俺たちは宿場町で仕事を果たした。

《玄翁亭》には六十食分の『ギバのソテー・アラビアータ風』と二十食分の生鮮肉を、《南の大樹亭》には七十食分の『肉チャッチ』と三十食分の生鮮肉を届けて、ドーラの親父おやじさんの店へと向かう。

　まだ中天には時間があったので、ヤンの屋台は開かれていなかった。が、色とりどりのポイタンを扱っている屋台の数は、日を重ねるごとにじわじわと増えてきている様子である。道を歩けば、あちらこちらから乳脂の甘い香かおりを感じることもできた。

（カミュアやポルアースの目もく論ろ見みは問題なく進んでるみたいだな）

　サイクレウスとシルエルは、もはや逃れようもなく裁きの時を待つ身となっている。他の貴族からの横槍を防ぐために、このポイタンを大々的に売り出す計略は必ひつ須すであったのだ、とカミュア＝ヨシュはそのように述べていた。

「けっきょく領土を支配しているのはその町の貴族たちだからね。サイクレウスの富と権力はジェノス侯こうに匹ひつ敵てきするぐらい膨れあがりつつあったから、外堀を埋うめる必要があったんだよ」

　会談の翌日あたりに、カミュア＝ヨシュはそのように言っていたのだ。

「たとえば首尾よくサイクレウスらを捕ほ縛ばくできたところで、ダレイム伯爵家とサトゥラス伯爵家が買収などされてしまったら、公正な裁きも望めないかもしれない。法務官も審問官も、全員がいずれかの貴とうとき家柄に根を持つ者たちばかりなのだからね。下手をしたら、ジェノス侯こう爵しやく家と三大伯爵家の対立などという構図にもなりかねなかったわけさ」

　しかしこのままポイタンがジェノスの主食にまで成り上がれば、フワノの価値も大暴落して、近い将来にトゥラン伯爵家は大きく力を失うことになる。これならば、ダレイムとサトゥラスの両家がサイクレウスやそれに連なる者からの報復を恐れて及および腰ごしになることはないだろう、という話であった。

　そうして、そのように財政が傾いて、なおかつ前当主は罪人として裁かれることになる、そんないわくつきのトゥラン伯爵家を、リフレイアは十歳かそこらの幼さで相続するわけである。しかもそれは、後見人とやらに実権を握にぎられての、名目上の相続に過ぎないらしい。

　親の因果が子に報い――などという使い古された言葉が頭から離はなれない。トゥラン伯爵家もスン家と同じように、かつての当主たちの罪によって、その栄えい華がを失うことになるのだろう。負の連れん鎖さが、これで断ち切れればよい。俺としては、そのように願う他なかった。

「やあ、アスタ！　今日も元気そうで何よりだね」

　宿屋巡りの仕事を終えて、野菜売りの露ろ店てんに到とう着ちやくすると、ドーラの親父さんが満面の笑みを浮かべて迎むかえてくれた。ここ数日、親父さんは心底から嬉しそうにしてくれている。

「そりゃあそうさ。貴族の悪玉が捕縛されたってんだから、今度こそ森辺の民の行く末も安泰だろう？　こんなに嬉しい話はないじゃないか！」

　いまだサイクレウスたちの審しん問もんは開始されておらず、その配下である無法者どもの行方もわからない。至し極ごく平へい穏おんな日々を送りつつ、まだまだ森辺の民が心からの安あん寧ねいを得られるまでには至っていないのだ。

　それでも親父さんは、幸福そうに笑ってくれていた。

「俺だって、一日も早くぎばばーがーを食べられるようになってほしいとは願っているけどさ。今はアスタたちの元気そうな姿を見ていられるだけで十分だよ」

　照れくさそうに笑いながら、親父さんはターバンのような白布に包まれた頭をかく。

「ただ、屋台を再開させるときは、なるべく早く教えてくれよな？　最近は、作るそばからポイタンを買われていっちまうから、なかなか在庫をおさえるのも大変になってきてるんだよ。ダレイム領主からのお達し通り、どんどんポイタンのための農地を広げていってるんだけどね。そっちで収穫できるのはまだまだ先の話だからさ」

「そうですか。まさしく嬉しい悲鳴というやつですね」

　何にせよ、親父さんの笑顔は俺に力を与えてくれた。

　が、その娘さんがいつになく暗い面おも持もちをしていることに気づき、俺は「あれ？」と首を傾かしげる。

「どうしたんだい、ターラ？　お腹なかでも痛いのかな？」

　ターラは焦げ茶色の頭をぷるぷると振った。暗い面持ちというか、何かちょっとご機嫌ななめのお顔に見えてしまう。

「ああ、俺がちょいと叱しかりつけちまったから、へそを曲げてるんだろう。アスタが気にすることはないよ」

「へえ、そいつは珍めずらしいですね。いったい何があったんですか？」

「いやあ、うん……昨日、あのレイトって男の子と道端で出くわしたらしいんだ。そのときに、ちょっとな」

　俺には、さっぱりわけがわからなかった。

　すると、ターラがその髪かみと同じ色をした大きな瞳で、俺の顔をじっと見上げてきた。

「……レイトもカミュアのおじちゃんも、森辺の集落にしょっちゅうお出かけしてるんでしょ？　それでこの前は、アスタおにいちゃんの料理を食べさせてもらったって言ってたよ」

「ああ、うん、この前は俺が料理の勉強をしてるところにやってきたから、ちょっと味見をしてもらったんだよね。……それがどうかした？」

「……ターラだってアスタおにいちゃんの料理が食べたいし、アスタおにいちゃんの家に遊びに行きたいよ」

　ターラの目が、じわじわと涙なみだを浮かべ始めた。

　俺は困こん惑わくし、親父さんは溜ため息いきをつく。

「あんまり無茶を言うんじゃない。もうしばらくすれば、アスタだって屋台の商売を始められるだろうからさ。それまでは我が慢まんしな」

「……父さんはいいよね。毎日宿場町に居残って、アスタおにいちゃんの料理を食べられるんだから」

「馬ば鹿か、俺は――」と、親父さんは気まずそうに口をつぐんでしまう。

　親父さんは、宿場町からそう遠くもないダレイムの農村に住んでいるにも拘かかわらず、毎夜のように宿屋の食堂を訪れては、森辺の民たみの悪印象を払ふつ拭しよくするための啓けい蒙もう活動に勤いそしんでくれているようなのである。

　それならば、西の民の少ない《玄翁亭》や《南の大樹亭》ではなく、他の宿屋に出向いているはずなので、俺の料理などは口にしていないはずだが、そこまでの詳しい事情は、きっとターラには話していないのだろう。

　何にせよ、俺のことなどが原因で、この仲良し親子の間に溝みぞができてしまうなんて、とんでもないことだ。俺は懸命に頭を働かせて、ターラの気持ちを慰められるような言葉を探すことになった。

「えーとね、ターラ……実は俺も今はルウの集落でお世話になっていて、もう十日以上も自分の家には戻もどっていないんだよ」

「え、そうなの？」

「うん。悪い貴族たちは捕まったけど、まだその仲間たちは捕まってないからさ。ルウの集落も、昼間はジェノス城の兵隊さんたちに守られてるんだ。レイトなんかは、カミュアと一いつ緒しよだから森辺の集落に行き来できるんだよ」

「そうなんだ……」

　心配そうに、ターラが顔を曇らせる。その小さな顔に、俺はにっこり笑いかけてあげた。

「でもいつの日か、悪い人間はみんな捕まって――それで、森辺の民と町の人たちがもっと仲良くなれれば、きっとターラが森辺の集落に遊びに来られるようになるよ。それまでは、ターラも我慢してくれるかな？」

「……ターラにも、アスタおにいちゃんの料理を食べさせてくれる？」

「うん。そのときは腕うでによりをかけて美味おいしい料理を作ってあげるよ」

　ターラはようやく嬉しそうに笑ってくれた。

「その前に、まずは屋台の商売を再開させないとね。新しい献立が開発できたら、また味見をしてもらえるかな？」

「うん！」

　ぱたぱたと尻尾しつぽを振る子犬のような風ふ情ぜいのターラを見下ろしながら、ドーラの親父さんは苦笑を浮かべた。

「まったく、アスタの料理がからむと普ふ段だん以上に強情になっちまうからなあ。……世話をかけるね、アスタ」

「いえ、とんでもありません」

　あなたたちからは、それ以上のものを受け取っています。――そんな思いを込めながら、俺は親父さんにも笑い返してみせた。

　それから「時が移るぞ」とアイ＝ファにせかされて、俺は慌てて買い物を済ませることになった。

　そうして街かい道どうを引き返していくと、あちこちから通行人に呼びかけられる。その多くは南の民であり、五人に一人ぐらいの割合で、西の民がそれにまじる。内容は、「いつ屋台を再開させるのか？」という質問と、あとは簡単な挨あい拶さつばかりだ。寡か黙もくなる東の民たちは、無言で会え釈しやくをしてくるか、あるいは訴えかけるような眼まな差ざしを向けてくるばかりである。

　サイクレウスにまつわる事件については、その大部分がすでにジェノス領主マルスタインの名で宿場町の人々にも届けられていた。

　トゥラン伯はく爵しやく家けの当主サイクレウスと、護民兵団団長のシルエルが、かつての森辺の族長ザッツ＝スンと共きよう謀ぼうし、数々の罪を犯おかしてきたという疑いをかけられて、現在は審問と裁きを待つ身であるということ。そして、ザッツ＝スンから族長の座を引き継いだズーロ＝スンが、数十名にも及およぶ血族たちに、モルガの恵めぐみを荒あらすように命じていた。その罪で、やはりジェノス城に囚とらわれたということ。それらの話が広まるにつれて、宿場町を包つつんでいた不ふ穏おんな空気はだいぶん払拭されたと思う。

　森辺の民――というか、町で悪さをしていたスン家を擁よう護ごしていたのは、ジェノス侯爵ではなくトゥラン伯爵であった、という事実も明らかにされたのだ。今後は森辺の民が罪を犯しても、不当に許されることはない。最後の大罪人ズーロ＝スンも、まもなく裁かれることになる。それがジェノス侯爵その人の名において告知されたのだから、人々にとっては衝撃であっただろう。これでさらに、ジェノス侯爵と森辺の族長たちの間で和わ睦ぼくの晩餐会が開催されると告知されれば、さらなる驚きを与えるとともに、両者が過去の恩讐を越こえて絆を結びなおそうとしている事実を正しく示すことができるのかもしれない。

「……そこにまたアスタの存在が引っ張り出されてしまうというのは、いささかならず不本意な気もしてしまうがな」

　ギルルの手綱を引いて街道を歩みながら、アイ＝ファがそのように耳打ちしてきた。

　マルスタインから提示された晩餐会については、リフレイアに爵位を相続させるという話ともども、大筋において族長たちからも承しよう認にんされることになったのである。

　現在は、日取りや参加メンバーなどを煮に詰つめている最中であるが、開催場所が城下町であり、俺が料理番をつとめるということは、すでに決定されている。近日中に、この決定もまたジェノスの全土に届けられることになるのだろう――サイクレウスの爵位がリフレイアに相続されるという決定とともにだ。

（だからたぶん……ジェノス侯にとっては、民衆の気持ちを晩餐会のほうにそらしたい、という意図もあったんだろうな）

　これまでの話で、唯ゆい一いつ民衆からの反感をくらいそうなのは、リフレイアの爵位継承の件のみであろう。

　かつて森辺の民アスタをかどわかしたサイクレウスの娘が、その罪を許されて、爵位を継承する。それとは比較にならぬほどの罪を犯したサイクレウスから爵位を奪うため、という説明がなされても、やっぱりそれは貴族への不信感を助長するような采配であると思われてしまうはずだ。そこに「ジェノス侯爵がギバの肉を喰くらう」というセンセーショナルな話題をかぶせて、悪い印象を相殺させようと考えているのだろう。

　俺はそのように考えたし、また、ガズラン＝ルティムも独自にその考えに行き着いていた。よって、その考えは族長たちにも伝えられて、その上で、マルスタインからの提案は受け入れられたのである。

　族長たちにしてみれば、お手並み拝見、といった心境なのだろうか。自分たちの君主でもあるジェノス侯爵マルスタインが、どのような手で事態の収束をはかるのか。あの優ゆう雅がで陽気な貴族の男に、森辺の民は刀を捧げ続けるべきなのか、それを静かに見届けようとしているのかもしれない。

「まあ、さすがにここまで来て、ジェノス侯爵に寝首をかかれることはないんじゃないのかな。そんな真似まねをしたら、自分がサイクレウス以上に悪逆な人間であるとジェノス中に示すことになるんだろうからさ」

　俺はそのように答えたが、アイ＝ファの顔から不機嫌そうな表情は消えなかった。

「うむ……しかし、会食の場が城下町であるというのが気に食わん。ギバの肉を口にすることで誠意を示したいというのならば、森辺の集落まで足を運ぶべきなのではないのか？」

「うん、そのへんはまあ貴族様なんだから、しかたがないよ」

　これだけ大きな町の領主が、ギバの徘はい徊かいする危険な森辺の集落を訪れるなんて、それこそありえない話なのだろう。それにまた、晩餐会においてはジェノスの側でも料理人を準備する、という話であったのだ。

　ジェノスの貴族と森辺の民が、おたがいに料理を供し合い、胸きよう襟きんを開いて親睦を深め合う。それが、マルスタインからの提案であった。さすがに城下町の料理人を森辺の集落に呼びつけるわけにもいかないだろうし、石組みのかまどしか存在しない森辺では、彼らも本領は発揮できないはずだった。

「何にせよ、これだけ大がかりな晩餐会のかまど番をまかされるなんて、誇らしいことじゃないか？」

　俺がそのように述べてみせると、アイ＝ファは怖い顔をして口を寄せてきた。

「誇らしいけど、不本意なのだ」

　それは俺も、似たり寄ったりの心情である。

　しかしこれは、ジェノスと森辺の民が絆を結びなおすための、重大な通過儀ぎ礼れいでもあるのだろう。その料理人として選ばれたのなら、やはり誇らしいと思う。俺としては、全身全霊でその仕事に取り組む心づもりであった。




「さて、献立はどうするべきかなあ」

　その日の昼下がり、狩人たちが森に出ていった後、俺は本日も料理の修練に取りかかることになった。

　かまどの間には、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウ、それにリミ＝ルウが顔をそろえている。

　ルウの集落においては、三名の女衆を宿場町の仕事に割り振りつつ、残った者たちで日常の仕事をこなす態勢が完成されていた。ゆえに、屋台の仕事を休業している現在も、三名までは午後の空いた時間をまるまる料理の修練にあててもよい、という取り決めがなされていたのだ。

　今後も宿場町での仕事を担になっていくレイナ＝ルウとシーラ＝ルウは固定メンバーであり、残りの一名枠は本家の姉妹たちが日替わりで受け持っていた。

　で、本日からは、いよいよ晩餐会に向けての具体的な修練である。

「晩餐会では、ずいぶん多くの品数を準備しなくてはならないのですよね」

　レイナ＝ルウも、可愛かわいらしく小首を傾げながら考え込んでいた。

　貴族の晩餐会においては、いわゆるコース料理のようなものが供されるのが常であるそうなのである。前菜と汁しる物もの料理から始まって、フワノ料理、野菜料理、肉料理――そして最後は甘あまい菓子でしめくくる。あわせて六種類の料理が必要となるらしい。

「まあ、何から何まで城下町の流りゆう儀ぎに従う必要はないけどね。とりあえず、肉料理にギバの肉を使ってもらえれば。それ以外のことはどうでもかまわないよ」

　カミュア＝ヨシュはそのように言っていたが、あえて城下町の流儀に逆らう理由もない。親睦を深めたいと提案してくれたマルスタインの言葉に、俺も誠意を尽くして応じてみせたかった。

「とにかく今回の会で重要なのは、ギバを使った肉料理だからね。まずはそいつを決定してから、残りの献立を考えようと思ってるんだ」

　言いながら、俺は作業台の上の木皿へと視線を落とした。

　木皿には、白い粉がこんもりと盛られている。フワノではない。ポイタンでもない。これはこの数日の間に俺が開発した、新たなる食材であった。

「それで、できればこいつを使ってみたいんだけど、どうだろうね。森辺の民には『ギバ・カツ』が好評だったし、貴族たちには『キミュスの唐から揚あげ』が好評だったみたいだから、この新しい食材でそれに匹ひつ敵てきするような料理を作ることができたら、そいつを主菜にしてみようか」

「『ぎばかつ』に匹敵する料理ですか」

　レイナ＝ルウは、うっとりと目を細めた。

「そのような料理をあっさりと作られてしまったら、わたしは今以上にアスタとの力の差を思い知らされてしまいます」

　そのように言いながら、何とも幸福そうな笑い方をしているレイナ＝ルウである。

　そのかたわらから、リミ＝ルウは皿の上の粉をちょんちょんとつついている。

「これってチャッチから作った粉なんでしょ？　いったいどうやったら、チャッチがこんな風になっちゃうの？」

「これはね、チャッチから絞しぼった汁を干したものなんだよ」

　ジャガイモのごときチャッチをこまかく刻み、薄手の布に包んだ状態で、水を張った鍋なべに沈める。そうして入念にもみこんで、チャッチの汁を抽ちゆう出しゆつし、しばらく放置しておくと、でんぷん質が底に沈ちん殿でんする。何回かに分けて上澄みの水分を除去し、最後に残った沈殿物を干して乾かせば、完成だ。

　チャッチが本当にジャガイモと同じような成分を有しているならば、これは片かた栗くり粉こと同じような食材に仕上がってくれているはずである。ポイタンよりも小麦粉に近いフワノ粉と出会った俺は、片栗粉の代用品たりうる食材も欲するようになってしまったのだった。

「これを使えば、『ギバ・カツ』よりも油分を控ひかえめの揚げ物が作れるかなと思ってね。まずはそいつを試してみようか」

　小麦粉ではなく片栗粉を使用する、いわゆる竜たつ田た揚あげを作るために、俺はこのチャッチ粉の作製に取り組んだ次し第だいなのである。

　むろん、片栗粉には揚げ物以外にも使い道は山ほど存在する。が、森辺の民は俺が想像していた以上に揚げ物料理が口にあったようなので、そのバリエーションを広げたくなってしまったのだ。

　竜田揚げならば、卵を使わないし、衣ころもも若干薄めになるので、『ギバ・カツ』よりも少しばかりはヘルシーなのではないのかなという思いもある。また、ルウ家ほど豊かでない氏族だと、フワノやら卵やらという新しい食材にもなかなか手がのばしにくい。そんな人々でも、この料理ならば親しみやすいのではないだろうか。

「とりあえず、試食品を作ってみるよ。レイナ＝ルウ、ギバのラードを温めておいてもらえるかな？」

「はい、了りよう解かいいたしました」

「肉はさっき、薪まき割わりの合間に漬つけ込んでおいたんだ。ミャームーと果実酒とタウ油で作った漬け汁で、漬ける時間は『ミャームー焼き』と同じぐらい。漬ける前に塩とピコの葉をもみこんであるから、あとはこのチャッチの粉をまぶして、『ギバ・カツ』と同じように揚げるだけだね」

「なるほど。それならば、漬け汁に使う食材の割合と漬ける時間で味が異なってくるのですね」

「そう、そのあたりも『ミャームー焼き』と同じ要よう領りようです」

　答えながら、俺はシーラ＝ルウの表情をそっと盗み見る。

　ダルム＝ルウが帰き還かんして以来、シーラ＝ルウは打ち沈んだ顔を見せることが多くなったように感じられるのだが、さすがに修練の最中には毅き然ぜんとした表情を保っていた。

「ねえねえ。リミはまだ揚げ物の料理を手伝っちゃいけないの？」

　と、レイナ＝ルウがラードを温めてくれている間に、リミ＝ルウがそのように問うてきた。さすがに八歳さい児じのリミ＝ルウに危険な揚げ物料理をまかせる気持ちにはなれなかった俺なのである。

「そうだなあ。はっきり言って、ヴィナ＝ルウやララ＝ルウよりは、リミ＝ルウのほうが安心してまかせられる気もするんだけど。とにかく熱した油ってのは危険だからさ。はねた油が身体からだにつくだけで、一生消えない傷きず痕あとにもなりかねないんだよ」

「そっか……」とリミ＝ルウは悲しげに目を伏ふせてしまう。ターラに引き続き、これまた胸の痛むお顔である。

「どうしたんだい？　今のところ、揚げ物に関してはレイナ＝ルウたちと、あとはミーア・レイ母さんぐらいにしかまかせてないんだから、リミ＝ルウがそんなに気にする必要はないと思うけど」

「うん……だけどやっぱり、今回もリミは連れていってもらえないのかなあと思って……」

「え？　連れていくって、城下町の晩餐会に？」

「うん。レイナ姉たちは、アスタの手伝いで城下町に行くんでしょ？」

　晩餐会の参加人数は、まだ決定されていない。しかし、森辺の側からだけでも族長たち六名の参加が決まっており、貴族の側もそれより少なくなることはない、という話であったので、最低でも十数名分の料理を準備することになるのである。

　貴族の側でも料理は準備されるので、一人ずつの分量は半人前で済むのだろうが、六種の料理ともなれば、なかなかの品数だ。よって、レイナ＝ルウとシーラ＝ルウの二名はすでに助手として参加することが決まっており、場合によってはさらなる人手が補充されることになるのだった。

「うーん、どうだろう。料理の腕前に関しては、むしろリミ＝ルウなんて願ってもない戦力なんだけど、何せ城下町だからねえ」

「でも、悪い貴族はみんな捕まったんでしょ？　ドンダ父さんたちは、仲直りをするために城下町に行くんでしょ？」

「リミ、誰だれを連れていくのかを決めるのはドンダ父さんなんだから、あまりアスタを困らせてはいけないわ」

　レイナ＝ルウの言葉に、リミ＝ルウは「うん……」とまたうつむいてしまう。

　確かにこれは、俺あたりが迂う闊かつに返事をしてしまえる話ではない。俺は白いチャッチ粉をまぶされたギバのロース肉を手に、リミ＝ルウに笑いかけてみせた。

「ドンダ＝ルウが帰ってきたら、相談してごらん。落ち込むのは、その返事を聞いてからでいいんじゃないのかな」

「そうだね」と、リミ＝ルウも自分を元気づけるように微笑ほほえんでくれた。

　そのあどけない笑顔を見届けて、俺は鉄鍋に向きなおる。

「さて、ラードの具合はどうかな？」

「はい。そろそろ頃ころ合あいだと思います」

　レイナ＝ルウが、ラードに沈めた木き串ぐしを指し示してくる。確かに頃合いの大きさをした泡あわが、木串からこぽこぽと浮き上がってきていた。

　さらにレイナ＝ルウは、チャッチ粉をひとつまみラードの中に投じ入れた。粉がラードの中に留まれば中温、浮かんでくれば高温である。ぱちぱちと音をたてながら、チャッチ粉は上のほうまで浮かんできた。

　そして、ジャガイモならぬチャッチ独自の習性で、何か予期せぬ反応が起きたりしなかったことに、俺はほっと安あん堵どの息をつく。

「よし。それじゃあこいつをお願いするよ。くれぐれも気をつけてね？」

「はい」と、レイナ＝ルウは緊きん張ちようの面持ちでギバ肉を受け取った。揚げ物は調理の機会が少ないので、なるべくレイナ＝ルウたちに実践の機会を譲ゆずっているのである。

　油がはねてしまわないように、レイナ＝ルウはそっとギバ肉を投じ入れる。とたんに元気のよい音が弾はじけ飛び、ちょっと離れたところに避難していたリミ＝ルウは「うわあ」と瞳を輝かせた。

　数分待って、衣がキツネ色に変じてきたら、完成だ。グリギの菜さい箸ばしを使ってそいつを引き上げたレイナ＝ルウは「あれ？」と目を丸くした。

「衣が少し膨らんでいるように見えますね。わたしは何か失敗してしまったのでしょうか？」

「いや、チャッチの粉が油や空気を吸っただけだよ。これが『ギバ・カツ』とはまた違ちがった食感になると思うんだ」

　実際のところ、カツと竜田揚げのどちらがヘルシーであるかなど、俺にも断言はしきれない。また、森辺の民にとって油分の摂せつ取しゆというのが必要なのか不要なのか、そんなことだってわかるはずもない。

　しかし、遥はるかな昔にハンバーグを作り上げたとき、道を決するのは自分たちだとガズラン＝ルティムは言ってくれていた。味に溺おぼれて健康を害するなら、それは自分たちの責任なのだと。

　そんな言葉に甘えてしまいたくはなかったが、それでも俺は、色んな料理で森辺の民たちに喜びを与えたい、という欲求を抑おさえることができなかった。俺の料理は薬なのか、毒なのか。それを疑問に思う用心深さだけは根っこに置いたまま、俺の料理を食べてほしいと思う。美食によって健康を害したというサイクレウスの話を聞いて以来、俺はいっそうその思いを新たにさせられてしまっていた。

「さて。そろそろ余分な油は落ちたかな？」

　俺は菜箸で揚がった肉を板の上に移し、刀で四等分にしてみせた。

　熱の入り具合に問題はない。肉は綺き麗れいな象ぞう牙げ色いろに仕上がっていた。

「よし、それじゃあ味見をしてみよう」

「わーい」と無む邪じや気きな声をあげて、リミ＝ルウが真っ先に竜田揚げをつかみ取った。

　それをぱくりと口に入れ、もぐもぐと何度か顎あごを動かすと――その小さな面には、とろけるような表情が浮かんだ。というか、完全にとろけていた。

　レイナ＝ルウとシーラ＝ルウも、ぞんぶんに喜色をあらわにしている。特に、シーラ＝ルウが片方の頬ほおに手をあてて、「んー」と子供のように声をあげているのが、びっくりするぐらい可愛らしかった。

「とても美味しいです。……わたしはぎばかつよりもこちらのほうが好きかもしれません」

「わたしは、同じぐらい美味だと思います」

「えーっとえーっと……リミも、おんなじぐらい好き！」

　三者ともに、『ギバ・カツ』と同等以上の評価をあげてくれたようだ。

　それらの笑顔にじんわりとした幸福感を得ながら、俺も自分の分を口に入れてみた。

　サクサクとしたカツの衣とは異なる、カリッとした食感である。その薄皮一枚の下には、とてつもない旨うまみをはらんだギバ肉の食感が待ち受けている。

　そして、ラードによって増ぞう幅ふくされた肉の風味と、ミャームーおよび果実酒の風味が渾こん然ぜん一いつ体たいとなって口の中に広がっていき――同じ揚げ物でありながら、『ギバ・カツ』とはまたまったく異なる味わいだ。

　俺としても、まずは文句のない出来栄えであった。味付けの微調整と、使用する肉の部位および切り分け方をさらに吟ぎん味みすれば、どこに出しても恥はずかしくない一品に仕上がるだろう。

「それじゃあ、主菜はこれで決定しようかな」

　俺が宣言すると、リミ＝ルウたちは笑顔でうなずき返してくれた。
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　ルウの集落に客人がやってきたのは、それから数時間後のことだった。

　竜田揚げの試食を終えて、その他の献立の内容を検討し、そろそろ本日の晩ばん餐さんの準備に移行しようか――という頃合いで、かまど小屋にその報が届けられたのである。

「やあ、ジーダ。どうしたんだい？」

　まず、やってきたのはジーダであった。なんと彼は五日前からルウの集落に居残って、リャダ＝ルウらとともに警護役をつとめてくれているのである。

「またカミュア＝ヨシュらがやってきた。アスタと話をしたいと申し出ているのだが、応じるか？」

「カミュアが？　それはもちろん。……というか、カミュアだったらずかずかここまで踏ふみ込んできそうなものだけど」

「カミュア＝ヨシュが、厄やつ介かいな者たちまで引き連れてきてしまったのだ。アスタが応じなければこのまま引き返すので、まずは返事をいただきたいとのことだ」

　むっつりとした無表情で、ジーダが述べてくる。その黄色い瞳ひとみには、ゆらゆらと穏おだやかならぬ火がちらついていた。

「同行してきたのは、サイクレウスの娘むすめと、その従者であるシム人だ。ジェノス領主の承諾を得て、この集落に連れてきたそうだが。……応じるか？」

　むろんのこと、俺おれは驚おどろきの声をあげることになった。

「リ、リフレイアとサンジュラを連れてきたっていうのかい？　カミュアが？　どうして？」

「俺は知らん。理由を問いたいのならば、本人に問うがいい」

　マルスタインの承諾を得ているというのならば、応じるしかないだろう。それにしても、カミュア＝ヨシュとリフレイアという組み合わせは、あまりにも想像を絶していた。

「話も聞かずに追い返すわけにもいかないだろうね。……レイナ＝ルウ、ちょっと抜ぬけるからよろしくね」

「はい。アスタ、どうかお気をつけて」

　心配そうなレイナ＝ルウらにうなずき返して、俺はジーダとともにかまど小屋を出た。

「あのシム人は刀を持っていない。カミュア＝ヨシュが裏切らない限り危険なことはないから、心配は不要だ」

　歩きながら、ジーダはそのように述べていた。

　いまだ十四歳のジーダは、俺よりも十センチばかりは背が低い。それに、かつてサンジュラによって骨折させられた肩かたの傷も完全には癒いえていないはずだ。しかし、その小さな身体には森辺の狩人にも負けない力の波動がみなぎっているようだった。

「あれ？　アイ＝ファ？」

　少し進むと、本家の母おも屋やの前に、アイ＝ファの姿があった。ギルルの手綱を木の枝に繋げながら、強い光をたたえた青色の瞳で俺を見つめ返してくる。

「たった今、ギバ狩がりの仕事を終えて戻ったところだ。……ちょうどよいところに戻ってこれたようだな」

「お前も帰ってきたか。これならば、なお磐ばん石じやくだな」

　ジーダの言葉に、アイ＝ファは「うむ」と力強くうなずいた。

　そうしてともに歩を進めていくと、ルウの集落の広場の最果てにはすでに他の男衆たちも集結していた。リャダ＝ルウとミダ、そしてもうじき狩人としての資格を得る十三歳未満の少年たちだ。

　それと向かい合う格好で、物々しい一団が待ちかまえている。白い甲かつ冑ちゆうに身を包んだ三名の兵士たちと、カミュア＝ヨシュ、それにフードつきのマントで人相を隠かくした大小の人ひと影かげ――あれがリフレイアとサンジュラなのだろう。広場の外には、彼かれらが乗ってきたらしい箱型の車とそれを引くトトスの姿もあった。

「やあ、アスタ。驚かせてしまって悪かったね。そこのジーダに伝えた通り、ジェノス侯の了りよう承しようは取りつけてあるからさ。良かったら、彼らと少し話をしてもらえるかな？」

　カミュア＝ヨシュは、のんびりと笑っている。アイ＝ファとジーダににらまれると、その笑顔がやや苦笑っぽいものに変じた。

「言っておくけど、俺だってジェノス侯に護衛役を頼まれただけなんだよ。彼らがこの場に参じたのは彼らの意志で、俺は何一つ関かん与よしていないからね」

　俺はうなずき返しつつ、アイ＝ファが許す距きよ離りまで彼らに近づいた。

　まずは大きなほうの人影が、少しぎこちない動きでマントのフードをはねのける。

「おひさしぶりです、アスタ。……話し合い、了承してくれて、感謝しています」

　ほぼ半月ぶりぐらいに相対する、サンジュラである。

　淡あわい栗色をした長い髪に、鳶とび色いろの瞳。それに漆しつ黒こくの肌はだを有する、東の民のごとき西の民――やわらかく微笑むその姿に、どこも変わりはないようだった。

「……トゥラン伯爵家の従者はすべて他の場所に遠ざけられたと聞いているのだが、どうしてお前はそうしてぬけぬけと主人のもとに留とどまっていられるのだ？」

　鋭するどい声でアイ＝ファが問うと、サンジュラは穏やかに微笑したまま、そちらに向きなおった。

「私、トゥラン伯爵家の従者、異なります。サイクレウス、銅貨で雇われていましたが、家、持たない風ふう来らい坊ぼうです。……そして現在は、罪を贖い、自由の身です」

「そうだからといって、悪逆な真似をしでかしたお前が主人のかたわらに控えたままというのは腑ふに落ちん」

　そんなアイ＝ファの疑念に答えたのは、カミュア＝ヨシュだった。

「その件に関しても、ジェノス侯の裁量で許されているのだよ。……許されているというか、すでに自由の身であるこの御仁を野放しにするよりは、目の届くところにいてくれたほうが安心できるので、特別にリフレイア姫ひめのもとに留まることが許されたらしい」

「しかしそれは……」

「うん。この御仁は卓たく越えつした剣技を備えているようだし、サイクレウスの配下としてあちこちの町を飛び回っていたらしいという調べもついている。……それゆえに、メルフリードも徹底的に身もとを洗ってくれたんだけどね、罪人としての証を見つけだすことはできなかったんだ。そうなると、こちらとしても身み柄がらをおさえる理由がどこにもなくなってしまうので、こうして自分から目の届く場所に留まってくれるというのは、むしろ好都合なのじゃないかな」

　もしかしたら、サンジュラにはサイクレウスの血が流れているのかもしれない、という話がジェノス侯爵の耳にも届いたのだろうか。

　何にせよ、野放しにするよりは監かん視し下に置いておきたいというのは、納なつ得とくできなくもない話である。アイ＝ファがいくぶん不本意そうにしながらも口をつぐんだので、俺はあらためてサンジュラと言葉を交かわすことにした。

「本当におひさしぶりですね。だけど、今さら俺たちにどのようなご用件があるというのですか？」

「私、ただの付き添いです。話、リフレイア、あります」

　その言葉を受けて、小さなほうの人物も、ほっそりとした指先でフードを払いのけた。

　サンジュラと同じく栗色をした髪を胸のあたりまでのばし、鳶色の瞳を強く光らせる、華きや奢しやな身体つきをした小さな女の子――トゥラン伯爵サイクレウスの唯ゆい一いつの子である、リフレイアだ。

　日に焼けていない象牙色の肌に、くっきりとした目鼻立ち、気き丈じようそうな表情にも、傲ごう慢まんそうな眼差しにも、変わりはない。飾かざり物ものは身につけていないし、マントの下の白い装束も、それほど華美ではないようだが、いかにも貴族然とした彼かの女じよが森辺の集落に立ちはだかっている、その姿はとてつもない違い和わ感かんを俺にもたらした。

「ファの家のアスタ。今日はあなたに頼たのみたいことがあって、わざわざこのような場所にまで足を運んだのよ」

　甲かん高だかく、ちょっと舌足らずな声でリフレイアはそう言った。

　たちまち、アイ＝ファが「おい」と目を光らせる。

「先日の非礼も詫わびぬ内に、ずいぶん居丈高なふるまいではないか。お前は卑ひ劣れつな手段を用いてアスタをかどわかしたのだぞ、貴族の娘よ」

「あなたはあの夜に、商団の娘と偽いつわってアスタを連れ戻しに来た森辺の民ね。名前はたしか、ファの家のアイ＝ファだったかしら？」

　リフレイアの目が、面めん倒どうくさそうにアイ＝ファを見る。

「わたしはすでにその罪を裁かれた身よ。六ヶか月げつの禁固がたった数日に縮まったのはわたしの意思とは関かかわりのないことだわ。すでに罪は贖あがなっているのに、この上、謝罪を要求するというの？」

「お前はあの夜も、一言たりともアスタに詫びようとはしなかった。悔いる気持ちもないままそのようにふるまうのは、あまりに非礼であろう」

「ふうん？　非礼を詫びなければ話はできないというのなら、いくらでも詫びてみせるけど」

　そんなことを言いながら、リフレイアは小さな手を胸の前で組み合わせて、俺にぺこりと頭を下げてきた。

「ファの家のアスタ。わたしは家に帰りたいというあなたの言葉を聞き届けず、自分の浅ましき思いからその身の自由を奪うばってしまいました。数々の無礼をどうぞお許しくださいませ。……さ、これで気は済んだのかしら？」

　アイ＝ファはいよいよ物ぶつ騒そうな目つきになりながら、口をへの字に結んでしまった。

　リフレイアは、顔の前に流れてきた長い髪を「ふん」と優ゆう雅がに払いのける。

　たった一人の家族である父親が大罪人として捕縛され、裁きを待つ身となった。そんな苛か烈れつな出来事によって、彼女がどのような思いを抱くことになったのか――少なくとも、その立ち居振る舞いから内心をうかがうことはまったく不可能であるようだった。

「わたしたちは、五の刻までに戻らないといけないの。時間がないのだから、さっさと話をさせてもらうわね。……ファの家のアスタ、あなたはジェノス侯の計画した晩ばん餐さん会かいに、料理人として招かれているのでしょう？」

「うん、そうだね」

　まもなく伯爵家の当主となる人物にこのような口のきき方でいいのだろうかと危ぶみつつ、俺はそのように応じてみせた。

　リフレイアは、頭一つ分以上も低い位置から、俺の顔をにらみあげてくる。

「その晩餐会には、わたしも招待されることになったわ。というか、わたしの館やかたで執とり行おこなわれることに決定されたようなのよね」

「え？　本当ですか、カミュア？」

　俺の言葉に、カミュア＝ヨシュは「うん」とうなずく。

「ジェノス侯こうの目的は、森辺の民との和睦だからね。それならば、悪あく縁えんあるリフレイア姫も同席させるべきだろう、とのことだ」

「それはそうかもしれませんが……それで場所は、トゥラン伯はく爵しやくの館になるのですか？」

「そう。ジェノス城に貴族ならぬ人間を呼びつけるにはまた色々と煩はん雑ざつな手続きや準備が必要となってしまうから、その方向で話を進めているらしい。トゥラン伯爵家でねじくれてしまった縁であるならば、同じ場所で和睦をなすのも理にかなうのではないか、とかいうお考えであるようだね。幸いというか何というか、トゥラン伯爵邸ていにはジェノス城にも劣おとらぬ立派な厨くりやが設しつらえられているようだし」

　まあ、トゥラン伯爵家の護衛部隊が一いつ掃そうされて、近この衛え兵へい団が警護を受け持つなら、場所はどこでもかまわないのだろう。マルスタインがそのように定めたというのなら、こちらも従う他ない。

「その話を耳にして、一つ思いついたことがあるの。……ファの家のアスタ、あなたの料理をわたしの父様にも食べさせてもらうことはできないかしら？」

「はあ!?」と、今度こそ俺は抑よく制せいのきかない声をあげることになってしまった。

　アイ＝ファのほうは、呆あきれたように目を細めてしまっている。

「そ、それはどういうお話なのかな？　まさか、君の父君まで晩餐会に参列するわけではないだろう？」

「当たり前じゃない。父様は、わたしと違ってこれから審しん問もんを受ける身なのよ？　そんな父様が、そのような場に招かれるはずはないでしょう？」

「だ、だったらどうして――」

「父様は、この世の料理をすべて味わい尽くしたいと願っているのよ。だからこそ、シムやジャガルからもたくさんの食材を買いつけたり、料理人を呼びつけたりしていたのだわ」

　まったく悪びれた様子もなく、リフレイアはそのように言った。

「だけど、渡と来らいの民の料理なんていうものは、これまで口にしたことはないはずよ。審問が始まれば、きっと死罪か、あるいは一生を牢ろう獄ごくで過ごすことになるんだろうから、あなたの料理を食べるのはこれが最後の機会になるの。……娘として、父親に最後のはなむけを捧げたいと願うのは当然でしょう？」

「願うのは勝手だが、こちらにはそれを聞き届ける筋合いなど一つもない」

　低い声で、アイ＝ファが応じた。

　リフレイアは、また面倒くさそうにそちらを振ふり返かえる。

「わたしはファの家のアスタに話しているのだけど？　それとも、アスタに願うにはまず家長であるとかいうあなたの許しが必要になるのかしら？」

「その通りだ。そしてまた、私よりも先に森辺の族長の許しが必要となる話でもあろう」

　アイ＝ファの声が、厳しい響きをおびてくる。

「かつて森辺の族長であったザッツ＝スンと、サイクレウス、それにその弟であるシルエルという者たちは、長きに渡わたって数々の大罪を犯してきた。富と力を得るために、その者たちは罪もなき人々の生命いのちまでをも奪ってきたのだ。そのような大罪人に情けをかけることが正しいとは、私には思えぬ」

「だけど、審問はまだ始まっていないのよ？　罪人といっても、まだその罪の重さは量られていない。だからわたしも、これが最後の機会だと思ったのよ」

　反して、リフレイアの声には不思議な静けさが宿り始めていた。

「裁きが下されてしまったら、たとえ死罪を免れたとしても、一生牢獄で粗そ末まつな食事を食べ続けるしかないわ。美食にしか興味のない父様にとって、それは死罪と変わらぬ罰ばつとなるでしょう。……だから、父様が罪人であると断じられるその前に、最後の晩餐らしい晩餐を口にしてほしいのよ」

「…………」

「もちろん今のわたしには、一枚の銅貨を自由に扱あつかうことも許されていないわ。だから、相応の代価を支払うこともできないけれど――」

　言いながら、リフレイアはかたわらに立つ近衛兵のほうに視線を飛ばした。

「ねえ、その腰こしの短剣をわたしに貸してもらえないかしら？」

　白甲冑の近衛兵は、表情一つ動かさなかった。

　金きん褐かつ色しよくの頭をかきながら、カミュア＝ヨシュが逆側から進み出る。

「短剣でしたら、俺がお貸ししましょうか。ただし、自害されるわけにはいかないので、妙みような真似をしたら、ちょっと手て荒あらにでも取り押さえさせていただきますよ？」

「かまわないわ。そんな馬ば鹿かな真似をするつもりはないから」

　カミュア＝ヨシュはうなずいて、マントの内側から魔法のように短剣を取り出だした。そして、その短剣を手に、サンジュラのほうを振り返る。

「申し訳ないけど、あなたには少し離はなれていてもらおうかな、サンジュラとやら」

「……私、無力です。何をする力も、残されてはいません」

「いやあ、鞭むち叩たたきの刑けいをくらってまだ数日しか経過していないというのに、そうして当たり前に動けているだけで、俺には十分に驚きよう異い的だと感じられてしまうのだよね。同じ罰をくらったお仲間は、いまだに眠ねむることもできず寝台でのたうち回っているのだろう？」

　人の悪い笑えみを浮うかべながら、カミュア＝ヨシュはぷらぷらと短剣を振る。

「手負いの獣けものは、何よりも恐ろしい。それぐらいのことは、狩人ならぬ俺でもよくわきまえている。森辺の集落を罪人の血で濡ぬらしたくはないので、ほんの少しだけご主人様から離れていておくれよ」

　淡い微笑みをたたえたまま、サンジュラはリフレイアのほうを見た。

　リフレイアは小さくうなずき、それでようやくサンジュラは後退する。二名の兵士が、すかさずその腕を左右から捕ほ獲かくした。

「そうそう。それぐらいの用心は必要だと思えるね。……さ、リフレイア姫、短剣をどうぞ」

　リフレイアは無言で短剣を受け取り、革かわ鞘ざやだけをカミュア＝ヨシュに返却した。

「何だか手間取ってしまったわね。……わたしには代価を支払うこともできないから、その代わりに、これを捧ささげるわ」

　リフレイアが、逆手に短剣を持つ。

　そうして、誰が止めるいとまもなく――リフレイアは、胸むなもとにまで垂れていた栗色の髪かみを、首の横あたりからざくざくと切り落としてしまった。

　綺麗に手入れをされた長い髪が、陽光を受けて黄金こがね色いろにきらめきながら、森辺の集落に散っていく。

「わたしにはもはや、何の力も残されていない。ジェノス侯が命じるままに、木偶でく人形として生きていく他ないわ。……まあ、わたしは父様から与あたえられた生をのんべんだらりと享きよう受じゆしていただけなのだから、父様が失しつ脚きやくするのと同時に何もかもを奪われてしまうというのも、当然の話よね」

　不格好なざんばら頭をさらしながら、リフレイアは毅然とそのように宣言した。

「尼に僧そうになれと言われれば尼僧になるし、どこかの貴族を婿むことして家か督とくを継つがせろというなら、その言葉にも従いましょう。もう二度と森辺の民たみに災さい厄やくをもたらさないと誓うこともできるし、そもそもわたしにはそのように害をなす力も残されていない。……だから最後に一つだけ、わたしの望みをかなえてもらえないかしら？」

「そうまでして……父親に、俺の料理を食べさせたいのかい？」

「そうよ」

　リフレイアは、俺のほうを見すえたまま、短剣をつかんだ右手を横にのばした。それをつまみあげたカミュア＝ヨシュが、厳おごそかな手つきで革鞘に収める。

「この件に関しては、すべてをアスタと森辺の族長らに一任する、とジェノス侯は仰おつしやっていたよ。ただし、十数年に渡って森辺の民を欺あざむき続けてきたサイクレウスと、アスタの身をさらったリフレイア姫に温情などを与える必要はないだろう、とも仰っていたけどね」

　俺は、カミュア＝ヨシュを振り返った。

　カミュア＝ヨシュは、べつだん気負う風でもなく微笑んでいる。

「ただ、サイクレウスは日に日に弱っていき、現在では病びよう魔まを抑えるための薬やく膳ぜんをすするのが精一杯で、他にはまともな食事を口にする気力もないらしい。このままでは審問まで生命が持ちそうにないので、アスタの料理で少しでも滋じ養ようを与えることができれば幸いである、と――有益に考えられるのはせいぜいそれぐらいであるので、ご判断はおまかせするとのことだ」

「そうですか……」

　俺の胸には、実にさまざまな想念が入り乱れることになった。リフレイアに対してもサイクレウスに対しても、俺はとうてい一言では言い表せぬような思いを抱かかえ込んでいたのである。

　怒いかりや反感というものも、もちろんその中には含まれている。だが、それと同じぐらいの割合で、どうして彼らはこのように道を踏み外すことになってしまったのか――もっと他に、情愛や希望にあふれた生き方をすることはできなかったのか――という、やるせなさや虚むなしさや切なさというものが、どうしようもなく俺の胸中にはあふれかえってしまっていたのだった。

　しかし、幸いというか何というか、これは俺一人の裁量で決められるような話ではなかった。俺はぐるぐると渦うず巻まく感情のうねりを腹の底に抑えつけながら、なるべく平静な顔をしてリフレイアに向きなおった。
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「それじゃあ俺は、森辺の族長や家長のアイ＝ファと相談してみるよ。それで反対の意見がなかったら、俺は君の父親のために料理を作る。……俺に言えるのは、それだけだね」

「そう……」

　リフレイアはまぶたを閉ざして、再び胸の前で指先を組み合わせた。

「どうかわたしの願いが聞き届けられるように祈っているわ。……ありがとう、ファの家のアスタ」




◇




　そうしてさらに日は進んでいく。

　サイクレウスの病は回復せず、シルエルは沈ちん黙もくを守り続け、無法者どもの行方ゆくえはいっこうにつかめない。劇的な変化などは望めないまま、ただ時間だけが過ぎ去っていく。そんな中、晩餐会の詳細は無事に取り決められることになった。

　日時は、白の月の三十日。

　場所は、トゥラン伯はく爵しやく家けの本ほん邸てい。

　参列者は、十三名。

　森辺の集落から、ドンダ＝ルウ、グラフ＝ザザ、ダリ＝サウティ、ガズラン＝ルティム、フォウの家長、ベイムの家長。ジェノスの城下町から、マルスタイン、メルフリード、リフレイア、トゥラン伯爵家の後見人、サトゥラス伯爵家の代表者、ダレイム伯爵家の代表者――これは、第二子息のポルアースが選出されたらしい。そして見届け人として、バナーム侯こう爵しやく家のウェルハイド。以上の十三名である。

　厨を預かる料理番としては、俺と、レイナ＝ルウと、シーラ＝ルウと、リミ＝ルウの四名が出向き、さらにその護衛役として、アイ＝ファ、ルド＝ルウ、ダルム＝ルウ、ラウ＝レイの四名が付き添うことになった。リミ＝ルウは快かい哉さいを叫び、ダン＝ルティムが悲嘆の雄お叫たけびをほとばしらせたことは言うまでもない。ダン＝ルティムに関しては、今回は緊きん急きゆうの仕事でもないのだから、家長か跡あと取とりのどちらかが家を守るという習わしを重んずるべし、というドンダ＝ルウからの言葉が下された結果であった。

　その後、サイクレウスにもささやかな晩餐が供されることに決定されたが、これは森辺の族長とジェノス侯爵マルスタインの認めた、非公式の裏イベントである。族長たちの間でも、この議題についてはかなり紛ふん糾きゆうすることになったのだが、最終的には何とかかんとか害のある話ではないとして、認められることになったのだ。決め手になったのは、たぶんドンダ＝ルウの一言であっただろう。

「あのシルエルというもう一方の罪人を正しく裁くためには、サイクレウスの生命が必要なんだ。サイクレウスやその娘が気に入らないから森辺の料理を食べさせたくはない、などというのは、あまりにも子供じみた考えなんじゃねえのか？」

　グラフ＝ザザなどは最後まで頑がん強きように反対意見を述べていたが、それで口をつぐむことになった。俺としては、もとより異論もなく――それよりも、俺の料理を「森辺の料理」と言い切ったドンダ＝ルウの言葉に、ひそかに胸を震ふるわせることになったものである。

　そうして城下町には族長たちの返答が届けられることになり、城下町からは晩餐会についてのさらなる詳細が届けられることになった。その伝令役を受け持ったのは、もちろんカミュア＝ヨシュである。

「当日、アスタには勝手知ったるトゥラン伯爵家の小さなほうの厨で仕事に励はげんでいただきたいそうなんだけど、カロンの乳だとかキミュスの卵だとか、そのあたりの腐くさりやすい食材なんかは事前に必要な量を申告してほしいとのことだよ」

「そうですか。了解しました」

「でね、ジェノス側の料理番には、かつてトゥラン伯爵家で副料理長をつとめていたという御ご仁じんが選出されたようなのだけれども……その御仁は、何かアスタと縁のあるお相手なのかな？」

「トゥラン伯爵家の副料理長？　……ああ、それはたぶん俺が伯爵邸に幽ゆう閉へいされたとき、別の厨で晩餐をこしらえていたという人物ですね。リフレイアはその人物と俺の料理を客人にもふるまって、味比べをさせていたそうです」

「なるほどね！　その人物は自分からこの晩餐会の料理番をつとめたいと熱望していたそうなのだよ。そういう経緯があるなら、まあ納得だ」

「熱望ですか？　……まさかその人は、俺や森辺の民に敵対意識なんかを持っていたりはしないでしょうね？」

　あまり詳細は知らされていないが、味比べの際にはリフレイアもディアルたちもこぞって俺の料理のほうが美味であると評していたらしいのである。本人にしてみれば、こんな腹の煮える話もないだろう。

「敵対意識というよりは、料理人としての純じゆん然ぜんたる対たい抗こう意識なのじゃないかな？　あの館で働いていた料理人たちは、富と名声を求めていただけで、サイクレウス個人に忠ちゆう誠せいを誓っていたわけでもないんだから、特に心配することはないと思うよ。現在ではトゥラン伯爵家を引き払って、もといた料理屋に出で戻もどった身でもあるしね」

　トゥラン伯爵家は、すでに後見人とやらの手しゆ腕わんによって、大改革が執り行われているらしい。正確な素す性じようなど知るすべもないが、トゥラン伯爵家の傍ぼう流りゆうの血筋でありながら、サイクレウスからは排はい斥せきされて、トゥラン領の片かた隅すみでひっそりと余生を過ごしていた人物であるそうだ。

　で、その人物とマルスタインの采さい配はいにより、護衛部隊が解任されたのはもちろんのこと、料理人や使用人たちものきなみ別の働き場所に移されて、現在はサイクレウスと縁故のない人間だけが屋や敷しきに詰つめているそうなのである。サイクレウスのもとには近衛兵団と医師団しか近づくことは許されず、リフレイアのもとにはサンジュラしか留まることは許されていないのだろう。

（ロイやシフォン＝チェルなんかは、いったいどうなったんだろうなあ）

　シフォン＝チェルに関しては、カミュア＝ヨシュに行く末を問うてみたりもしたのだが、「まったくわからない」とのことであった。

「というか、それはマヒュドラの民なのだろう？　サイクレウスは、奴ど隷れいとして使し役えきされているマヒュドラの民を救うために、俺がこのような陰いん謀ぼうを企てたと言い張っていたらしいじゃないか。そんな馬鹿げた疑いを他の貴族たちに持たれてしまったら厄介だから、俺はなるべく関与しないように気をつけているんだよ」

「……カミュアはマヒュドラを憎にくんでいるんですか？」

　思わずそのように問うてしまうと、カミュア＝ヨシュは「まさか」とにんまり笑った。

「それはもちろん、俺の母親を迫はく害がいしていた連中には怒りの感情を持つことしかできないけれど、それでマヒュドラという国そのものやマヒュドラの民の全員を恨うらむなんて筋違いじゃないか？　あえて責任の所在を問うならば、迫害されるのを承知で敵対国の人間と通じ合った両親を恨むしかなくなってしまうしねえ」

　それではカミュア＝ヨシュは、どんなに迫害をされても誰を恨もうともしないまま、そうしてこのように飄ひよう然ぜんと生きる道を選んだということなのだろうか。

　チェシャ猫のように笑うそのとぼけた顔から真意を読み取ることは、むろん俺などには不可能な話であった。




　そうして日々は過ぎ去っていき、俺は晩餐会に向けて粛しゆく々しゆくと料理の勉強を続けることになった。

　貴族の人々は初めてギバの料理を口にするのだから、何も目新しい献立を考案する必要はない。が、すべての料理をいちどきに供するのではなく、ひと品ずつを順番にお出ししなければならないとあっては、色々と工夫をする必要が生じてしまったのだった。

　これまでの料理をアレンジしたり、まったく新しい料理に手をつけてみたり、悩ましくも楽しい日々である。何にせよ、俺としては森辺の族長らとジェノスの貴族たちの双そう方ほうに美味おいしい料理をお届けできるようにと、誠心誠意努める他なかった。

　で――そのように料理の勉強と研究に取り組みながら、俺はその何日目かでアイ＝ファとこっそり密談することになった。

「なあ、アイ＝ファ。晩餐の前にちょっとハンバーグでもこしらえてみようかと思うんだけど、どうだろう？」

　その日もいち早く帰き還かんしていたアイ＝ファは、ぴくりと眉まゆを動かしつつ俺の耳に口を寄せてきた。

「何故なぜだ？　晩餐会では、たつたあげという料理をふるまうのであろう？　はんばーぐを作る必要などないのではないのか？」

「うん、だけど、アイ＝ファが最後にハンバーグを食べてから、もう二十日以上も経たってるじゃないか？　いいかげん忍耐も限界だろう？」

　アイ＝ファはあの、ズーロ＝スンたちを招いた晩餐会においても、ハンバーグを口にしなかったそうなのだ。理由は一つ、それは俺でなくシーラ＝ルウたちがこさえたハンバーグだったからである。

　ルウの本家において、あまりハンバーグという献立は歓迎されていない。それゆえに、いずれファの家に戻れる日までは――と先延ばしにされてきてしまったのだが。このまま城下町の晩餐会を終えるのを待つだけで、それこそひと月近くもハンバーグ断ちを続けることになってしまうのだ。

　いくら何でも、そこまでアイ＝ファの忍耐が持つはずもない。そう思って、遅おくればせながらも俺はそのように提案してみせたのだが、アイ＝ファはゆるゆると首を横に振るばかりであった。

「私の精神はそこまで脆ぜい弱じやくではない。余計なことに気など回さず、お前は自分の仕事に励むがいい」

「ええ？　でも、まだいつファの家に戻れるかの目め処ども立っていないんだぞ？」

「大事ない、と言っている。はんばーぐに関しては、もはや私もそれほど気にならなくなっていたところなのだ」

　それはあまりにもアイ＝ファらしからぬ言い分であった。

　もしかしたら、はらわたを煮えくりかえらせながら、鋼はがねの精神力でそれを抑制しているのではないのか、と俺は心配になってしまったが――当のアイ＝ファは、実に涼すずしい顔をしていた。

「うーん、何だか信じられないなあ。あれほど大好きだったハンバーグのことがどうでもよくなっちまったのか？」

「そのようなことはない」と、アイ＝ファが再び顔を寄せてくる。

「ただ思ったのだ。これだけ私を待たせてくれたのだから、ファの家に戻ったあかつきには、さぞかし素晴らしい晩餐をこしらえてくれるのだろうな、と。……その日のことを考えると、苦しいどころか楽しいような気持ちになってきてしまうのだ」

「…………」

「だから、何も案ずることはない」

　そう言って、アイ＝ファは静かに俺の顔を見つめ返してきた。

　何というか、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを込めた眼まな差ざし、とでも言いたくなるような目つきである。

（……なんちゅー高いハードルを設定してくれてるんだよ）

　これは城下町の晩餐会と同じぐらい全精力を振り絞らなくては立ち行かないぐらいの試練であるのかもしれなかった。

　ともあれ――その後は大きな変事に悩まされることもなく、俺たちは白の月の三十日を迎むかえることになったのだった。
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　そして、その日がやってきた。

　白の月の三十日――ジェノスの貴族たちとの、親善の晩餐会である。

　料理番と護衛役の一団は、日の高い内からトゥラン伯爵邸に入ることになった。城下町で言うところの、下りの二の刻。晩餐会の開始までに四時間半ばかりを残す昼下がりである。

　近衛兵団の準備してくれたトトスの車で、半月前と同じように城門をくぐる。初の城下町となるリミ＝ルウたちは、小窓から垣かい間ま見みえる未知なる世界の情景に感嘆の声をおさえることはできなかった。

「すごいすごーい！　石の都って、本当に石でできてるんだね！」

「本当にすごいですね……まさか、自分が城下町に足を踏み入いれることになるなんて、わたしは夢にも思っていませんでした」

　さすがに護衛役の狩人かりうどたちは張り詰めた表情をしていたが、それでも先日に比べればいくぶんその眼差しも穏やかであったと思う。

　そうして屋敷に到とう着ちやくすると、今度は俺が一人で驚きの声をあげることになった。ギバの肉やらポイタン粉やらを詰め込んだ革袋を抱えながら、近衛兵の案内で入館すると、そこには蜂はち蜜みつ色の巻き毛と紫むらさき色いろの瞳を持つ美び麗れいなる女性が待ち受けていたのである。

「ようこそ、森辺よりの皆みな様さま方……お待ちしておりましたわ……」

「シフォン＝チェル！　あなたはこの屋敷に留まっていたのですか？」

「はい……なかなかわたくしのようなものを余所よそに移すのは難しかったのでしょう……このジェノスにおいては、この館とトゥランの荘しよう園えんにしかマヒュドラの民というものは存在しませんので……」

　俺よりも五センチばかり高い位置から、シフォン＝チェルはにこりと微笑ほほえみかけてくる。

「現在は、わたくしがリフレイア様の身の周りのお世話をさせていただいております……アスタ様は、ご壮健のようで何よりでございます……」

「ええ、あなたもお元気そうで何よりです」

　かつての苦く悩のうに満ちた幽閉生活の中で、俺に少しでも安息をもたらしてくれたのは、このシフォン＝チェルと、ディアルと――あとはせいぜい、日を重ねる内に気心の知れてきたロイぐらいのものであった。

　その中で、立場の弱さからどのような境きよう遇ぐうに陥るかが心配であったのは、シフォン＝チェルだけだ。そんなシフォン＝チェルとこうして無事に再会できたことは、想像していた以上の安あん堵どと喜びを俺に与えてくれた。

「それでは、ご案内いたします……こちらにどうぞ……」

「あれ？　刀は預けなくてもいいのかよ？」

　シフォン＝チェルのたおやかな姿をじろじろと眺ながめ回しつつルド＝ルウが発言すると、近衛兵のほうが「はい」と応じた。

「刀がなくては護衛の役目を果たすことはかなわぬであろう、とのことです。ただし、我らの案内する場所の他には足を踏み入れぬようお願いいたします」

「……了りよう解かいした」と答えたのは、ダルム＝ルウであった。族長筋たるルウ本家の次じ兄けいであるのだから、この護衛隊の長はダルム＝ルウになるのだろう。アイ＝ファ、ダルム＝ルウ、ルド＝ルウ、ラウ＝レイ――わずか四名であっても、これほど心強い顔ぶれはそうそうないはずだ。

「では、こちらに……」

　シフォン＝チェルと二名の兵士の案内で煉れん瓦が造づくりの回かい廊ろうを進む。今回は、左ではなく右の棟むねに導かれた。かつて俺が幽閉されていた側の棟である。

　サイクレウスやリフレイアたちは、どの部屋に閉じ込められているのか。それに、さっぱり話題にあがらないが、ディアルやその父親などはどこにその身柄を移されたのか。そのようなことをつらつらと考えている間に、俺たちは最初の目的地に到とう達たつしていた。

　その見覚えのある扉とびらの造りに、俺はギクリと立ちすくんでしまう。

「あ、あの、シフォン＝チェル、もしかしたら、ここは浴堂ではないのですか？」

「はい……厨くりやに入る前には、身を清めていただかなければなりませんので……」

「と、当主が代替わりしても、その習わしは有効なのでしょうか？」

「はい……わたくしはそのように仰おおせつかっているのですが……」

　シフォン＝チェルの視線を受けて、近衛兵がうなずいた。

「貴とうとき身分の方々に料理を供するのですから、これは必要な措そ置ちとなります。すべての出入口には近衛兵団の警護が配置されておりますので、何なに卒とぞご心配なきよう」

「左様でありますか……」

　まあ、俺おれは幽閉されている間に毎日この風習を強制されていたので、さして抵抗はない。しかし、他の人々は大丈夫なのだろうか。

「それではまず、ご婦人方からご案内いたしましょうか……？」

　クエスチョンマークを頭上に浮かばせたリミ＝ルウ、レイナ＝ルウ、シーラ＝ルウを引き連れて、シフォン＝チェルが扉をくぐろうとする。そこにルド＝ルウが「ちょっと待ってくれ」と声をかけた。

「要するに、そいつは水浴びみたいなもんなんだな？　だったら、アイ＝ファもついていってくれよ。全員が目を離しちまうと、護衛の役を果たせねーからな」

「うむ」

　そんなわけで、男性陣じんはしばらくその場にぼんやり立ちつくすことになった。

　いや、ぼんやりしていたのは俺だけで、ルド＝ルウたちは常に油断なく周囲の気配を探っている様子である。

　そうして十五分ばかりの時間が経過して、再び扉が開かれると――いずれも髪を湿らせて、頬ほおをうっすらと上気させた女衆らが舞まい戻ってきた。

　何だかみんな心地ここち好よさげな顔をしていたので、俺はほっと息をつく。が、アイ＝ファが一人だけことさら赤い顔をしているなあ……などと考えていたら、リミ＝ルウがいつもの調子でアイ＝ファの胸もとに飛びついた。

「何だか気持ちが良かったね！　……でも、アイ＝ファがそんなくすぐったがりだとは思わなかったよ」

「そのようなことはない！　他者にあれこれ身体からだをいじり回されるのが好かぬだけだ！」

「えー？　そう思ってリミが手伝ってあげたのに、リミでも駄だ目めなのー？」

「ア、アイ＝ファも身体を清めたのか？」

　思わず口をはさんでしまうと、八つ当たり気味ににらみつけられてしまう。

「リミ＝ルウがどうしてもと言うから、つきあっただけだ。……お前はこの屋敷に囚とらわれている間、毎日このような習わしを強要されていたのか？」

「う、うん。まあ、そうだけど」

「……それは、難なん儀ぎなことであったな」

　ぷいっとそっぽを向く、そのはずみでいつもの甘あまい香かおりがふわりと俺の鼻に忍しのび込んできた。ヨモギを思わせる薬湯の蒸気も、ギバ寄せの実の香りを消し去ることはできなかったらしい。むしろそれは熱気と水気の効果も相まって、普ふ段だん以上の活発さでぐいぐいと俺の嗅きゆう覚かくを圧あつ倒とうしてくるかのようだった。

「それでは、アスタ様もどうぞ……」

「あ、ああ、はい」

　俺の護衛はどうするのだろう、と視線を巡らせると、ルド＝ルウと目が合った。

「めんどくせーけど、俺がついていくよ。ダルム兄、ちびリミたちをよろしくな」

「ああ」

　ダルム＝ルウらに見送られつつ、俺とルド＝ルウは扉に足を向ける。すると、シフォン＝チェルがまた率先して扉をくぐろうとしたので、俺は慌あわてて制止の声をあげることになった。

「あの！　身の清め方は忘れていませんので、ご案内は不要であります」

「ああ、そうでしたわね……失礼いたしました……」

　シフォン＝チェルが、くすりと笑う。

　このトゥラン伯爵邸に拉ら致ちされた当日、俺は問答無用でシフォン＝チェルに身体や頭を清められてしまったのである。二日目以降は断固として拒絶したものの、蒸気の中で婉えん然ぜんと浮かびあがるシフォン＝チェルの裸身は、いまだに脳裏の隅っこにこびりついてしまっていた。

　頼むから、俺のいない間に余計なことを口走らないでくれよと願いつつ、俺はルド＝ルウとともに控ひかえの間を抜ぬけて、蒸気の満ち満ちた浴堂へと踏ふみ入った。

「うわー、何だこれ！　真っ白じゃん！」

「うん、俺も最初は驚おどろいたよ」

　とにかくとっとと済ませてしまおうと、俺は草かごに衣服を脱ぎ捨てた。

　で、竹べらのようなものを使って、身体をまんべんなくこする。いわゆる垢あか擦すりの作業でもって、身を清めるのだ。

　残念ながら、この浴堂に浴よく槽そうというものは存在しない。どうせだったらゆっくり湯船につかりたいところだよなあなどと考えていると、服を着たまま暑そうに胸もとをあおいでいたルド＝ルウが声をかけてきた。

「なあ、何だか拍ひよう子し抜ぬけしちまうよな。どうもジェノスの親分様は、悪わる巧だくみも何もなく森辺の民と縁を結びなおそうとしてるみたいじゃねーか？」

「うん。だけどそいつは喜ばしいことだろう？」

「そりゃあもちろんその通りなんだけどよ……でも、今までさんざん知らんぷりしておきながら、サイクレウスたちの罪が暴あばかれたとたん、これだろ？　なーんか、しっくりこねーんだよなあ」

　それはたぶん、マルスタインの措置がトカゲの尻尾しつぽ切りみたいに感じられてしまうからだろう。

　サイクレウスが失脚して以来、マルスタインは全面的に自分たちの非を認めて、事態の修復に精一杯取り組んでいるように見える。ただ、ここまでのお膳立てを整えたのは、やっぱりカミュア＝ヨシュなのである。

　カミュア＝ヨシュがバルシャという証人を見つけだして、バナーム侯爵家までをも巻き込んでいなかったら、いったいどのような結末になっていたのか。森辺の民だけでは、きっと連中の罪を暴くことはかなわず――おそらく、ジェノスを見限る結果になってしまっていただろう。

　もしもそのような事態に陥ってしまったら、マルスタインはどのようにふるまっていたのか。もしかしたら、そのときは森辺の民のほうこそが切り捨てられていたのかもしれない。そういう懸け念ねんを捨てきれないからこそ、ドンダ＝ルウたちもマルスタインを全面的には信頼することができないのだろう。

（にこにこと無む邪じや気きそうに笑ってばかりいたけど、そんなに簡単な相手ではないんだろうな）

　そんなことを考えながら、俺は奥おくのほうにある桶おけから水を汲んで、清めた身体を洗い流した。人ひと肌はだより少しぬるいていどの水温だが、蒸気で蒸らされた身体にはとても心地好い。

　そうしてバスタオルのように大きくやわらかい布で水気をぬぐい、脱いだ衣服をそのまま着用する。浴堂を出ると、森辺の仲間たちは何も変わらぬ様子で俺たちを待っていてくれた。とりたてて冷たい視線を向けられたりはしなかったので、シフォン＝チェルも余計な思い出話などを語ったりはしなかったのだろうと思う。

「それでは、厨にご案内いたします……」

　ここからの道筋は、俺もぼんやりと記き憶おくしていた。ほんの二十日前までは、毎日歩かされていた道なのだ。それはわずか五日間の非日常的な体験でしかなかったが、俺の胸には苦い痛みとともにくっきりと刻み込まれている。あれはあれでいい経験だった――とまで思えるようになるには、もうしばらく時間がかかることだろう。

「こちらです……」

　やはり見覚えのある扉の前で、シフォン＝チェルが立ち止まる。そこでまた衛兵の一人が声をあげた。

「この厨には、この扉の他に出入口は存在しません。あらかじめ内部をあらためていただいたのちは、我々とともにこの扉の外で警護の任を果たしていただきたく思います」

　ダルム＝ルウがうなずき、ラウ＝レイとともに室内に踏み込む。そうして彼かれらが安全を確かめてから、俺たちはようやく入室を許された。

　そこでリミ＝ルウがまた「うわあ」とはしゃいだ声をあげる。俺にとっては二十日ぶりの、トゥラン伯爵邸の厨ちゆう房ぼうだ。

　使用人のための小さな厨であったとしても、その設備の規模と充実度はとてつもない。森辺の集落どころか宿場町でさえ目にすることのかなわない数々の調理器具に、立派なかまどと、作業台。鉄のオーブン。戸と棚だなにぎっしりと詰め込まれた、木や陶とう磁じや金属や硝子ガラスの食器類。何もかもが、以前に見たときと同じ様相であるようだった。

　リミ＝ルウに続いて入室したレイナ＝ルウなどは、まるで恋する乙女のような眼差しになってしまっている。

「すごいですね！　ここはまるで……かまど番にとっての、楽園のごとき部屋です！」

　あのときの俺も、こうして正式に客人として招かれた身であったのならば、彼かの女じよたちのようにひたすら幸福な気持ちを得ることができたのだろう。本日、苦い記憶を楽しい記憶で上書きすることができれば、幸いだ。

　さらに備えつけの食料庫まで案内してみせると、リミ＝ルウは「きゃー！」とさらなる喜びの声を炸さく裂れつさせた。

「見たこともない野菜がいっぱい！　ねえねえ、これはどんな味がするのかな？」

「この香こう草そうは何でしょう？　すごく苦そうな匂においをしているようですが」

　子供のようにはしゃく仲良し姉妹のかたわらで、シーラ＝ルウも感じ入ったように息をついている。そこにはやはり俺が働かされていたときとほぼ大差のない質量の食材が保管されていた。

　サイクレウスは虜りよ囚しゆうとなり、大勢いた従者たちもそのほとんどが解かい雇こされてしまったのだから、もはやこれほどの食材は必要もないはずであるのだが、行商人たちとの商売をいきなり打ち切ることもできないため、相変わらずこの館やかたには毎日どっさりと食材が届けられてしまっているそうなのである。

「それに加えて、サイクレウスが管理していた料理屋や、ジャガルの鉄具屋なんかとの商売もどうにかしないといけないから、後見人の受け持つ苦労というのは並大抵ではないらしいよ」

　などと、カミュア＝ヨシュは言っていた。

　その大半は、ジェノス侯爵家が引き継いで管理していくことになるのだろうが、とにかくサイクレウスはさまざまな方面に商売の手をのばしていたので、それらのすべてに始末をつけるのにはまだまだ時間と労力が必要であるらしい。

　まあ、そのような苦労は貴族の皆様方に一任するとして、俺たちには俺たちの仕事がある。

「それじゃあ作業を開始しようか。まずはスープの作製だね」

　歓喜の極きわみにあるリミ＝ルウたちを何とかなだめつつ、俺は必要な食材を調理場に移動させるよう指示を出した。

　十三名分の料理に、かまど番と護衛役の食するまかないまで含めて、なかなかの分量である。アリア、ネェノン、チャッチ、ギーゴ、それにタウ油や岩塩やフワノ粉といったものなどを運うん搬ぱんし、いざ――と刀を取ろうとしたところで、閉ざされた扉が外から叩たたかれた。

「アスタ。城下町の料理人らが、お前に挨あい拶さつをしたいと言っている」

　そんなアイ＝ファの声とともに扉が開かれて、白装束の男たちがぞろぞろと厨に踏み入ってきた。その内の一人、象ぞう牙げ色いろの顔にそばかすを散らした若者の姿に、俺は「あっ！」と声をあげてしまう。

「ロイ！　あなたも今日の晩ばん餐さん会かいに参加するんですか？」

「ああ。俺は調理の助手に過ぎないけどな」

　かつてトゥラン伯はく爵しやく邸ていの料理人の一人であったロイは、怒おこっているようなそうでもないような複雑な面おも持もちでそのように応じてきた。俺がアイ＝ファやポルアースの手引きでこの館を出ることになった際、彼も玄げん関かん口ぐちから見送りをしてくれたのだが、サイクレウスやリフレイアの手前、まともに別れの挨拶をする時間は作れなかったのだ。

「……彼はその若さに似合わずなかなかの手腕を有しておりますため、本日は手伝いをお頼たのみしたのです」

　と、妙に張りのよいテノールの声で割り込んでくる者があった。白装束の男たちは四名おり、その中で一番年かさの人物がうやうやしく俺のほうに頭を下げてくる。

「あなたが森辺の料理人、ファの家のアスタ殿どのですね？　わたしは《セルヴァの矛ほこ槍やり亭てい》の料理人であり、かつてはこのトゥラン伯爵邸で副料理長をつとめさせていただいていた、ティマロと申します」

　年の頃は、四よ十そ路じを少し越こえたぐらいであろうか。痩やせ気味なのにお腹なかだけがぽこんと膨らんだ、柔にゆう和わで穏やかそうな人物であった。肌の色は黄おう褐かつ色しよくで、筒つつ形がたの帽ぼう子しからこぼれた髪と瞳ひとみは濃こい褐色。つるりとした血色のいい顔をしており、何故だか口もとに白い布きれをあてている。

「初めまして。ファの家のアスタと申します。……あの、今こ宵よいはどうぞよろしくお願いいたします」

「はい。ジェノスと森辺の絆きずなを深めるために、ともに力を振り絞りましょう」

　白い布きれの下で、ティマロとやらはにっこり微笑んだようだった。

　実に悠然とした立ち居振る舞いである。ただ、その目もとはあんまり笑っていないようにも感じられてしまう。

「聞いていた通り、そちらは四名で本日の仕事をつとめあげられるようですね。……それに合わせて、こちらも同じだけの人手を準備させていただきました」

「はい？　こちらに合わせて、ですか？」

「ええ。それに、こちらの厨ではもっとさまざまな食材が用意されておりますが、そちらの厨で用意されていない食材は一いつ切さい使用しないということを、この場でお約束させていただきます」

「はあ。それはいったいどういうお話なのでしょう？」

　何だか不ふ穏おんな言い様であった。

　そんな風に考える俺の顔色を見て取って、ティマロはまた微び笑しようする。

「何もご心配する必要はございません。わたしはただ、ファの家のアスタ殿と対等の条件で料理を作りあげたいと願っているだけなのです。物珍しく希き少しような食材を使えば料理の質が向上する、という話でもありませんので、わたしも限られた食材から最高の料理を作りあげてみせましょう」

　俺にしてみれば、レテンの油やパナムの蜜みつだって十分に物珍しく感じられるのだが、そちらの食料庫にはもっとさまざまな食材が準備されている、ということであるらしい。

　そういえば、本丸の食料庫はサイクレウスにとって宝物庫も同然なのだ、とミケルも言っていたような気がする。何にせよ、俺の胸中に生じた不安感が緩和されることはなかった。

「あの、今日は味比べが目的ではなく、ジェノス侯こうや族長らに料理を楽しんでもらうための晩餐会なのですよね？」

「おお、もちろんです！　わたしはただ、リフレイア様にあそこまでの賞賛を浴びることになったアスタ殿と再び同じ卓たくの料理を作る機会を与えられて喜んでいるだけなのです。本日は、たがいに料理人としての誇ほこりをかけて仕事に取り組みましょう」

「はい。よろしくお願いいたします」

　ティマロはうなずき、芝しば居い俳はい優ゆうのような優ゆう雅がさできびすを返した。

　その背に、ロイが言葉を投げかける。

「ティマロ、ほんの少しだけ時間をもらっていいですか？　こいつとは、同じ厨で働いていたよしみもあるので」

「ええ、かまいませんよ。……同じ条件というのならば、調理にかける時間も同じくしなければ意味はありませんからね。あなたが厨に戻ってから、わたしたちも仕事を始めることにしましょう」

「ありがとうございます。すぐに戻りますので」

　そうしてティマロと二名の調理助手は厨を出ていき、ロイだけがその場に居残った。

　小さく息をついてから、ロイはじろりと俺をにらみつけてくる。

「まあ、そういうわけだよ。ティマロは全力でお前に立ち向かうつもりだから、お前も下手を打つんじゃねえぞ？」

　再会の余よ韻いんもへったくれもない、性急な物言いであった。まあ、ロイらしいといえば実にロイらしい。

「ええ、それはもちろん俺だって、全力でこの仕事に臨のぞむつもりではありますけれど……あのティマロという方は、やっぱり俺にいい感情を抱いだいていないのでしょうかね？」

「当たり前だろ。何を作ってもお前の料理の上をいけなかったんだから、料理人としての誇りを取り戻そうと必死なんだ。俺だって、同じ立場だったら同じ気持ちになっただろうよ」

　言いながら、ロイは眉根に深いしわを刻んだ。直情的で、口調は荒あらっぽい。やはり彼もシフォン＝チェルと同様に、まったく変わりはないようだった。

　それが少し嬉しくなって口もとをほころばせてしまうと、ロイは「何を笑ってやがるんだよ」と、いっそう怖こわい顔をした。

「言っておくけど、ティマロが得意にしているのはカロン料理なんだ。あのときは、リフレイア様の言いつけでキミュスの料理しか作れなかったからな。同じ相手だと思って油断してると、足をすくわれるぞ？」

「いやあ、油断も何も、俺は味比べをするつもりもないので……」

「それでも、客人たちがティマロの料理ばかりを賞賛することになったら悔しいだろうがよ？」

「ああ、まあ、それは少なからず悔しいでしょうね」

「しかもお前は、ギバなんざの肉を使わなきゃいけねえんだろ？　そんな肉で、まともな料理を作れるのかよ？」

「それは大丈夫です。……といっても、俺はカロンの胴体の肉なんて、ロイの作る料理の味見ぐらいでしか味わったことはないのですけどね」

　どうせ森辺や宿場町ではカロンの胴体の肉を扱あつかうことなどできそうもなかったので、そのあたりのことはなおざりにしてしまっていた俺なのである。

「頼りねえなあ」とロイはぼやいた。

「お前の腕うで前まえは俺が誰だれよりもわきまえてるけどよ。ギバの肉なんて、臭くさくて固くてとても食べられたものじゃないっていう評判じゃねえか。本当に大丈夫なのか？」

「大丈夫ですよ。ロイにもギバ肉の美味おいしさを知ってもらえれば良かったんですけどね」

　そんな風に応じると、ロイの目がすっと細まった。

「……お前、本当に自信があるんだな？」

「ええ。ギバ肉の味には自信があります」

　ミケルやヤンだって、ギバ肉の美味しさは認めてくれたのだ。城下町の人間にだって、ギバ肉の味は通用すると信じることはできる。

「だったら、まかないの料理を多めに作れ。……いや、多めに作る必要はないな。同じ四人同士なんだから、こっちとそっちの料理番が食べる料理を半分ずつ分け合えばいい。俺のほうから、ティマロにそうするよう掛け合ってやるよ」

「ええ？　どうしてそんなことをしなくちゃならないんですか？」

「客人たちの言葉だけじゃあ、ティマロが納なつ得とくしないかもしれないだろ？　森辺の民たみは貴族の厚意につけこんで、美味うまくもない料理を美味いと言わせたんだ、なんて吹ふい聴ちようされたら、お前だって納得いかないだろうがよ？」

「……あのティマロというのは、そんなことを吹聴するようなお人なんですか？」

「まあ少なくとも、自分の舌で確かめない限り、自分の負けを認めるような人間ではねえな」

　そう言って、ロイは苛いら立だたしげに鼻を鳴らした。

「それに、料理の腕は確かだけどよ。厨を出た後の人間性までは請け合えねえ。さっきだって、これ見よがしに口もとを押さえてたじゃねえか？　あれは、下げ賤せんの人間と同じ空気なんか吸いたくないっていう意思表示なんだよ。……貴族ばかりを相手にしてると、貴族の悪い部分が伝染しちまうもんなのかね」

「あー、それはずいぶん困った御仁であるようですね」

　とはいえ、今日の仕事に私情を持ち込むつもりはない。どうしたものかと考え込んでいると、横合いからくいくいとＴシャツの袖そでを引っ張られた。

「アスタ。道理をわきまえぬ人間にどのような目を向けられてもかまいはしませんが、ただ、城下町の料理人がどのような料理を作るのか、ということにはとても興味を引かれてしまいます」

　それは、レイナ＝ルウだった。その目には、純然たる好奇心と向上心の光だけがきらめいている。

「晩ばん餐さんの会に同席できるのはアスタだけなのでしょう？　かなうことなら、わたしも城下町の料理をこの目で見て、味を確かめてみたいと思うのですが……いかがでしょう？」

「うーん、そうだねえ。まあ、おたがいの料理を味見し合うぐらいなら、別に問題はないかなあ」

　城下町で悪評を流されても、宿場町の商売にはさしたる影えい響きようもないのだろうとは思う。しかし、食べてもいない料理の悪評を流されるというのは、やはりはなはだしく不ふ愉ゆ快かいな話であった。

「あ、だけど、余所のかまどで作られた晩餐を口にするのは、森辺の習わしに反するんだよね？」

　俺が言うと、レイナ＝ルウは悪戯いたずら小こ僧ぞうのように微笑みながら首をすくめた。

「あくまで味見ということなら、きっとドンダ父さんにも怒られないと思います」

　描かき文字をつけるなら「てへ」という言葉がぴったりの仕草である。まだこのようにチャーミングな表情を隠かくし持っていたのかと、俺は苦笑しながらロイに向きなおる。

「わかりました。それじゃあ、ティマロという方にはロイのほうから――」

　そのように言いかけて、俺は口をつぐむことになった。ついさきほどまで不ふ機き嫌げんそうな顔をしていたロイが、ぽかんと口を開けてしまっていたのである。その驚きに見開かれた目の先には、レイナ＝ルウの姿があった。

「……あの、何か？」

　レイナ＝ルウが、少し困こん惑わくしたように微笑む。

　ロイはぶんぶんと頭を振り、頭にかぶった帽子を落としそうになりながら、俺のほうをにらみつけてきた。

「じゃ、じゃあそれでいいんだな？　それだけ大口を叩いて粗末な料理を作ったら、言い訳のしようもなく嘲あざ笑わらわれることになるぞ？」

「はい。そうならないように頑張ります」

「……ふん！」と意味もなく鼻息をふき、最後にまたレイナ＝ルウのほうをちらりと見てから、ロイは厨を出ていった。

　ずっと無言でこのやりとりを見守っていたアイ＝ファとルド＝ルウの手によって、扉は再び閉ざされる。

「何だか騒さわがしいお人でしたね」

　何も理解していない様子で、レイナ＝ルウはにっこり微笑んだ。

　宿場町で商売をしているときと同じように、薄物のヴェールとショールを巻きつけた、とても可愛かわいらしい姿である。顔立ちはとても整っており、ちまちましているがプロポーションは抜群だ。これほど魅力にあふれた女の子はそうそう存在しないと思う。

（……だからといって、ドンダ＝ルウも町の人間にばっかり娘むすめを嫁とつがせる気にはなれないだろうなあ。ヴィナ＝ルウとシュミラルの一件だけで、頭はいっぱいいっぱいのはずだ）

　などと余計なお世話を心中に秘めつつ、俺は「それじゃあ仕事に取りかかろう」と声をあげることにした。
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　そうして時間はせわしなく過ぎていき、作業は着々と進んでいった。

　作業手順は事前に計画を立てていたので、何も問題はない。レイナ＝ルウたちにとってはここ数日で修練を積んだ新しい仕事も多かったが、その手際に不備は見られなかった。

　かまど番の筆頭たるレイナ＝ルウとシーラ＝ルウは言うに及ばず、リミ＝ルウの手際も見事なものである。好きこそものの上手なりけりとはよく言ったもので、リミ＝ルウのかまど番としての腕前は、すでにミーア・レイ母さんにも負けないぐらいの域にまで達しているように感じられた。

（そういえば、城下町の料理人ってのは男性ばっかりなんだな）

　俺の世界でも、比率でいえば圧倒的に男性が多かったように思う。

　確かに料理というやつは、意外に体力を必要とするのだ。食材の切り分けや火を使った調理など、何十名分もの量ともなれば、ほとんど体力勝負とも言える。

　が、森辺の女衆は底なしの体力を有していたし、レイナ＝ルウたちは調理に対する熱意も備えている。それでしっかりとした味覚も備わっているのだから、これ以上に力強い仲間というものは考えられなかった。

（だけど……実際のところ、宿場町の人々と比べたら、そいつはいったいどれぐらいの腕前なんだろう）

　宿場町に、料理人という肩かた書がきは存在しない。宿屋のご主人やおかみさんなどが、家庭料理の延長としての料理を売っているに過ぎないのだ。

　しかしそれは、レイナ＝ルウたちとて同様である。森辺の女衆は、この数すうヶか月げつで俺から少しばかり手ほどきを受けただけで、それまでは、おそらく宿場町の人々よりも低い意識でかまど番の仕事をつとめていただけのはずだ。それでも彼女たちの作る料理が宿場町のそれよりも上をいっていると思えるのには――まず、俺と同様にギバ肉の存在が強きよう烈れつなアドバンテージになっているのだろうと思う。

　現にネイルやナウディスなどは、ギバ肉を使ってそれなりの料理をこしらえることに成功していた。彼らには彼らで、チットの実やタウ油といった異国の食材というアドバンテージが存在するのである。その効果も相まって、現在の盛況はあるのだろう。

　しかし、最近ではカロンの乳や乳脂といった食材が宿場町にも流通しつつある。そしてサイクレウスが失しつ脚きやくしたのちは、そちらで買かい占しめられていた食材が、まずは城下町を潤うるおわせた後、宿場町にまであふれかえる可能性がある。

　あまりに高額な食材なんかは見向きもされないだろうが、たとえばタウ油ぐらいの価格であれば、それほど無理もなく購こう入にゆうすることはできるだろう。そうしたら、宿場町でも今以上の豊かな食生活が望めるようになるはずだ。

　そうなったとき、レイナ＝ルウたちの腕前はどこまで通用するのか。大きく下回ることはないだろうが、上をいくことは可能なのか。俺としては、上をいけるように頑がん張ばってほしい、と願わずにはいられなかった。

「あ、鐘かねの音！」

　と、ギバの肉をミンチにしていたリミ＝ルウが楽しそうな声をあげる。

「面白いねー。四回鳴ったから、四の刻？」

「そうだね。これで残り時間は半分か」

　晩餐会は、日没を告げる六の刻から始められる。残された時間は、二時間強だ。作業の進み具合いは、至し極ごく順調である。

　と――そこで再び、厨の扉が外から叩かれた。

「アスタ。カミュア＝ヨシュが面会を求めている」

　アイ＝ファの声とともに扉が開かれて、カミュア＝ヨシュのひょろ長い顔だけがにゅるりと室内に侵入してきた。

「やあ、アスタ。仕事中に申し訳ない。いくつか報告したいことがあるのだけれども、どうだろう？」

「ええ、かまいませんよ。どうぞ入ってきてください」

「いやいや。あちこち駆け回ってきたから埃ほこりまみれでね。こんな身で厨に汚れを持ち込んでしまったら申し訳ないので、ちょっとそちらが出てきてもらえないかなあ」

「はいはい、仰せのままに」

　俺は手ぬぐいで指先を清めつつ、そちらのほうに歩を進めた。

　カミュア＝ヨシュの首が引っ込んで、それを追うように俺は扉の外に出る。回廊には、護衛役の二名の兵士と、アイ＝ファたち四名の狩人と、カミュア＝ヨシュと――そしてもう一名、見覚えのある若者が立ちつくしていた。

「あ、そちらは――」

「うん。バナーム侯こう爵しやく家のウェルハイド殿だ。ジェノス城に立ち寄ったらたまたま顔をあわせることになったので、一足早くこちらにお連れしたんだよ」

　貴族らしい白はく皙せきに気難しそうな表情を浮うかべた黒くろ髪かみの若者が、無言で目礼をしてくる。余所の領地の侯爵家の第六爵しやく位い継けい承しよう権けん保有者、というのがどれほどの身分なのかはピンとこないが、粗そ相そうがあっては大変なので俺はそれなりの角度で頭を下げてみせた。

「会談の日から半月が経過したけれども、シルエルのほうは相変わらず知らぬ存ぜぬで沈ちん黙もくを守っているらしい。やっぱり正式な審しん問もんが始まらないことには、なかなか埓らちが明かないようだね」

「はあ、そうですか」

「それでサイクレウスのほうも、ろくに口をきく元気もない上に、やっぱり何一つ語ろうとはしないらしい。このままサイクレウスが病びよう魔まに負けて息を引き取ってしまうようなことになると、いささかならず厄やつ介かいな事態に陥ってしまいそうだね」

「ええ。その点については族長たちも危き惧ぐしていました。やっぱりシルエルを正しく裁くには、サイクレウスの証言が必要となるのですよね？」

「うん。サイクレウスが死んでしまったら、シルエルもここぞとばかりにすべての罪を死者になすりつけようとしてしまいそうだからねえ。会談の場で凶きよう行こうに及およんだのだから、それでシルエルの罪が消えてなくなるわけではないけれども、やっぱり過去の罪についてもなるべく正確に審問していただきたいところだよ」

「……僕ぼくとしても、そうして真実が闇やみに葬ほうむられてしまったら、父君に顔向けができません」

　と、厳しい表情でウェルハイドがつぶやく。

「父君に死をもたらした人間は、サイクレウスとシルエルのどちらなのか。せめてそれだけでも明かされないことには、僕のほうこそが憤ふん死ししてしまいそうです」

「ええ。俺が預かっているレイトという少年もウェルハイド殿と同じ立場でありますので、その心中はお察しいたしますよ」

　そのとぼけた顔に可能な限りの真ま面じ目めたらしい表情を浮かべつつ、カミュア＝ヨシュはそのように相あい槌づちを打った。

「そういったわけでね。アスタにも色々と思うところはあるだろうけども、サイクレウスにはなるべく満足のいくような料理を届けてやってほしい。こちらが情理を尽くしても、あの御ご仁じんが改心するとまでは思えないけどね」

「……情理を尽くせるかどうかはわかりませんが、作ると決めたからには自分にとって最善と思える料理を届けたいと思っています」

「うん、まかせるよ。サイクレウスに晩餐を届けるのは、族長らの晩餐会を終えた後だよね？」

「はい。俺はその晩餐会に立ちあわないといけないようなので、その後になります」

　問題は、病びよう床しように伏ふしているサイクレウスに、俺の料理を口にする余力が残っているかどうかである。

　だけど俺は、自分にできる仕事を果たすしかない。実に複雑な心情を抱かかえ込みながら、俺はカミュア＝ヨシュたちに一礼してみせた。

「それじゃあ仕事に戻りますね。失礼いたします」

「あ、ちょっと待ってくれ！　もう一つ話が残っているんだよ！」

「はい？　何でしょう？」

「ええと……」と、カミュア＝ヨシュは彼らしくもなく、もじもじとそのひょろ長い身体を蠢うごめかせた。当然のこと、可愛らしくも何ともない。

「実はだねえ、非常にぶしつけなお願いなのだけれども……そのう、俺にもアスタたちの料理を分けてもらうことは、可能だったりするかなあ？」

「はい？　それは、護衛役やかまど番のみんなが食べる料理のことですか？」

「うん。俺みたいな立場の人間が晩餐会に参加できるはずもないからねえ。だから、アイ＝ファたちのために用意する食事なんかを、ちょっとばっかり恵んでもらうことはできないかなあと……やっぱり、無理な相談かなあ？」

「いえ。ギバの肉はたっぷり持参してきているので、この後に盛大な失敗でもやらかさない限りは、いくらでもご用意できますけど」

　俺の言葉に、カミュア＝ヨシュはきらきらと瞳を輝かせた。

　この期待を裏切ったら、どれほど悲しい顔を見せてくれるのだろうか。ちょっと試してみたいような気もしたが、そこまで人の悪い真似まねはできなかった。

「それじゃあ、ご用意いたしますよ。かまど番の食事も晩餐会の後になるのでけっこう遅い時間になってしまいますが、それはご了りよう承しようくださいね」

「もちろん！　ありがとう！　恩に着るよ、アスタ！」

「……ギバの肉の料理というのは、それほどまでに美味なものなのですか？」

　と、ウェルハイドがいぶかしげに発言する。

「気分を害させてしまったら申し訳ないが、ギバの肉などはとうていまともな人間の食べられるものではないと伝え聞いています。角が生えるだの何だのというのは俗信なのでしょうけども、ジェノスにはバナーム以上に豊かな恵めぐみが取りそろえられているのでしょう？」

「はいはい。俺もジェノス侯のお招きでとても物もの珍めずらしい晩餐をいただいたことはありますけども、ギバの料理というのは――というより、アスタの料理というのは、それとも比較にならぬほどの絶品であるのですよ」

「いえ、あの、あまり過度な期待をかけられると俺も困ってしまうのですが……」

「大丈夫！　アスタの料理には、食する人間の身分を問わない凄すごみのようなものが備わっているからね！　貴族であろうと平民であろうと、アスタの腕前を認めない人間などこの世には存在しないはずさ！」

　俺は深々と溜ため息いきをついてみせる。

　ウェルハイドはなおもうろんげに口を開きかけたが――その表情が、何故なぜか途中で凍こおりついた。

「あの、アスタ、お話の最中に申し訳ありません。ちょっとおうかがいしたいことがあるのですが……」

　おずおずとした声が、背後からかけられてくる。振ふり返かえると、扉の隙すき間まからレイナ＝ルウが半身を覗のぞかせていた。

「新しい果実酒を開けてみたら、ものすごく酸すっぱくて使い物にならないようなのです。他の果実酒を取り寄せることは可能なのでしょうか？」

「ああ、いや、それは果実酒と同じママリアの果実を使ったお酢っていう調味料なんだよ。普ふ通つうの果実酒は、戸棚にまだ残っていると思うけど」

「あ、そうなのですか！　すみません、早合点してしまって……」

「何も謝ることはないさ。ママリアの酢も、森辺や宿場町で取り扱えるようになるといいんだけどね」

　そんな風に応じながら、俺はそろりと視線を転じてみる。驚きよう愕がくに目を見開くウェルハイドの視線の先には、当然のごとくレイナ＝ルウの存在があった。

　レイナ＝ルウもそれに気づいて、「あの、何か……？」と困ったように微笑する。ウェルハイドは、さきほどのロイと同じようにぶんぶんと首を横に振った。

（えーっと……つまり、ギバの恐ろしさを直接的には知らないであろう城下町やバナームなんかの人間の中には、森辺の民に対してそれほど強い差別感情を持っていない人も少なくはないってことなのかな）

　そんな俺の感かん慨がいを知ってか知らずか、カミュア＝ヨシュは「さて！」と明るい声をあげた。

「あまり仕事のお邪じや魔まをしても悪いので、そろそろ退散いたしましょうか。もうじきダレイム伯はく爵しやく家けの第二子息が到とう着ちやくするはずですので、そちらにもお引き合わせいたしますよ、ウェルハイド殿」

「あ、ああ、うん……よろしくお願いする」

　そうしてカミュア＝ヨシュとウェルハイドは退去していった。

　レイナ＝ルウは首を傾かしげつつ厨くりやに引っ込み、それを見届けてからラウ＝レイが「ふむ」と細い顎あごを撫なでさする。

「まあ、いささか子供っぽい面は抜けぬが、レイナ＝ルウもなかなかの器量であるからな。俺はアイ＝ファのようにすらりとした美人のほうが好みだが」

「……いきなり何を抜かしているのだ、お前は」

　アイ＝ファが怖い顔でラウ＝レイをにらみつける。

「いや、俺は本心からそのように言っているのだ。以前にも告げただろう？　お前が狩人でさえなければ、嫁に欲しいぐらいだとな」

「だから、いったい何の話を――」

「だから、女衆としての器量の話だ。俺たちもそろそろ嫁取りに本ほん腰ごしを入れねばならない時期だなあ、ダルム＝ルウよ？」

　ダルム＝ルウは、不機嫌そうなオーラを黒こく炎えんのごとくゆらゆらと撒まき散らしながら、静かにまぶたを閉ざしていた。その口が低い声こわ音ねで「ファの家のアスタよ」と俺を呼ぶ。

「はい、何でしょう！」

「……用事が済んだのなら、仕事に戻れ」

「はい、了りよう解かいいたしました……」

　ダルム＝ルウは、もはやアイ＝ファの生き様に口を出せる立場ではない、と宣言して身を引いた立場であるのだ。そんな事情を知らないラウ＝レイに罪はないものの、なかなかヒヤヒヤさせられる一幕であった。

（そういえば、ラッツやガズの男衆がアイ＝ファに嫁取りを願い出た、なんて話もあったなあ）

　男女の間に発生してしまう気苦労というやつは、どこの世界でも共通なのだろうか。

　俺は何とか気持ちを切り替えつつ、自分の仕事に励むことにした。
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　そうしてさらに時は過ぎていき、壁かべの燭しよく台だいに灯あかりが必要となった頃ころ、無事に六種の料理は完成した。

　肉料理とフワノ料理――ならぬポイタン料理だけは出来立ての熱々を召し上がっていただきたいので、火を通されぬまま作業台に鎮ちん座ざましましている。

「リミたちが食べられるようになるのは、ドンダ父さんたちが食べ終わってからなんだよね？　うー、お腹なかが空すいたなあ」

「だったら、つまみ食いをすれば良かったのに。竜たつ田た揚あげをちょっぴりだけ揚げてあげようか？」

「ううん！　お楽しみは後に取っておくの！」

　そんな会話をしていると、三たび扉とびらが叩かれた。現れたのは、シフォン＝チェルである。

「まもなく六の刻の鐘が鳴ります……アスタ様は、食堂に移動していただけますか……？」

「了解しました。前菜はもう持ち込んでもいいのですよね？」

「はい……当番の者がお運びいたします……」

　シフォン＝チェルの声に従い、黄色いお仕着せの小こ姓しようが二名、厨に入ってきた。伯爵邸ではたびたび見かける小姓たちだが、この少年たちも以前とは違ちがう顔ぶれなのだろう。

　車のついた瀟しよう洒しやな台に、前菜の大皿と取り分け用の木皿が載せられる。埃よけの、クロッシュみたいなお椀わん形がたの蓋ふたをかぶせておいたので、まだその中身は人目にさらされていない。

「あ、そういえば、毒見はしなくても大丈夫なのですか？」

「ええ……毒見というのは、前当主様の取り決めた習わしであったようです……」

「なるほど。そうだったんですか」

　カミュア＝ヨシュは、サイクレウスの父親は毒殺されたのだ、などと言っていた。真しん偽ぎのほどは定かではないが、そのあたりの事情から発生した習わしであったのだろうか。

（俺おれたちはまだ、この世界の貴族っていうものについて、全然知識が足りていないんだよな）

　サイクレウスは、森辺の民を蛮ばん人じんと蔑さげすむ悪逆な人間だった。

　シルエルも、それに輪をかけた人間性であるらしい。

　リフレイアは、どこか倫理観というものが欠落しているように感じられてしまう。

　しかし、ポルアースは明朗で屈くつ託たくのない人間であるように思える。

　メルフリードはその逆で、厳格の度が過ぎている。

　サトゥラス伯爵家の傍ぼう流りゆうであるという法務官のザイラスは、まあ謹きん厳げんで信しん頼らいに足る人ひと柄がらであるように思えた。

　ウェルハイドは、いかにも実直そうな若者だ。

　マルスタインは――まだよくわからない。

　が、マルスタインに限らず、どの貴族もまだごく短い時間しか接したことのない相手ばかりである。西の王国セルヴァにおける貴族とは、いったいどういう存在であるのか。彼らは森辺の民と相あい容いれる存在であるのか。本日の晩餐会が、それをはかる試金石となるのだろう。

「アスタ、どうぞお気をつけて」

「うん、レイナ＝ルウたちも」

　俺は、小姓の少年たちとともに厨を出た。ダルム＝ルウとラウ＝レイはその場に居残り、アイ＝ファとルド＝ルウが俺を警護してくれる。

　シフォン＝チェルの導きで、俺たちは迷めい宮きゆうのごとき回かい廊ろうを進んだ。そうして目の前に現れたのは、やはり見覚えのある立派な両開きの扉であった。

　去りし日に、リフレイアに呼びつけられた、あの部屋だ。そこにはリフレイアやディアルばかりでなく、ポルアースとアイ＝ファまでもが顔をそろえており――そうして俺は、五日間にも及んだ虜囚の生活から解放されることになったのだった。

「森辺の料理人、ファの家のアスタ様をお連れしました！」

　ボーイソプラノの声で、小姓の少年が告げる。

　兵士たちの手によって扉は引き開けられ、そしてその光景が現出した。ジェノスの貴族らと森辺の族長らが一堂に会した、晩餐会の会場である。

「おお、ファの家のアスタよ。本日は大たい儀ぎであった」

　朗々とした男性の声が響ひびきわたる。巨きよ大だいな卓の上座に陣じん取どった、マルスタインである。その隣となりには、見届け人という役割を担になったウェルハイドが座している。

　白くまばゆい輝きを放つシャンデリアに、部屋の四よ隅すみを守る半人半はん獣じゆうの石像たち、煉れん瓦がの壁を覆う天鵞絨ビロードのタペストリーに、毛足の長い葡ぶ萄どう色の絨じゆう毯たん――以前に見た通りの、食堂の様相だ。あの日はずいぶんとゆとりのあった巨大な卓も、今日は大勢の客人たちで埋うめ尽くされている。

　右手側には、森辺の族長たち――ドンダ＝ルウ、グラフ＝ザザ、ダリ＝サウティ、ガズラン＝ルティム、ベイムの家長、フォウの家長。

　左手側には、ジェノスの貴族たち――リフレイア、その後見人であるらしい初老の男性、メルフリード、ポルアース、それにサトゥラス伯爵家の代表であるらしい痩そう身しんの青年。

　総勢十三名の、錚そう々そうたる顔ぶれである。さらに、マルスタインとウェルハイドの左右には、白しろ甲かつ冑ちゆうの近この衛え兵へいが二名ずつ、それに侍女と思おぼしき若い女性らが一名ずつ控ひかえている。

　そして、貴族側の壁かべ際ぎわには、俺と同じように二名の小姓を連れたティマロが背筋をのばして立ちはだかっていた。さすがに口もとを隠したりはしていない。お行儀のよい、取りすました表情だ。

「ファの家のアスタも、族長らの側に控えてくれたまえ。六の刻の鐘とともに、晩餐会を開始するからね」

「はい」とうなずき、俺は言われた通りの場所に陣取った。アイ＝ファとルド＝ルウは、閉ざされた扉の前に立ったまま、鋭するどい視線を室内に巡めぐらせている。

　族長たちは、刀を預けたらしい。今この場で刀を有しているのは、上座に控えた四名の兵士とアイ＝ファたちだけだった。

　むろん、次の間などにはどっさり近衛兵が待機しているのだろうが、森辺の民の身体能力を考えれば、瞬時で制圧も可能である状じよう況きようだろう。いささかならず無防備に思えるこの警護態勢も、マルスタインにとって信頼の表明であるに違いない。

「ファの家のアスタは初めてであったね。こちらが今後、リフレイア姫ひめの後見人となるトルストで、そちらはサトゥラス伯爵家の第一子息リーハイムだ」

　だんだんと名前を覚えることが苦痛になってきた俺であるが、とにもかくにも一礼してみせた。

　トルストというのはくたびれたパグ犬のような顔をした小こ柄がらな初老の男性で、リーハイムというのは褐かつ色しよくの髪かみに油を塗りたくった痩やせぎすの若者だった。

　トルストは、ポルアースとよく似た乳白色の長衣を纏まとっているが、リーハイムはマルスタインとよく似た襟えりつきのジャガル風の装束を纏っている。貴族の間でも、ジャガル風の装束というのは好んで着られるものであるらしい。

　しかし、それよりも気になったのは、リフレイアである。

　乱雑に切ってしまった栗くり色いろの髪は可愛らしいショートボブのスタイルに改められていたが、その面からはいかなる表情も消え去ってしまっていた。

　頭にはちょこんとティアラを乗せて、小さな身体からだにはフリルとリボンだらけの白いドレスを纏っている。日に焼けていない肌はだと相まって、それはフランス人形のように可愛らしい姿であったが――同時にまた、精せい巧こうなつくりものみたいに人間味が感じられなかったのだった。

　むろん現在の立場を考えれば、傲ごう岸がんにふるまうことなど許されないだろう。しかしそれでも、それはあまりに、かの小さな暴君らしからぬたたずまいであった。

「さて。それでは会食に先立って、私から挨拶をさせていただこうかな」

　相変わらずの気安い口調で、マルスタインはそのように申し述べた。

　褐色の長い髪を首の後ろでゆったりと束ねて、儀礼用の白いマントを肩口に垂たらした、非常に若々しい容貌の男性である。その茶色い瞳は明るく力強くきらめいており、綺麗に髭ひげの整えられた口もとには快活な微笑が浮かんでいる。とりあえず、息子むすこのメルフリードとはまったく似ていない。

「すでに告知されている通り、これは我わがジェノスが森辺の民と絆きずなを結びなおすための、親善の晩餐会である。これまで森辺の民との調停役はトゥラン伯爵家の前当主サイクレウスに一任されていたが、彼かれは二代前の森辺の族長であったザッツ＝スンなる人物と共きよう謀ぼうして、西の王国の領土に災さい厄やくをもたらしていたという疑いがかけられている。……我々にとって、それは未み曾ぞ有うといっていいほどの由ゆ々ゆしき事態である」

　族長たちも貴族たちも、いっさい口を差しはさもうとはしなかった。

　リフレイアも、静かに虚こ空くうを見つめている。

「我々は、ジェノスを統治する身として、森辺の民とともにその罪を贖あがなわなくてはならない。そのためには、これまで以上に森辺の民と心を通じ合わせ、手を取り合う必要があるだろう。……その一いつ環かんとして、本日をもってトゥラン伯爵家の当主の座はリフレイア姫に相続され、後見人にはトルストが正式に着任することになった。また、森辺の民との調停役には、我がジェノス侯爵家の第一子息にして近衛兵団団長たるメルフリードが選出されたことを、この場で告知させていただこう」

　俺は、こっそり息を呑のむことになった。

　リフレイアと後見人については既き知ちのことであったが、森辺の民との調停役にメルフリードが選出されたというのは初耳だ。

　だが確かに、これ以上マルスタインに近しい人間というのも、他には存在しないのだろう。

「私からは、以上である。小難しい話はまた晩餐の後に会談の時間をもうけるとして、今は料理番をつとめてくれたティマロとファの家のアスタの心づくしをぞんぶんに味わいつつ、どうか親睦を深めていただきたい」

　マルスタインは、ゆったりとその場にいる人々を見回した。

　リフレイアを筆頭に、表情らしい表情を浮かべている者はいない。

　ただ、ちょっとひさびさのポルアースはおどおどとした目つきで森辺の狩人らの姿を盗ぬすみ見ており、その隣のリーハイムは少しふてくされたような面おも持もちで目を伏せている。これが伯爵家と侯爵家の差異なのか、年少のウェルハイドほど毅き然ぜんとした態度を取りつくろうことはできていないようだ。

（だけど本当に、これはすごい光景だな）

　右手には、狩人の衣を纏いつけ、野生の獣けもののごとき精気を発散させている、豪放で、強きよう靭じんで、勇ゆう猛もうな、浅黒い肌をした森辺の狩人たち。左手には、ギリシア神話の登場人物みたいに白い長衣か、あるいは襟つきの西洋的な装束を身に纏った、高貴で、洒脱で、洗練された、石の都の貴族たち。巨大な卓の右と左で、まるで異なる世界の住人みたいにかけ離はなれた風ふう貌ぼうの人々が向かい合っているのである。

　これまでは、まったくといっていいほど交流のなかった貴族たちと森辺の民であるのだ。この夜で、八十年間にも及ぶ断絶はどれほど埋めることができるのか――この段階では、まったく推おし量はかることはできなかった。

　しかし、それらの人々を真ん中の位置から見守る格好で、マルスタインは一人悠然とした微笑を浮かべながら、満足そうにうなずいている。

　そのとき、どこからか重々しい鐘の音色が響いてきた。

「六の刻だ。……それでは、晩ばん餐さん会かいを開始しよう」
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「こちらがわたしの準備した前菜となります」

　まずはティマロが自分の料理を開示した。

　金属製の大きな鍋なべから蓋ふたが取り除かれて、何とも複雑な芳ほう香こうを室内に漂わせ始める。

「トトスの卵とラマンパの実の和あえ物でございます」

　ラマンパの実というのは、初めて聞く名前であった。俺の預かった厨にも備えられている食材しか使用しないと言っていたが、それがどの食材のことであるのか、俺には判別するすべがない。

　ティマロの指示に従い、小姓たちが料理を陶磁の皿に取り分けていく。遠目には、少し黄色みがかったディップ状のものがてらてらと光っているさましか見て取れなかった。

　俺のすぐかたわら、森辺陣営の末席に座していたフォウの家長のもとにもその皿が届けられたので、こっそり覗き込んでみると――なるほど、確かにそれは和え物であるようだった。

　黄色く見えたのは卵の黄身で、光っていたのは油のようである。なおかつトトスの卵の白味は火にかけてもあまり白くならないので、半透明のディップ状になっており、それがまたシャンデリアの光を受けていっそう輝いてみえるようだった。

　そんな半透明のディップの中に、ニンジンのごときネェノンや、ジャガイモのごときチャッチなどといった野菜が小さく四角くカットされて、たくさん混ぜ合わされている。そして、それらの野菜を圧する量で、こまかく刻まれたクルミの実のようなものがどっさり使われているようだった。

「……ラマンパの実はペペットの香こう草そうで燻いぶされており、各種の野菜はレテンの油に漬つけ込まれております。それをトトスの卵で練り合わせたのが、こちらの料理になります」

「なんと、前菜からずいぶんと凝こっているのだな」

　マルスタインの楽しげな声に、ティマロはにっこりと笑い返す。

　そしてその目が、ゆるりと俺のほうに向けられた。

「アスタ殿どののほうも、準備をどうぞ」

「はい。それでは――」

　こちらは全然凝っていないんだけどなあ、などと考えながら、俺も器の蓋を取り払った。

　ちょっと大ぶりの木の深皿に、拍子木切りにした生のギーゴがどっさりと詰め込まれている。それを木皿に取り分けて、タウ油とスープの出汁だしで少しゆるくした干しキキのディップを載せる。俺が準備した前菜は、これだけのものであった。

（お通しの感覚でこいつをチョイスしたんだけど、あまりにシンプルすぎたかな）

　ヤマイモのごときギーゴを拍子木切りにして、梅干のごとき干しキキのディップを添える。タウ油とスープの出汁で干しキキを溶いたのは、めんつゆの代わりである。

「……それはまた、ずいぶん素そ朴ぼくな料理であるようですな」

　ティマロがにこにこと笑いかけてくる。

「しかし、森辺の民の純朴な有り様の伝わってくる、とても素晴らしい料理だと思います」

「は、恐縮です」

　このように格式ばった場所だとどこまでかしこまればいいのかもわからなかったので、俺は言葉少なく応じておいた。しかし、これは森辺ではなく《つるみ屋》の流りゆう儀ぎに添った献立であるので、いささか心苦しいところである。

（ヤマイモの梅干掛け。酒好きのお客さんには好評だったし、親父おやじも大好物だったんだけど、さてどうだろうな）

　そうして俺たちが料理を取り分けている間に、侍女の手によって各人の酒しゆ盃はいに果実酒が注がれていった。魁かい偉いなる容貌をしたドンダ＝ルウらを前にしても、侍女たちは折り目正しい無表情を保っている。ポルアースやサトゥラス伯爵家の若君よりも、彼かの女じよたちのほうが肝きもは据わっているようだ。

　ともあれ、すべての酒盃が満たされる頃には、俺とティマロの料理も全員に行き渡わたっていた。

「それでは、いただこう」

　貴族の側に、食前の挨あい拶さつというものは存在しないらしい。森辺の民たちがぼそぼそと感謝の文言を詠唱している間に、貴族たちは金属製の匙さじを取った。

「おお、これは素晴らしい味わいだな」

　まずはティマロの前菜を口にしたマルスタインが賞賛の声をあげる。

「ラマンパの風味が実に素晴らしい。この香ばしさは、トトスの卵とも絶ぜつ妙みように合っているようだ」

「お口に合えば光栄にてございます」

　ティマロも実に満足げな笑え顔がおを浮かべていた。

　貴族たちは、のきなみティマロの料理から手をつけた様子である。その中でただ一人、俺のほうの木皿を取ったリフレイアが静かに「ファの家のアスタ」と声をあげた。

「何だかこの料理はつるつるとしていて、みんな匙からこぼれてしまうわ」

「あ、申し訳ありません。金属ではなく木の匙か、あるいは二ふた股またの鉄てつ串ぐしを使うと食べやすいと思います」

　さすがにこのような場では口調を改めるべきであろうと思い、俺はそのように応じてみせた。

「そう」と低い声でつぶやき、リフレイアは卓たくの上から木匙を取り上げる。桜のつぼみのように小さな唇くちびるに俺の料理が運ばれたが、その表情は動かない。

「ふむ。火を通さないギーゴなどを食するのは初めてだ。これは森辺の習わしであるのかな？　……それとも、アスタの故郷の習わしであるのかな？」

　マルスタインが、微笑ほほえみとともに問うてくる。

　俺が「故郷の習わしです」と答えてみせると、マルスタインは「そうか」と『ギーゴの干しキキ掛け』を口にした。

「なるほど。これは新鮮な味わいだ。干しキキの酸味がギーゴの土臭さを消して、食べにくいことはまったくないな。いや、これはなかなか愉ゆ快かいな趣向ではないか」

「……恐縮です」

　森辺の民たみたちは、無言でかつかつと俺の料理を食べてくれていた。

　こちらはこちらでギバ肉を使わぬ料理には関心が薄うすいので、やはり反応は希薄である。ただ、一番近い位置にいたフォウの家長だけが、小声で「生のギーゴとはこのような味なのか」と評してくれた。

「フォウの家では、ポイタンに混ぜるぐらいでしかギーゴなどは使っていなかったが……これは何だか、不思議な味だな」

「はい、お気に召しましたか？」

「うむ、俺は嫌いではない。……というか、何だか余計に腹が減ってしまうような料理だな」

「ええ。実はそれがこの料理の主眼だったりします」

　フルコースの料理などというものに馴な染じみの薄い俺にとって、前菜というのは食欲をかきたてるための存在である、というぐらいのイメージしかなかった。胃を動かし、次の料理へと期待を高める、そういう役割を担わせるためにこの献立をチョイスしたのだが、如何いかがなものだろう。とりあえず、他に明確な感想を述べようとする人間はいなかった。

　そうこうしている間に、小姓たちは台車とともに食堂から消えている。次なる料理、汁物を運んでくるためだ。

「むう、これは奇き妙みような味だな」

　と、ダリ＝サウティがふいに大きめの声をあげた。見るとその手には、ティマロの前菜の皿が掲かかげられている。

「ダリ＝サウティ殿、貴き殿でんの口には合わなかったかな？」

　マルスタインが穏おだやかに問うと、ダリ＝サウティは太い指でぼりぼりと頭をかいた。

「口に合わないというか何というか――このぬるぬるとした食感が、いささかならず気色が悪いように感じられてしまう」

　なかなか直ちよく截せつ的な言い様である。しかし、ティマロは余裕たっぷりに微笑んでいる。

「それはきっと、和え物に練り込んだレテンの油の舌触りでございましょう。初めて口にする御方には、ちょっと舌に馴染みにくいのやもしれませんな」

「ふうむ。アスタの料理もぬるぬるとしていたが、こいつはちょっと……俺も果実酒をいただくか」

　ちなみにドンダ＝ルウとグラフ＝ザザは早々に二種の前菜を片付けて、がぶがぶと果実酒をあおっていた。小ジョッキぐらいの大きさでしかない銀の酒盃なので、彼らにとっては一口分にしかならない。いちいち侍女が酒盃に注ぐのを待つのが、いささかもどかしげである。

　だけど本日は、よほど我が慢まんのならない事態でも生じない限り、城下町の流儀に従おうという心づもりであるのだろう。貴族たちが何を考え、何を思い、自分たちをどのように扱おうとしているか――それを見極めんとして、彼らはこの場に馳せ参じる決断を下したのだ。

「うん、僕はアスタ殿の料理も気に入ったよ」

　と、そこでポルアースが声をあげた。愛あい嬌きようのある丸っこい顔に、実に屈託のない微び笑しようが浮かべられている。

「ティマロ殿の料理はとても凝っており、これ以降にはどのような料理が出てくるのだろうと期待させられたし、アスタ殿の料理には、早く次の料理をよこせと胃袋にせっつかれる心ここ地ちがした。前菜としては、どちらも素晴らしい出来栄えなのではないのかな」

「ありがとうございます」と、俺とティマロは同時に声をあげることになった。

　俺としては、自分の思おも惑わくにある通りの意見をいただけてほっとしたのだが、ティマロのほうは少なからず不本意そうな目つきである。こんな粗雑な料理と一いつ緒しよにするな、という心境なのだろうか。

　ともあれ、全員が匙を置いて一息ついたところで、次なる料理が登場した。汁しる物もの料理、スープである。

「ああ、いい香かおりだ」とポルアースが鼻をひくつかせる。それは、ティマロの持ち込んだ鍋から発散されている乳脂の芳香であった。

（ロイもそうだったけど、汁物に乳脂をどっさりぶちこむのが城下町の流儀なのかな）

　ティマロが蓋を取り除くと、いっそう甘あまい芳香が室内の隅々にまで充じゆう満まんした。

「カロンの乳脂と三種の香草を使った汁物料理です」

　その香草の一つは、ヤンが宿場町で使用したものと同一であるらしい。乳脂の香りをさらに引きたたせる、シナモンのごとき甘い香りである。

「こちらはギバ肉とタウ油を使った汁物料理です」

　俺のほうは王道の、『タウ油仕立てのギバ・スープ』だ。

　具材は、ギバのモモ肉、バラ肉、アリア、チャッチ、ギーゴ、ネェノン、プラ、の大おお盤ばん振る舞いである。なおかつ今回はさらなるひと手間を加えており、ルウ家で試食をしたドンダ＝ルウ以外は初のお目見えとなる。

　が、それよりも何よりも、「ギバ」の二文字で室内にはぴりっと緊きん張ちよう感が走り抜ぬけていた。

　ついに来たか――という切迫した雰ふん囲い気きである。リフレイアやメルフリードなどは無表情を保っていたが、それにはさまれたトルストは深々と嘆息しており、ポルアースは目を泳がせて、リーハイムは口をへの字にしてしまっている。

　八十年の昔には、災厄の象徴とされていたギバであり、現在でも、そんなものは蛮ばん族ぞくたる森辺の民しか食さないとされている。たとえ宿場町ではそのギバの料理が話題になっているのだと聞かされても、城下町の人々にとっては何の慰なぐさめにもならないのだろう。これもサイクレウスの罪を贖うため――という殉じゆん教きよう者じみた面持ちか、あるいは、どうして自分がこのような目に――という憤ふん懣まんやるかたない表情しか、そこには見み出いだすことができなかった。

　そんな中、料理は粛しゆく々しゆくと配膳されていく。当然のように、貴族たちはティマロの皿から、森辺の民たちは俺の皿から口をつけることになった。

「ああ、これもまたよく出来ている。乳脂の甘みが際立っているな」

　マルスタインが、また率先して賞賛の声をあげる。

「それに、このやわらかい肉は何なのだろう？　キミュスの皮――とは違うようだが」

「それは、カロンの胃袋にてございます」

「ほう、カロンの胃袋か。それは珍しいな」

　俺も内心で「へえ」と感心することになった。ジェノスにも、内臓料理の文化があったのだ。カロンの胃袋というのがどのような食材であるのか、これは晩餐会の後の試食が楽しみなところであった。

　そこに、ダリ＝サウティの「何だこれは！」という驚嘆の声が響く。俺のひと工夫が、口に届いたようだった。

「それはワンタンという料理です。フワノの生地にギバの挽ひき肉にくを包み込んで、それを茹ゆであげたものですね」

『タウ油仕立てのギバ・スープ』は、俺とレイナ＝ルウの競い合いによって、ほぼ味が完成されている。それでもまだ趣向を凝らす余地はないかと思い、俺はワンタンの作製に思い至ったのだった。

　作製方法は何も難しくない。さきほどダリ＝サウティに説明した通りだ。水で練ったフワノ粉を平たくのばし、塩とピコの葉とタウ油で味付けをした挽き肉を包み込む。ギョーザの要領で皮を閉じたら、スープとともにしばらく熱を通して完成である。

　ぷるぷるに茹であがったフワノの生地に、ギバの挽き肉の旨うまみが封じ込められて、これはなかなかの出来栄えであると思う。少なくとも、ルウ家のかまど小屋で試食品をこしらえたときは、味見をした女衆から大絶賛をいただくことがかなっていた。

「ううむ、これは美味うまいな！　美味いし、何だか口の中が心地好い。そうは思わんか、ガズラン＝ルティムよ？」

「ええ、非常に美味です」

　本日は、ガズラン＝ルティムが普ふ段だん以上に沈静な様子を保っていた。おそらくは、貴族たちの動向を静かに見守っているのだろうと思う。

　そうしてガズラン＝ルティムに見守られながら、まずはポルアースが意を決したように匙を取った。丸っこい身体をさらに丸めて前かがみになり、器の中身をじっと覗のぞき込む。それからゆっくりと木匙をつけて、おそるおそるスープを口にすると――その顔に、驚おどろきの色が爆ばく発はつした。

「これは――」と今度はせわしなく匙を動かして、何度も何度もスープをすする。そして、白いワンタンを口の中にすすり込むと、ポルアースは「美味い！」と快かい哉さいを叫さけんだ。

「これがギバの肉か！　アスタ殿、これは美味だよ！　……うん、これはまさしく、カロンの胸肉にも劣おとらぬ味わいだ！」

「ありがとうございます。光栄です」

　くすんというおかしな声が聞こえたので振り返ると、ティマロがそっぽを向いて苦笑していた。うっかり、鼻で笑ってしまったのだろうか。

　しかしそのうすら笑いは、ほどなくして凍りつくことになった。

「うむ、これは美味い」と、マルスタインも同意を示してくれたのである。

「なるほどな。宿場町ではギバの料理がたいそうな評判であると聞いていたが、これほど美味であるならば得心がいく」

「ええ、これは本当に美味ですね」

　と、かたわらのウェルハイドも大きくうなずいている。

「ファの家のアスタ殿、さきほどは失礼なことを言ってしまって申し訳ありませんでした。ギバの肉が固くて臭くさいなどというのは、ただの風聞であったようです」

「いえ、そのように言っていただけて光栄です」

　俺もようやく肩かたの力を抜くことができた。

　そこでリフレイアに「アスタ」と呼びかけられる。

「この料理は、とても美味だわ」

「ありがとう。……あ、いや、ありがとうございます」

　気づくと、トルストもリーハイムも一心にスープをすすってくれていた。なかなか強きよう烈れつな芳香を放っていたティマロの汁物料理に圧あつ倒とうされてしまうのではないかという危き惧ぐもあったので、これでひと安心である。

　その乳脂の汁物料理に口をつけた森辺の民たちは、今一つ反応が芳かんばしくなかった。

「これもまたぬるぬるとしているな。城下町の民は、ぬるぬるとした料理が好みなのだろうか？」

「……それはカロンの乳脂の舌触りだと思われます。森辺の民は、油分というものを好まれないのでしょうかな」

「ふむ。ギバの脂ならば、いくらでも喰くらうのだがな」

　ぶつぶつとぼやきながら、ダリ＝サウティは木匙を口に運んでいる。フォウの家長やベイムの家長などは、ちょっと苦行僧のような面持ちになってしまっていた。かつては味も食感も最悪なポイタン汁をすすっていた森辺の民であるのに、そこまでティマロの料理が口に合わなかったのだろうか。

　まあ、乳脂と香草をふんだんに使った汁物料理というのは、俺もロイから味見をさせていただいたことがある。俺は苦手ではなかったが、あの複雑な味わいは、森辺の民には歓迎されないのかもしれない。

　そうして一同が何とかかんとか皿の中身をたいらげたところで、次なる料理が運ばれてきた。ティマロのほうはフワノ料理、俺のほうはポイタン料理である。

「ギャマの乾かん酪らくの帽ぼう子し焼やきでございます」

「ポイタンを使った、これはお好み焼きという料理です」

　帽子焼きというのは初めて聞いたが、ぱっと見にはグラタンかパイのような料理に見えた。陶とう磁じの平たい大皿に、こんがりと焼き色のついた乾酪が蓋のようにかぶせられている。オーブンを有する城下町ならではの、実に食欲をそそられる見栄えと芳香である。

　で、こちらは『お好み焼き』だ。そもそもこのように一品ずつ料理を食していくという作法は、俺の実家でも森辺の集落でも馴染みがなかったので、ポイタンをどのように仕上げればよいのかと、頭を悩ませた結果がこれである。

　ざっくりと切ったティノとギバのバラ肉を、水で溶いたポイタンとギーゴのすりおろしたもので混ぜ合わせて焼く。調味料は、タウ油をアレンジしたウスターソースもどきに、キミュスの卵とママリアの酢とレテンの油で作製したジェノス産マヨネーズだ。

　しかし、青のりや鰹かつお節ぶしの代用品は発見できなかったので、いささか物足りないところではある。それで苦肉の策として、マルの塩漬けの塩を抜いて乾から煎いりしたものを上に振りかけさせていただいた。

　マルの塩漬けとは、ネイルがチット漬けの作製で使用していた、小エビかオキアミを思わせる甲こう殻かく類の塩漬けである。これだけ水の豊かな土地でありながら、何故だかジェノスには魚介の食材というものが皆かい無むといっていいぐらい流通していない。その中で、貴重な魚介類であると思われるマルの塩漬けを、アクセントとして使用させていただいたのだ。

　鰹節の代わりにはならないかもしれないが、物足りなさは少しだけ緩和されたと思う。それにそもそもお好み焼きの原型を知っているのは俺一人であるので、他の人々が物足りなさを感じる理由もないはずだった。

　ちなみに、メインディッシュの肉料理の仕上げ以外では食堂に留とどまるべしと言われていたので、これを焼きあげてくれたのはレイナ＝ルウたちである。この日のために修練を積んだので、仕上がりに問題はないようだった。

「これは、どのように取り分けましょう？」

　丸く焼きあげられた六つの生地を前にして、小姓が困こん惑わく気味に問うてくる。

「自分が切り分けるので、それをひと切れずつ配ってください」

　六つの生地を四つずつ切り分ければ、二十四枚だ。リフレイアにはひと切れで十分であろうし、ドンダ＝ルウやグラフ＝ザザには三、四切れぐらい必要であろう。

「さすがは渡と来らいの民、実に不可思議な料理でございますな」

　このしばらくで自制心を復活させていたティマロが、薄く笑いながら自分の料理を取り分けている。その手もとを見て、俺は「あれ？」と内心で首を傾かしげることになった。

　香ばしい芳香をあげている乾酪の蓋が破られると、その下からはオートミールのごときどろりとした半液状の料理が出現していたのである。焼いたフワノをこまかく刻んで、それをカロン乳か何かでふやかした料理なのだろうか。乾酪の匂においに、濃厚なる乳の香りがブレンドされていく。

　で、さらに嗅きゆう覚かくを澄ましてみると、その向こう側にはツンとした香草の香りも感じ取れた。見れば、何やら茶色い落ち葉のような色合いをした細長い香草が、ところどころから顔を覗かせている。チットの実ほどではないが、なかなかに鋭角的な風味の香辛料を使用しているようである。その刺とげ々とげしさと乳や乾酪の甘い香りが、俺にはいささかミスマッチであるように感じられた。

（これはまた、森辺の民には不評なんじゃないかなあ）

　しかし俺には、自分の料理の心配をすることしかかなわない。

「うん、僕ぼくは帽子焼きが好物なんだよ」

　やがて料理が行き渡ると、まずはポルアースが嬉しげな声をあげた。やはり、乳製品の甘さとエスニックな香草の組み合わせというのは、ジェノスにおいてポピュラーなものであるらしい。

　そんな中、「ぐう」と奇妙な声がした。

　お好み焼きをかじったらしいベイムの家長が、とても難しげなお顔になってしまっている。同じ料理を木匙で切り分けようと苦心しながら、フォウの家長が「どうしたのだ？」と小声で問うた。

「……べつだん、何でもない」

「ベイムの家長は、この料理が口に合ったのか」

「……そのようなことは、一言も言ってはいない」

「よいではないか。アスタの商売に反対することと、アスタの料理を美味いと感じることは、また別の話であろう？」

　ベイムの家長は、宿場町で商売をすることに反対する氏族の代表として、こういう会合に出席する身となったのである。そんなベイムの家長はぶすっとした顔で、実にすみやかにお好み焼きをたいらげてくれていた。

　その正面に座していたポルアースには、きっと両者の会話が聞こえていたのだろう。ポルアースは帽子焼きの皿を置くと、興味深そうにお好み焼きを銀の匙で切り分け始めた。

　そうして、また「美味い！」と感嘆の声をあげる。

「これは美味いぞ。さっきの汁物に劣らず美味い！　……アスタ殿、この生地はフワノではなくポイタンなのだね？」

「はい。この料理にはポイタンのほうが向いているようだったので、ポイタンを使用しました」

「すごく美味だよ！　ポイタンでこんなに美味なる料理を作れるなら、これを宿場町で売りに出せば良かったじゃないか？」

「この料理は手づかみでは食べにくいので、屋台の軽食には向かないのです。できれば宿屋のほうで使ってもらえないかなとは考えています」

　そんな風に答えてから、俺はもう少々説明をつけ加えさせていただいた。

「それに、レテンの油やママリアの酢が使えないと、この上にかかっている調味料は作製できないのですよね。宿場町で売り出す際には、その点がちょっと弱くなってしまいます」

　鰹節や青のりに加えてマヨネーズまで不在とあっては、今一つ物悲しい。もしもレテンの油やママリアの酢が手軽に扱あつかえるようになるのならば、俺も宿場町で販売することに異論はなかった。

　この料理も、ルウ家では大好評であったのだ。ポイタンの生地に具材を混ぜ込むだけであるのに、別々に焼き上げる料理とはまったく異なる美味おいしさである、と試食した人々はみんな大喜びの様子であった。ちなみにこの料理をもっとも気に入ってくれたのは、もともと焼きポイタンをこよなく愛していたサティ・レイ＝ルウだった。

「なるほど。しかし、このタウ油も何だか不思議な味わいだねえ。妙にとろりとしているし、ママリアの酢とは異なる酸味が含まれているようだ」

「それは、タラパの酸味です。煮詰めたタラパやアリアをタウ油に混ぜ込んでいるのです。とろりとした食感は、フワノの粉を加えているためですね」

「ううむ、感心した！　……どうかな、リーハイム殿？　これがポイタンを使ったアスタ殿の料理なのだよ！」

　興奮さめやらぬポルアースの呼びかけに、しかめ面をしたリーハイムが振ふり返かえる。

「ポイタンがどうとか言う前に、何もかもが文句なく美味い。ファの家のアスタとやら、これは本当にギバの肉を使った料理なのか？」

「はい。こちらの料理にはギバの胸の肉を使っています。さきほどの料理は、胸とモモの肉ですね」

「……しかしやっぱり、これがフワノではなくポイタンであるというのが、儂わしには何よりの驚きでありますな」

　と、リフレイアの隣に座した初老の男性、トルストが溜ため息いきまじりの声をあげる。

「ポイタンでこのような料理が作れるのならば、それは宿場町の民たちもフワノに見向きもしなくなるでしょう。……ジェノス侯こうよ、いったん引き受けたからには、儂もトゥラン伯はく爵しやく家けの立て直しには身命を注ぐ心づもりでありますが、しかし、このままでは一年と待たずして、伯爵家の富は底をついてしまうやもしれません」

「そこまで悲嘆に暮れる必要はないだろう。サイクレウスがあちこちで結んでいた商売の話を、一つずつ解いていけばいいだけのことだ。むやみに買いあさっていた食材の取り引きから手を引くだけで、それなりの富を確保することは可能だろう？」

「その商売を取りやめるという作業にとてつもない時間と手間がかかってしまうのです。前当主は、シムやジャガルとも莫ばく大だいな数の取り引きを結んでおりましたからな。それらをこちらの都合だけで無下にしてしまったら、トゥランのみならずジェノス自体が両王国からの信頼を失ってしまうことになるでしょう」

「だからそれには、何とか私も力を添えさせていただくよ。トゥラン伯爵家とは縁えんのなかった料理屋などに食材がゆきわたるように手配したり、何なら宿場町の店でも取り扱えるように手配すれば、届いてしまった食材を無む駄だにすることもないだろう。……これまでは、サイクレウスが食材を独占するために、そちらの流通を封じていたのだろうからね。なかなか手に入りにくかった食材を好きなだけ買えるようになるのだから、それを福音と感じる者たちのほうが多いぐらいなのかもしれないよ？」

　悠ゆう揚ようせまらず、マルスタインは果実酒で唇を湿す。

「まあ、今はそのような雑事は忘れて、彼らの料理を楽しもうじゃないか。……ファの家のアスタよ、其方そなたの料理はどれも絶品だ。その若さでこれほどの料理を作ることができようなどとは、驚きの一言に尽きてしまうね」

「……過分なお言葉をいただき恐縮であります」

　そんな言葉を返しながら、俺はリフレイアの心情を思わずにはいられなかった。サイクレウスの名前が出るたびに、俺はヒヤヒヤさせられてしまうのである。

　しかしリフレイアは、やっぱり人形のような無表情でお好み焼きをついばんでいるばかりであった。

「ファの家のアスタ、貴様の料理はまだ余っているのか？」

　と、ふいに遠くからドンダ＝ルウが呼びかけてきた。

「はい。あと十一枚ほど残っています」

「三枚よこせ。これしきの量では余計に腹が減るばかりだ」

　するとポルアースが「あ、僕も一枚お願いできるかな？」と便乗してきた。

「まだ三品目なのだから胃袋を空けておきたいところだけど、これは我慢がきかないよ！　ああ、ギバの肉がこんなに美味であるのだったら、宿場町で売られていた軽食も食べておくべきだった！　一刻も早く無法者どもは捕とらえてしまって、君の商売を再開させていただきたいものだね、アスタ殿！」

　さらにその後は森辺の民の全員とウェルハイドとリーハイムが追加を所望してくれたので、余分に用意した分も無事にさばくことができた。

　いっぽうで、ティマロのほうはマルスタインとポルアースが一杯ずつおかわりをしただけであったので、ずいぶん料理を余らせてしまったようだった。せっかくひとたびはご機嫌を取り戻もどしたティマロも、また笑顔を引きつらせ始めてしまっている。

「……食事を余らせてしまうというのは、俺おれたちの流儀ではないのだが……」

　と、フォウの家長が俺だけに聞こえるよう囁ささやきかけてくる。

「このような料理では、自分に配られた分を食べるだけで精一杯だ。何やら胸のあたりが重くなってきた。……貴族どもも同じものを食べていなければ、毒を盛られたのかと思えてしまうぐらいだぞ」

「そうですか……」

　多量の乳脂に、乾酪、カロン乳、という乳製品の波状攻撃が、森辺の民に痛つう撃げきを与あたえてしまっているのだろうか。俺も森辺の集落で晩ばん餐さんをこさえる際は気をつけよう、と胸に刻んでおくことにした。

「ティマロの料理もアスタの料理も絶品だ。次の献立も楽しみだね」

　さまざまな感情にとらわれている人々の姿を楽しげに見回しつつ、マルスタインはそのように言った。
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「こちらがわたしのご用意した野菜料理となります」

　ティマロの声とともにその料理が運ばれてくると、貴族陣営の人々がいっせいにどよめいた。台車で運ばれてきた皿の上には、巨きよ大だいなタラパがまるごとででんと載せられていたのである。

　タラパとは、カボチャのような形状と、トマトのような色合いを持つ果実だ。このタラパは特に大物で、ハロウィンのお面として頭にかぶれそうなぐらいのサイズがあった。

「このように大きなタラパも存在するのですな。いや、これは驚きました」

　トゥラン伯爵家の後見人トルストが感心したような声をあげると、そこにポルアースのいぶかしげな声がかぶさった。

「タラパという野菜は、放っておくとこれぐらいは大きく育つものなのです。ただし、大きくなればなるほど固さが増して、酸味が強くなり、そして甘みは薄れてしまうものなのですね」

「ああ、タラパはダレイムの農園でも育てられているのでしたな」

「はい。それでですね、そこまで育ったタラパにさらなる時間と手間をかけて育成し続けると、今度はしわしわに縮んでいき、酸味と甘みがぎゅっと濃縮された絶妙の味わいとなるのです。……しかし、そこまでしっかり育てると、値段は倍以上にはねあがってしまうのですね。それゆえに、宿場町や農村などでは、ほどほどに育った酸味の強いタラパが売られて、城下町では小粒で甘みの強いタラパが売られているわけですが……これぐらいの大きさに育ってしまうと、普ふ通つうは酸味が強すぎてとうてい食べられなくなってしまうはずなのです」

　思わぬ知識を披ひ露ろうさせつつ、ポルアースは興味深そうに瞳ひとみを輝かせていた。

「しかしもちろん、高名なる料理人のティマロ殿が、僕たちにそのような出来損ないのタラパを食べさせるはずはないでしょうな」

「ええ、もちろんでございます」

　メインディッシュの肉料理を目前にして、ティマロはここで失地回復の意気に燃えているようだった。その壮そう年ねん男性にしてはなよやかな指先が、タラパのへたにそっと添えられる。

「これはわたしが独自に考案した特別なタラパ料理となります。トゥラン伯爵家の晩餐以外では、初のお目見えとなりましょう」

　そうしてティマロがへたを持ち上げると、タラパの上部分が蓋のようにぱかりと取り外された。そこから現れたのは、真っ赤な野菜の煮込み料理である。

　タラパの中身をくりぬいて、そこに食材を投入し、タラパの外そと壁かべが煮に崩くずれないていどの弱火でじっくり熱を通したものなのだろう。各種の野菜と香草と、それに煮込まれた肉の香りが、ふわりと俺の鼻をくすぐってくる。

（あっちはかなりの自信作みたいだな）

　野菜を器に見立てるというのは、面白い試みだ。

　俺のほうは、これまたシンプルな献立である。

「こちらはギバの胸肉と野菜を茹でた料理です」

　名称としては、『ギバの冷しゃぶと温野菜のサラダ』とでもいったところだろうか。

　ギバはバラ肉を使用している。やわらかくなるまで茹でてから、水で洗って余分な脂を落とした、冷製のしゃぶしゃぶだ。

　野菜のほうは、ティノやネェノンやアリアをしんなりするぐらい茹であげており、さらに彩りとして、ポルアース言うところの「甘みと酸味の凝縮された小粒のタラパ」を生のまま添えさせていただいた。

　味付けは、レモンのようなシールの果汁をタウ油に絞り、スープの出汁で溶いたものを上からかけている。俺としては、ポン酢醤しよう油ゆのイメージである。

　森辺の民には、もっとたくさんの野菜を摂取してほしい。もともとは、そんな思いから考案したメニューであった。バラ肉の量はひかえめで、野菜の量はたっぷりである。試食品をこしらえた際、ルウの本家ではヴィナ＝ルウとティト・ミン婆ばあさんがこの料理を気に入ってくれていた。

「ううん、これはどちらも美味そうだねえ」

　ポルアースがうきうきとした声をあげている。ウェルハイドやリーハイムなども、どちらから手をつけたものかと思おもい悩なやんでいる様子であった。

　そんな中、森辺の民たちは静かに俺の料理を食べてくれていた。ダン＝ルティムなどが参席したほうが賑にぎやかで盛り上がるのだろうなと思う反面、ティマロの料理が口に合わなかった場合はとんでもない事態になってしまいそうだなとも思う。

「うん、これは美味だ！　どちらも美味だよ、アスタ殿にティマロ殿！」

　と、けっきょく二種の料理を行ったり来たりすることにしたらしいポルアースが、また真っ先に感想を述べてくれた。

「ティマロ殿の料理は、香草がきいているね！　カロンの、これは背中の肉かな？　肉も美味いし野菜も美味い！　そして、タラパの酸味がまた素晴らしいじゃないか！」

「お気に召しませば幸いでございます。……このように酸味の強いタラパは、普通でしたら使い道はないのですが、こうして食材を包み込む器として使用すれば、そこからにじみ出る酸味がまたとない味わいを生み出だしてくれるのです」

「なるほどなるほど。しかし、この中で使われているほうのタラパは、ほどよく育ったタラパであるようだね？」

「はい。そうした二種類のタラパの割合が、一番の考えどころでありました」

「それでは、くりぬいたタラパの中身は処分してしまっているのだね。それはなかなか贅ぜい沢たくな使い方だ」

　その言葉に、フォウの家長がぴくりと眉まゆ根ねを寄せた。

　その目が、陶磁の皿に取り分けられた真っ赤な煮付け料理をじっとにらみつける。どうしたのですか、と俺が問おうとしたとき、ベイムの家長をはさんで隣となりにいたガズラン＝ルティムがひさかたぶりに発言をした。

「これは美味ですね。いささか香草の香りが強くも感じられますが、とても豊かな味わいだと思います」

　おそらくそれは、森辺陣営からティマロへと向けられた初めての賛辞であった。

　これでいよいよティマロの意気もあがるかと思えたが――ティマロはすました顔で「恐縮です」と応じるばかりであった。

（……もしかしたら、森辺の民からの評価なんて、どうでもいいと思ってるのか？）

　だとしたら、それはずいぶんな心得違ちがいであるように思えてならなかったが、彼かれの自尊心のためには、そのほうが幸福であるのかもしれなかった。

　これは、親善の晩餐会である。ガズラン＝ルティムやダリ＝サウティであれば、相手側の料理を賞賛することが良縁の架かけ橋はしとなる、というぐらいのことは理解しているだろう。だが、森辺の民は虚きよ言げんを悪徳とする意識が強い。心にもないお世辞を口にするという機能は、彼らに備わっていないのだ。だからこそ、彼らはここまで頑かたくなに沈ちん黙もくを保ってきたのだろうと思う。

（そんなガズラン＝ルティムが美味だと言い出したんだから、それはきっと本心からそう言ってるんだ。俺だったら、胸が詰まるぐらい嬉うれしいけどなあ）

　まあ、森辺の民の気質を知らないティマロには、そんな感かん慨がいも無む縁えんなのだろう。ちらりとガズラン＝ルティムのほうをうかがうと、とても温かい微笑みを返された。

「アスタの料理も、もちろん美味ですよ」

　内心を見透かされた気がして、俺は気き恥はずかしくなってしまう。

　森辺のみんなが俺の料理を気に入ってくれているということは、その食べっぷりから十分に察することができた。しかし、もともと多くを語らないドンダ＝ルウやグラフ＝ザザはもちろん、ガズラン＝ルティムもダリ＝サウティも俺の料理ばかりを賞賛するのはバツが悪いと感じ始め、よけい言葉少なになっていたところなのだろう。

「うん、アスタ殿の料理もとても美味だね！　ずいぶん簡単そうな料理であるのに、味付けが素晴らしい。それにやっぱりギバ肉が美味い！　これは今から主菜が待ち遠しいね」

　見ると、ポルアースはもうどちらの皿もほとんど完食しかけていた。

　となると、いよいよメインディッシュの準備である。

「それでは、少々お待ちくださいませ」

　ティマロが小こ姓しようたちとともに出ていってしまったので、俺も慌ててそちらに向かう。主菜の肉料理だけは、料理長が自ら最後の仕上げをする取り決めになっていたのだ。

　ティマロはまるで俺に話しかけられるのを避さけたいかのごとく、あっという間に回かい廊ろうの果てへと歩み去ってしまった。

「貴族たちに敵意は感じないが、あの料理人めは一人で敵対心を燃やしてしまっているようだな」

　歩きながら、アイ＝ファがそっと口を寄せてくる。案内役の小姓たちの手前、俺もあんまり迂う闊かつなことは言えなかった。

「ああ、アスタ。おこのみやきの仕上がりに問題はありませんでしたか？」

　厨くりやに戻ると、まず真っ先にレイナ＝ルウが駆け寄ってきた。青い瞳に、不安と期待の光が交こう錯さくしている。

「ばっちりだったよ」と答えると、その顔には花のような笑えみが広がった。

「それなら良かったです。では、ついに肉料理ですね」

「うん。各自、よろしくお願いします」

　俺とレイナ＝ルウとシーラ＝ルウで手分けをして、各自のかまどに火を灯す。少し離はなれた場所で、リミ＝ルウは「がんばれー！」と応援してくれた。

「晩ばん餐さん会かいのほうは、いかがですか？」

「うーん、やっぱり端々で気まずい空気が流れたりもしてしまうね。ドンダ＝ルウたちも、もともと晩餐で無駄口を叩く習慣はないわけだし」

　透明に溶けていくラードの様子を見守りつつ、俺は肩をすくめてみせる。

「だけどまあ、俺の料理もそれなりに好評であるようだし、残りふた品できっちり締しめくくってくるよ」

　とにかく今日は、波乱なく終えることができれば及きゆう第だい点であろう。マルスタインは、愛あい想そがよすぎるためにかえって内心をつかみにくいが、ポルアース、ウェルハイド、トルスト、リーハイムといった面々には、ギバの料理を気に入ってもらえたという実感を持つことができている。あとはメインディッシュとデザートで落胆されないよう祈るばかりである。

「よし。それじゃあ行ってくるよ」

　仕上がった料理を皿に盛り付けて、勇ゆう躍やく、食堂へと向かう。泣いても笑っても、晩餐会の終わりはもう目前だ。

　食堂では、すでにティマロが待機していた。俺が所定の位置につくのを待ち、ティマロは料理の蓋ふたを取り払う。

「カロンの蒸し焼き料理でございます」

　おお、っと貴族側の人々がまたどよめいた。

　これまでで一番大きな皿の上に、巨大な肉にく塊かいがどっしりと横たえられていたのである。

　長さは六十センチ、幅は三十センチ、厚みは十五センチばかりもあっただろう。片方の端がやや小さく薄くすぼまっており、小ぶりな四足獣じゆうの胴体の半身を丸ごと使用しているようである。

　表面を焼いたりはしていないらしく、象ぞう牙げ色いろに蒸された表面にオレンジがかったソースがまんべんなく掛けられている。その周囲には、しおしおにしぼんだ小粒のタラパや、チャッチや、ネェノンや、それから名も知れぬ数々の野菜と数々の香こう草そうが敷しきつめられており、外観の豪ごう奢しやさはなかなかにとてつもなかった。

「こちらは、子供のカロンの胴体の半身を使用しております。まずは外側の背中の肉から召し上がっていただきましょう」

　ティマロが手ずから巨大な肉切り刀を取り上げる。肉塊は、何の抵抗もなくその刃はを受け入れ、豆腐かバターのようにすみやかに切り分けられていった。

　断面から覗のぞく肉は濃こい桃色をしており、何やらねっとりとした光沢を放っている。肉のほうは、そんなに水分も抜けていないのだろうか。とにかく、美味そうな肉だった。

「こちらは、ギバの背中の肉をチャッチの粉で包み、ギバの脂で揚げた料理です」

　こちらも負けてはいられない。俺はまず、千切りにしたティノとアリアとネェノンの生サラダを取り分けてから、シールの実とレテンの油をベースに作製したドレッシングをかけ、そこに『ギバの竜たつ田た揚あげ』を配置させた。

　この料理も、ドンダ＝ルウ以外は初のお目見えである。けっきょく使用する部位はロースに定め、やや厚みのある形で、ふた口ぐらいで食べられるサイズに仕上げることにした。数ある肉料理の中からこの献立をチョイスした、俺の判断にどのような評価が下されるのか――ティマロの献立とは関係なく、俺にとってもこれは勝負のひと時であった。

　小姓たちの手によって、俺とティマロの料理が配膳されていく。それが完かん了りようするまで、人々はお行ぎよう儀ぎよく不動の姿勢を保っていた。

「ああ、これはまた、どちらから食べるべきか迷ってしまうなあ。アスタ殿の作ったキミュスの揚げ物料理はまたとない絶品であったものねえ」

　ポルアースは、切り分け用の小さな刀と二ふた股またの鉄てつ串ぐしを手に、二つの料理を見比べた。

　同じように鉄串を取ったダリ＝サウティが、「これは……」とわずかに眉をひそめる。

「この肉は生焼けであるようだが。これで食べてしまってもかまわないのだろうか？」

「ええ。十分な熱は入れておりますし、そもそも新鮮なカロンの肉はまったく火を通さずとも食することができるのです。どうぞご安心してお召し上がりください」

　妙みようにぬめぬめと光ってはいるが、外観的にはローストビーフそのものである。こういうダイレクトな肉料理であるならば、森辺の民たみの好みにも合がつ致ちするのではないだろうか。

（そういえば、ドンダ＝ルウはローストしたギバ肉も好物だったんだよな）

　これはティマロとの味比べではない。しかし、もしもドンダ＝ルウが、ティマロの料理のほうが美味い、という判決を下してしまったら――俺は内心で、けっこうな大打撃を受けてしまうかもしれない。この段に至って、俺は初めて動どう悸きが速くなっていくのを感じることになってしまった。

「では、いただこうか」

　マルスタインが、まずはカロンの肉に鉄串を刺す。

　二、三センチの厚みはあろうかという、ボリュームたっぷりの肉塊である。それを刀の腹で支えつつ、オレンジ色のソースをこぼさぬよう慎重に口もとへと運んでいき――そうしてマルスタインは、満足そうに目を細めた。

「これは……驚くべきやわらかさだ。まるで口の中で溶けていくかのようではないか」

　焼くのではなく蒸した料理でも、そこまでやわらかく仕上げることができるのか。ちょっと息を呑のむ俺の対面で、ティマロは優ゆう雅がに一礼する。

「特に質のよいカロンの子供を選んでおりますし、下ごしらえにも十分に手間と時間をかけることができました。あとは火加減さえ気をつければ、歯のない人間でも食せるほどのやわらかさを生み出すことが可能なのです」

「ふむ。それでもここまでの料理を作りあげることのできる料理人は、ジェノスでも何人とはいまい。いずれ其方には、ジェノス城の厨も預かってもらいたいものだな」

「斯か様ようなお言葉をいただき、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　勝かち誇ほこったように、ティマロが俺を見る。

　ポルアースやトルストたちも、同じようにカロンの料理を口にして驚嘆の声をあげていた。

　そして、森辺の民たちである。ここ何品かではずいぶん静かになっていたダリ＝サウティが、「ううむ」と、こらえかねたようにうなった。

「アスタよ、どうしてこの場でぎばかつを作らなかったのかと、俺は不思議に思っていたのだが……お前の腕うで前まえは、凄すさまじいな。まさかぎばかつにも劣らぬ料理を隠かくし持っていたなどとは、俺は夢にも思っていなかったぞ」

「はい、お気に召していただけましたか？」

「ああ。いい加減に腹は膨れていたのに、これではいくらでも食べてしまえそうだ」

　柔にゆう和わな笑みを浮うかべるダリ＝サウティのかたわらで、ガズラン＝ルティムも「そうですね」と声をあげる。

「このような料理を口にしたと話したら、また父ダンに文句を言われてしまいそうです。アスタ、近い内にまたルティムのかまどを預かっていただくわけにはいきませんか？」

「ええ、喜んで」

　あまり大げさには騒さわがない二人の言葉が、俺の胸には深くしみいった。

　それ以外の森辺の四名は、みんな無言のままなれど、かなりの勢いで俺の料理をたいらげてくれている。

　どうやら、貴族陣営は全員ティマロの料理から、森辺陣営は全員俺の料理から手をつけたらしい。ひかえめに盛られた最初の分はあっという間に皿から消え失せて、いよいよ次のステップである。

　貴族の人々はその大半が期待に満ちた顔つきで、森辺の民たちは総じて感情の薄うすい面おも持もちで、それぞれ相手側の皿を取った。貴族の人々がギバ肉を、森辺の人々がカロン肉を、それぞれ口に運んでいく。その光景を見守りながら、俺は小さからぬ緊張感を抱かかえ込むことになった。

　これまでに使用してきたのは、薄切りにした肉か、あるいは挽き肉だ。お好み焼きでも冷しゃぶサラダでも、あまりギバ肉の主張が強くなりすぎないよう分量には気をつけてきた。

　よって、これこそが、正真正しよう銘めいのギバ料理である。これを不出来と称されたら、ギバ料理そのものを否定されてしまうようなものだった。

　息を詰つめて見守る俺の耳に、「おお――」という驚きの声が飛び込んでくる。

　視線を傾けると、ポルアースが丸っこい顔にえもいわれぬ歓喜の表情を浮かべて、俺を見つめていた。

「美味い！　これは美味いよ！　アスタ殿どの、君の腕前は――」

　と、そこで咀そ嚼しやくに戻ってしまう。

　それでも俺は、安あん堵どの息をつくことができた。賞賛の言葉を述べる時間も惜おしむように、俺の料理を味わってくれている。それだけで、俺にはもう十分だった。

「これは、驚かされましたな……ファの家のアスタ殿、其方は海の外より来たりし民と聞いているが……其方はいったい、どのような来歴を持つ御ご仁じんなのですかな？」

　時間をかけて一口分の竜田揚げを呑み下した後、そのように問うてきたのはトルストだった。

「自分は日本という島国の、小さな料理屋の息子むすこです。幼少の頃から父親に料理の手ほどきを受けていました」

「それは、真実なのですかな？　もしや、竜りゆう神じんの国の宮廷料理人か何かだったのでは――？」

「滅めつ相そうもありません！　そのように大層な身では決してありませんよ」

「ふうむ。しかし、その若さでティマロ殿に並び立つような腕前を備えているとは、尋じん常じような話ではありませんぞ」

　当然のこと、ティマロの頬ほおがぴくりと痙けい攣れんした。

　それを横目で眺めながら、リーハイムがちょっと人の悪い笑みを浮かべる。

「トルスト殿、並び立つとまで評するのは言葉が過ぎるのではないのかな。思うに、このアスタとやらは異国の作法にて料理を作りあげているために、その物珍しさから、我々も幻げん惑わくされているのだろうさ」

「ほう。リーハイム殿は、そこまで感かん銘めいを受けてはおらぬと？」

「いや。きっちり幻惑されているよ。はっきり言ってしまえば、アスタとやらの料理のほうが格段に美味いとさえ感じられてしまうぐらいだ」

　どうやらこの若君は、あんまり真まっ直すぐな気き性しようをしていないらしい。さらにリーハイムが軽口を続けようとすると、それを断ち切るように発言する者があった。

「しかし、この肉料理は文句なく美味である。その一点には、何の間ま違ちがいも疑いもなかろう」

　何とそれは、貴族陣営で頑なに沈黙を守り続けていた、メルフリードの声であった。リーハイムはぎょっとしたように口をつぐみ、マルスタインは「ほう」と微び笑しようする。

「これは驚いた。何を食べても眉筋一つ動かさないお主がそのような言葉を口にするとはな。お主が料理の感想などを述べるのは初めてのことではないか、メルフリードよ？」

「……料理の味の善よし悪あしなど、私にとってはどうでもよいことです」

　ガラス玉のように冷たい目つきで、メルフリードはそう言った。

「ただ、どうでもよくても善し悪しはわかります。この料理は、美味でしょう」

「ああ、美味だ。ティマロの料理も絶品であったが、味比べなどをしたらどちらに軍配を上げるべきか迷ってしまうところであったな」

　この言葉に、ティマロは今度こそ愕がく然ぜんと立ちすくんだ。顔から血の気が引いていき、細い肩がわなわなと震ふるえ始める。おそらくはそれに気づきながらも、マルスタインは陽気な声をあげた。

「さあ、もっと我々の舌を楽しませていただこうか。アスタ、ティマロ、残った料理を全員に取り分けてもらえるかな？」

「了りよう解かいいたしました」

　どちらの料理も、まだ半分がたは残っている。これなら全員に行き渡らせることも可能だろう。しかし、そこでドンダ＝ルウが、重々しい声こわ音ねでひさびさに発言した。

「ジェノス領主マルスタインよ。心づかいはありがたいが、俺はもうそちらの料理は遠えん慮りよさせていただきたい」

　マルスタインは「おや」とそちらを振り返る。

「ドンダ＝ルウ殿は、このカロンの料理がお気に召めさなかったのであろうかな？」

「ああ。もうひと切れ食べるのがジェノスの作法だというのならば是非もないが、そうでないなら、遠慮させてもらおう」

　すると、三名の人々がそれに同意を示してきた。グラフ＝ザザと、ベイムの家長と、フォウの家長である。ティマロはまだいくぶん青い顔をしつつ、知ったことかとばかりに肉を切り分けている。

「ほほう。六名中の四名までもが、お口に合わなかったというのか。……ぶしつけだが、いったいこの料理のどこに不満があったのか、お聞かせ願えないものだろうか？」

「……俺はただ、汁しる物ものでもないのにぐちゃぐちゃとした肉を食べるのが好かないだけだ」

　面めん倒どうくさげに、ドンダ＝ルウは言い捨てる。

「べつだんそれは、誰だれが作ろうとも変わりのないことだ。初めてファの家のアスタにかまど番をまかせたときも、俺はその料理を毒であるとしか思えなかった」

「なるほど。やわらかい肉を好まないのであれば、それはしかたのないことであるな。……では、そちらの皆みなも同じ理由であるのかな？」

「肉の固さなどは関係ない。しかし、この肉を食べると、胸が悪くなる」

　ドンダ＝ルウ以上に不ふ機き嫌げんそうな声音で、グラフ＝ザザがそう評した。ベイムの家長も、仏ぶつ頂ちよう面づらで大きくうなずいている。

「俺も、グラフ＝ザザと同じ気持ちだ。今までの料理でも、何か嫌なものを感じることが多かった。胸から腹のあたりにかけてが、何か熱く疼うずいてくるようなのだ」

「ふむ。何か身体からだに合わない食材でもあったのであろうかな。……貴き殿でんは、どちらの理由かな？」

　笑いを含ふくんだマルスタインの目に見つめられて、フォウの家長はゆっくりと首を横に振った。

「そのどちらでもない。ただ、煮汁も野菜もポイタンもないままに肉ばかりを食べるのに、いささかうんざりしただけだ」

　そして、その目が意外な鋭さでもってティマロを見る。

「城下町の料理人よ。その皿にはそれだけたくさんの野菜が並べられているのに、それを配らないのは、何故なぜだ？」

　まだマルスタインの評価から立ち直っていないらしいティマロが、うろんげにフォウの家長を見返す。

「これはカロンの肉に旨うまみと風味をもたらすための野菜と香草であるのです。彩りを添えるために盛りつけておりますが、言ってみれば抜ぬけ殻がらのようなものでありますため、食べるには値しません」

「やはりそうか。……ならば、なおさらそのような料理を食べる気はしない。食べたい人間だけで食べればいい」

　そのように言ってから、フォウの家長は力なく目を伏せた。

「言葉が過ぎたな。礼を失していたなら、謝罪する」

「謝罪には及ばないよ。しかし、どうしてそのように思ったのかを聞かせていただけるとありがたいのだが」

　マルスタインの目が、いよいよ興味深そうに細められている。そちらを見ようとはしないまま、フォウの家長はまた首を振った。

「取るに足らない話だ。このような場で口にするべき言葉とも思えない」

「いや、これは胸きよう襟きんを開いて理解を深めるための場なのだよ。我々は、あまりにもかけ離れた生活に身を置いているのだから、時には流りゆう儀ぎが異なってしまうこともあるだろう。そういったことも、誤解を恐れずに打ち明けていくのが肝かん要ようなのではないだろうか？」

　フォウの家長は、しばらく卓たくの上をにらみつけてから、言った。

「俺はただ……美味い料理を作るという目的のために、食料を無駄にするようなやり口が気に食わないだけだ。そのような料理は、どんなに美味くても食べる気はしない」

「ほう。蒸し焼きのために旨みを搾しぼり取った野菜を捨てるという行こう為いが、意に添わないということか。……ティマロよ、バードゥ＝フォウ殿はこのように申し述べられているが、其方はどのように考えているのかな？」

　マルスタインの口から、俺も知らなかったフォウの家長のフルネームが飛び出して、俺は相当驚おどろかされることになった。取り分けた肉を小姓らに託たくしつつ、ティマロは苦々しげに首を振る。

「流儀が異なるという一言に尽きるのでしょうな。この料理に限らず、出汁だしを取るためには多量の食材が必要となるのです。そうして旨みを抜かれた食材などは、捨ててしまう他ありません」

「ふむ。それではアスタはどのように考えているのであろうか？　其方とて、もとは異国の料理人であったのであろう？」

「自分は……そうですね。森辺に住みついてからは、なるべく食材を無駄にはしないように心がけてきました。それが森辺の習わしであるということは、すぐに知ることができましたので」

　たとえば、デンプンを抽ちゆう出しゆつするために絞ったチャッチなども、炒いためたり茹でたりして、他の料理に流用していた。ボソボソとして味気ない代物になってしまったチャッチの搾りかすでも、何かしらの調理法はあるものだ。

　アイ＝ファが生命いのちをかけて狩かったギバの角と牙きばで得た食材を、一片たりとも無駄にすることはできない――アイ＝ファとの生活が始まって、最初の数日で何食分かのポイタンを無駄にして以来、それが俺の胸に叩たたき込まれた教えであったのだ。自分で銅貨を稼かせげるようになった現在も、根っこの部分では何も変わっていなかった。

「なるほどな。確かに城下町と森辺では、そういった流儀も異なってくるのであろう」

　そんなマルスタインの言葉を最後に、食堂には少なからず気詰まりな沈黙が落ちた。

　そんな中、取り分けられた肉は着々と減じていき、小姓たちは扉とびらの外に消えていく。メインディッシュを終えて、ついにフィナーレのデザートである。

「リフレイア姫ひめよ。其方はたしか、通常の料理よりも甘あまい菓子を好む性分であったな」

　と、マルスタインがはっきり初めてリフレイアを見つめながら、言った。

　リフレイアは虚こ空くうを見つめたまま、「ええ」とうなずく。

「その其方がファの家のアスタに並々ならぬ執着を抱いだいたということは、きっとアスタは菓子作りにも精通している、ということなのであろうな」

　ごく何気ない口調であるが、それはリフレイアの過去の罪に触れる、非常に剣けん呑のんな話題であった。グラフ＝ザザは底光りする目でリフレイアをにらみつけ、ダリ＝サウティもいくぶん眉をひそめている。

　しかしリフレイアは、やっぱり「ええ」と静かに答えるばかりである。

「菓子作りには、通常の料理とはまた異なる技術や知識が必要なのだと伝え聞いている。アスタよ、其方は本当に、その若さに似合わぬ器量を有しているのだな」

「いえ。正直に申しますと、菓子作りにはまったく精通していないのです。先日も本日も、漠ばく然ぜんとした記き憶おくだけを頼りに、おっかなびっくり作りあげる他ありませんでした」

「ほう。そうであるにも拘かかわらず、リフレイア姫を満足させることのできるような菓子を作りあげることができたというのならば、それはそれで一いつ驚きように値するな」

　そうしてリフレイアに気に入られてしまったからこそ、俺は幽ゆう閉へいされ続けることになったのだから、何ともコメントのしにくいところである。なおかつ、一言つけ加えておきたいこともあった。

「ですが今日は、リフレイア様にお出しした菓子とは趣おもむきの異なる献立を準備してしまいました。皆みな様さまのお気に召せばいいのですが……」

「別にトゥラン伯爵家の家臣でもないアスタがわたしなどに敬称をつける必要はないわ」

　ほんの一いつ瞬しゆん――本当に一瞬だけ、彼かの女じよらしい傲ごう慢まんさを鳶とび色いろの瞳に閃ひらめかせつつ、リフレイアはそう言った。

「そもそもあなたにきちんと名前を呼ばれた覚えもないのだけれど、できればわたしのことはリフレイアと呼んでほしいものね、アスタ」

「……大変失礼いたしました、リフレイア」

　俺がそのように答えたとき、小姓たちが戻ってきた。

「お待たせいたしました。こちらはミンミを使ったフワノの焼き菓子となります」

　だんだんと疲ひ弊へいのにじんできた声で言いながら、ティマロが銀色のクロッシュを開け放つ。その下から現れたのは、大きな正方形をしたパンケーキのような焼き菓子であった。

　何だかしっとりとした質感をしており、ところどころからピンク色をしたミンミの実――俺もリフレイアのために使用したことのある、桃のごとき果実の欠片かけらが顔を覗のぞかせている。ティマロがその菓子を切り分けていくと、いかにも甘そうな香かおりが室内を満たしていった。

（何だか不思議な香りだな。フワノの生地の焼けた香りと、ミンミと、パナムの蜜みつと……それ以外にも、俺の知らない食材を使っていそうだ）

　そんな風に考えながら、俺もクロッシュのごとき銀色の蓋を取り除いた。

「こちらの菓子は――ええと、チャッチを使った『チャッチ餅もち』という菓子になります」

「チャッチ？　チャッチを使って菓子など作れるのかい？」

　仰ぎよう天てんしたように、ポルアースが大きな声をあげる。結果的に、奇をてらう格好になってしまったかなと思いつつ、俺は「はい」とうなずいてみせた。

　俺が準備したのは、片栗粉のごときチャッチ粉を使用して作製した、『チャッチ餅』であった。チャッチ粉を、ジャガルの砂糖と一いつ緒しよに水で煮て、透明に固まり始めたら、なるべく冷たい水にそれをぶちこんで一気に凝ぎよう固こさせ、適当な大きさに切り分ける。わらび餅の簡易版のようなものである。

　味付けは、やはりチャッチ粉と砂糖と、それにタウ油を使ったみたらしの餡あん掛かけだ。どちらも砂糖はひかえめで、ぷるぷるぷちぷちとした食感が眼目の菓子である。これは、菓子作りを得意にしていた玲れい奈なではなく、幼い頃に母親が作ってくれていた菓子のレシピを参考にしていた。

「うわ、トトスの卵みたいに透明だ！　これが本当にチャッチなのかい？　あのチャッチをどのようにいじくり回したって、このような形にはならないだろうと思えてしまうのだが……」

「チャッチの汁を搾り取って、それを乾かわかした粉を使用しています。そうして精製されたチャッチの粉は、フワノの粉と同じように扱あつかえるのですよ。焼き菓子に使うこともできるのですが、本日はこの献立を採用しました」

『ギバの竜田揚げ』を主菜と決めて、『タウ油仕立てのギバ・スープ』もまあ当確だろう、という段になると、それならば和風の献立で統一するべきなのかなと思い至った俺であった。こんなこだわりは、この世界の人々にとって何の意味もなさないのであろうが、お好み焼き、冷しゃぶサラダ、竜田揚げ、ときて、ドーナツやホットケーキを締めくくりとする気持ちにはどうしてもなれなかったのである。

　それにまた、森辺の狩人たちが甘い菓子などを求めるイメージも持てなかったので、それならば、せめて食感で楽しませることはできないだろうかと考えた面もある。そして、これは本当に俺の勝手なイメージの押し付けであるのだが――ドンダ＝ルウやグラフ＝ザザなどといった強面こわもての狩人たちには、西洋風の菓子よりも和風の菓子のほうが似合う、という思いもあった。

「うむ、これは――実に不思議な味わいだ」

　真っ先に俺の準備した菓子、『みたらし餡掛けのチャッチ餅』を食べてくれたマルスタインは、実に愉ゆ快かいそうな声をあげた。

「アスタの作る料理はどれも不思議な作法で作られていたが、この菓子はその中でも群を抜ぬいているようだな。これぞまさしく異国の味わい、異国の料理と評することができよう」

　異国ではなく異世界なのですけどねと考えつつ、俺は「恐縮です」と頭を下げてみせる。

　そんな中、ベイムの家長が「何だこの料理は」と目を白黒させていた。

「これがチャッチで作られているのか？　これは何だか――いや、何にもたとえようのない味だな」

「はい。そもそも森辺や宿場町には、砂糖というもの自体が存在しないのですよね。それゆえに、森辺の民には菓子を食べるという習慣どころか、そのような食べ物がこの世に存在するという知識もなかったと思います。ですから、こればかりはお気に召すかどうか、まったく自信が持てなかったのですが……如何いかがでありましょう？」

「ふうむ……」

「自分の生まれ故郷では、特に子供や女性などが、甘い菓子というものを好んでいたのですよね」

　森辺では、砂糖を使用しない試作品しかこしらえることはできなかった。それでもリミ＝ルウなどは、この食感をとても面白がってくれていたのだが、本日、初めて『チャッチ餅』の完成品を口にすると、感動のあまり、ひっくり返りそうになってしまっていたのだった。

　だからやっぱりこの世界でも、甘い菓子というものは女性や子供に好まれるのかもしれない。俺おれがそんな風に考えていると、ベイムの家長が不機嫌そうに唇くちびるをとがらせてしまった。

「……これは、女衆や幼子が好む料理なのか？」

「ええ、まあ、自分の故郷ではそうでした。もちろん、男性やご老人でも甘い菓子を好む人間は少なくなかったと思いますが」

「……だったら、男衆が好んでも恥はじとはならないのだな？」

「恥？　ええ、恥となるようなことは決してありません」

「……そうか」とベイムの家長は木皿に残っていた分を口の中にかき込んだ。静かに自分の分を食していたフォウの家長――バードゥ＝フォウが、ふっとそちらを振ふり返かえる。

「ああ、ベイムの家長はこの料理も気に入ったのか」

「……そのようなことは、一言たりとも口にはしていない」

　バードゥ＝フォウは、とても優しげな感じに口もとをほころばせていた。それとベイムの家長の仏頂面を見比べていると、俺のほうまで何やら温かい気持ちになってきてしまった。

　その間に、貴族陣営でも俺の料理がしきりに取とり沙ざ汰たされている。「これは不思議だ」「面めん妖ような味だ」と、とにかく驚きがまさっているご様子である。

　そして――それらの賑やかな人々をぴたりと黙だまらせるような出来事が勃ぼつ発ぱつした。グラフ＝ザザが、「ジェノスの領主よ……」と、苦く渋じゆうに満ちた声を振り絞ったのである。

「我々との縁えんを結びなおしたいと述べるジェノス領主の言葉に、俺は大きな疑いを持ってはいないし、それが正しき道なのだという思いもある。その上で、一つだけ了りよう承しようしてもらいたい儀があるのだが……」

「何であろうかな、グラフ＝ザザ殿？　私とて、貴殿らの誠心にはいかほどの疑念も抱いてはおらぬよ」

「ならば、了承してもらえるだろうか。俺はこの料理を、これ以上食べることはできそうにない」

　底ごもる声で言いながら、グラフ＝ザザは綺き麗れいな渦うず巻まき模様を焼きつけられた陶磁の皿を自分から遠ざけた。その上に載せられたのは、一口分だけかじられた、ティマロの焼き菓子である。

「この料理は、今までのどの料理よりも胸が悪くなる。食べた分が、生き物のように胃袋の中で蠢うごめいているかのようだ。まるで、毒虫でも飲み込んでしまったかのようにな」

「ふむ。この焼き菓子にはパナムの蜜がふんだんに使われているようだ。その甘さが、グラフ＝ザザ殿にはいささか強すぎたのであろうかな」

　悠ゆう揚ようせまらず述べながら、マルスタインはやおら腰こしを浮かせて、グラフ＝ザザの皿を自分の手もとに引き寄せた。そして、優雅な手つきでそれを切り分けると、何のためらいもなく自分の口へと放り込む。

「ご覧の通り、決して毒となるものは使われていない。ただグラフ＝ザザ殿にとっては非常に苦手な味付けであったのだろう。……そして、我々の間で食事を残すということはべつだん非礼にも値しないので、何も気に病む必要はないのだよ、グラフ＝ザザ殿」

「……晩ばん餐さんを残して食料を無む駄だにすることは、森辺においては罪とされている」

「ならばその罪は、私が肩かた代がわりして贖あがなってみせよう」

　言うなり、マルスタインはさらに手と口を動かして、グラフ＝ザザの残した焼き菓子をすみやかに完食してしまった。

　家族でもない人間が同じ料理を口にするのはつつしむべき、とレイナ＝ルウなどは言っていたが、もちろんグラフ＝ザザがそれに文句を言い立てることはなかった。

「さて。あらかた料理は片付いたようだね。私にとっては、実に有意義な晩餐会であった。諸しよ君くんらにとってもそうであったと願うばかりだ」

　口くち髭ひげについたパナムの蜜をナプキンのような白い布でぬぐいながら、マルスタインはそう言った。

「この晩餐会を彩ってくれたティマロとファの家のアスタには、特に厚く礼の言葉を申し述べさせていただきたい。両者の料理は、ともに素晴らしいものであった。ジェノス城にも誇るべき料理番は数多く存在するが、両者の腕前はそれにもまったく引けを取ってはいなかったように思う」

「ありがとうございます」

　俺とティマロは、同時に頭を下げる。

　それを見比べたマルスタインは、最終的にティマロのもとに視線を定めた。

「ティマロよ、其方そなたの料理は格別であった。少なくとも、ジェノスの城下町に身を置く人間で、其方の腕前に疑念を呈ていする者は存在しないであろう。森辺の客人から賛辞をいただけなかったのは、環境や生活の差異からくるものなのであろうから、何も恥ずることはない」

「は――」

「ただし、其方に森辺の客人をもてなそうという心情があったのならば、また違った結果になっていたのだろうとも思う。ファの家のアスタには、森辺の同どう胞ほうと我々の双そう方ほうに料理を楽しんでもらいたいという心意気が垣かい間ま見みえたが、其方には、そういった気き概がいを感ずることができなかった」

「…………」

「其方はジェノスでも屈指の料理人である。重ねて言うが、その一点において疑いはない。いずれ其方には、ジェノス城の宴うたげを任せてみたいものだとも考えている」

　そうしてマルスタインは、明るく力強い声で、言った。

「しかし、この晩餐会の厨をまかせるには不相応な料理人であった。其方は何も恥じ入る必要はないが、其方の希望を聞き入れて料理番に任じてしまったこの私は、己おのれの不明を大いに恥じ入るべきなのだろう。……では、追って報ほう酬しゆうの銅貨を取らせるので、この場は下がっていただこうか」

　そんな辛しん辣らつなるマルスタインの言葉によって、晩餐会は終しゆう焉えんを遂げた。
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「おいしー！　やっぱりアスタのたつたあげは最高だね！」

　鉄串に刺した竜田揚げを手に、リミ＝ルウがはしゃいだ声をあげている。

　晩餐会から半刻ののち、厨の隣の小さな一室においてのことである。

　族長と貴族らは、そのまま食堂に居残って会談を続けている。料理番としての任を終えた俺たちは、ようやく護衛役の狩人らとともに遅めの晩餐を食することがかなったのだった。

「わたしはこの野菜の料理もとても好みです。茹ゆでた肉を水で冷まして食するというのは、とても新鮮な味わいですね」

「うん、わたしもそう思う。でもきっと、これが美味しいのはこのシールの実を使った汁の効果も大きいのでしょうね。ただ茹でただけの肉と野菜では物足りないもの」

　シーラ＝ルウもレイナ＝ルウも、大役をやりとげたという達成感からか、いつも以上に明るい笑え顔がおとなっていた。

　卓の上には、族長らに供した料理がすべて残らず載せられている。森辺の民としては、やっぱりこうしてさまざまな料理をいっぺんに楽しむほうが気風に合っているのである。

「あー、そんなにたつたあげばっかり食べないでよ！　リミだってもっと食べたいんだから！」

「うるせーなー。まだ山ほど残ってんじゃねーか。食いすぎるとミダみたいにまん丸になっちまうぞ？」

「そんなに食べないもん！　ちびルドのばか！」

　護衛役の面々も、全員がこの場に顔をそろえている。この部屋は内側からかんぬきをかけることが可能であったので、彼らもひとときの休息を得ることがかなったのである。

　森辺の民の若い男女が、座すわりなれない椅い子すに座り、卓を囲んで食事をとっている。なかなか物珍しく、かつ心の温まる情景だ。

　そんな中、レイナ＝ルウと料理談義をしながら食事を進めていたシーラ＝ルウは、会話の切れ間にお好み焼きへと手をのばし、それを載せた皿をおずおずとダルム＝ルウのほうに差し出だした。

「ああ」とぶっきらぼうに応じつつ、ダルム＝ルウはその皿のお好み焼きにかじりついた。その横顔を見つめるシーラ＝ルウの表情は、幸福そうでもあり、切なげでもあった。

「……どうでもいいけどよ、そっちの料理はずいぶんな分量だな」

　と、ひかえめかつ不機嫌そうな声で言う者があった。

　この場における珍客の一人、ロイである。今ごろはティマロらも別室で晩餐をとっているはずであるのだが、彼だけは俺たちに同席を求めてきたのだった。

「あんな葬そう式しきみたいな場で食べても味がわからなそうだったからな」

　などと、ロイは言っていた。食事を進めながら、ちらちらレイナ＝ルウのほうに視線を飛ばしていることは、まあ不問にしておこうかと思う。

「ティマロたちに半分渡して、まだこの量かよ。そんなんで、こっちの料理まで食べる余地はあるのか？」

「渡したのは、かまど番の分の半分だけですからね。森辺の男衆ってのはとにかくよく食べるから、これぐらいの量は必要になってしまうんですよ」

「それは見てればわかるけどよ……あと、そっちのおかしな顔をしたやつはいったい何なんだよ？」

　と、後半部分は声をひそめて問うてくる。

　その視線の先にはもう一人の珍客、カミュア＝ヨシュの姿があった。カミュア＝ヨシュは泣きそうな顔になりながら、森辺の狩人らにも負けない勢いでギバの肉を喰くらっている。

　あまりにひさしぶりのことすぎて完全に失念してしまっていたが、カミュア＝ヨシュは感かん極きわまると死神のように不吉な無表情になるか、あるいはこのように泣きだしそうな顔になってしまうというわけのわからない習性を有していたのである。

「もういいかげんアスタの料理に驚かされることもなくなったと思っていたのに、こいつはどれも美味すぎるよ」

　などと言いながら、カミュア＝ヨシュはずるずるとギバ・スープをすすっていた。

　同胞以外には閉へい鎖さ的な森辺の民であるが、その反面、異分子の存在を気にかけない豪ごう胆たんさも持ち合わせているので、カミュア＝ヨシュやロイの同席によって食卓の団だん欒らんが乱されることはなかった。

　ラウ＝レイなどは、ほとんどすべてが初見の料理であるため、一口食べるごとに驚きの声をあげている。アイ＝ファやダルム＝ルウなんかは無表情かつ無言であるが、食べるペースは誰よりも速い。そしてその分、リミ＝ルウやルド＝ルウや、それにレイナ＝ルウなども明るく楽しげな笑い声をあげており、その場に華を添えていた。

　さきほどの晩餐会に比べたら、なんと和なごやかな空間であろうか。森辺の民と親しん睦ぼくを深めたかったのなら、マルスタインは女衆や若衆の同席を許すべきだったのだ、きっと。

「で、ギバ肉のお味はいかがですか？」

　俺が質問をし返すと、一通りの料理を吟ぎん味みし終えたロイは仏頂面で頭をかいた。

「クセは強いけど、不味まずいことは全然ない。俺はもっと、山育ちのギャマみたいな肉の味を想像してたんだけどな」

「へえ？　ギャマってのは、東の王国の動物ですよね。山育ちのギャマってのはクセが強いんですか？」

「強いどころか、普ふ通つうに臭くさいよ。だからシムの連中は、チットの実みたいに強きよう烈れつな香辛料でその臭みを消してるんだろうさ。ギャマの肉も乾かん酪らくも、西では草原育ちのやつしか売り物にはならねえんだよ」

　なるほど、山と草原では食べる草か何かが異なり、肉や乳の味が変わってきてしまう、ということであるらしい。俺の知る乾酪はまったく臭いことはないので、きっと草原育ちのギャマの乳から作られたものなのだろう。

「この揚げ物の料理なんて、以前に食わされたキミュスの揚げ物より美味うまいぐらいだもんな。……これじゃあティマロも、ぐうの音も出ねえよ」

「ティマロの料理だって、きっと大したものなのでしょうけどもね」

　言いながら、俺はかたらわの小卓に視線を転じた。そちらには、ロイと小こ姓しようたちが運んできてくれたティマロの料理が出番を待ち受けているのだ。

「よし、それじゃあ俺たちはこっちの料理にも取りかかろうか。レイナ＝ルウ、お待ちかねの城下町の料理だよ」

「あ、はい！」

　レイナ＝ルウが立ち上がり、いそいそと小卓のほうに寄ってくる。とたんにロイは視線を泳がせかけたが、何とか途中で立て直した。

「だけど、森辺の客人らはこの料理がお気に召さなかったってんだろ？　領主様に相当きつい小言をくらったらしくて、ティマロは死人みたいな顔色になってたぜ？」

「ああ、あれでは誰だって傷つきますよ。わざわざティマロを貶おとしめるために料理番として選んだんじゃないかと疑ってしまったぐらいです」

「ああ、お前はその場にいたんだっけか。だけど、そいつは的外れだ。ティマロは純粋に、自分にとっての最高の料理を作りあげただけだよ。いったい何が気に食わなかったのか、俺には想像もつかねえな」

　腕を組んで、渋い顔をするロイである。その間にシーラ＝ルウもやってきて、リミ＝ルウも「全部食べたら駄だ目めだよ！」とルド＝ルウに言い置いてからちょこちょこと駆け寄ってくる。

「ふうん。何だか不思議な匂においのする料理ばっかりだね！」

「うん。まずこの香こう草そうを使いまくる作法っていうのが、森辺とは異なるところだよね」

　かまど番の四名は、小さな卓を囲む形で着席した。狩人たちは城下町の料理になどいっかな興味も示さなかったので、これはかまど番のためだけの試食会である。

　が――その結果は、実に惨さん憺たんたるものであった。

「まずーい！」というリミ＝ルウの悲鳴が高らかに響ひびき渡わたる。

　リミ＝ルウが食したのは、チーズとハーブ入りのオートミールのごとき、フワノ料理であった。

　匂いの通り、たっぷりのカロン乳とたっぷりの香草が使われており、あえて表現するならば――それは、ちぎったパンをミルクでふやかしつつ、クミンやレモングラスと一緒に煮込んだような味わいであった。

　さらにその中には、カマンベールチーズのごときギャマの乾酪と、牛のロースのごとき肉片も投じられているのだ。甘いのに、ぴりぴりとした刺し激げきが舌を刺してくる。タイ料理とイタリア料理をハイブリッドさせたような、実に複雑な味わいであった。

「これは……確かに食べすぎると、胸が悪くなってしまいそうですね……」

　期待に瞳ひとみを輝かせていたレイナ＝ルウも、すっかり眉まゆ尻じりを下げてしまっている。

　レイナ＝ルウが食しているのは、乳脂と香草の匂いたつ汁物料理である。こちらには、バターのごとき乳脂と、シナモン、ローズマリー、そしてニラのような香草が使われていた。それにたぶん、こちらの厨くりやにも常備されている固形ブイヨンのごとき調味料もふんだんに使われているのだろう。匂いも、味も、濃厚にして強烈だ。

　カロンの胃袋とやらは、白くてつるつるとした食感であり、まあホルモンの類たぐいが嫌いでなければ悪くない食材であった。だけどやっぱり、とにかくスープの味付けが複雑で舌に馴な染じみにくい。

　そのかたわらで、「うーん……」とシーラ＝ルウは難しい面持ちでうなってしまっている。彼女の皿に載っているのは、メインディッシュたるカロンの肉料理であった。

　もともとこちらはまかないで食される予定ではなかったのだが、晩ばん餐さん会かいで余りが出てしまったので、こちらに届けられたのだそうだ。温めなおされたカロンの肉は、また艶つや々つやと輝きながら、美味そうな匂いを放っている。ただ一人狩人らの中でこちらに好奇の目を向けていたルド＝ルウが、椅子から飛び降りて近づいてきた。

「その肉だけは美味そうだよな。アスタ、俺にもひと切れ分けてくれよ」

「うん、いいよ」

　バターのようにやわらかい肉にく塊かいに刀を入れて、俺は自分とルド＝ルウの分を取り分けた。

　で、それを口に入れてみると――カロンの肉は、たしかに溶けるかのごとく口の中であっけなく崩ほう落らくしてしまった。

　しかし、ただやわらかいだけの肉ではない。予想だにしなかった油分が口の中に炸さく裂れつして、俺は思わず仰天してしまった。

「げー、何だよこれ!?　ただの脂の塊かたまりじゃんか！」

　ルド＝ルウは大きな卓のほうにとんぼ返りして、口直しとばかりにギバ・スープをすすった。

「ロイ、これはもしかして――肉の中に、後から脂を流し込んでいるのですか？」

「ああ、よくわかったな。そいつは髪かみの毛けみたいに細い針で肉を穴だらけにして、それでカロンの脂に漬け込みながら、野菜や香草なんかと一緒に蒸してるんだよ」

　こともなげに、ロイはそう言った。

「そうじゃなきゃ、そこまでのやわらかさと旨みは出せねえよ。下ごしらえには、そいつが一番時間がかかったな」

「そこまで肉をやわらかくすることに意味はあるのでしょうか？　あのフワノ料理に入っていたカロンの肉だって、十分にやわらかくて美味しかったと思いますけれど」

「ダバッグから買いつけるカロンは質がいいからな。さらに差をつけるなら、こんなやり方も有効だろ。実際、すげえことを考えるなと思ったよ」

　切り分けられたカロンの肉は、てらてらと濃こい桃色に輝いている。その味わいは、最高級の牛肉みたいに美味であったし、上から掛けられている柑かん橘きつ系のソースも悪くはなかった。ローストなのに、とろけるようにやわらかい。大量に使われていた野菜や香草も、ぞんぶんにその旨みをこの肉に捧げているのだろう。

　だけどこれは――何か、一線を越こえているように感じられてならなかった。

　ジャンクフードにだってそれほどの抵抗はない俺であるのに、何かが間違っている――何かが歪ゆがんでいる――と、胃袋のほうから抗こう議ぎがあがってきているような、そんな心ここ地ちにさせられてしまう。ルド＝ルウの言う通り、脂の塊を呑のみ込んでいるような感覚が否いなめないのだ。

「城下町の民たみっていうのは、普ふ段だんからこんなに油分を摂せつ取しゆしているのですか？　これはちょっと、健康を害するぐらいの油分であるように感じられてしまうのですけれども」

「んー？　そりゃあ伯はく爵しやく様の――いや、元伯爵様のお抱えの料理人や料理屋だったら、乳脂もレテンの油もカロンの脂も使い放題だろうけどさ。ここまで贅沢な料理を注文できるのは、それこそ貴族ぐらいのもんだろうよ」

　こんな料理ばかりを食べていたから、サイクレウスも健康を害してしまったのではないのだろうか。そのように思えてならないぐらい、これらの料理には油分と塩分があふれかえっていた。

「あ、こちらの料理は悪くないですね」

　と、取りなすようにレイナ＝ルウがそう言った。

　真っ赤な色をした、タラパ主体の野菜の煮付けである。あの巨きよ大だいタラパの器から取り分けられたものなのだろう。普通の鉄鍋の中に、ごく少量の料理がおさめられている。

　俺も味見をしてみたが、それは確かになかなかの出来栄えであった。各種の野菜からしっかりと出汁だしが出ており、パクチーのような香草の香りは強めだが、ミネストローネに近い味わいかもしれない。

　俺だったら、もう少しだけ塩分をひかえめにして、それに、やっぱりこの香草は使わないと思う。それ以外に、不満と思える点はなかった。

「そいつには、パナムの蜜や砂糖も使ってるんだ。味を壊こわしちまわないように、分量には相当気をつかっていたみたいだな」

　しかつめらしくロイが述べると、レイナ＝ルウは「なるほど」と手を打った。

「何か、香草の他にも覚えのない味がしたように思えたのです。パナムの蜜や砂糖というのはあの、菓子というものに使う甘い調味料のことでしたよね？」

　レイナ＝ルウに真っ直ぐな視線を向けられて、とたんにロイは均きん衡こうを失った。

「そうだよ！　何か文句でもあるのか!?」

「……文句を言ったつもりではありませんでした。気分を害されたのでしたら、お詫わびを申しあげます」

　ぺこりと頭を下げてから、レイナ＝ルウは次なる試食に取りかかる。ロイはこっそり頭を抱かかえたが、声をかけるのは差しひかえておいた。

「……アスタぁ……」と、そこでくいくいとＴシャツの裾すそを引っ張られる。見ると、リミ＝ルウが涙なみだ目めで俺を見上げていた。その手の皿にあったのは、四角く切り分けられたフワノの焼き菓子だ。

「これ……まじゅい……」

「ええ？　リミ＝ルウでも撃げき沈ちんかい？」

　グラフ＝ザザはまだしも、厨では砂糖の登場に歓喜の感情を爆ばく発はつさせていたリミ＝ルウなのである。そんなリミ＝ルウが甘い菓子にまで抵抗を覚えてしまうというのは、いささかならず意外であった。

　見た感じ、薄うすいフワノの生地を何層にも重ねたミルフィーユのような外見で、不味そうなことはまったくない。質感はきわめてしっとりとしており、ピンク色をしたミンミの実が可愛かわいらしい。俺の故郷のケーキ屋に並んでいてもおかしくはなさそうなビジュアルだ。

「見た目は美味しそうなのになあ。それじゃあ、俺が処理係を……あ、家族じゃないと、食べかけのものを食べちゃいけないのか」
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「……それは十歳さいを過ぎて、幼子の身から脱した後の習わしだ」

「うわあ、びっくりした！　アイ＝ファ、どうしたんだよ？」

「晩餐が済んだのだ。どの料理も美味であったぞ」

　俺の背後に立ちはだかっていたアイ＝ファが、じろじろとうろんげに皿の上の焼き菓子を眺めている。ルド＝ルウたちはまだ旺おう盛せいな食欲を満たしているが、アイ＝ファは一足先に切り上げたらしい。

「珍ちん妙みような料理だな。匂いは、悪くないようだが」

「うん。見た目もけっこう美味そうだよな。……アイ＝ファも食べてみるか？」

「あのように礼を失した人間の料理など食べる気もせん」

「そうですか。では、わたくしめが処理係を承りましょう」

　俺は涙目のリミ＝ルウの頭を撫なでてやりながら木皿を受け取った。

　で、ひかえめな量を口に入れてみたところ――リミ＝ルウの口に合わなかった理由は、すぐに判明した。この料理には、何かブランデーのような酒類が風味づけに使われていたのだ。

　あの、バランのおやっさんからいただいた上等な果実酒と同一のものなのかもしれない。そこにまた何種かの香草だか果実の汁だかがブレンドされているようで、判別はいささか難しかったが、とにかくベースは酒類で間ま違ちがいない。

　薄いフワノの生地は、その一枚一枚がたっぷりとパナムの蜜とカロンの乳を吸っている。途方もなく甘くて、こってりとしており、そして果実酒の匂いが香る、外見よりもパンチのきいた味わいであった。

「これはちょっと……確かに完食するには忍耐力を必要とする味わいだなあ」

「散々な言われようだな。お前たちの料理を味見してなきゃ、ふざけんなって言いたいぐらいだぜ」

　と、自爆のショックから立ち直ったらしいロイがそのように述べてきた。

「確かにお前たちの料理は、ティマロの料理にも引けを取らない出来栄えだった。それはすげえことだと思うけど、そこまでティマロの料理が劣っているとは、俺には思えねえぞ？　……お前たちの料理はどれも味付けが薄めだったし、香草なんかもほとんど使ってなかったから、それを不満に思う人間だって、城下町には少なくないと思うしな」

「ええ。ですからジェノス侯こうも、俺とティマロの料理にまさり劣りはない、と述べたんでしょう。俺だって、その評価に異論はありません。……ただ……」

「ただ、何だよ？」

「ただ、城下町では――というか、ロイやティマロの作る料理では、調味料の使われ方が過か剰じようにも感じられます。なるべくたくさんの香草や油や乳製品なんかを、味を壊さない範囲でどれだけ使えるか、そこに眼目を置いているように感じられてしまうのですが……この解釈は、間違っていますか？」

「んー……別に間違っちゃいねえだろ。というか、料理ってのは、そういうもんなんじゃねえのか？」

「俺は父親に、そういう風には習いませんでした。むしろ、素材の良さを活いかすために、効果的に調味料を使うようにと習いましたね」

「それは――」と言いかけて、ロイは口をつぐんだ。そのそばかすの散った顔に、悩ましげな表情が浮うかびあがる。

「……俺はまだ十九歳だけど、三つの料理屋で働いた後、このトゥラン伯はく爵しやく邸ていに招かれた。でかい仕事場に移るたんびに、使える食材や調味料が増えていって……そいつを上手うまく使いこなすことが、料理人としての腕うで前まえなんだって叩き込まれてきたんだよ」

「はい、そこまでは俺にも理解できると思います」

「だったら、何が理解できないってんだ？　ちっぽけな料理屋では、ちっぽけな食材しか使えない。立派な料理屋で、立派な食材をふんだんに使いまくって、立派な料理を作りあげるのが、一流の料理人ってもんだ。……俺は、そんな風に習ったな」

「うーん……やっぱり俺の故郷とは、色々と考え方が違っているんでしょうね。もしも上等な肉というものがあったら、それはただ焼いて食べるのが一番美味しい食べ方なのかもしれないっていうのが、俺の考え方です」

「だったらお前は、どうしてギバの肉を揚げたり茹でたりしてるんだよ。ギバ肉の味には、自信があるんだろ？」

　ロイが子供のようにふてくされた顔をする。俺は頭をかきながら、そちらに笑いかけてみせた。

「どうなんでしょうね。ギバ肉は美味しいから、塩とピコの葉をもみこんで焼くだけで最高に美味しいとは思っています。その美味しさに負けないようにあれこれ頭をひねっているだけだとしたら、俺も余計な手間をかけているだけなのかもしれませんね」

「そのようなわけがあるか」

　と、横からアイ＝ファに脇わき腹ばらを小こ突づかれた。

「いらぬことまで思おもい悩なやむな。お前が肉を焼くだけの晩餐しか作らぬようになったら怒るぞ、私は」

「別に思い悩んではいないよ。明日からもあれこれ頭をひねるから、期待して待っててくれ」

「ふん」とアイ＝ファが鼻を鳴らしたところで、扉が外から叩たたかれた。

「はいはい」と、何故なぜかカミュア＝ヨシュが足速にそちらへと駆け寄っていく。かんぬきを外し、扉を薄めに開いて外の人物としばらく言葉を交かわしてから、カミュア＝ヨシュは俺を振り返った。

「アスタ、サイクレウスがようやく目を覚ましたらしい。これを逃すと明日の朝まで目覚めそうにないから、晩餐の準備をしてもらってもかまわないだろうか？」

「ええ。大丈夫ですよ」

　ついに、最後の仕事である。

「それじゃあレイナ＝ルウ、あとはまかせるよ。……ティマロの料理は、無理をしてたいらげなくてもいいからね？」

「はい。どうぞお気をつけて、アスタ」

　立ち上がろうとするルド＝ルウたちを制して、アイ＝ファだけが俺に付き添うことになった。

　まずは厨で料理を温めなおさなくてはならない。そう思って、アイ＝ファとともに部屋を出ると――そこには、予想を越える人数と顔ぶれがそろっていた。

「やあ。手間をかけさせてしまうね、アスタ」

　その先頭に立っていた人物の姿に、俺は言葉を失ってしまう。扉の陰かげでカミュア＝ヨシュと言葉を交わしていたのは、誰だれあろう、ジェノス侯こう爵しやくマルスタインその人であったのだ。

　その後方には、メルフリードとドンダ＝ルウ、さらにリフレイアと、二名の近この衛え兵へいにはさまれたサンジュラの姿まであった。

「ドンダ＝ルウ殿どのには、見届け人として同行していただくことにした。この仕事さえ済んでしまえば、今日という日の仕事はすべて完かん了りようする。よろしくお願いするよ、アスタ」

「……了りよう解かいいたしました」

　俺は拳こぶしを握りしめ、最後の仕事に取りかかることにした。




６




　サイクレウスは、中央の棟むねの最上階に幽閉されていた。その場所が、もともと前当主にとっての寝しん室しつであったらしい。

　近衛兵たちに守られた扉をくぐると、まずは無人の次の間である。もっと夜が深まると、この間で控ひかえの兵士たちが休息し、交代で見張りに立つのだそうだ。その次の間で、マルスタインはあらためて俺たちに向きなおった。

「料理はアスタとリフレイア姫に届けてもらう。私たちも入室はするが、これだけの人数で押しかけてはサイクレウスの気も休まらないだろうからね。衝つい立たての裏にでも潜ひそませていただこう」

　その場にいるのは、俺とアイ＝ファ、マルスタインとメルフリード、ドンダ＝ルウとカミュア＝ヨシュ、リフレイアとサンジュラ、そして二名の兵士たち――総勢十名である。用心のためか、サンジュラは両腕を縛しばられて、そこからのびた革かわ紐ひもを兵士の一人に握にぎられている。そのサンジュラを、マルスタインは穏おだやかな眼まな差ざしで見た。

「審しん問もんの前に面会が許されるのは、おそらくこれが最後となろう。……サンジュラとやら、この段に至っても、其方の口から新たな言葉が語られることはないのかな？」

「はい。ありません」

　サンジュラも、同じように穏やかな眼差しでマルスタインを見つめ返す。

「それならば、どうしてそのような姿になってまで、この場への同行を願ったのであろうかな。……やはり、今生の別れを済ませたいという心情であったのかな？」

「いえ。私、リフレイアとともにありたい、願っただけです」

「そのリフレイア姫ひめの苦しみを、もっと別の形で負うことも、其方には可能だったのではないのだろうか？」

「いえ。何も証あかし、ない話です。証、あったなら、私もその道を選んだかもしれません」

「……それはあの、サンジュラがわたしの兄であるとかいう与よ太た話のことなのかしら？」

　とても静かな声で、リフレイアがそのように言葉をはさんだ。

「いったいどこからそんな素すっ頓とん狂きような風聞が流れたのかしら。サンジュラは、銅貨で雇われた父様の従者であったはずよ」

「どこからも何も、本人が森辺の民にそのような告白をしてのけたのだよ。その後の調べで、サイクレウスが四年ばかり前までダバッグにシムの女性を住まわせていたらしい、というところまでは突つき止めることもできたのだがね」

　リフレイアは、うろんげにサンジュラを見た。

　サンジュラは、俺のよく知る優しげな微び笑しようを口もとにたたえる。

「私の母、何も語らず亡くなったので、詳しい話、わかりません。ただ、私、サイクレウスに忠ちゆう誠せいを誓うよう、育てられました」

「ふうん……だけどあなたはついこの間、今後は父様ではなくわたしに忠誠を誓うと言ったわよね」

「はい。私の忠誠、今ではリフレイア、捧げています」

「……だったら別に、何がどうでもかまわないわ。ただし、何年も従者として使ってきた人間を、わたしは今さら兄様などと呼ぶ気持ちにはなれないからね？」

「はい。私、リフレイアの従者です」

　リフレイアは、短い栗色の髪を揺らしながら、顔をそむけた。

　その姿を皆みなと同じように見守っていたアイ＝ファが「ジェノス侯よ」と声をあげる。

「私のような者が進言をするのはおこがましいかもしれぬが、私がアスタのそばに控えてその身を守ることを許してはもらえぬだろうか？」

「ふむ？　其方はたしか、アスタの家の家長、アイ＝ファであったね。心配せずとも、サイクレウスのそばには二名の近衛兵が控えているよ。サイクレウスにはもはや自分の足で立つ力も残されてはいないが、自害などをされるわけにもいかないのでね」

「……しかし、サイクレウスよりもひどい病身であったはずのザッツ＝スンが、ジーンの男衆の咽喉のどを食い破り、ドムの集落に火を放ち、ギバ寄せの実を使ってカミュア＝ヨシュたちを襲しゆう撃げきするような真似まねをしでかしたこともあったのだ。どのような相手でも、決して油断はならないと思う」

「大丈夫。メルフリードに鍛きたえられた近衛兵らに、油断はないよ」

　アイ＝ファはちょっと苦しげな面おも持もちになり、唇を噛んだ。その姿を見て、マルスタインはふっと頬ほおをゆるめる。

「それほどまでに家人の身が心配なのだね。相分かった。アイ＝ファのように優美な姿をした女性が増えたところで、サイクレウスが乱心することはないだろう。近衛兵とともに、アスタの身を守ってやるがいい」

「……いたみいる」と、アイ＝ファは小さく頭を下げた。ドンダ＝ルウは、無言である。

「それでは、入室させていただこう。サイクレウスは弱りきっているので、むやみに興奮させぬよう気をつけていただきたい」

　マルスタインの視線を受けて、兵士の一人が扉とびらに手をかけた。

　薄暗い次の間から、さらに薄暗い寝室の中へと足を踏ふみ入いれる。

　かなり大きな部屋であるのに、燭しよく台だいの火は奥おくの壁かべにしか灯ともされていないようだ。しかも、入室するなり巨大な衝立が立ちはだかっていたので、その光さえもがほとんどさえぎられてしまっている。

　マルスタインの指先が、優雅な仕草で衝立の向こう側を指し示した。俺はうなずき、料理の載せられた台車を押しつつ、室の奥に向かう。アイ＝ファとリフレイアの三人で暗がりを進むと、その果てに大きな寝台があった。

　寝台の左右に、彫像のごとく白しろ甲かつ冑ちゆうの近衛兵が立っている。

　その寝台の上で、小さな男が横たわっていた。

　薄い毛布を胸むなもとにまでかけて、やわらかい羽毛の寝具に半ばうずもれるような格好で伏ふしている、かつてのこの館やかたの主人――サイクレウスである。

　青黒い顔に、脂あぶら汗あせが浮いている。毛布の上に投げ出された両腕が、驚くほどに細い。わずか半月で、サイクレウスは猿さるのミイラみたいに干からびてしまっていた。

「リフレイア……か……」

　その土気色をした唇が、かさかさとした擦さつ過か音だらけの声を振り絞しぼる。

「お前が寄よ越こされてきたということは……ついにマルスタインめも、我を処しよ刑けい場に送る気持ちを固めたのであろうかな……」

「処刑の前に、審問があるはずよ。それが、ジェノスの法でしょう？」

　寝台の横に立ち、リフレイアが静かに応じる。

「わたしは食事を運んできただけよ。……今日は特別に、森辺の民であり渡と来らいの民であるファの家のアスタが、父様のために晩餐をこしらえてくれたのよ」

　ほとんど閉ざされていたかに見えるサイクレウスの目が、虚うつろに俺を見た。

　あの毒々しい眼光は、すっかり影をひそめてしまっている。弱々しい、死にかけた夜光虫みたいにかそけき瞳の光であった。

「ファの家のアスタ……？　これはいったい、何の企たくらみであるのかな……」

「何の企みでもありません。俺はただ、リフレイアに頼まれて晩餐を作りあげただけです」

　マルスタインには、きっと何らかの思おも惑わくがあるのだろう。だけどその真意は知れなかったし、俺の仕事の本質にはあまり関かかわりがないような気がしていた。

「あなたが投とう獄ごくされる前に、俺の料理を食べさせてほしいとリフレイアは願いました。俺の料理を食べる力は残っていますか、サイクレウス？」

「……我の身体からだは、もはやどのような食事も受けつけぬ……我を長年苦しめてきた病びよう魔まが、ついに牙きばを剥むいたのだ……どのようにあがいても、我の生命いのちはここまでであったのであろう……」

「不ふ甲が斐いないわね、父様。これまでの、誰よりも貪どん欲よくに生きようとしていた父様はどこに行ってしまったのかしら」

　ほんの少しだけ人間らしい抑揚を取り戻もどしたリフレイアの声が、そのように言った。

「父様は、とてもたくさんの罪を犯おかしていたのだそうね。そうやって他者をおしのけてまで、父様は権勢を望んだのでしょう？　その最後にすべてをあきらめてしまうんだったら、いったい父様の生とは何だったのかしら？」

「……さて、な……我はつかめるだけの力をつかんだ……そして、死をもってそのすべてを手放す……人の生とは、しょせんそれだけのものなのであろう……」

「わたしや母様を孤独に追いやって、そうまでして得た権勢に何の意味もなかったというの？　それじゃあ母様は、どうして孤独の中で死んでいかなくてはならなかったの？」

　ふつふつと――リフレイアの声やその目の輝きに、かつての傲ごう岸がんさが蘇よみがえってきつつあった。

「わたしには母様しかいなかったし、母様にはわたししかいなかった。それで母様は孤独の中で死に、わたしはひとりぼっちになった。わたしたちをほったらかしにして、あくどい真似をしてまで銅貨をかき集めて、食べきれないほどの食材をかき集めて、それで父様は幸福だったの？　わたしは――わたしは何一つ面白くはなかったわ」

「…………」

「……だけど父様は、わたしの父様だわ。たとえ父様にとってはどうでもいい存在だったとしても、わたしは父様の娘むすめであり、父様はわたしの父様なの。だから、最後にはなむけの食事を準備したのだわ」

　リフレイアが、キッと俺をにらみつけてくる。

「さあ、父様にアスタの料理を食べてもらいましょう。この鉄てつ鍋なべの中身を木皿に取り分ければいいのね？」

「うん」

　俺は鉄鍋の蓋たふを取り去った。

　空気のよどんだ室内に、ギバのスープの香かおりが漂う。

　リフレイアはレードルを握りしめ、ぶきっちょな手つきでそれを木皿によそった。

「……これはいったい、何の茶番であるのかな……」

　ナイフで裂いた切れ目のように細いまぶたの狭はざ間まから、サイクレウスがちろりと陰いん気きな火を燃やす。

「我の娘や、ファの家のアスタまでをも引っ張りだして……あの狡こう猾かつなマルスタインめは、いったい何を……」

「ジェノス侯は関係ないってば！　わたしはわたしの意思でこの夜のことをアスタに願ったのよ！　その後でジェノス侯が何を企んだところで、そのようなことはわたしには関係がないわ！」

　リフレイアが、ついに癇かん癪しやくを爆発させた。木皿を手にしたまま、身体を折って、父親の顔を間近からにらみつける。

「最後ぐらい、わたしのことを見たらどうなの？　この後は、きっと一生顔をあわせることもできないのよ？　父様は牢ろう獄ごくに閉じ込められて、わたしはこの館に閉じ込められてしまうんだから！」

「…………」

「アスタ。悪いのだけれど、父様の身体を起こしてあげてくれないかしら？」

「ああ、うん。わかったよ」

　俺おれは近衛兵のかたわらをすりぬけて寝台に近づくと、サイクレウスの身体と寝具の間に腕を差し込んだ。

　当然のようにアイ＝ファが手を貸してくれたが、そんな必要もないぐらい、サイクレウスの身体は軽かった。その抜け殻みたいな身体を支えつつ、背中に枕まくらをあてがって、ヘッドボードに寄りかかる形で座らせてやる。そうして俺が身を引くと、木皿と木き匙さじを手に、リフレイアがずいっと接近した。

「さあ、身体が弱っていても、煮汁ぐらいはすすれるでしょう？　あの臭くて苦い薬草の汁をすするよりは、まったく苦痛にはならないはずよ。この世の最後のはなむけに、渡来の民アスタの料理を口にするといいわ」

　白はく濁だくしたスープを木匙ですくい、サイクレウスの口もとに突きつける。

　サイクレウスはしばらくリフレイアの怒おこった顔を見つめてから、やがてその口をゆっくり開いた。木匙の先端が、その深しん淵えんみたいな口の中にそっと差し入れられる。

「美味しいでしょう？　アスタの料理が美味しくないはずはないわよね。トゥラン伯はく爵しやく家けの副料理長だったティマロよりも上等な料理を作れるアスタなんだから」

　何かに急せき立てられるようにつぶやきつつ、リフレイアはさらに新たなスープを父親の口に流し込んだ。それから、また怖こわい目で俺をにらみつけてくる。

「アスタ、この料理は汁ばっかりで全然具材が入ってないみたいだけど？」

「それはかきまぜずに上っ面をすくってしまったからだよ。こういうときは、攪かく拌はんしてから皿によそわないと」

　俺はリフレイアから木皿を受け取り、それを実践してみせた。

「そんなの、最初に言ってくれなきゃわかるはずないじゃない」

　ぷっと頬をふくらませながら木皿を奪だつ還かんし、リフレイアは木匙で具材と汁をすくいあげる。

　象ぞう牙げ色いろに煮込まれたギバ肉の欠片かけらと、透明のアリアの切れ端だ。

　それを口の中に投じられると、サイクレウスは力なく咀そ嚼しやくをして――そして、わなわなと震ふるえ始めた。

「これは……この料理は、いったい何なのだ……？」

「これはギバ肉の汁物料理です。ギバのモモ肉とアリアをじっくり煮込んで、岩塩とピコの葉で味を整えただけの料理ですよ」

　俺は、静かに答えてみせる。

「美味しいでしょう？　これは、俺が森辺のファの家で、初めてかまどを預かったときに作った料理なんです。ギバは良質の肉なので、煮込むだけでこれだけしっかりとした出汁が取れるんです」

「ギバの肉……我に、ギバの肉などを……」

「ギバの肉は、カロンやキミュスに劣りますか？　そんなことはないと思います。好みは人それぞれでしょうけども、食材の質としては決して負けていないでしょう」

　俺は別に、サイクレウスを改心させようと目もく論ろんでいたわけではない。

　ただ、伝えたかっただけである。

「たったこれだけの食材でも、これぐらい美味しい料理を作ることはできるんです。そして、あなたに必要であったのは贅ぜいを凝こらした美食なんかではなく、こういう確かな滋じ養ように満ちた食事だったのだと思いますよ」

「……其方そなたは、何を……」

「美味しい料理を食べたいというのは、この世のほとんどの人間が持つ業なのかもしれませんが、そうであるからこそ、身体を壊すような食事は間違っていると思います。……内臓を病んでしまったのなら、なおさらあなたは自分にとってどのような料理が必要であったのかを考えるべきだったのではないでしょうかね」

　今さらこのようなことを伝えたところで、何にもならないことはわかりきっている。それでも俺は、言わずにはいられなかったのだった。

　美食にしか興味がないとされている人間が、大罪を犯してまで富と権勢をかき集め、いっそう身体を痛めつけるために高価な食材を買いあさる――そんな破滅的な人生に、いったいどのような幸福があったのだろうか。

　他者に不幸を撒まき散らしながら、自身は滅ほろびへと突き進む。そんな馬ば鹿かげた話はないと思う。サイクレウスも――かつてのザッツ＝スンもだ。

「……其方は何か考え違いをしているようであるな、ファの家のアスタよ……」

　消えかけた鬼おに火びのような目が、俺を見る。

「我にとっては、美味なる食事だけが快楽であったのだ……快楽なき生に意味はない……だからこそ、我は……」

「快楽でも幸福でもかまいませんが、俺の言っているのも同じことです。俺の料理はお口に合いませんか、サイクレウス？　……美味しい料理を作りあげるのに、それほどの富は必要ありません。肉と、アリアと、ひとつまみの塩だけでも、これぐらいの料理を作ることはできるんです。それで、大事な家族たちと食しよく卓たくを囲むことができれば、それが一番の幸福ではないですか？」

「…………」

「あなたが蛮ばん人じんと蔑さげすむ森辺の民のほうが、俺には幸福に生きているように思えます。貴族として生まれついたあなたにこのような言葉を告げても意味はないのかもしれませんが……美味しい食事というものは、金さえかければ手に入るというものではないと思います」

　サイクレウスは、口を閉ざしてしまっていた。

　リフレイアが、苛いら立だたしげに一回だけ足を踏み鳴ならす。

「もういいわよ。今さら何を言ったところで、すべては終わってしまったのだから。父様は、自分だけが正しいのだと信じながらセルヴァのもとに召めされればいいわ」

「……そう……すべては終わったのだ……悪徳にまみれた我の魂たましいは、セルヴァの前で粉々に打ち砕くだかれるのであろうな……」

　サイクレウスの口もとが弱々しく震えて、奇き怪かいな笑えみを形づくった。

「今さら何を包み隠かくす気もない……そして、シルエルに罪をなすりつける気もない……我は、シルエルとともに数々の罪を犯してきたのだ……我らの企みによって生命を落とした者の数は、百を下ることはないであろう……」

「そのような話は、聞きたくもないわ」

「いや、聞くのだ、リフレイアよ……そして、マルスタインも……どうせどこかで聞き耳をたてているのであろう、ジェノス侯よ……？　我にはもはや声を張る力も残されてはいないのだから、そのように離はなれていては満足に聞き取ることも難しいのではないのかな……？」

　暗がりから、いくつもの人ひと影かげが現れた。

　その先頭に立っていたすらりとした影が、颯さつ爽そうとした足取りで寝台に近づいてくる。

「父娘の語らいを邪じや魔まする心づもりはなかったのだがね。私に何か話でもあるのかな、サイクレウスよ？」

「ある……その前に問うておきたいのだが……シルエルが捕らわれた現在、護民兵団は誰の手にゆだねられているのであろうかな……？」

「護民兵団は、第二大隊長が団長代理をつとめているよ。いささかならず異例の配置であったが、遠とお縁えんとはいえトゥラン伯爵家にゆかりある副団長と第一大隊長に後事を託すことはできないからね」

「それは慧けい眼がんであったな……しかし、それではまだ足りぬ……副団長と、第一大隊長……それに、第四大隊長もあわせて解任せぬことには、憂うれいを絶つことはかなわぬであろう……その三名は、我々と罪を分かちあった者たちであるからな……放っておけば、のちのち禍か根こんにもなろう……」

「護民兵団の司令部の半数までもが、悪逆の従であると？　……其方たちは、いずれ武力でもジェノス侯爵家をねじ伏せようという目もく論ろ見みであったのかな？」

　落ち着き払った声でマルスタインが問い、サイクレウスは奇怪な笑みをたたえたまま「さてな……」と応じる。

「それでは、森辺の装束を纏まとってダレイムの農園を襲おそっていた野盗というのも、護民兵団の一員であったのであろうか？　私としては、そうでないことを祈りたいところだが」

「無論である……いかにシルエルの命とはいえ、副団長や大隊長にまでのぼりつめた者たちが自ら手を汚よごすはずもなかろう……それは現在、ベヘットの町に身を潜めている無ぶ頼らい漢かんどもの所業である……」

「ほう。それはやはり、無頼漢を銅貨で雇ったということか」

「銅貨も、支払われてはいる……だが、それだけではない……その者たちは、死罪を逃のがれた死罪人どもである……」

「死罪を逃れた、死罪人？」

「今から五年ほど前に、護民兵団が《黒死の風》なる盗とう賊ぞく団を捕らえたであろう……その者たちには死罪が言いい渡されたが、シルエルの手引きによって自由を得て、隠おん密みつの仕事を請け負う一団となりおおせたのである……」

「其方たちは、それほどの罪まで重ねていたのか。死罪人に自由を与あたえるなど、決して許されるはずがない」

　と、マルスタインのかたわらに控えていたメルフリードが鋭するどい声をあげる。

「しかし、審問によって死罪を言い渡されたのならば、その刑けいはつつがなく執しつ行こうされたはずだ。刑務官の目を盗んで罪人を逃がすことなど不可能なはずであろう」

「ならば、刑務官にも銅貨を握らせたのであろうよ……真実が知りたくば、シルエルに問うがよい……」

「わかった。必ずそうさせていただく」

　灰色の瞳に凍いてついた光を宿しながら、メルフリードは口をつぐむ。

　マルスタインは「やれやれ」と肩かたをすくめた。

「トゥラン伯爵家の前当主に、護民兵団の団長と、副団長と、大隊長が二名――それに刑務官と、罰ばつを逃れた死罪人か。いっぺんにこれだけの罪人を抱え込むことになろうとは……これも私の不徳と思うしかないのだろうね」

「まったくその通りである……だが、そもそもの罪は三十年の昔に犯されていたのだ……それを思えば、トゥラン伯爵家の呪のろわれた血筋を断絶することのできなかった、其方の父親の不徳でもあるのであろうな……」

「ほう。トゥラン伯爵家の先代当主とその第一子息を謀ぼう殺さつしたという罪までをも認めるというのかね？」

「認めよう……ただし、一つだけ語っておきたいことがある……」

　と――力なく座すわり込んだ体勢のまま、サイクレウスはその双そう眸ぼうだけを激しく燃えさからせた。

「父君と兄君を謀殺したのは、シルエルである……その後の数々の罪については、我とシルエルに等しく罰が必要であろうが……三十年前の、あの忌いまわしい事件だけは、シルエルが一人で企み、その手を罪に染めたのだと……その一点だけは、どうか信じてもらいたい……」

「ふむ？　しかし、先代当主と第一子息がセルヴァのもとに召されたことによって、当主の座を得たのは其方だ、サイクレウス。それがシルエルの企みであったというのならば、第二子息の其方も同じように謀殺されていたのではないだろうかな？」

「シルエルは……伯爵家に生まれ落ちながら、何の力も持ち得ない日ひ陰かげ者ものとしての立場を嘆なげき、権勢を欲しいままにする父君と兄君を憎悪していた……同じように日陰者であった我に対しては、そのような感情を持たずに済んだのであろう……」

　色の薄いサイクレウスの瞳ひとみが、爛らん々らんと燃えている。

　かつては毒々しい光を放ち、最前までは光を失いかけていたその瞳が、森辺の狩人もかくやという熾し烈れつな炎ほのおを燃やしていた。

「あの夜……兄君がトトスから落ちて生命を失った翌年、父君までもが原因のわからぬ病魔で身み罷まかられたあの夜に、シルエルは狂ったように笑いながら言ったのだ……これでトゥラン伯爵家の富と権勢は我々のものだと……カミュア＝ヨシュに示し唆さされるまでもなく、我はそれですべてを理解した……父君と兄君を弑しいしたのは、この呪われたトゥラン伯爵家の末まつ弟ていなのだ、とな……」

「それで其方は、その弟とともに悪逆な真似を繰り返して、よりいっそうの富と権勢を求めたのかな、サイクレウスよ？　それはもしかして――そうして弟の味方につかなければ、自分も父や兄と同じ運命を辿たどるのだという危機感に見舞われてのことであったのだろうか？」

「……そうだとしても、我の手が汚れていることに変わりはない……己おのれの身を守るために他者の生命を害することなど、ジェノスの法は許さぬであろうが……？」

「ふむ。それはもっともな話だ。……しかし、それならばどうして今さら三十年前の話など持ち出だしたのであろうかな。いかに重大な罪であっても、今になってその証をつかむことは不可能であろうから、あまり取とり沙ざ汰たする甲斐もないように思えてしまうのだが」

「証はない……それゆえに、信じてほしかったのだ……数々の罪を犯してきた我であっても、父殺し、兄殺しなどという忌まわしい罪だけは犯していなかったと……」

　サイクレウスの目が、ゆっくりと動く。

　火のように燃えながら、その目が正面からリフレイアを見た。

「リフレイア……我わが娘よ……お前の身体には、トゥラン伯爵家の呪われた血が流れている……お前の父とその弟は許されざる罪人であり、その父と兄は救い難がたいほどに愚ぐ鈍どんであった……この呪われた血が、そのように幼い身でありながら、お前に人さらいなどという罪を犯させたのやもしれぬ……」

「血筋なんて関係ないわ。わたしは――」

「聞け……それでもその身に流れる血を捨てるわけにはいかぬのだ……お前は罪人の子として、これから長きの時を生きねばならぬ……」

　うめくように言いながら、サイクレウスが腕をのばした。

　その痩せ細った指先がリフレイアの指先をとらえ、そこに握られていた木匙が布団の上に落ちる。

「だが……トゥラン伯爵家は、その富と権勢を失うことになろう……その不自由こそが、お前の魂に自由を与えるやもしれぬ……刀なくして人を斬きることはかなわぬのだから……お前は、刀を失うことを寿ことほぐべきなのだ……そうすれば……」

　と、一いつ瞬しゆんだけサイクレウスの目が俺のほうを見た気がした。

「……そうすれば……お前は、ひとつまみの塩で幸福を感ずることのできる、そんな人間になることもできるのかもしれぬ……」

「よくわからないわ。わたしは最初から、ちっぽけな人間よ」

　怒った顔で言いながら、リフレイアは父親の指先をもぎ離した。

　そして、布団に落ちた木匙を拾いあげ、ギバのスープを一口すする。

「……物足りないし、味気ないけど、十分に美味しいわ。こんなに美味しい料理で幸せを感じることができないなんて、本当に父様は不幸な人間なのね」

「……そう……お前の父は、とてつもなく不幸で、とてつもなく愚おろかであったのだ……」

　リフレイアは唇くちびるを噛かみ、しばらく父親の顔をにらみつけてから、言った。

「ジェノス侯。まだまだ料理はたくさん残っているの。この食事が終わるまで、わたしと父様を二人きりにさせてくれないかしら？」

「かまわないよ。見張りの近衛兵は、扉のほうに下がらせておこう」

　マルスタインがきびすを返し、メルフリードやドンダ＝ルウたちもそれに続く。

　アイ＝ファにうながされて、俺も寝台を離はなれようとした。

　その背に、リフレイアが低く呼びかけてくる。

「アスタ」

「うん」

「……ありがとう」

「……うん」

　寝台の上で寄り添う小さな父娘の姿をもう一度視界におさめてから、俺は最後に部屋の外に出た。

　きっと、サイクレウスとはもう二度と顔をあわせることはないのだろう。

　俺は、あの男を許せる立場ではない。レイトの父親とミラノ＝マスの義兄を死に追いやり、ザッツ＝スンを狂わせた、あの男の罪を許してはいけないのだ。

　だけど、それでも――俺はこの夜、サイクレウスと言葉を交わすことができて良かった、と思うことができた。

「……それでは、そのように」

「はい」

　次の間では、マルスタインとメルフリードが何やら小声で語り合っていた。

　そうしてメルフリードは足速に部屋を出ていき、マルスタインはドンダ＝ルウに向きなおる。

「ただちに護民兵団の副団長と大隊長らは身み柄がらを拘こう束そくし、ベヘットには兵を向かわせる。死罪人どもはすでに異なる地に逃亡している可能性もあるが、何かしらの痕こん跡せきをつかむことはできるだろう。これで謀む反ほん人にんどもを一いつ掃そうすることができれば、少しは安楽な眠ねむりを得ることもできると思う」

「……そうであることを願おう」

「うむ。ジェノスの統治者として、力を惜おしまぬことを約束させていただくよ。それでは、私も失礼させていただくが――ちょうどいい機会なので、もう一言だけつけ加えさせていただこうかな」

　とても朗らかに笑いながら、マルスタインは頭半分ほど高い位置にあるドンダ＝ルウの顔をじっと見つめた。

「私はね、強い人間が好きなのだ。サイクレウスが森辺の民を屈服させ、私の地位を脅おびやかすような事態に至ってしまっていたとしても、それはそれで一つの運命だったのだろうと思う。トゥランという小さな領土の第二子息というささやかな身分に生まれつきながら、なりふりかまわず己の才覚だけでそこまでのしあがれるのなら、それは大したものじゃないか、とね」

「…………」

「しかしサイクレウスは、森辺の民とカミュア＝ヨシュの前に屈することになった。私は貴方あなたたちのことが好きだよ、ドンダ＝ルウ殿。森辺の民は、途方もない力を持っている。貴方たちのように強い力にあふれた民を同どう胞ほうと呼ぶことのできるこの身を、私は誇ほこらしいと思う」

「…………」

「正直に言うとね、このたびの事件が明るみに出るまでは、森辺の民などにいっかな興味は抱いだいていなかったのだ。八十年前のジェノス領主に申し渡わたされた不公平な申し付けに諾だく々だくと従い、サイクレウスにはいいように手綱を握られてしまっている。ギバを狩かる力は持っているのに、人間が相手では不甲斐ない姿をさらすことしかできないのか、と――私は、そんな風に思ってしまっていたのだよ」

　マルスタインはにこにこと笑っており、それを見返すドンダ＝ルウは無表情である。

「しかし、森辺の民は強い力と誇りを持つ一族であるようだ。今後もジェノスの民の一員として、その力を大いにふるってもらいたいと思う。……なかなか息子むすこや家臣たちの前で心情をさらすのははばかられるので、他の族長らにもよろしく伝えていただきたい。そして、ファの家のアスタよ――」

　と、マルスタインは俺のほうを振ふり返かえった。

「其方にも多大な苦労をかけてしまったね。祭司長らは渋い顔をしていたが、どのような出自であれ、私は其方をジェノスの民として迎むかえたいと思っている。これからも、森辺の民の一人として、ジェノスの領土でその生を歩んでほしい」

「は、はい。ありがとうございます」

「それに、其方の料理は本当に美味であった。たびたび城下町に呼びつけるわけにもいかないのだろうが、時には私にもその腕をふるってみせてほしい。……どうかよろしくお願いするよ」

　最後にしっかりと俺の顔を見つめつつ、マルスタインは無む邪じや気きに笑い、そうして息子の後を追うように出ていった。

　カミュア＝ヨシュもウインクをしてからそれに追つい従じゆうし、後には俺とアイ＝ファとドンダ＝ルウと、それからサンジュラを捕ほ縛ばくした二名の兵士だけが残された。

「……まったく、ふざけた領主だな」

　と、ドンダ＝ルウが、ふいににやりと笑いだした。勇ゆう猛もうなる狩人の笑みである。

「だが、己の幸福は己の力でつかみ取れ、という意味であのような言葉を吐はいたのなら……上等だ。こちらはこちらの流りゆう儀ぎでやらせてもらおう」

　それは何だか、君主というよりは好敵手と巡りあえたかのような、そんな笑い方であった。

　そして、サンジュラが俺の前に進み出てくる。

「アスタ。私からも、御礼、言わせてください。あなた、リフレイア、救ってくれました」

「いえ。俺は何も、御礼を言われるようなことはしていませんよ」

「いいえ。あなたの存在、リフレイア、救いました。……もしかしたら、サイクレウスさえ、救ったかもしれません」

　そんなことは、絶対にないと思う。

　救われたとしたら、それはもともとサイクレウスがそこに至る道を歩いていたのだ。

　まったく異なる道を歩いていた俺とサイクレウスが、ほんの一瞬だけすれ違ちがい、また遠ざかる。ただそれだけのことだったのだろう、きっと。

「……それでは、俺たちも帰らせていただくとするか」

　狩人の衣ころもをひるがえし、ドンダ＝ルウも出口に足を向ける。

　ずっと静かにしていたアイ＝ファが俺を見て、言った。

「ご苦労であったな、アスタ」

「うん、アイ＝ファもな」

　そうして俺たちは、石の都を後にして、森辺の集落へと帰き還かんした。







エピローグ







　それから五日後――灰の月の五日である。

　灰とはまた奇き妙みような月名であるが、先月が白の月で来月が黒の月、それで今月が灰の月ということになるらしい。

　それはともかく、灰の月の五日。この日、俺とアイ＝ファは、ようやくファの家に帰ることが許された。メルフリードらの尽じん力りよくあって、《黒死の風》とかいうご大層な名を持つ野盗どもが、ついに捕縛されたためである。

　護民兵団の背信者たちも、サイクレウスの告発通りに罪を認めたらしい。そのサイクレウスもようやく病状が回復して、ジェノス城に身柄を移されることになった。明日からは、ついに審問が開始されるのだ。死罪か、あるいは永久の禁きん固こ刑けい。それを下回る判決が下されることはないと、マルスタインは森辺の族長たちに確約していた。

　その審問が終わったのちには、ズーロ＝スンとバルシャの罪も裁かれることになる。しかしそちらも、ズーロ＝スンには十年の苦く役えきの刑、バルシャには恩おん赦しやが与えられることが、内々ですでに取り決められている。

　本当にすべてが終わったと言い切るには、もういくばくかの時間が必要なのであろうが――俺たちは、ひとまず日常をこの手に取り戻すことがかなったのだった。

「いやあ、何もかもが懐かしすぎて、涙なみだが出てきそうだなあ」

　ファの家のかまどで晩ばん餐さんの支度に励はげみながら、俺はそのように言ってみせた。ついさきほど狩人かりうどの仕事から帰ってきたばかりのアイ＝ファは、少し離れた場所で片かた膝ひざを立ててあぐらをかいている。

　俺がリフレイアに身柄をさらわれたのは、白の月の五日。だから、俺にとっては丸々一ヶか月げつぶりの帰還であったのである。所用で何度か立ち寄ったことはあるし、ルウの集落でも夜はアイ＝ファと二人で過ごすことのほうが多かったのだが――それでもやっぱり、俺の胸には抑えようのない感かん慨がいがあふれかえってしまっていた。

　むろん、アイ＝ファが日に一度は帰って食料庫の管理などをしてくれていたので、ファの家には何の変わりも見られない。また、日中にはフォウやスドラやディンの人々がわらわらと挨あい拶さつに来てくれた。ルウの集落も、俺にとっては居い心地ごこちのよい、かけがえのない空間であったが、やっぱり俺の帰るべき場所はこのファの家であるのだ。

「明日からは、ようやく屋台の商売も再開できるしな。審問が終わるまで気は抜けないけど、本当に、ようやく日常を取り戻せた気分だよ」

　屋台の商売では、近この衛え兵へい団とカミュア＝ヨシュたちが警護してくれる段取りになっていた。今度こそすべての罪人は捕縛されたはずであるのだが、それでも審問が終わるまでは念のために警護が必要であろうとマルスタインが提案してくれたのである。

「兵士たちには少し離れた場所で見張りに立ってもらって、宿屋とかには俺やザッシュマが付き添うからさ。アスタたちは安心して仕事に励んでくれ」

　カミュア＝ヨシュも、そのように言ってくれていた。

　そうして審問が終わったのちには、カミュア＝ヨシュもしばらくジェノスを離れる予定であるという。

「ウェルハイド殿どのをバナームまでお送りしたら、そちらで仕事を探して、また西の領土をあちこち巡ろうかと思ってね。……何せもう三ヶ月以上もこの一件にかかりきりだったから、俺も羽をのばしたくなってしまったのだよ」

　カミュア＝ヨシュのその発言も、この事件が終しゆう焉えんに向かっているのだということをはっきりと示唆していた。紫むらさき色いろの不思議な瞳を持つ風ふう来らい坊ぼうは、あの、俺を落ち着かなくさせる不思議な笑い方をしながら、さらにこんな風にも言っていた。

「森辺の民がジェノスの中でどのような立場を確立するのか、きっとここからが第二の本番なのだろう。サイクレウスにシルエル、それにザッツ＝スンといった者たちがねじ曲げてしまった運命が、ようやく真まっ直すぐに引き戻された。俺が次にジェノスを訪れるとき、みんながどのような思いで暮らしているのか、その変わりっぷりを想像しながら、俺は諸しよ国こくを巡ることにするよ」

　それは、カミュア＝ヨシュの言う通りなのだろうと思う。

　すべての誤解は、解消されつつある。ジェノスの貴族と森辺の民の間で結ばれていた不ふ穏おんな関係性は断ち切られて、すべての罪が白日のもとにさらされることになった。だから、ここからが本番なのだ。

　大罪人が一掃されても、森辺の民がいささかならず閉へい鎖さ的で、町の人々とは異なる倫理と掟おきてのもとに生きている稀け有うな一族であるということに変わりはない。森辺の民は、ジェノスの人々とどのような絆きずなを結ぶことができるのか――八十年目にして、それがまた改めて問われることになるのである。

　だけどやっぱり、俺などにできることは、ごく限られていた。

「宿場町にも、色々な食材が流通するようになるかもしれないからな。そうなると、他の屋台や宿屋で売られる食事は、ぐんぐん質がよくなっていく可能性が高いと思うんだ。それに負けないよう、俺も新しい献立の開発を頑がん張ばってみるよ」

「お前なら、きっと自分の仕事を果たすことができるだろう」

　真ま面じ目めくさった面持ちで言ってから、アイ＝ファはほんの少しだけ眉まゆ尻じりを下げる。

「しかし今は、今の仕事に集中するがいい。……私は腹が減ってたまらないのだ」

「ああ、うん、もうすぐに仕上がるから、しばしお待ちを！」

　窓から差し込む陽光は、だいぶん赤みがかってきている。今日も大物のギバを仕留めて、それを汗だくになりながら家に持ち帰り、皮かわ剥はぎと解体の作業にいそしんだアイ＝ファは、いつになく疲ひ弊へいしきっている様子であった。

　このあたりではギバの数が減ってきたために、最近はかなり森の奥まで足をのばしているらしい。あと数日もしたら休息の期間をとるべきなのだろうと、アイ＝ファはそのように述べていた。

「そういえば、その休息の期間っていうのも、フォウやスドラの人たちと連動するべきか協議中なんだって？」

「うむ。これまでは個々の家において期間を定めていたのだがな。近在の家同士ではその足並みをそろえたほうが、何かと都合がよいのではないかと、スドラの家長がそのように申し述べてきたのだ」

　無意識になのだろうか、引ひき締しまったお腹なかを右手で撫なでさすりながら、アイ＝ファはそのように答えてくれた。

「このあたりでいえば、ファ、フォウ、ラン、スドラ、ディン……それにもう一つ、ディンの血族が家をかまえているという話であったな」

「うん、たしか、リッドの家だったっけ？　今のところ、おつきあいはないけれど」

「うむ。そのリッドも含めた六つの氏族で、同時に休息の期間を取るべき、という話であるな。もっとも、ディンとリッドはザザの眷けん族ぞくであるので、それにはグラフ＝ザザの了りよう承しようが必要となるのであろうが」

「ああ、それでもザザはものすごく家が離れてるもんなあ。そこは血の繋つながりより家の近さを重視したほうが、確かに理にはかなってる気がするよ」

　スン家が親筋であった時代には、このようなことを思いついても、とうてい提案できるような空気ではなかったのだろう。森辺の民も、変わり始めている。これまでは見向きもされていなかったファやスドラのように小さな家の人間の言葉が重んじられ、族長筋とも忌き憚たんなく意見を交こう換かんできる土ど壌じようが形成されつつあるのだ。

　ジェノスも、森辺の集落も、これからさまざまな変革に見舞われることになるのだろう。同胞の罪を乗り越こえて、ジェノスと森辺がどのように変わっていくのか――自分もその因いん子しの一つであるのだという思いを胸に、見届けていきたい、と俺は強く思っていた。

「よし、完成だ！　お待たせしたな、家長。一ヶ月ぶりの、ファの家の晩餐だぞ」

「うむ」

　重々しくうなずく家長の前に、俺は木皿を並べていった。ルウの家に便乗して、ファの家でも少し食器を充実させたのだ。

　各自によそったスープと肉料理、大皿にまとめた生野菜のサラダと焼きポイタン、それに取り分け用の小皿と、手作りの箸はし、鉄てつ串ぐし、木き匙さじをひとそろえずつ、といった具合である。料理の内容はさして変わっていないのだが、なかなかに壮そう観かんであった。

　アイ＝ファはごにょごにょと食前の文言を唱えて、唇をなぞるような仕草を見せてから、木匙を取り上げる。そうして、「ふむ」と厳げん粛しゆくな面おも持もちで料理を見回した。

「……はんばーぐだな」

「ああ、ハンバーグだ」

　ここで異なる献立をお披ひ露ろ目めしていたら、さすがに首でも絞しめられていただろう。

　なおかつ本日は、初めての試みをこの料理にほどこしている。赤せき褐かつ色しよくに照り輝くこの掛かけ汁じるは、各種の野菜と乳脂などを駆く使しして作製したデミグラス風のソースであり、添えてあるのは、弱火でじっくり熱を通したチャッチとネェノンとアリアのソテーである。俺にとっては一番馴な染じみ深い、これぞハンバーグという王道の味を追求してみたのだ。

「一ヶ月ぶりのハンバーグだ。存分に味わってくれよ」

「うむ」

　あくまでも厳粛に、アイ＝ファはハンバーグの木皿を取った。タウ油ではなくタラパ仕立てのギバ・スープをすすりつつ、俺はこっそりその様子を観察する。

　アイ＝ファは木匙でハンバーグを一口ぶん切り分けて、無表情のままそれを口に運び――そして、愕がく然ぜんと目を見開いた。その目が少しばかり冷静さを欠いた様子で、ハンバーグの断面を覗のぞき込む。

「アスタ、このはんばーぐは――」

「そうそう。中に乾かん酪らくを仕込んでみたんだよ。乾酪・イン・ハンバーグってところだな」

「乾酪は、ずいぶん昔に使い切ってしまったのではなかったのか？」

「いや、実は、昨日こっそりカミュアを通して、トゥラン伯爵家であまっていた乾酪を買い取らせていただいたんだよ。むこうでは食材があふれかえって大変なことになってるって聞いてたからさ」

　カマンベールチーズのごとき乾酪をハンバーグに載せて食するのが、アイ＝ファにとっては最上級のご馳走であるはずだった。それを載せるのではなくパテの内部に仕込んだのは、まあサプライズの演出である。デミグラス風ソースとの相性も、タラパや果実酒のソースには負けていないはずだった。

「これが精一杯の心づくしとなりますので、お気に召しませば幸いにてござります」

　アイ＝ファは肉と乾酪を噛みながら、ややせわしなく手もとの木皿と俺の顔を見比べた。

　で、やがて名残惜しそうに木皿を置くと、勢いよく身を乗り出して、俺の頭をわしゃわしゃとかき回してくる。

「美味うまい」

「それは良かったよ。ありがとう」

　もうこれぐらいでは動どう揺ようしないぞと、俺はにっこり微笑ほほえみ返してみせた。

　すると――アイ＝ファは俺の手からスープの木皿を取り上げて、丁寧に床ゆかに置いてから、料理を迂う回かいして俺のもとにやってきて、ぎゅうっと俺の身体からだを抱きすくめてきた。

「美味い」

「わ、わかったってば！　せっかくの料理が冷めない内に食べてくれよ！」

「わかっている」

　アイ＝ファはきっかり五秒間、骨も砕けよとばかりに俺の身体をしめつけてから、またいそいそと自分の位置に戻もどっていった。

　で、パテからこぼれ落ちるとろりとした乾酪を大事そうにすくいあげ、肉やチャッチとともに頬ほお張ばる。

「……美味い」

「うん、嬉うれしいよ」

「……あとでまた」

「あとでまた、何!?」

「今は、料理が冷めてしまうからな」

　そこまで表情は動いていないのに、アイ＝ファはとても嬉しそうに見えた。

　青い瞳が子供のようにきらめいて、とても綺き麗れいだ。その胸むなもとには、かつて俺が贈おくった青い石の飾かざり物ものが、第三の目のごとく光っている。

　森辺とジェノスは、この先どのように変わっていくのか。その変わりゆく世界を、アイ＝ファとともに生きて、見届けたい。

　そんな思いを胸に溜ためながら、俺もとっておきのハンバーグを食するために木皿を取り上げた。
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箸休め　～ルティム家の団欒～







「だいぶん日が落ちてきたな。……そろそろ城下町でも晩餐の会が始められる頃ころか」

　そのように述べたてたのは、ルティム本家の家長ダン＝ルティムであった。

　場所は本家のかまど小屋であり、アマ・ミン＝ルティムは義妹のモルン＝ルティムとともに晩餐の準備を進めている。本日はちょっと手の込んだ料理に挑戦しているため、二人はいつも以上にせわしなく立ち働いていた。

「いったいアスタたちは、どのような料理を出すつもりなのであろうな。ああ、想像しただけで腹が鳴ってしまいそうだ！」

　小屋の入り口に立ったダン＝ルティムは、誰だれにともなく喋しやべり続けている。本来、男衆はそうそうかまど小屋に近づいたりはしないものであるが、本日はギバ狩がりの仕事が早めに終わったために、ダン＝ルティムは話し相手を求めてこの場を訪おとずれたようだった。

「護衛役を任されていれば、俺おれも同じ料理を口にできたものを……ええい、どうしてドンダ＝ルウは、長年の朋ほう友ゆうたるこの俺にこんな意地悪をするのであろうな？」

「別に意地悪をしたわけではないでしょ。家長か跡あと取とりのどちらかは家を守るべし、という森辺の習わしを重んじただけなんだろうから」

　ぐつぐつと煮込まれている鉄鍋の中身をかき回しながら、モルン＝ルティムが笑え顔がおで言葉を返した。

　モルン＝ルティムはダン＝ルティムの娘むすめで、年ねん齢れいは十五歳さい。実に健康そうな丸っこい体格をした、可愛かわいらしい女衆である。怒おこったときは父親譲ゆずりの迫はく力りよくを発揮したりもするが、そもそも滅めつ多たに怒ることのない、柔にゆう和わで優しい気き性しようをしていた。

「しかし、貴族たちとの会談においては、俺とガズランがともに家を離れることも許されたのだぞ。それなのに、どうして今回は俺だけ留守番を命じられなければならないのだ？」

「会談のときは、ダン父さんの力が必要なぐらい危険だったからでしょ？　今はもう貴族たちとも和解することができたんだから、ダン父さんを引っ張り出す必要もなかったっていうことなんだよ」

「しかし、今日だって四名の狩人かりうどが護衛役として連れていかれたのだぞ？　だったら、俺を連れていってくれてもよさそうなものではないか」

「しつこいなあ、もう。……ダン父さんは、そんなにアスタたちの料理が食べたかったの？」

　モルン＝ルティムの言葉に、ダン＝ルティムは「当たり前だ！」と肉厚の胸をそらした。

「アスタの作る料理を口にできる機会は、そうそうないのだからな！　そのせっかくの機会を奪うばわれたのだから、不満に思うのが当たり前だろうが！」

　モルン＝ルティムは父親のほうを見やりながら、「ふうん」と微笑んだ。

「わたしたちは一生懸命、家族のために晩餐をこしらえてるのに、それでは不満なんだね。なんだか悲しいなあ」

「いや、別にお前さんたちの料理に不満があるわけではないのだが……それとこれとは話が別であろうが？」

「わたしには、同じ話に聞こえるけどなあ。アマ・ミンは、どう思う？」

　これはもちろん、家族内の微笑ましい軽口にすぎない。よって、アマ・ミン＝ルティムも「そうですね」と笑顔で応じることにした。

「わたしたちも修練を積んでいますが、まだまだアスタには遠く及びません。家長に不満を持たれないように、いっそう励むしかないようですね」

「だから、そういう話ではないと言っているではないか。お前さんたちまで、俺に意地悪を言うのか？」

「だから、誰もダン父さんに意地悪なんてしてないってば。そろそろ仕上げに取りかかるから、大人しく広間で待っていてくれない？」

　ダン＝ルティムは、ぶつぶつとぼやきながらかまど小屋を出ていった。

　普ふ段だんは明朗快活そのものであるのに、よほどアスタの料理が恋しいのだろう。ルウの血族ではドンダ＝ルウと並び立つほどの狩人であるのに、ダン＝ルティムは幼子のような稚ち気きを有した人ひと柄がらでもあるのだ。

「まったく、アスタの料理がからむと、ダン父さんはうるさくてかなわないよね。まあ、気持ちはわからなくもないけどさ」

「ええ。アスタの料理は、本当に素晴らしいですからね」

　タウ油と果実酒の汁に漬つけ込んでおいた肉を木皿の上に移動させながら、アマ・ミン＝ルティムはそう応じてみせた。

　アマ・ミン＝ルティムがルティムの家に嫁よめ入いりしてから、すでにふた月以上の日が過ぎている。伴はん侶りよのガズラン＝ルティムはもちろん、その妹であるモルン＝ルティムも、父親であるダン＝ルティムも、祖父であるラー＝ルティムも、今ではみんな大事な家族であると思うことができるようになっていた。

「ようやく貴族たちと縁を結びなおすことができたんだから、それは喜ばなくっちゃね。この前の、ダン父さんまで引っ張り出された日なんて、わたしは心配でたまらなかったもん」

「ええ、本当に……誰も傷つくことなく森辺に戻ってくることができて、わたしも心から安あん堵どしました」

「うん、あの日は大変だったよね。貴族たちが悪さをするかもしれないからって、わたしたちまでルウの集落に集まることになって――」

　と、そこでモルン＝ルティムの言葉が、ちょっと不自然な感じに途切れた。

「どうしたのですか？」と振り返ると、モルン＝ルティムはふくよかな顔を赤くして「何でもない」と首を振っている。

「何でもないという風には見えませんが……あの日に、何かありましたか？」

「ううん、何でもないってば！」

　モルン＝ルティムの顔は、ますます赤くなってしまっている。

　その姿を見て、アマ・ミン＝ルティムは一つの出来事を思い出していた。

「そういえば、あの日は北の狩人たちもルウの集落に集まっていましたね」

「…………」

「彼かれらの姿をきちんと目にするのは初めてのことでしたが、みんな立派な狩人たちでした。ルウ家にも劣おとらない勇ゆう猛もうな氏族という評判通りでしたね」

「う、うん、そうかもね」

　あの日、モルン＝ルティムは北の狩人の一人と言葉を交かわしていた。その際に、今と同じような表情を見せていたのである。

　あれは、何という名前の狩人であったか――ドンダ＝ルウやダン＝ルティムよりも大きな体たい躯くをしており、頭にはギバの頭骨をかぶった、おそらくはドム家の狩人であるはずだった。

（もしかしたら、あの狩人に懸け想そうしてしまったのかな？）

　しかし、ルウの血族と北の氏族は、長年いがみあってきた間あいだ柄がらである。スン家が滅ほろんだことによって、北の氏族と縁を結びなおすことはかなったものの、たやすく血の縁を結べるような間柄ではない。そのような相手に懸想してしまったのなら、なかなか大変な労苦が待ちかまえているはずであった。

（だからモルンも、口に出せないのかな。家長ダンやガズランだったら、頭から反対したりはしないと思うけれど）

　しかし、そうであるがゆえに、なかなか口に出せないという面もあるのかもしれない。ルティムはルウの眷族であり、ドムはザザの眷族であるのだから、血の縁えんを結ぶにあたっては親筋の氏族にまで多大な迷めい惑わくが及およんでしまうのだった。

（いつかモルンが自分から話したいと思うようになったら、わたしも力になってあげよう）

　そのように結論づけて、アマ・ミン＝ルティムはモルン＝ルティムに笑いかけてみせた。

「すっかり暗くなってしまいましたね。このギバ肉も、早々に仕上げてしまいましょうか」

「う、うん、そうだね」

　モルン＝ルティムも、ほっとしたように微笑んだ。

　窓の外は夕ゆう闇やみに染まっており、かまどの炎はいっそう明々と鮮明に燃えあがっているように感じられた。




◇




　それからほどなくして、晩餐は完成した。

　それを母おも屋やの広間に運んでいくと、待ちかまえていたダン＝ルティムが「おお！」とはしゃいだ声をあげる。

「ようやく仕上がったか！　すっかり腹が減ってしまったぞ！」

「今、残りの料理も持ってくるから、ちょっと待っててね」

　ガズラン＝ルティムは族長たちのお供として城下町に出向いているため、今日は四人の家人しかいない。先代家長にしてルティム家の長老であるラー＝ルティムは、騒さわがしい息子のかたわらで、本日も静かに座していた。

「ガズランがいないと、この広間もずいぶん広く感じられてしまうな！　よく考えたら、ガズラン抜きで食事をするなどというのは初めてのことではないか？」

「そうだね。この前なんかは、ダン父さんとガズラン兄さんがいなかったから、もっと広々としていたけどさ」

　それは、貴族たちとの会談に臨のぞむ前夜のことであった。その夜は、ダン＝ルティムもガズラン＝ルティムもルウの家で晩餐を取ることになったのだ。

「よく考えたら、ダン父さんはそのときにもアスタの料理を食べてるんだよね。わたしたちなんかは、ガズラン兄さんとアマ・ミンの婚こん儀ぎの祝しゆく宴えん以来、アスタの料理なんてロクに食べていないのにさ」

「何だ、モルンはまだへそを曲げておるのか？　お前さんたちの料理に不満があるわけではないと言っているだろうが？」

　ダン＝ルティムは、幼子のように口をとがらせていた。その姿を笑顔で見返しながら、モルン＝ルティムは自分の席に腰こしを下ろす。アマ・ミン＝ルティムも、その隣となりで膝を折った。

「さ、お待ちかねの晩餐だよ」

「うむ！　森の恵めぐみに感謝して、火の番をつとめたアマ・ミンとモルンに礼をほどこし、今こ宵よいの生命いのちを得る！」

　こんな元気いっぱいに食前の祈りを唱える人間は、なかなか他にいないだろう。つられて口もとをほころばせながら、アマ・ミン＝ルティムもその言葉を復唱した。

「なんだか今日は、皿の数が多いような気がするな！　それに、この料理は見覚えがない気がするぞ？」

「うん。それは初めて作った料理だね。きちんと出来ているかどうか、確かめてみてよ」

　ダン＝ルティムは「うむ！」と笑顔でその木皿を引き寄せた。鉄てつ鍋なべの煮汁を木皿に注ぎながら、アマ・ミン＝ルティムとモルン＝ルティムはこっそりその姿を注視する。

　ダン＝ルティムは何の疑いもない笑顔で、豪ごう快かいにその料理をかじり取った。そうしてもぐもぐと口を動かす内に、その大きな目がいっそう大きく見開かれていく。

「モ、モルン、この料理は、いったい――」

「ああもう、食べながら喋らないでよ。きちんと呑のみ込んでから、口を開いてね」

「ぐむう」という奇妙なうなり声をもらしながら、ダン＝ルティムは口を動かし続けた。一刻も早く問とい質ただしたいのに、よく味わわぬ内に呑み込んでしまうのは惜しい、とでも考えている様子だ。

　そうして煮汁の木皿が届けられたあたりで、ダン＝ルティムはようやく「何なのだ、これは！」と大きな声をあげた。

「何なのだって、ギバの料理だけど？」

「そんなことはわかっている！　しかしこれは――これは、ぎばかつと同じぐらい美味かったぞ！」

「そっか。だったら、大成功だね」

　モルン＝ルティムは嬉しそうに微笑みながら、アマ・ミン＝ルティムを振り返ってきた。アマ・ミン＝ルティムも、同じ表情でうなずき返してみせる。

「それはね、たつたあげっていう料理なんだよ。ぎばかつと同じように、ギバの脂で揚げた料理なの」

「そうなのか！　こんな料理は、ルウ家の晩餐でも出されなかったぞ！」

「これはきっと、その後に作られた料理なんじゃないかな。今日のために、アスタが完成させた料理のはずだからね」

　ダン＝ルティムは勢いよく二口目をかじり取り、またそれをぞんぶんに味わって呑み下してから、再びモルン＝ルティムを振り返った。

「では、族長や貴族たちも、今頃はこれと同じ料理を食べているということか？」

「うん、アスタはそうするつもりだって言ってたよ。だから、わたしたちもルウ家でこの料理の作り方を習ってきたの」

　アスタは現在、ルウの集落に逗とう留りゆうしている。そして、ルティムの女衆は以前から料理の作り方を学ぶためにルウの集落におもむいていたので、ここ数日はアスタから直接手ほどきを受けることができていたのだった。

「これはね、ぎばかつよりも手間のかかる料理なんだよ。チャッチを粉にしなくちゃいけないから、それがとても大変なの。でも、その分、美味おいしいでしょ？」

「うむ、美味い！　アスタの作ったぎばかつに負けないぐらい美味いぞ！　何の汁も掛かっていないのに、どうしてこのような味がするのだ？」

「それは、ギバ肉をあらかじめ汁に漬けているためですね。シールの実の汁を絞しぼっても、美味しいと思いますよ」

　アマ・ミン＝ルティムがそう答える間も、ダン＝ルティムはぶんぶんとうなずきながら、『ギバの竜たつ田た揚あげ』をたいらげていった。アスタの教え通り、刻んだティノももりもりと食べている。

「他の料理もきちんと食べてね。ダン父さんのために、こんなにたくさんこしらえたんだから」

「うむ？　俺のために？」

「うん。今日はどの料理も、アスタが城下町で作った料理と同じものなんだよ。こっちはひやしゃぶさらだっていう料理で、こっちはおこのみやきね」

　そして汁物料理は、『タウ油仕立てのギバ・スープ』である。アスタが菓子と呼ぶ『チャッチ餅もち』というのはチャッチの粉が足りなくて作れなかったものの、生のギーゴを刻んだ前菜というものも準備している。あとは、お好み焼きに掛けるマヨネーズというものも食材が足りないので準備することはできなかったが、それ以外ではアスタが城下町で作った料理をほぼ再現できているはずであった。

「もちろん、アスタだったらもっと上手に作れるんだろうけど、これなら少しはダン父さんの気も晴れるでしょ？　アマ・ミンと二人で頑張ったんだからね！」

「いや、これは美味いぞ！　これより美味い料理など、なかなか想像がつかんぐらいだ！」

　そのように言って笑い声を響ひびかせてから、ダン＝ルティムはふっと二人の姿を見比べてきた。

「しかし、それならどうして、このことを隠かくしていたのだ？　俺のことをやかましいと思っていたのなら、この話を伝えて黙だまらせればよかったではないか？」

「それはだって、食べるまで内緒にしておいたほうが、より嬉しいでしょ？」

「ええ、それに、食べる前から期待をさせてしまうと、がっかりさせてしまうかもしれませんし」

「こんなに美味い料理を食べさせられて、がっかりなどするものか！　お前さんたちは、本当に腕うでを上げたのだな！」

　ダン＝ルティムは、実に満足そうな笑顔であった。今日の苦労をすべて洗い流してくれるような、無邪気な笑顔である。

　モルン＝ルティムは嬉しそうに微笑みながら、寡か黙もくな長老のほうを振り返った。

「ラー爺じいは？　苦手な料理とかなかった？」

「うむ。いずれも美味である」

　長老のラー＝ルティムは、長身痩そう躯くの老人であった。白い顎あご髭ひげを胸もとまで垂たらしており、高い眉まゆの下に落ち窪くぼんだ目を炯けい々けいと光らせている。禿とく頭とうであることと長身であること以外は、息子のダン＝ルティムとまったく似たところのない風ふう貌ぼうであった。

「しかし……かまど仕事のことなど何も知らない儂わしにさえわかるほど、これは手の込んだ料理ばかりであるな。ポイタン汁をすすっていた時代のことを思えば、まるで信じ難がたいほどだ」

「うむ！　そのような時代があったことを忘れてしまいそうだな！」

「……しかし、儂はそういう生活を六十年近くも続けてきた。たかだか数ヶ月で、それを忘れられるものではない」

　ダン＝ルティムはきょとんと目を丸くして、父親を振り返った。

「どうしたのだ、父ラーよ？　まさか、アスタのもたらした美味なる料理に不満があるわけではあるまいな？」

「不満があるわけではない。しかし、ファの家のアスタを森辺の家人として迎え入いれてから、集落での生活は驚くほどの変化を遂げた。森辺の民たみが料理を作り、それを町の人間に売りつけることなど、以前の儂たちには想像することもできなかった」

　寡黙な長老がこのように言葉を連ねるのは、珍めずらしいことである。自然と、アマ・ミン＝ルティムは背筋をのばすことになった。

「それに、スン家についてもだ。儂たちは、いずれスン家を滅ぼすべく、長年に渡って力を蓄え続けてきたというのに、アスタの存在がスン家を終わらせたと言っても過言ではなかろう」

「血を流さずにスン家を滅ぼすことがかなったのだから、何よりではないか！　父ラーは、いったい何が不満なのだ？」

「だから、不満なわけではないと言っている。ただ……儂のような老いぼれには、このような変化がめまぐるしく思えてならないのだ」

　そう言って、ラー＝ルティムは遠くを見るように目をすがめた。

「最長老ジバ＝ルウをも救ったアスタには、深く感謝している。また、美味なる料理で森辺の同胞に新たな力と喜びをもたらしたことについても、然しかりだ。儂のような老いぼれにとっては身に余る変化であったとしても、アスタの存在は森辺の民にとってかけがえのないものとなろう」

「ずいぶん弱気な言葉だな！　そのような言葉を吐はいていると、本当に老いさらばえてしまうぞ、父ラーよ！」

　ダン＝ルティムはガハハと笑って、父親の背中をバンバン叩いた。長老ラー＝ルティムにこのような真似まねができるのも、森辺においてダン＝ルティムただ一人であろう。

「父ラーも我らとともにこの喜びを噛かみしめて、ともに歩いていくのだ！　ジバ＝ルウなどは八十五まで齢よわいを重ねているのに、あれほどの元気を取とり戻すことがかなったではないか？　老人だろうと赤子だろうと、母なる森の前では等しく同じ子なのだぞ！」

「ふん。このような老いぼれにまだ楽をさせぬつもりか。まったく、遠えん慮りよのないやつだ」

「それは、父ラーの子だからな！　大事な家族に遠慮などするものか！」

　そう言って、ダン＝ルティムは木皿の煮汁をすすった。

「アスタが森辺を訪れて、せいぜいまだ三ヶ月であろう？　それで、これだけの変化を遂とげることになったのだ！　一年後や五年後や十年後には、もっと愉ゆ快かいな変化を遂げることになろう！　それを見届けずに魂たましいを返すのは惜おしい話だぞ、父ラーよ！」

「そうだよ。ラー爺もジバ＝ルウみたいに長生きをしてね」

　モルン＝ルティムが身を乗り出だして、祖父の痩やせた膝の上に手を置いた。ラー＝ルティムはまぶたを閉ざして、「うむ」とうなずいている。その光景を見やりながら、アマ・ミン＝ルティムはこの家に嫁入りできた幸福をあらためて噛みしめることになった。

　愛すべき伴侶が不在の日でさえ、このように温かい気持ちを抱くことができる。こんな幸福感にひたれるのも、皆みなで力をあわせてスン家や悪あく辣らつな貴族たちを退しりぞけることができたおかげであるはずであった。

（一年後や五年後や十年後、わたしたちはどのような生活を手に入れているのだろう……やっぱり、今からは想像もつかないような変化を遂げているのかな）

　しかし、アマ・ミン＝ルティムの心に迷いや不安はなかった。たとえどのような変化を迎むかえたとしても、これだけたくさんの同どう胞ほうが同じ道を歩いている。ならば、そこには確かな希望と幸福が待ち受けているはずだった。

「さあ、話が長くなってしまったな！　せっかくの料理が冷めぬ内に、たいらげてやろう！」

　ダン＝ルティムが、空になった煮汁の木皿をアマ・ミン＝ルティムのほうに突つきつけてくる。それを受け取りながら、アマ・ミン＝ルティムは「はい」と笑い返してみせた。







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第十三巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　毎回同じような言葉を述べておりますが、ここまで巻数を重ねることができたのは、ひとえに本作をお手に取ってくださる皆様のおかげでございます。つつしんで御礼の言葉を述べさせていただきたく思います。




　前巻のあとがきでもお伝えした通り、第一巻から続いてきた「陰謀編」は今巻で完結となり、次巻からは新章のスタートとなります。

　執筆当時は「～編」と銘打っていたわけではありませんが、あえて名付けるならば「発展編」といったところでありましょうか。

　スン家およびサイクレウスとの悪縁を断ち切ったアスタや森辺の民が、今後はどのような運命をつかみ取っていくのか。宿場町での商売や、町の人々との交流や、森辺の集落の変革などなど、今後も末永く見守っていただければ幸いでございます。




　余談となりますが、今巻の第一話目をウェブ上で公開した日が、本作の投稿一周年目にあたる日でありました。それからすでに二年以上の日が経っているのかと思うと、感慨もひとしおであります。

　それでその際に、一周年の記念としてキャラクターの人気投票などを実施させていただいたのですよね。




　その人気投票で栄えある第一位に選ばれたのは、アイ＝ファでありました。

　第二位はルド＝ルウで、第三位はダン＝ルティムであります。

　そうして第四位以下は、アスタ、シュミラル、リミ＝ルウ、レイナ＝ルウ、シン＝ルウ、カミュア＝ヨシュ、ガズラン＝ルティム、という結果に落ち着きまして――第十位までに男性キャラが七名もランクインするという、いささか意外な結果となりました。

　しかも第三位は、ダン＝ルティムでありますからね。禿頭で大兵肥満で四十路のキャラがここまでの人気を博するというのは、非常に嬉しくもあり楽しくもある結果でありました。

　票数などは、けっこう最後まで第二位のルド＝ルウと競っていたのです。皆様にお寄せいただいた票を集計しながら、当時は一人でエキサイトしていたものです。




　もちろん自分も、ダン＝ルティムは大のお気に入りのキャラの一人であります。

　しかし初期構想ではルティム家にそこまで重点を置く予定ではなかったので、ダン＝ルティムもガズラン＝ルティムも執筆を続ける中で重要なポジションを勝ち取っていった存在となります。




　そして今巻の書き下ろしの番外編は、そんなルティム家の団欒を描くことになりました。

　残念ながらガズラン＝ルティムは不在の一夜となりましたが、ルティム家ではこうして毎夜、温かな交流が紡がれているのでしょう。




　ウェブ版と書籍版と、そして現在ではコミック版も同時進行で進めておりますと、自分としては本作の三つの時代を行ったり来たりすることになります。作中の時間軸でもそれぞれ数ヵ月の隔たりが生じますので、キャラたちの関係性や森辺を取り巻く情勢などもさまざまな変化が生じており、それがまた大きな感慨を呼んだりもしております。




　アスタとアイ＝ファの出会いが描かれているコミック版などを拝見すると、その感慨も顕著でありますね。アスタに冷たいアイ＝ファのたたずまいが、新鮮でなりません。この数ヵ月後には読者様に末永く爆発しろなどというお言葉を多数いただくことになろうなどとは、アイ＝ファも予想だにしていないことでしょう。




　森辺の集落を取り巻く陰謀劇は終結しましたが、今後もアスタたちのもとにはさまざまな変転が訪れます。それらを最後までお楽しみいただけたら、望外の喜びでございます。




　ではでは。毎度恒例の締めくくりとして、ホビージャパンの担当各位様、イラストレーターのこちも様、本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。




　次巻でまたお会いいたしましょう！




二○一八年一月　ＥＤＡ　　
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